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1.林地肥培体系の確立

!試験担当者

本試験は本艾羯を也じて彳比われており.その分・担はつぎのとおりである。

本場土埃史料种長:坡初

本場土坂枳料同究室:原田 洸,源田桂治,竹藤久刃•观田 席 

化海道支竭土棋研究室:我本正磯,培崎正姓,m 勝 

東北支場土纪妍究空:山谷孝一•佐々木茂,後權和秋 

関西支場土集研究室:河田 弘,衣笠忠句

四国支場土:a研究室:下脚正,井上輝一郎

九州支埸土日硏究室:吉筋正二.川添 強 

木育分場士很研究室:吉本 衛

なお各施地でその担当の詳相については⑥において記する。

2 試験目的

休地お培の基證として軍要な森林の養分部済(柬分吸収属の調宪,斐分德瓊率の御査などを明 

らかにし,これらの•括姓の上にたって肥培効果の把握と解折をおこない.合理的な肥培技術を瑤 

立し,その休系化をはかり.もって海林生産:カ増強に資することを目的とする。

3 前年度まて・の経過と得られた結果

林地肥培に関する前年适までの経過は後掲の図一1のとおりで.術られた成果は林忒知究秘告, 

林学会お•林学会大会麟演集その他の樓関瓶に発表した。つぎYそのリストをがかける〇

林試で行なわれた林地肥培の研究成果(昭•粕3 6年度以降の刊行物)

A)本揚関係分

⑴ 堵:わが国主要造林窗碰の栄養および施肥に関する基礎的研究,林試研浦’防13 7,昭 

5 7

⑵ 妨•藤田:林木の合理的施肥法に関すろ研究,アイソトーブ利用研究の成果•農林水産技 

術会議研究成果,№10 ,昭5 7

⑶ 塘:林木の栄奏と施肥,林業辭脱シリーズ,必1.昭3 8

(4) 該田•塘•岩崎•高井：栄養条件の相違がカラマツ菊の体内成分および落葉俏発現に及ぽ

す瀰!(予鞭),H林大公神演％, №7 4 ,昭3 8 :

(5) 竹下•束•石原•堵:成木施鹿試験(1)6年間採穂した2 2年生林分に対する効果(第

一 3



1報>,日木は:会講演集,5^ 7 4 , 3 8

(6)塘.摩田:林木の養分吸収の時期的亥化とその配分利用に皿する讶究,林試アイソトーブ 

利用囹係祈究成献年雑,昭5 8年能,昭3 9

⑺原田:苗木の生長と養分吸収におよぼす也中の斐时如の影奪(弟$報),施肥宗を2 

段階に茹た5要常験に布けるスギ・カラマツ,アカマツ1_〇苗の生長と羨分ら殳収,p 

林詰,№4 5ぬ,昭3 8

⑻蔭:土級養分とスギ稚苗の養分吸阪について,日林大会員扔(集,№7 5 ,昭3 9

⑼藤田•後菸・塘:スギ,アカマツのPの時期別欠除嫁,日林大会禮演集,用7 5 ,昭

3 9

師藤田・塘:標巍過石に上るPの吸以忙ついて(陀料一 pと土お_ pの吸収割合)日:怵大会 

防演樂,* 7 5.^3 9

仙原汨・後溪:スギ幼齢木の葉分析に関する2-5の考察,日林大会制演集,治7 5 ,昭 

3 9

(1Z原田:落葉期におけるカラマツの梨の養分の功き,日林誌,版4 6 ,昭3 9

0ゆ塘•芸沮:標識過石を用いたスギ,アカマツの植莪時における施吃位Sf試,勺“予州),汀 

林大会御演集,*7 5,昭3 9

"増:坏地肥培の現状と問新点,密林と肥培,№3 3 ,昭3 9

貽塘:林地肥培•現代％, №5.昭3 9

的塘:林地肥培こんごの展望,林業技術,血2 7 6 ,昭4 〇

,!7I培•炯•道他•〒葉•為井•呢玉:カラマツ恭砌て附fる調査濒

------カラマツの栄舞と本窈の被害に関する硏究-------林試研钮・頌78 ,昭4 〇

伽原田:苗畑における苗木の述作飴作敍踐・,林駅研軽,必17 5,昭4 0

脱;藤団•塘:施肥の違いが疥賤の吸収に及ぼす杉・,日林的,血7 6 ,昭4 〇

W1坡・藤田•若崎:床替密度かスギ芭の形質に及ぼす彩您,日:〇,心76.昭40

㉑原田・佐藤.塘:スギ肥培膨地における7年間の生弟通と樹体内皿ける条分分布に 

ついて.日オ楠,心7 6 ,昭4 〇

,?2,凉田:成木林施陀について,森林と紀培,№38,昭4 〇’

吸 原田:苗木連作の弊書とその対策

-----  地力維持の立場から------ 林衆新知毅,№14 7 , S341

伽 佐荻•塘:アカマツ新植地の肥培故験.日榊R *7 7 ,昭41

B)北海道支場関係分

(1)中田：濯木燒払後の樂羸燃隙,斐黄の利用性(択)•北方林業,必1N8)•昭3 6

⑵ 真田:ピートモス及び堆JEの効用効果について,林圖:北支年箝•19 6 0 ,曲5 6

(3) 津田:カラマツ苗木の生育と養分扱収の季節的安化•林就研報,№13 9 .昭5 6

(4) 蔵本.永桶:トドマツ,アカエゾマッの初期肥培について,日林道支謎,必10・昭

(5) 蔵本•永桶:林地肥培の研究経過•北方林案•14(5).昭3 7

(6) 淳田:トト‘マッ三要板料試験におけるトドマツ苗木の養分含有:よについて⑵・樹氷・

1 2(6)•昭 3 7

(7) 津田:トドマツ’カラマツ苗木の成長と養分吸収の枷的変化,北方林案.14(9),昭

5 7

(8) 畝本・永桶•其田:トドマツ幼齡木の矣分含布噬と根系に関する謁狂,林試北海道支年報

19 6 1,昭3 7

(9) 蔵本.永桶・塩觸：忱我時;ておける肥培,林試北海道支年徳.19 61,昭3 7

伽 津田:カラマツ苗木の要素欠乏症状はついて・林試北海道支年岸•19 61.7

(II)世田:トト・マッ5妥素肥料試羨におけるトト・マッ苗木の養分含有挝について(3).樹氷・

1 3(6)•昭 3 8 •

(121蔵本.永桶:トドマツ,アカエゾマッの林地3要素蹒•日林道文潸,№12 .昭3 8

(13)泓(〇 :トドマツ,カラマツ,アカエゾマッ萌木の按分含有率について•日林道拗•防

1 2 ,昭3 8

网 津国•大友:トドマツ・苗木の要素欠乏症状について,林試北海道支年報.1535 9

⑮ 山本:林木の生育と狡分•含有他およびその無槌成分,林試研報,№182,昭4 0

(19塩崎.永桶:成林施肥⑴球滲透水の養分含冇イ葡:ついて,日林道支講,№14 ,昭4 〇

(!7»函本:林木の養分吸収よりながめた土跡?性,日枷支渋,Na",昭4 〇

(I&真田・長内:誹うん槌裁の効果 —土瘦条件ならびに生育について ------ •林試北海•道支

年帶,19 64 ,昭4 〇

晩 津田•大友:ハンノキ苗木,カン,苟木の要素r欠乏症状について,林試北海道支年救,

1 9 6 4 ,昭4 0

C)束北支場関係分

(1)佐藤・スギ造林地に対する施肥の効果,日林束北支御,第13回,昭3 7



(2) 育林第4研究室:林地徳肥試験でわかったこと,これから考えられること,朿北支習だ

より,心,昭3 7
'• • • •

(3) 山谷・長谷川•神:林地施肥に対する燃耘の効果ー黒色土湖て:おけるアカマツについて 

の離効果ーけ森茵?・局姑技研険,1961.昭57

(4) 育林第4研究室:コパノヤマハンノキの肥培:てついて,束北支場だより.№18 ,昭38

(5) 山谷:物質循環からみた幕潅木について,森林立地,5(2),昭3 9

闾 佐籐•山谷・長谷川・後藤・西田•柳谷:束:!颱方における主技造林樹翘の幼^時の•抱 

虎効果について,林試研報,版16 7 ,昭3 9

(7)育林第3房究室:成木林阳培について,束北支爲だより,№41,534 〇

倡)佐藤・後跖畏谷川•鈴木ほか:集約的施紀技街;てついての研究(第1快),日林東北 

支漏,№16,昭4 〇

(9)佐藤・後藤•長谷川•錦木ほか:柴約的施肥技術についての研究(第2報),日林束北

支黝,016 ,昭4 0

的 後藤・長谷川・佐膝:成木林地肥培に関する耕究——コパノヤマハンノキ忙対する効果 

—,籍1 6 .昭4 Q

D) 関西支場囹係分

⑴ 河田・佐々木:カラマツに対する肥料5妾米の施肥試强,日林魅,4 4⑫,昭5 7

(2) 衣笠:林地肥培試験について,みやま•2 , 3月号,昭5 8

(3) 河田・衣笠:林湖5培»C関する研究(第1報),日林関西支得,№13,昭3 8

(4) 河田:湿性ポドゾルにおけるカラマツ幼关林施肥浏顷,S林関西支諸,将13 ,昭5 8

(5) 河田：湿性ポドゾルIておけるカラマツの成長およぴ針葉の租成にお上任す施肥の影容.

林試研翔,№16 2 ,昭3 9

(6) 河田:アカマツ1一1苗の成長および時期別費分吸収経過について,日郴！J西支詢,し

1 4 ,昭 3 9

⑺ 河田・衣笠:林地肥培【て囲する研究(H )•日林関西支講,际14 ,昭3 9

⑻ 丸山:雨水に溶けている瓚分について•みやま,№.13 4 t昭3 9

(9)河田:アカマツ1一1苗の時期別挨分吸収について,林試研詡・№18 7 .昭41

E) 四国支場関係分

⑴ 橫01:石灰所刻M算定に関する研究,日构綱,S7 5 ,昭5 9

⑵ 下野回•長友:応JS方法回数毎のスギ葉内養分洩度と成長,日,林関西支静,卜h14 ,昭

(3I愼田:苗畑土撰の说展咬収52について,日林関泻支詩,№15 , il3 4 〇

(.1)横田:原子破光分析によろ土yおよぴ植拐中のマグネシウムの定众について,研松,治

1 8 3 , 1^4 〇

F )九州支榻跚分

(1) 下野网,艮友・上中:林地為肥木の養内養分含有最について,I窒变濃度の季節的変化・

日林九州支議(第17回),№15 ・昭5 6

(2) 長友・下野園:林地漏肥木の梨内養分涙度について⑵•国酸加里波度の季節的恕匕,日・ 

林九州支SJ.NM 6 ,昭3 7

(3) 長友・下野^ :幼％造林木の養分含尽について.日林九州支33 , Na13 ,昭5 7

(4) 長友•下野週:クモトオシ・アヤスギの狡分湊度の比較,日林九州支誨,*16 .E33 7

(5) 長友:施肥方法による葉内准分顾の変化,日林九^3,*19,昭4 0

(8)川添•吉筋.佐伯:林地肥培と効果判定のー試案・日林九支購,№19.昭4 〇

G)木何分埸関係分

(1)吉本•腐見:湿性ポドゾル土扱におけるウラジロモミの施度試険｝てついて,日林中部支

耕,し15 .昭3 9

4 41年度の試験計画

この試験は2.で記したように;跋試験坞本支場を通じて灾施しているものであるが•主要 

な试駁地の配咆は表ー1のとおりである。

表ー1 林地肥培試験地所在地一覧表(営林’冒名で示す)

本支埸 幼齢林試験地 成木林試琰地 その他の試験地

本場 4.水秘•(大口山)•笠間

(2)

天城・笠問(2)
7.六日町•白河・中之 

条・赤沼試験地

赤沼試験地岩村田 

4.
浅川実験林(富士)

北海道 5.清水•栗沢•岩見沢 1.栗沢 2.苫小牧・野幌

束北 2•向町・瞬 3.能代•岩手・慮岡 2.構内実験林•好.摩実 

駿林

159 距 3.高野・山崎・西条 2.鳥取•山峻 〇・

_四陞 4.本山(3) .須皎 1.魚梁颅 〔構内実験林

九州 3.宮输(2)•菊池 1.矢部 !構内実段林

木何 〇 2.諒訪|21 〇

1 9. 17 ! 〇



跋な!の実傍削淘については<答試梃也によりRなるが•その建斐はつぎ・->とあ、りであろ。

⑴幼齢林馬培試跡.

試段を継続してゆくに必要な噸•下刈,本数管理などを行なったうえ成長働醐査,葉 

分析,赛分吸収牲の測定,旺斟の吸収軍の算定.土貝変化の細避などを行ない肥効を検討す 

る。

(2) 成木林肥培試股

試験を継続してゆくうえに必要な掐肥,本数管理を行なった5え,中問的成長税旌•案分 

析などを行ない,肥効を検肘する。

(3) その他の敍駿として,蹈肥位置試・や除草削と肥料の混用試験,肥科の流亡試験などを行 

なっているが,これらについては,6において個々についてのべたので参照のこと。

また,試験の長期計面と当而の段階目標(案)について.は図ー1に示すとおり.である。i 

だ林地肥培に関する研究項目の構成(組み立て)の仮案を示せば図ー2のとおりである。こ 

れらを参考にして今後の硏究計画を検討する予定である。

5 41年度の試験経调と結果

41年度に得られた成結を本支場別にのペれば次のとおりである。

5 -!本場土Q即料研究宝

5-1-1•幼齢林肥培技茨

⑴ ・段磐•林昭瀬尻国有林ならびに洌j柴大日山駐冇林におけるスギ試験地の成績は表ー 2の 

とおりである。すなわちBe型土域の試験地では肥効が認められないが,Bd型および 

HD-m型土0の就箋地では効果が趙められ,单木材用がやく 5〜8割増加していろ。凄た 

阳培木の養分濃废,芸分現存峨および肥培林の土境の変｛匕は表ー 3.表ー4に示すと阳りで 

これを要約すると

a )施肥により肥培木の葉の養分我度は一殷に高まる。多少の例外はあるが,菜分析値(樹 

だ上位の当年生葉)と徳｝高との問には,N , P , Kについては正の相関,〇aについては 

負の相関が認められる. .

b )施肥により阪収増加した義分のうち•Nは樹齢の増加にともない材に蓄積されるより葉 

の中性あって養分徳璟のサイクル内で移動する割合が多く,これに対してKはサイクル外 

の幹材部忙搭積される割合が多い傾向が忽められる。

c )施肥木の見掛上の肥料吸収率を計算すると,1〇 〇%を越える値が得られる。このこと 

は施肥忆よって木の生理的活力が増大して地力そのものの活用の度合も無施肥木にくらべ 

て大きくなることを惹陳するものである。

职陆:壻屈我詆蠹阳皿旦据谀
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表ー2肥培試験地のスギの成長(8年生)

土飆 処理 H f涎 D OT V m3 Iレ!)

Be
扼肥 4 95 (102) 6.6 (1 00) 0,01 09(102)

対照 4 8 3 (100) 6.6 (100) 0.0107(1 00) 7 5

瀬尻 Bd to) 施肥 63 2 (111) 8.8 (116) 0.0251(150) 7 2

対照 5 7 〇 (100) 7. 6 (100) 0.0167(1 00) 75

Bd
施肥 6 68 (109) 9. 9 (118) 0.0555(155) 6 7
対照 6 1 2 (100) 8.4 (100) 0,0219(1 00) 7 3

大日山 B抻 施S 4 5 0 (116) Z 3 (126) 0.0123(186) 6 2
対照 3 8 7 (100) 5.3 (1 00) 0.0066(1 00) 6 7

備考:材積V-ghf ただしf= 0.6 517
現在までの施肥仕舍計は・N54g・P2O5 36g, K2O 2 6 g/1本

表ー3地上部の養分含有率の狡分含有此(瀨尻Bp)

処
N P：!〇5 k2 <3

理

樹

皮 材
枝

棄 
緑 
部

?；!•
樹

段

幹

材
枝

葉 
緑 
部

計
樹

皮

斡

材
枝

葉 
緑 
部

叶

養分 含 有 率 %

後肥 0.11 164 0.170.29 029 —• 0.08 0.I 〇 0.34 — 029 0.08 0.1 2 1.06 ■—

対照 021 0.15 025 111 — 0.13
i

0.08 0.1 〇 036 — 026 0.07 0.1 3 0.97 —
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d )肥培亿よる土埋の変化について.上,臨弟区の方がやや良好に変化しつつあるよ刃て見受 

げられたが,•與没靖でi!未だ必ずしも明りょうな.项向は周められない。

⑵ 笠間営林馬・七会国有林にわ•けるアカマツ我遂地の成せは災ー 5のとおりで.肥効は明らか 

である。そして◎面上部では糾而下部より犯;刎飲は高いが,成以の絶対,aは斜面ド部の方 

が上部上り大きい。なお•味分折など紀行なった試魚は表・6.及一 7のとおりである。

ミ一 5 アカマツ幼諦;御お効果(6年目)

安一6アカマツ樹冰のN, P , Kの磯度におよぼす施肥の粉隼(2ブロ!,クの平均)

斜面の位:區 処理 剧 咨 胸高直径 備 考

上
施肥 

緑觥

239 (149)

161(100)
2.8 (200)
1.4 (100)

矛1回位肥
昭和5 6年ちから粒状1号•( 6-4
—3 )で1 OQg/1先

中
施肥

無猗肥

255 (121)
209 (100)

3.2 (145)
2.2 (100)

牙2回爲肥
昭阳3 8年住友林業肥料(15-3
-a)で 7弗/1本

下
施S 
無あ肥

304 (115)
268 (100)

4.2 (124)
5.4 (100)

才5回总炽
昭和4 0年佳友林荣坯抖(15-8
一 8 )で1 2 0«/1木

'&一 7アカマツの或分吸収從と,肥科の政収率

処理
窒 潔 N 公 憐酸 P2O5 ら 〇 加里 k2 (> 9 b

葉 样 枝
古
枝

新 
枝

艰 栗 薛 枝
古

・枝
忻
は

恨 來 泠 枝
古
枝

跡 
校

is

上部
芯把区 

然询紀区

1.38
1.04

〇炎

035
0.49
0.57

081
W0

0.52
0.35

0.31

0.31
0.14 
ai9

0.15
0.18

0.27
0.57

0.28
0.17

0.55
0.74

0.21
0.27

0.22
0.24

0.44
0.55

0.59
0.60

中部
施肥区 

無施肥区

1.02
0.95

0.53
0.36

0.55
0.55

081
084

0.54
0.29

0.33
0.31

9.14
0.23

0.17
0.15

0.29
0.24

0.16
|〇.“

0.74
0.72

3.24
).25

0.30
0.29

0.62
0.52

0.50
045

下部
施肥区 

無蹈既区

1.65
1.47

〇・必

〇・38
035
0.54

〇.?3
〇89

0.44

0.49
0.53
0.31

0.16
0.20

0.17
0.18

0.30

0.28

b.i8
b.20

185

0.66

126

0,21

0.25

0.27
0.45
0.48

a 55
0.47

は吸収率は植付時点にむける苗木の義分含有薮を筮引いて算出した”

箱面上の位置 処埋
養分含有は £ 肥料の吸収率・ 0

N P206 K2 〇 N P20s K2 〇

上部
砖肥区

•部魚肥区

7.49
3.7 9

2.14
1.56

3.5 0
2.7 7

2 3.1 8.4 8-8

中部"
あ肥:区 

無捋肥区

：• 6.5 3
4.7 5

2.2 7

1.7 1

4.7 6
3.2 9

11.1 6.0 1 7.7

下部
施・肥区 

無媚杷区

1 2.5 9
8.3 3

3.2 3
2.4 2

6.9 0
4.1 7

2 6.6 9.2 5 29

⑶ 潦間寫林岩済国有林(こわけるアカマツ試旅地の成績は大一 8のと!■・リで,沂植時:,、 よび 

d军生造林也;こ陷肥した明合は凹らかな肥効が恣められたか,7年生の造株地にE肥したも 

つ;てついくは旺効が相められ・なかった。日下慌因採究中•なお疵年心こふ、いて時既によるア 

カマッの爻分現存做(訪咽は告洛)と土喂の変化(炎ー 9松照)を•判べたが,これによらと 

施・林の土演は畑(〇 ー 5e )に歩いて改善されつつあることが泌うられる。

我ー8 アカマツ幼的林の洗紀効果(6年日)

林分処理 高 I抑高直径 考

別試

枷地
拖肥 

軽珞肥

281(157)
205 (1G0)

イ年生施肥 

造:林^舗掩肥 
7年中更 

造林虫施お

372 (134)
277 (100)

635 ( 97)
650 (100)

ウKTJVレム 

碗 安 

夕ら粒状 

無摘紀

252 (121)

248 (119)
245 (119)
208 (100)

5.1(182)
1.7 (1D0)
5.。 (135)
5.7 (1QD)
8.6 (10d)

7.7 (100)
2.8(156)
2.8(156)
2.6 (144)
1.8(100)

窯雀
才1 昭3 5年斑ら粒状で200g/1^ 
牙2回疝:・己口5 7罕 磚4号で2〇0代/1本 
蹇椅〜旦沼,:〇ギ逐野で2 5 D尺/1女 

矛1回««<5 5牢ちから泣状で250R/1.S 
才2回浦肥昭”年 通4号で25&/1本 
为う回曲肥昭4_〇,奉満4号で300gZl本 
施鹿年は林蹄吋肥舛式旗地と同じ 
あ肥牡は牙1回MNP 5g

汁2回はNで!Og
才3回はNt15g

才!回施肥昭5 5年ち金 
牙2 W!砲股昭3 7..........
JL3 ～

衣ー 9 土坂の変化(アカマツ林)

深さ 層位 試験地
プロ
アク 処理 PH(H2o) P^KCI) yi g N %

〇〜Sw A

新
植
地

1
施fiE
無施肥

5. 5 9
5.2 9

4.7 1
4. 5 2

1.6 2
0. 6 5

6.7

6.6

〇・,: 〇

e.2 7

II
施肥

無施肥

5. 4 2
5.5 1

4. 4 2
4.5 2

3.7 5

1.2 5
7. 〇

5. 7
〇. 4 4
CL2 8

4检
;卵也

施肥 

無施必

4.9 5
5.1 〇

4.2 3
4.1 2

7. 5 〇

8. 5 0
7. 4
7.1

0. 4 8
a 4 7 _

lOHScm B

新
植
地

I
施肥

爲施肥

5. 6 1
5.6 1

4.7 1
4.6 9

0. 6 5
0. 6 5

2.0
2.0

a 1 6
a 1 9

K
施肥 

無應來

5.2 4
5. 4 5

4.5 0
4. 7 0

1.2 5
1.2 5

1.8
Z3

a 2 0

a 1 4
4年生
造林地

施肥

權施肥

5. 0 0
4. 8 〇

4. 3 0
4. 3 0

5.0 0
1 5.1 5

2.8
1.3

0. 2 5
〇.1 6

林

别

肥

効

比®

試
效

-I 5-



5-1-2成木林肥培ぽ凭

⑴ 天城営林る砌国有林・にわいて昭!印3 8年に没定したスギ5 9年生林分の蛇培試宓地は,

次年匿で満5年礼なるので清あ調査を行左!>予定であろ。本圧・幻::中心抵を行なったに 

すぎないが,その成依は我ー1〇のとあ、リで,多少の効果はなめられる。なお••索分折の 

角采は3必初:痢区で:•:對瘗のN , P , K淺斐が•窒弟飛用区ではN・Kの酸巳:いずれ 

も髙まり,踮史の#作が現われて八る(布細は务帝)°

⑵ 宏間営林N汉波国有祢に”いて％(13 9年て設定した5 7年生スギがよびヒノキ林分の 

肥培試験地は(昭和4务年に|司休分か伐釆予定全ので,その時セ衬用して毎木溯喪セ行な 

うが,本年度に行なった中問誠奁の成績は表一11のとおりで,购高应径に題かながら幼

我ー10 5 9年主スギK帶M用(天歳)

区 プロク
戲高直径 颂

3 8年如 41年回 (风F 哄Xい。

3妥當归用区(NPK ) I
H

1 7. 4
1 7. 7

1?.1
1 9. 〇

Z5
1.3

1 4 %
7

窒米中用区四
1
U

1 9. 7
1 8.9

2 2.0
2 0. 3

2.3
1.4

1 2
7

無施肥区
1
U

1?. 7
1 8.1

2 1.9
1 9. 5

2.2
1.2

11
7

備 考

格肥:汐1网目 沼利3 7年秋 璘安系肥科(15-8-8 ) T 
N100康/ha担当。オ2回目 吗和4 〇半春 同肥料 

でN15 0阿/ha担当 

窒素単用区は糞安を捋用

K11 5 7年生スギ・ヒノキ肥培式戒(阻波)

盼 種 区
臟高直徑 an

5 9 年R) 4 1年(B) (珥-(A) ^^X100

ス ギ
施肥区 

無冶肥区

1 6.6
1 6.8

1 7.3
1 7. 4

0.7
0.6

4.2 «
3.6

ヒノキ
施肥区 

無施肥区

2 0. 4
2 ^0

2 0. 9
2 2.4

〇. 5
0.4

2. 5
1.8

備 考

琏旭:才1［可目庵肥は昭和3 9年 メヂレン尿累系史料(2 4-16-11)を

N1Q 0 Ky/ha担当 为2回目は昭和4 〇年同日坂を

N150廊/ha担当

烈が呢われていろ。

⑶ 木M我沼忒視地、こわいて匸知2 6宇;こ当時天然更沂したアカマツ林に掐肥を行ない.讓套 

を:;M;したう;,近心:顷齢休から咬木林〇院新こ移肖した。幼編林峙代の或湖こついては既 

に地告したカ；,ここでは四手七,こ訓食し上14 8目の成敏を表ー12・>¢-15. /<-1dに示 

す。これ•によると,この林分E 地がり件・ ろるた均史幼出曲客で.ちり,5回麻肥区Q出貞

木地肥2回は3 2年まで無肥" 3 3年以辟施肥2回

表ー12 天然更济したアカマ・ソ林肥培浅る

甥

54.1 0.
高.

5 6.1 2. 39.2
胸尚is
5 6.12,

径 CR
3 9.2

施肥区(施肥3回)

(施肥1回)

4 0 5
3 6 5

4 6 3
4 2 0

5 2 2

4 9 8
4 5. 0
5 7.7

5 8. 6
4^2

*(施肥2回) 2 7 6 3 2 0 4 11 2 9. 3 4 7. 9
雜 史 料 区 2 6 4 5 1 7 5 7 0 2 3. 5 4 0.8

優一13同上試賤地!てなける針葉の幹材祜生産或(集(侵祢)

落葉乾物g)
15～17年に・、ける 

»-r阳成長皆m 〇

効率忏"呻理 

着心・

紿肥3回区 7 8 9. 7 4 5. 7 0 C 4.6 8
無肥料区 5 8 1.7 5 6 0 0 1.5 7

k 透水迥性は山中式土理谤水.迥気測定器による

彳・ 硬度|1(1J中式土塩瑚既計てXろ

的洋 上壤•及面16カ听の譚作結果

•&一 I 4 司七試次地になける肥瑙にX 〇 土瘀つ変化

麻 & 透水通性
*

硬 度
林

士壤&面の透水通性

対照区

〇～ 5
5〜I〇

10—15
15～2〇

0.5 〜0.8
0.8 ～ 0.9
0.8 〜0.9
1.0 ～ 1.2

12-20
15-21
18-21
2 2-23

_ 0.16 _
0.1 4—0J 8

施肥区

〇〜 5
5～ ! 〇 

10-15 
1 5〜2 〇

0.0 4 〜0.11

0.12 〜0.1 6
0.2 〇 〜0.6 0
1.00 〜!.40

5〜 6
8～ 1 5 

15-20 
2 0-20

0.08
0.0 4-0.1 2

-1



成長は無御E区のや< 5.5浩に注していな。また,施肥により典の樹奔生淺能:* (京弥)も 

喪くなり,また表培土值の通気性がよくなり,硬変な低下し,土!Sが哄になって•定ほに丄 

リ土壇のく匕芳件まで良好【こなっていろことが密わられた。

⑴ 中之条営林署W嵌題宮有林に;,、いて沼和4 〇単;て.殳定したシデ,ナラを主体とtる広唾竭 

总野式我地ほつい t ；X .今年度は悠肥ならぴに予備的+勉(主として広必圈の羽合に知ける 

■•破法の検討)を行なったにすぎない。

⑸ 束京営林局と共何で笠間営林名北山国有林に共用林野改善は諫の!部として行女っている

3 G年生アカマツ成木史培試敦については前年度すで;てオ!次の取\)まとめを行なrたので, 

本年度はその後の中間凍死ならぴ越临配を行なった。笏考までiこ前年我の取り•iとめ成頑を 

示すと表ー15,表ー16のとおりで,次のことカ;考察される。

a )您史の効果蛙蜀源(H).橢髙直径(Db )にはわずかしか現われていないが,定明捻 

成長・骸,定期千均成:長を.プレスラー成長率亿は明らかiて沮われている。すなわち,弛肥

<てよる5年間の依成它長增加枇は1辛〜5 8 mレha,平•的2 3 mシhaである。

b )つぎは潔準木12本を伐倒して曲毋が忻した結果より,即把廁5平間のけ仙段長あ«対 

する施肥後5年間のな微成狼ほの比を求めると・我一］6に示すとふ、リ:照施肥木の平均1.2 

に対して施史木の平均I. 7となり明らかに施肥の効果が絕められる。-£た現時点(紹祁 

3 9年12月)•の針葉蛍で施だ後5年間の紡積成長せ:を明り,これを仮に針葉の祈磷生産 

能率を比敖する尺蜜とすると,役ー16;て示すよ刃て掐肥木の訥逐の谑率は無施肥木のそ 

れよりも明らか］て髙い他［をとっており,滴肥により針葉の生理的活力が心〇ていふこと 

が崽像される。

c )毎年落葉の分折を行ない,施記後5年間に落葉により林地へ還元する弦分量を求めた結 

果は・表16 K示すように啮圧林は帰施肥林の窒素と燐においてはやく1.7借,加里では 

2偕になってなり,:由犯は林木の成長を増大させ日ばかりでなく,落葉K Xる獲分還元虽 

の咿:によラて冰地も肥沃jてなる間接的効染をもたらしている。

d )なあ、施紀,:て!65年間の;オ诒増は前述のように2 3 m ”1aで,アカマツの封旬はこの 

地方で6100卩レ杯(石1700円)として140,。 00円となら。これに対して肥か代は 

517.。 00円で•経済的にみてI 5年目ですでに引き合っている。

6-1-5况培技術【て风する基礎,试験

(!)慮肥位谜試賤

今:tでの成植をい"う以リiとめ枱 林試年報(昭和3 9年度)参照
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表ー16 アカマツ成木宛肪忒2虎-•：；(その2 )

⑴姉險?愤秸壯 (施祀木) (無施肥木)

用史依5年間の甘!;7増
1.7 1.2

翁肥前5年間のけ•福増

俺民後5年問のオ址志m,
〇・。1 4 0. 0 0 5

宛距後5年目の針棄;,择?

⑵落葉中のな分含有U：

(5年間の合計値Ky/ha ) (施用区) (無施肥区)

窒素 N 8 7 5 2
痹嚴 P2 05 1 4 8
加里 K2 〇 2 2 11

(2)除草剤(D . P . A )と杉料(15 -8 -8 )の混用忒汝

赤沼式;験地で行なったが,その成、,ヨは衣ーJ7のとろ、ゆでちる。これにょると•,余机剤 

と史料を混合同時fS用する場合は除苴剤と肥科とを別々に弛用寸る妈合より槌我木である 

ヒノキの或疚もtえ除ボ舟果もややのる。

•役ー17除益削と捋料の混用ほ如

肥・為 除 草 剤
ヒノキ(2年宏)の生長 7月下旬の雑爪生重g/hf
咲裔漩 根元径E

4月•側方蒔用 5月流 用 9 2 1 2 4 2 4
4月•はらまき, 5月 " 1 a 〇 1.3 6 8 5
5月.はらまき 5月(肥料と混用) 9 3 1.1 8 4 0
然施廃 5月施 用 7 6 1.1 3 2 3

(3) 施肥した7・ソモ二アの土垂中に歩ける分散状瞠の測定

肥利のアンモニアの士％中における分散状强を節易に比色判定ナる方法を検討し,林地 

で使用してみた。その結果,アンモニア(N II4 -N )は側方への移殉がすくなく,下方 

に多く移幼する煩向がみられ,施肥位丑&考えなうえに有力な手掛りを傳た。

(4) 拉枕曆哎と两肥がCOノ同化に及ほす汐衣

-2 〇-

co2冋化の側定法を検对し,2〜3の苗木で予偷実貝を行二f i-Q勺yr•こり延の喪 

分憂愛が.•街くなった個体::t. C 〇2同化丑が高いような侑向がふられた。

5-2北俗芯支喘上展妍究室

5-2-!幼前林始培试衆

淸水営林警さ、上び架沢宮林样疗内にお'いてトト・マツ,rガエゾマッ,カラマツを対氣とし

て,!214网用砍弑燒.肥科3要秘 ,告刀的定迥法•W ど在冬爲していろか.本至強はい

16-11)との粗合せ施用.X災ま行な

った0

5 -2-2成水林紀培試••よ

栗沢あ林名营内のトドマツ,カラマ

なお,苫小牧,野幌両甘林啓商内では

北海;互の林地に多くみられる逐袖・腐植

の施児付よる分訊試龄を;0庖中であるC

ッの成木简肥・式墳の中間成メ口1部は

•災ー18のとあ、 リで,トドマツの•t 9

な我長の哩い削種でも席紀次年斐より 

犯动が佬められた。

ず刀・も定期““・を行なった。との戒近の1部を示せば/-5のとふ・りてある。また,岩見沢 

営林・汀内で匕肥并(デゾレート杖ー)

と昧お.•旬(マルリンスーパーl2 4一

図ー 5トドマツの肥料3疫奇試阪

表ー18 2 0年生トドマツ刀成木跑肥試験(询為话:径で示す)

ブロック 区
怒成長焼 en 年成長演 増加率

昭3 7 3 8 3 9 4 〇 3 8 5 9 4 〇 3 9 4 〇 4 1

T 施肥区 11.7 12.8 13.6 1 4.2 1.1 0.8 0.6 9.4 6.2 4.4
1

12.5 15.3 14.2 1 4.6 0.8 0.9 0.4 6.4 6.7 23

1T
施肥区 1 0.4 11.8 12.7 1 3-4 1-4 0.9 0.7 13.4 7.6 5.5
涎施肥区 11.1 11.8 1 2.6 1 27 0.7 0.8 0.1 6.3 6.7 0.7



5-5束北支招育林牙3硏究室

5-3-!幼缺林定培项纹 

(1)向町営林洛奇内のスギ屹冶は溯地(現在11辛生)の成-aつ妥点ユ/ーセのと％・リで, 

積我時と7年目との2回の施肥で・ら6にも力話わらず1〇平目までは既ゆか:润りようであり. 

11年目に至ってやや低下の巾向が見られた。

⑵ 支我柵内付或実.’鏡林に若けるカラマツ植穀本敌别肥培忒玖の成诚の要点は図ー 5のとあ、 

リで.枳我本波の多い仍合は肥効の弟われろ程收の少ないことが常むられ,I巴培した場合 

の密度哲浬は今後の検討問題である。

(3)広葉萌として,ソラカンパとコパノヤマハンノキの肥培試虢を支塲構内灾孫林で行なっ 

我ーI9 広葉樹肥培試験成績(昭初3 6つ々1年)

圏種 区 泌濫m 胸高直径m 備老(合計施腕堂)

ンラカンバ
施肥区

做!)E区

3-2 (126)

6. 5 (100)

5. 5 (13 3)

6. A (10 0)

N 6 0. 8 g /本
P2O5 5 2. 3 
K2 〇 3 8. 6

コノヾノ、ン
施肥区 

無施!］昭

9. 6 (■•〇?)

8.8 (100)

11.3 (111)

! 〇. 2 (10 0>

N • 7 5.8 弁/本
P203 5 8.9 
X2 〇 4 Z8

ていち»•t<9成績は•T 9のと・リでらる。この'VW蛙就験開紿当初は項著な肥动が 

Z.点られたが,如戊が建れたため現時点では更すが低下してし、り,(游で指角したよメ’こ広 

配沛g誌2當!彳理が今设の妍究課段として匝嬖で玲る。

(4)セの池,庁表せ林呂火仍沢カラマツ此瑙艾ほ地,好 、か上林のアカマッおよびカラマッ 

肥培,：M地については今年は眠注を行なわなかった。

5 -5 -2 咲木林帰・

谨代資林呑竹内スギ4 8年生成木肥岳式弦地•岩手宮休’ざ・な内スギ3 9年生列独地,缱 

囲営林ir-lri!ミズナラ成本埃ぽ均・式法地については笆肥など必要な談浚地西现を行なったが, 

’艾駐氐R近よ行なわよかrた。

5-5-3画斐技術鏡曲する興試以

⑴ 支項帰内甘云见迨袜で行なった省力的拓刪法としてのバラまき为低武京成ほは表ー2 〇 

のとふ、リで,これはよ◎と4为におけるバラまき旅肥法は慣行の伽方港肥法ぽ勝る祜臻を 

示したが,さらに治或セ必變とすることは客うまでもない。•また,この;沁.炭では7月のパ 

ラまきの効果が壊められたか。たのは,雑草繁茂の時明と合致したためと考えられ,むし 

ろ完全活滴した涯春3月にバラまをした方がよい!*)K見受けられる。

?<- 2 〇 バラま戏施肥法試恥(xギ)

処 理

4 0.5 4 0.11 41.11 4 0.5 40.11 41.1 1

做摘 蹄 罕間 
伸イ侦

樹高
年間 
伸長歌

峻催
年間 
肥大祉

根元徑
年間 
肥大依

海 施 肥
49

(100)
65

(100)
16

(100)
11 6
(100)

5 1

(100)

6

(100)
1 Q

(100)
4

(100)

2 1
(100)

11
(10(1)

4 H坎込み
52

(106)
88

(135)
56

(225)
1 56
(117)

4 8
(94)

7
(117)

11
01C)

4
(100)

2 4
(114)

1 5
(118)

4月ばらまき
54
(110)

I 00
(154)

46
(288)

1 50 

(129)

5 〇

(98)

7

(117)
1 2

(120)
5

(125)
2 6

(124)
1 4

(127)

7丿r件正rらまき
52

(106)
96

(143)
44

(275)
156
(117)

4 〇

(79)
7

(117)
1 2

(120)

5

(125)

2 5

(110)
11

(100)

翌年3月ばらまき
5 1
(104)

67
(105)

1 6
(100)

151
(130)

8 4 

(165)

6
(100)

1 〇

(100)

4

(1〇〇)

2 3

(110)
1 5

(118)

(2)ライシメーター亿よる流亡式険

8 5 0 cc容ライシメ ーターば诚安(N ) 3 6 0mg,過石< P2Os) 4 3 Omg , 鬼加



(K2 0) 2 4 0mRを酒与したcそしてこれに550CCの说塩水を5〜11月にの;••こり5 C 

日うきに浸透させ,4期士携の存透水についてそれぞnNHq . NO3 , P2O3 , K2 0 , 

PH( Ca 0 , Mg 0については未分:斤)を定・上した。

また滲透水孫取終了俊の土贖については充也上を4 aafii 5 It!位に区分し.；.召・の上玺中

a )泣透水.:よは溜水:沽の7 0-90彷であるか,同一時期では土壌種にXり大差がない。

しかし透水速度は土堆種絞より挡るしく異なり,平均9分〜2時期2 8分と大基がみられ 

わ

b )滲透水のNh4 .ち、よぴNO3 一 Nは沛史俱で箸しく.高股成セ示し,また土成械Kよりそ 

れぞれ棧匡のピークを示ナ時朋が異なるなど,頭若左差異がみられた。こ〇ような関係は, 

N H4 ~Nでは士戒の透水性が斌も大きく落褂してぢり,透水速ぜと潁を间じにすんこと、,

-2 5 -



図ー 9 N 0 3 - Nの流失率や算曲處(汝)

またno3 -nではほ生询活,舫の 

好適釜件下にある土形(EX- 

C a段居,反応も中性化)にかい 

てその流亡カ;大きいよううかかわ 

れたc

c )滲透水のP205は板出されず, 

土腹中に宛存する倍果がみられた〇

d )滲城のK? 〇は,盛度の変動 

君よび暗期^な消長等Nの場合と 

須頌した傾向にあった。すなわち, 

N-Kz 〇両者間tCH 4 土史とも 

いずれも髙い正の相関がみられた 

が,しかし充亡徳囲内花限定した 

竭合の直商回邠式は土擬,如てより 

異る傾向にあった〇

e )N, P2 05 .

K2 〇の土板0中

(における動をお、 

にぴ灾質由加ほ 

は土頤神てより 

それぞれ共った 

が、全股的頓向 

としては

N:灾質増加 

は下層において

も認められ<6が,

図ー10 Total-Nの流失率積算曲績(%) 1土服を除き上

旧ほどその増加

虽は大きい。

FQs : 3種上贖では般大層施肥部でのみJ曾加〇1土煙では2盾目でもかな•りの増加

-2 6 —

図ー11K, 〇の流失若拍•算曲練

がみられた〇 C© 

土崩は透水性不良, 

祸質でかなり段水 

性K密み苗水構造 

に辑い土穂である 

が,そのためP2O5 

そのものの啓動と

いうより,土壌に

吸淮されたままコ

ロイドの移動Kともたった動きではないかと推率される。

K2 〇 : セ娘全殺:に州加がみられ,下価任どその増加故は大さへ

衣ー21 施肥KよるN , P 2 〇3 , K义〇 の衆さ別増加纣(iS透後土塀)

土攘1(JUg中の 
廊 !｛土 (mg) 充也 (mg) 脂 肥 ii 中

処埋 •六

3) T-N

N/5HC1 
帝

土醐

T-N

N/5HC1溶 与奸の増加 

分3

陋g 
る泡扮 
U)

合 计(矿

p2q &〇 P2O5 iGO T>N
N/5HC1

N KaO N RQ IGO
・〇

〇〜4 14 10.5 15 161.1 22 16.9 25 6 4 10

1 5〜8 9 — 22 ク 14 — 56 4 一 15
9〜12 1 — 23 〇 1 — 37 — — 15
計 • 57 16.9 98 10 4 40 55 58 66 4 用

〇〜4 9 36.7 15 184.8 16 67.8 29 4 16 12

2 5〜8 12 — 17 〇 22 — 52 6 — 13
9〜I2 6 一 19 〇 11 — 55 5 一 15
計 49 67.8 96 15 16 40 66 61 79 16 101_

〇〜4 25 77.7 2 205.7 46 155.5 4 13 57 2 »ヾ「:

3 〜8 9 0.5 5 〇 18 0.6 10 .5 — 4

〜2 9 0.5 9 〇 18 1.0 18 5 — 7
針 • 82 159.9 52 25 37 15 75 75 洵 37 _88_

-■
〇〜4 12 41.1 16 262.9 51 103.1 42 9 25 18

4 5— 8 21 1*7 19 〇 55 51.8 49 15 12 20
2 18 — 17 ク 47 — 44 15 — 18

朴 153 159.9 155 37 57 54 40 59 77 57 95.



5— 4関西支禹土壊研究室

5-4-!幼齢林肥培試験

山崎宮林岩マンガ国有林のスギ・ぞ培武験地ならぴに西条営林壊婚ケ京国谷林(崎恩林地)の 

クロマツ泥培戈験地の成・项は我ー2 2のとなりで,いずれもお効力询均られるか,その程度は 

我在のところ下刈1回を而約できる程度のものである。ただし,クロマツの場合は,無滴に区 

の成長が強いため下刈2回は節約で彥る見込で,法肥が怪,斉的亿も成立すろことが期待される。

表一 2 2 スギな、よびクロマツのお培適(関西支我)

試験地 就 駿 区 岫m 直 tSmin 考一

山崎営林名 斜面下部

マンガ谷国有林 1.5. 5年目邮区 2.3 2 (141) 46 (153)
1.5年目徳处よ 2.1 6 (132) 4 1(137)

ス ギ 3 年目応史区 2.5 1(141) 44 (147)
無為肥 1.6 4 (1 〇〇) 30 (100)

(設定後5年> 斜面上部
1

1.3.5年目砲肥区 2.1 8 (166) 44 (183)
1.5年目临於区 1.68 (128) 34 (142)
5年目施肥区 1.6 8 (1 28) 34 (142)
德施肥区 1.31(1 〇〇) 24 (100)

陌条営林署

姫ケ旗闰有・林 狛 肥 区 1.52 (145) 44 (176)
クロマッ 無薦胆区 0.91(100) 25 (160)

(技定後2年)
______________ __________

高野営林署高野山国存林に责ナるスギ・ヒノキの4年岡の肥培成棋化ついては,4I年度の 

林・忒研灸报吿・焰191に発表したので詳汨なデーターは割愛するが,得られた成果の主要点は 

T記のとおりである。

⑴ 砲肥送貌の内容はPlot A ( fiS裁時• 5年目施蛆),Plot B (3年目拖肥), 

Plot C (植栽時施史)およぴPlot D (点紀)の4 Plotとし,各Plotにそれ 

ぞれスギお・よびヒノキを列伏に混植しZ〇,

(2>スギお上びヒノキに対する犯功は次のとふ、りであう旭

スギ

-2 8 -

i),丸我诗总肥および5年目の追虎ないし湖ごはスギの成長をいちじるしく中太せしめた〇 

4年間の上長戈均北おXぴ馆大戒長:b：tA>B>C>DO.n-r孔な

ii )•顼E区は急暁区に比べて16 45〜9 8e( 9 4〜5 6次),2 5〜1.5皿(75〜

3 9 0)の成長士の垣大をなたらした〇

jjj )植枕皆慮肥の効果は年を追って低下したがr 4乍緩も阐均られた。

ヒノキ

i) ヒノキに対する埼・明は,成長依の増大お、よび定効指故はいずれもスギに比ペると低か 

つも

ii )上長成長はC>A>B>D,肥大成長はA>C>BADの戒で,5年目Q诅肥な、ヘし 

的祀は明リようなお果を示さなかったC

iii ) 4年間の全上艮わよび肥大/長はは疔;咽で丹塩淑;r比べて"〜5 2 5( 4 5〜

2 8%),1〇〜7 .邻(5 2〜3 6命)の増大を示したJ

IV )成位時副巴のゆ果は年を追って低下した•が,4年後も總均られた。

⑶ 泳2〜4年底にわたラて行な。た葉分忻の格果は次のとあ、リで•ち矣

スギ

i )全蚣的な;顷向として,増肥;Wよって成心が式｝大寸るKともなって,多少の例外はあ 

5力;N , P , K含有率の坨大(一部は同理延)が認められた〇ナた. C aお、よぴMg含 

冇率の馅必こよふ培滅については一定の傾向力成めらnなかつも

ii) 没分の含有・率比ぜっいては,祜定;こよ“成投•』の増大(’こともなって,C/N, N/P , 

N/K比の嵌少が認められる始合がきわめて多かったが,N/Ca ,K/P比亿ついて 

は一定の頌向を,留めることは困離であった〇

ヒノキ

I )牙2年浅のN含有率を除くと,施肥にともなって針葉中のN• P ,K,濃腹の油大が 

爐められた%た,C ユ浪度は•施肥によって減少を示す場合が多かrたが,M K即和は 

～定の傾向がMめられなかった〇

I!>養分の含有率比については,應肥(ことらなつ-IC/N , N/P , K/P比の低下が認 

められたが,N/K,N/Ca比は一定の煩向が以められなかった〇

5-4-2 成木,林肥培試験

「S取営林署沖の山国有林のスギ成木林哄地(2 2年生木、よび5 6年生)ならびに山時営林 

野河谅山国有林のスギ5 6年冬式豌也については,占肥その他の必妾な宙埋作業は行なったが,



未だ本佶的禮査の段陆でない。

5-5四国支网土適料究室

5-5-!幼的林史培;械

(1)本山徵林署中の川堆区のスギ,ヒノキの幼浙松ご堵成模は技ー2 3のとおりで,これにx 

ると,連続庙肥弍談池では連続馬絕しただけの効果があ力:っていqとは・莒いかたい。また上 

咦型はbd〜Be舉であり,スギよりもむ yヒノキ・の適地であるためか,スギよりもヒノ 

キの方に更効が太? く現われている:6年生時点での迫記ズ.験では,両高で1〇〜2 0彳増 

燃効力:密められな ただし尿瑟の卑用はむしろマイナスの劝果が威均られた.

-->••.». •
'表ー2 3スギ,ヒノキ幼的林史培試・犯(四国支場)

场 祗 区 曲なm 府高直径m 術 考

連続施紀試験

混在8年生
スギ

ヒノキ

用化区 

無抑肥区 

傍蛆区 

謔施记区

5.6 (120)
4.7 (100)
2.8 (12B)
2.2 (100)

3.7 (132)
6.6 (100)
4.0 (235)
1.7 (10G)

Nの合計施肥血 

は8年fi；Jで323

g

追肥試臆 

6年生の時 

施肥現在 

は8年生 

スギはBD 

ヒノキはB^d

スギ

(実生) 

スギ 

(サシキ) 

ヒノキ

施枳区 

無施肥区 

施肥区 

無終肥区 

施肥区 

底施肥区

(107) 〔 77〕 

(100)〔100〕 

(115) [ 90〕 

(100) C100J 
(121)[108] 
(100)〇〇〇)

()は1 5-8-8 
の以安系複合肥 

料を用いた<場合 

の肥効指敖

U堀素を用い 

た埸合の肥効指 

数

⑵支羽付属・実験林では宿肥位從汶験およぴ砥我苗木の肥効に及ほすお蓉此ついての•やまが行 

なわれた〇その成祁tは或ー2 4のとおりである。,制g位置(てついては苗木を円状に側溝全掘っ 

て痂肥したものが最高の伸長を示したが,この:云験ではバラ建世疝肥も任とんと・同等の効果 

を示し,施肥器iてよる方法が段も劣った〇これは笛肥器による方法は点的(て夷中施肥の彬と 

なり,しかも;很の位雄は不明のままZ創肥するのであるから,根の位・ロとう・£ くマッチした場 

合はよいが,うまくマッチしない場合の方が多いから成臼力:劣るのは当然であろう。すなわ

ら,応肥器を用いる•場合は,瓒全枚栽時によく兄て八る植枚作業伉の手に上って晚作されね 

ば,目目(メクラ)的滴•把法;てなるおそれが多分にあり主意を妾ナる。

つぎK苗木の很否と紀効この関係についてユf今年ぼは苗・髙と艮元直径治にぴ根の多少の 

5つの形質について板时し,投ー2 3にその要点だけを掲げた.この・代映の範囲では苗長の

TO-

表一 2 4施肥位直試冬!左!iび苗木の形坂と肥効とつ四孫(泠国支場)

沆腋の通類 試 験 区 伸長ホD肥効指点

側方満樹施肥 2 5 7
曲圮位潑の忒験 施肥器K よる施爬 2 1 4

バラまさ 徳犯 2 4 5
無施危区 1 〇 〇

溶・長:つ大小と肥幻 1柿の中(苗長 5 0— 5 5m) 1 62

(•その1) 2等苗の上(苗長4 0 - 4 5m) 1 32
萌畏の火小と肥効

1 、挣茁の上 (iflR 5 5 - 6 〇^)' 1 7 7
(その2 ) 1苫宙の下(歯長4 5-5 〇な) 5 8 6

2等万の下(価長 3 5-4 0 CCT ) _________ -
1に径の大きい苗 甫燈5 5 —6 0( •& 2 2 1

血侄の大小と肥刘 (15前後) 萌擬4 5 -5 0 2 7 0
’曲艮4 〇 -4 5 9 6

直径の小さい苗 ［曲長5 5 6 0 cn 1 7 6
(7〜8ロ) , Dili 4 5 5 〇 3 0 6

し敬4 〇
A 5 1 4 5

爵艮5 5 6 OcU! 2 4 7
根の5い前 苗長4 5 5 〇 2 3 5

根の・多小•と职効. 谊長4 〇 4 5 9 2 0
苗畏55 6 〇沽 1 〇 〇

根の少ないffl 苗長4 5 5 〇 2 11
、甫長4 〇 4 5 11 7____

大小については,苗長はあまり大きすぎても(5 5〜6 Ocr),またあまり小さすぎても

(5 5〜4 0m)戻坳は小さく, 4 〇〜5 5国ていどの中申がよいようであ石。また根はよ 

く施遥した苗の方が肥効が大きく現われる。遂す石に构肥する以上は肥効の現われやすい

苗を用いるべきであろう。

5一6九丿せ支場土壊研究室

5一6—1 幼齢林肥培試族

⑴ 宫崎・営林署管内山野地区にあるスギ幼齢林肥培忒験地の成積は表一2 5©とおりで,例髙 

に対しては傾督な肥効切聽均られないか,直径でやく 5割増の効果が忍められている。任た 

沙4試験地の成續によると,応更する楊合は施肥するために・多少の耕竅が行なわれるが,こ 

の程度の起源では耕枢の单独幼嗅は您められなへ したがラて,暗圮区の効果はあ史の単独 

効某と昭めてよ爲



表一 2 5スギ功齢・&弍繪(ノい电支号)

区 虜 髙m 直径,〇1 備 游

才1ぽ欤她 施紀区 63 7 (132) 12.1 (150) 41号(6-4-3)狛用
11年生 
BD(d)

無姬区 4.82 (100) 8.1 (100) N秘合計ほ9 5 g

沙2,转拖 施紀区 3.92 (129) 6.6 (155) 住友(15-8-8)施用
9年生 爵応区 5.07 (101) 4.5 (105) N・施用合jf•此8 4 g参)

濾処理区 5.05 (1〇〇) 4.2 (100)

次一2 5 ル州支爲構内に"ける史店ス験

空 

除草剤?'

理

肥科辫期日

伸長检 

ctl

建草(乾物)

t 〇 n/h a
倜 考

除草剤と肥料 

の混用試験 

(スギ1牟生)

〇

〇

雜i

〇 

〇 

〇

〇

&理

3月

7月

3月

7月

1 6 ( 93)
1 5 ( 87) 
25(139)
21(126)
1 7 (100)

4.5
5. 7

! 〇. 8
9. 5
9.5

«シタガリン使用

杉涵安系裁合肥料

(15-8-8)
使用

土瑣®!はいずれも 

Be型スラッシュ松

阁汜氏験

(が年生)

テーダ松

苑あぽ験

(3年生)

女而痂配区平ス 

除草剤木と混用区 

廊処埋区

发面宿岫区 

除草剤と混用区 

無処埋区

62 (112)
60 ：1〇9)

55 (1〇〇)

65 (118)
5 9(107)
55 (100)

•

⑵ ・池営林署管内分池池区のスギの土壊型別肥効試験,肥弭3要素盘験については今年度末 

行拥査の予定〇

(3)九M支甥付抵夷映林においては,除草剤と把料の混用气效,外国産マッ肥培試験女どを行 

なったが,その成液の以要は衣ー2 6のとおりである。これによると,除卒剤と肥料を混用 

すると建草此はやく 5 〇 %戚となり,除单効果は花められるが,肥答効果はなしうマイナス 

に敬われる。しかし,牙1回目の予備的戒族なのでさらに今後の悔付が必耍である。また, 

外田産マツについて,主として省力的見地よりな面施肥(バラはを)と除牌剤と肥料のが河 

•瑟を行なった結果はスラッシュ松,テーダ松といて除草剤の使JJivC Xリ史0母低下したが, 

前記の1年生のスギの苞埃の.财合とくらペて,マツの繆合は宙代が3.年生でお」たためか,

冻R刑の使用にょ-て・紙処べより’迎い.すなわちマイナスの効果をもたらすことは左かった〇

今後・セ 访!を浅rつか,が丄闸とう•いぢ吊用戒顼.城後1〜2年間な不適当でー〜4年以後 

になってから弔うベを街力的手或で募ろうと児時点でな推整される。

5-7木宮分碣版林研究室

秋冲分•拱こふ・いては上璧研也!の太蝴麻?に伟ない,幼彳林肥培弍以はいちあ、う取りまとめ上 

終了とし,そつ出告は•Jの文秋の項奮谷照のこと。

戍木砲肥七:换rこついてユカラマツの17年生林分および? 7至生林分についてミあしているが, 

我定從の凝4年敎が短いので,本俗的调旌在行左うに至っていない。!7年生株分についての 

41年度中間建査成目は役ー 2 7のとおりである。これによるとよ嵌を開冶してから満2年を程 

対したにすキZいが,腕お断而演の书川率rt施肥区の方が僅かながら大きい格垠を示している。 

なあ、,2 7年生,休分の,弍出也は抓猝と徳施况区の,休分备¥が少しく異なり,吸 邱:ついては目 

下临付中。

表ー27 カラマツ(17年生)の成木ヨ肥広験成剥

g区 プ・アク
胸髙血 径 (?a 物倦断面棋 

の增加率3 9年废 4I年度 増加段 も

施圧
1 11.2 11.9 0.7 6.3 1 5 +
)1 ! 〇• 8 11.6 0.8 7.4 9

1 ! 〇, 4 1 0.8 Q4 5.8 1 5 «
II 11.1 11.8 〇. 7 6.5 11

砒 昭和3 9年度没定 林怖17-19乍
械肥:5 9, 4 0, 41年の秋李K爵:スーパー1〇-(24-16- 11)5:

N100由/ha相当施用した〇

6総括摘要

5でQべた41年度の成はについて,すでに4 〇年度までに羯られた成負をも◎考にして您括 

すると次のとお。でむる。

1.幼塔林の肥効 植校時より始めた由帝林の嗯効沃験は41后そには試』.喑によって.重うが

5〜11毛生に達している。その肥幼は恍間の篤林家の行なcている集約な02培林の胆効に机 

及ばないか,8乍で附高に約1m,Nj後の差が以われている埸合が多く,こmiF刈を約1〜2 

叩书洛でさる或斐健で会q (衣ー2. . a-4 , «-22 ,2 5,2 5 },

肥・动は嘲髙よりも吃径に,咗径よ!)も単木材f.hこなきく显われるのが・通で,本司のW尻試
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族地の塁合ではスギ8年生で樹爲の肥効指敌1〇 9に対して:J間直正,材仙の指次はせれぞ 

れ118,155を示し,また大8山M験地ではスギ3作生で可商•・つ定功指敌116に対して 

直送,オ祗の指孜はそれぞれ12 6.136を示している(玄一 2 )

2. 成木林の肥効 成木林肥培试场は幼齢株の肥培:式埃よりも期饴が呸く,その£E年汝も

5年未海で未だ本格的な幽査の段歯ではないが,その中間お査の成点;こよれば,いずれも胸 

髙幾径の紀大或長に僅かながらその効果か現われつつ©ろ(衣一10.11.2 0, 26 )。

度京営林局と本禺との共4司で,共弔林奇收喜武轶の一理として行なっている3 〇年生アカ 

マツ林肥培丈製では修肥礼上り5年間で平场2 3m3Zhaの片植増があり,,輝笄的雑ら成立 

している(表ー15 )〇

成木林肥培は成林した閉鉗林分では葉彼カー定となるため,紀効が.現われないとする也が 

朝宇者より出されているが,葉靖が一定でも的里的に;TtAcいvi tyが強いので肥灼カ;現 

われるものと考えてよいであろう。このことは現実の肥培試駿が证明しつつ凍リ,また葉の 

柵餘生産能率(阪祢)を算出すると明らかに砖肥木の方う临いことによっても肯・定できるで 

参ろう侬・13,16 )。ただし,密橙喚よりは枇图状盛の方が紀効が大2 くy!われやす< 

(図ー 5 ),間伐とを:培の関係が今倭の那粗である。

3. 土壊条件と肥あ 土冬条件と肥効との関係は,一殺K土壞条件の悪い埸合田刑幼指攻は

大きくよわれる・本翔では硏面の上部に施肥して符而中夬部坎との,また斜而中央部に施肥 

して統面下部とほぼ同筝の成長を示したアカマツ劫拓淋の化j敬験成讃例力您る(炎ー5 )。 

しかしそれKはわのずから限度があり,例えば3 c型土壌のように勰い土地条件の输合雑は 

統植当初の肥培幼果は見られてもやがてば消裁する用合がめら(表ー2 )〇本埸赤沼ゝ弍験j也 

では坍培によりfオ備でやく 3. 5渋の成好がある( ><-12 )〇 一没に瘠應林地のよう(て土 

壊条件が感いと一時的ズ龙効は大さく現われるが,廃効の持続性は短い。

忒駿成續例があろ(k- 5 )〇

4. 配培林の土與改善 林地を肥培すわことにより林木の或長は&とより,落・栗還元を物じ

て林地は物期的にも汝濟され.(及ー14 ),また化宇的亿も改善の方向に向いつつめる徴焚 

か°られる(表一4,表一 9 )〇しかし,こ:•つ点については未だテーター不足で今後の演討崔 

1つ点が多い.

5. 肥培による林木の荣養改奔 切培にX 9林木の栄養状館は良好になるのが一设でゆる。

このことは施肥亿Xり装の泰分演殴が,多少の例外はあるが,高まることが擂分忻の結果疝 

明された(获～ 3.我ー6 )。すなわち,此冠上部の当年史葉のN , P , Kの,廣携と由高我長 

との間には一殺(こ正Z)相関関俄がめリ,C aの濃匿とは負・り用開が恕わられる。しかし,E 

啞によU3要太中、传も大きな・£化を示すNは玲木の成長にともなう关分の神釈現象により, 

恭分析・を行なう垮阴•こよって!.ftの相関を示すこともあり褂るe

あ阳によリ携分の含有比は変化すろ。T;こN/P,K/PQ以は诋下し,N/K:こついて江 

一定の煩向はWめられない(间西支項)。上祀の战』は定圧により昧木の睡全性がとくに弱 

い方向へ向つニいることはないということ/示すものと此样して差支大・・いでちろう〇

6l幼跡の慮肥技術 これについては»新植詩つ械(S位^、式墳セ中£、1’こ研究が行なわれれ«

本碱で舟折究成戈な水尾の資料］’滸しい。なお、,「わがりやすい林斐鮮说シリーズ,成2 0 

林地肥培の考え方とその実!奈J •参照のこと。

また俗力的迎点から&讶施肥(パラまさ法)についての多くの検付が行なわれたが,爆 

北支矯ではバラまさは讯行の個方相型よりすぐれ(ぞー2 〇 ),四国支招ではバラまさは判 

方廁肥そばとんと何等の肥効愛示し(表-2 3 ) , •では削方啪より劣ったが,そ鴻 

｛はスギでやく1〇^,7カマッでやく 30用であつな,このようにパラまさ法はそれほど 

毋:かがらろものではないが,宰わのラジオアイソトープいPを用いた実・誤によれば.,Pの發 

収率は紺方ないし,棋穴遂席更& <らペて善しく方り,かつ上眼(ウワネ)になる危険牲が 

あるので今谖の茯討を我する。

な、、潮巴位幽て渕連して円筒电ライシメークH5財・の下方への流亡城ではN ‘ 

K'lA月から8月史まで(こ3 〇〜6 〇苟下方に流亡するか,Pの移動は噫とんと•誨められな 

い(玛ー8. 9.1〇 )〇

7(仍耳の初汉率 肥料の吸収率についてはアイントープを用い衣けれぱ一元的iC凋定でS

3、が、現在のところp以外は実行不可能なので,従衆法により算也するときめて低い値が 

得られる。冽えば廣轶試教地で比絞的ていねいに行なったスギの咆肥位t世弍験では,1年間 

QN , p , Kの吸収率は植穴底施肥の翌台・それぞれ2 5 — 3 —9 (务),R!！方糸於の玛合そ 

れそれ1Q-4—12 (益),バラまさ施肥の’な合それぞれ9 一2 — 4 (先)となっていら, 

一澄の出若レベルの植え方の免合の1,2の冽を示すと,スギの2 :年間のN-P-Kの吸収 

•‘祐工それぞれ6—8訪,1一2 4, 6—8务‘で,6り,3年3】の戒収率江そNだれ17 — 

29堪,4-1〇咲,34 — 56勇でめつ;私 しかし年敎拳進むと密肥木はその根系酒域の 

拡大,生理的活力の増大などに.!2り見掛け上の我収％は大さくなり,スギで祉gした1囲で 

117 3 -14 一 66争という贋作物より大・い値かりら:nていgまた,肥劝溫苫なところ 

では更に見疝卜けの段収溜は太・ S点在とり,N,Kは100%父選すことは往々Kして見受



けられる上丸てなる。

このように,林地肥培の場含の林木;てよる肥科の吸成率は1革生農作物の朝&とその模政 

が畏なり,この点て林堆史培のメカニスムの‘冲異せがめるSのと考察されるが,いずれにし 

ても藏当切2一 5年問の吸攻率:が财ことに対しては,技術的改涔の余地が今後に度さn 

ている。

8.その他 その池41牟愛の成泌として,広鳏囲の,痛埒について｝:【,仗後時の施肥幼果•;I

きわめて顯雲でらるが(表ー19).天然林に対するあ犯・力果についてはa下・决时中で吻る。 

また雀カ的鄭点より除草剤と把片を混用すると,唉氓硼も肥効をやや劣る呂合(汲ー17 ) 

や,除車幼果は<+ ),砌!は(-)(て琪われた甥合( &一 2 6 )かあり,今度の研究が必 

妾でらる。なお、,林地の3妾累式狀よりその天然供や止をみQと,一般雑はNつ天然供朝 

カ懺も低い。このことはNの肥効が效も;見われ易いことを意味し,このことより多くの林業 

用肥辫もNの含有率がP , K；C <らべて髙い。しかし,火山成土壌の礎合はPの天然供偕「よ 

が毋も此いというデーターもみらnた(図ー 3 )〇

. (取りまとめ責任者 粘廣男)
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2 .大型機械による造林作業の機械化に関する研究

1試段担当者

破戚目長:山鳴三平 «唯士二祈究室:痔内正進•三中0男•平松 修

2献駁目的

休・榮の労姻生産性の向上を意図し,とくに隈械化作:％の適用がお、くれている担:林作業に対し, 

大型橈ばすなわらトラクタむよび同付梢作業HにXる地捂え.«付.下刈り•薬剤散布•伐艮 

処理V各作斐のワンマンコントロールによる波械化を可旄ならしめることな,進林作菜の段械 

化の可貽生を立还する上で大さな意羨を有す6交階をむかえ「【いろ。このことは本邦のみなら 

ず海外の,休菜先岬を通じての動向であって,各怖トラクタ付貝佥林用作楽段の開発を:よかる 

とともに,その械波性能および作業性能,こ7しら作姒の坦合わせにょる槪械化作業法等K検 

,付セくわえ,大型战株化に供!する基礎的技術わよび応用的技術体系の碓立田資するもので參る。

3 前年度までの経過とえられた結果

この研究は,農林水淺茂南会幽の特別試験研究課町として,沼和3 8年あ、よび3 9両年時: 

娜・Zの交付をうけ,本丿脸方山林の大型射械による造林作業の褒成化の可能性の検討ち、よ 

びこの叫の或南の碳立をはかっため,長呀あ、よび廁我両,W林局の剧力セえて,同始したもので 

ある。すなわち,浅間山双の•長野およぴ群馬両県下K安たがる擾侦疥林地のうち,岩村田・ち、よ 

ぴ單み両な椎罟の讶理する太型般械化造林央験団地互,現地実用試験地に魅定し,鄭顿量 

5. 5 tonの试験用クローラトラクタの改<；,造林用作菜版の試作開活,これらトラクタ故林 

機械のとくに一殺会。十特別研究羯設殁により考案単備した計測車なよぴ測定装位頌又よる緻械 

性能および作業性能の湖定,トラクブ!台にかし造林用付切作業浅涕重の祖合わせによる機械 

化作業方式の比較検紂,トラクタ造林概械化技術体系の検討箸維就実施してきている。

昭和5 8年度はトラクタ佥林!«の性能の基本とな奴檄用トラクタ題体の林地にむける直 

線走行•曲说走行・煩倒而査以ん辱に吸する所要動力をはじめ,アメリカ製スタンプカッタの 

伐根処埋に耍する動力,小西製ロータリカッタの雑草.沛木刈払いに•要する動力,林式にて試 

作せる癘肥岡付機お、よびイギリス製理用凶付機の植付在要する时力等・当初,式用された各作業 

豚)動力池・を共ず裝括的に測定し,わが国およぴ海外を逸じてもはじむてとむもわれるこの 

’鶴林機減の砌測生窕の滅要を判然たらしうるとともに,貞湘’Cよる作業性能の滅定も開始し, 

トラクタ值休殿械の林j也使用限界は,斜航勾配2 0。程度、までの傾瞥林地で可龙であること全実 

際使用結黑よりたしかめることができた〇

一”一



(ajトラクタ単体の走行性施,トラクタR体のよ:也走行前カは走行速度/>ヤ伽にともない疋比 

倒して増大し,枝条をとりのぞいた林地よ バ刈払枝条の枚乱す小仰也上,:>走行、,方が余う 

な効力を必妥とし,また須料面の勾史の初川,こともなってはばiし比例して必疫な勒カが烟大 

する。曲頷走行雑必妥な動力.［曲環辛侄カ:小さくなる..:どマふし,囲次普径3阪以下のとこ 

ろで急激に余計な動力を必要とする。さらに戊很など隙呂約ののりこえに泣と < に大さな助 

力を必要とする。しかし,池常の走行に姿する功力は以上のような各裸条件下の走行でも最 

大値1ops•をこえる•ことは泾とんどなへ

(b)アメリカ製スタンブカックの性晃

スタンプカブトするは必疫な動力は,カックホイールの伐泯询面にわたるの団湎長とその 

ときの左右方向への送り速度•とによってことなり,この両なの植すなわち伐根切由面・植愤度 

お、よび切刖福すなわちカッタホイールの回浅方向への歩招し他5沏ユにはな正比例して増大 

する。本機にょ6 W filled 7カマツで2G〜35 "程度に歩厨しfitを』路するうがもっとも 

切削しやすく ,このとさの左右方向の送り速坡は3。〜1〇 〇"/secの巒网で使用され, 

所妥動力は平均15〜3 0 PSを必耍とすろ。すなりち,わか闾林業用トラクタ4 tonク 

ラスのものでほぼ泌度度劫力を,玲疫としている。

［C)小西我ロータリカケタの性,徂,ロータリカックつ:彳:地における设けん^抵抗力は約1〇 〇 

切若で,被けん引速度の増加とともにわずかに増大する。應草刈払いに要する助力は1OPS 

以下(てとどまるの亿対し,濫水刈払いに要する励力は平題17〜18PS •程度•までか普通で, 

臟担&大値は澀木が太い場合,4 OPS程度に達することがあるが,地搖え・下刈り亿は大次 

有利で,1人用刈払液の約1〇倍の省力劾果があることを純!隠しな,

冋・魅E植吋援および植:付破の性花,イギリス罢做付湿公平坦林地におけるけん引植付に:gナ 

る・斷力は平有5〜6 PS ,慢大14〜15PS程度〇林式で試作せる施肥沮付微のけん引驱動に 

要する動力研均7〜8PS,命大147 5PS程度。バイロノトフォレスト等で試用され 

たイギリス製•威付機は普通の地将え跡地では,伐槌その他枝条などの圈当物があるため使用 

できず,このため考案弑作したコルタをPTO軸で,継動し,耕うん作用をおこなわせるよう 

にした施肥植对機は,前者よりも林業用に改良されてはきたが,耕うん作用従お、こなわせる 

駆助コルク部の微械的強愛はきわめて,傾固なものて‘な・ければならないことカ峭J明した。

(〇)岩村田電林署菁内にあけるクローラトラクタCT-3 5を原为漁としスクンブカッタ:r,、よぴ 

ロータリカッタ在作業浪として交渙使用すあ連泰手1.名;笠よる告力造林作業?！,斜面勾配 

2伊决での林地での実行が,ij脂なことを立花したが,さらに低廉なる伐;艮処理谖の国浅化 

る、［び园寸に必要な植穴捆微の国産!院紡必要なこ匕公よぴトラクタI台につ」作剥8敎樹 

を交斐使用十る曲辛作を方式の達成が必妥なことを示渺した〇

昭和3 9年其:L,ひさつづき作斐戏Q闻発として,油圧駆地式のロータリ力・ノク箕用刀ルテ 

イオーガ全休忒化お、いて改艮試作し,岩村田堂林书に去いー1决作したトラクタ植穴整とともに, 

その動力性能および作丈性祖こ比絞検小低くわえ»当年叮から疝現地大眼從林僚械化夹狀地に» 

代役言林碧代内の应生地にかiナる 檢も併行して0由し,アメリカ脛ロータリカブク(ブケシ 

ュホグ),虑紀栖付强,ロ ークりカッタ兼用カルティオーガ公笹生地にむける動力性能の觀定 

もなこない,さらに,岩村口］営林’呂にあける大型鯉械化作菜方式と華淨翕林署にかける大用檢 

械化作.套方式の省力効果およぴ費用につ?比談険討七くわえ,作業機の組合せ使用および作芸 

H!の記分などにも険时をくわえ,1人用可策式哦はよら 廠化作:・に対し,トラクタ造林機 

械雑よる大型機械化作楽は,1人当り代用の点ではほ倒司智をか1〜2削有利する程應亿とど 

tるが,省力効委の点で以秘釜件の婿合で数浩,そうでなければ1°携料底の省力の実を期尚 

でさることを淮定することがでさた〇

(り 君时田弍トラクタ植穴即機の性籠,说穴掘刃克谨6 0 e (ブ"ペラ滋)の日入深さ3 Ocn 

で,R人硬咬? 0K?,含水率2 0あ,直遂1〜2烦の潘木の根・,、よぴ・准草類の根,ざらに1〜 

2皿の大小の帷右状の疎が贤に混合せる火山厌地符有のローム買土横において,植穴掘り所 

要動力は哉人速窿の址加K二次的に比例して谐大するが平均4～ 7 PS程度VCとどま6〇! 

穴の植穴収リ(直従6 Oca……この诳圈瞒林目的(て応じス各種のものを採用でさる)心?

どる正味の所耍時間な普通!〇杪前後,多くて1〇数秒〜2 〇細度で,土燻の粉碎・说拌 

は適当で,とくに倒植質土壤の飛妝はみられない。なあ、•浅間山灑岩村田甘村陪管内長倉山 

付近の上述土埃に;Hナる植穴爲!り深さ別値穴拙り所要価カは,深さ4 〇〜4 5m視産までは 

槌穴扣!り深さの増加にともない一次的位正比例して砌動力も増加するが,4 5皿以上の深 

さをi妹珮りしても,深さ4 5〜6 Ocaの徳囲ではその檀穴掘り所要動力田ほとんと後がみ 

られず,ほぼ5. 5〜7 PS溼度で一定とな石・

(g) ロータリカダタ:低用カルティオーガの性能,ロータリカワタとしての由眼は,アメリカ裂 

(プクシュホダ),小西知とほ僕网等の诣カセそなえ,地搖え・下刈りに十分映用でさるこ 

とを疋しかめん また,伊穴础搬としての性祐は,植穴国刃回砌:が岩村田式:植穴湘機にく 

らべると•枚俗はやく,教1〇 r pmめるいはすくなくとも1〇 Or pm以上;こ改造する方が有利 

とみとめられれ 値穴掘り温さ別所岐動力は,上述の岩村H!地方長倉山国有林内上蠻で,陳 

さ15〜2 〇瓦・では深さの増加花つれて总魂に・その浒装助力を増大させ・るが,2 Om以上

一” 一



になるとその増加副合・れ頭蓄にひく くなり,探さ5 0<顽,直径4 〇〜5 0 Eの切穴・・日リ:こ安 

する動力は1〇〜15 PSの旎囲で霧ろ。春村田式M穴司扱のようなi‘封恥咳速・あ式注/や.•上 

は価洛が安い点にわいてすぐれ,メーカによる流産がすすめられてよい機冲といえるが,そ 

の動力伝達部わxび寸穴囲刃取付部などの［灵我咨’虜こついては十分な安全串をとる必安が 

るり,これにより,林地土国を植穴掃り中に大きな石帰あるいは根系血鏡よりるたえられろ 

大えな衝大倚なに上q破頂を防止し左ければなるま・ハ。ちっとも,しばしば発生するこの大 

きな海年荷.近を發衝する機構を動力最部内にとくに,:殳,せし,トラクタエ喚唄松よびその円 

力伝達部の保護も考・ほすることも必安でるる〇これに對し,ロークり〃ノタ兼用カルティオ 

ーガは,湖E劑方式を架用しX いるため,植穴抽。中しばしば允生ナふ大住な爾察荷正な, 

このハイドロドライプの間接出舫方式むよびレリーフパルプ・ソレノイドパルプによる芬f 

’批H!阪拗の作用により妥衝される。すなわら,本故,こむいては,トラクタエンジン回q氏女 

1,50Or pmi'C万いて油归ぐンプに吐出圧1D 〇 %以上の圧力が伝逹ざれないように自財的に制 

倒され,植穴掴矛都に大5な卸蹄価が発生した硬合,そのお貝何の原:珈没部への伝近な防 

止し,扱碱球浚すなわち待命の延長に役立つとい少字勲そそなえている

(h)岩村田式トラクク滤穴捆機む上ぴロータリカノク兼用カルティオーガの讯穴拙リ作菜出定, 

これら両秩の実際作業の時間分析調査上!),杪穴挝リ深さDg利の笛穴剤時間H«j sec,

移動更離Lm別の移動時間Hg sec,植列本攻Nc別の方向抵換時間rlt sec|走行拒離 

Lm別の手待時間Hr secを各破別亿分园し,こ“より瞄 当り柄穴掘所要時間H (hr) 

は栖列對隔を2.5mに况用した羯合(トラクク造林煖诚化作業化級てはこの植列間隔がの 

ぞましい)かりに植裁区画を正方形とすれ児/ = 4,。 0 0 in/haで,次式より算定比波でさ 

る。H Hd Nc +HtNc + (HZ + Hr )L

3 6 0 0

ただし,岩村田式トラクタ柚穴田潑においては Hd =0.3 ODi： 2.0, HZ=5.16Lit2.1, 

Ht = 41.6Nc± 22.4 , Hr = 0.5 OL ± 0.15 ロータリカッタ難用カルティオーガ

了8、いては,Hd = 0.58D± 3.6 , HZ = 6.4 003.8 , Ht = 6 1.0NcX24.0 , 

Hr=Q74L +j).2 2 をとる。

すなわち,岩村田式トラクタ植穴础沒において:ば,3,000本祝の場合 ％当り/穴梱り 

浇妥時間H=14.2 5 士 4.4 2 hr , ロータリカック兼用カルティオーガはえ5てt ,3000 

本磷裁の場合ha当り植穴询リ所要時ボJ H=18.11± 7.7 3 hrをえむ これら以巡飯 

殉技储の・弗・不撫の差もふくまれた測定値で,機種による差だけを示しているものではな 
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く,すなハら,□ーメリでタ宗用カルティオーガ、つ,運め手あ技渦以;;村H!式トラクタ值穴 

蛆"幽2手・の湖より"〜 て「いたヨ,尚圧罚接琳め方式Kよる媽カ伝;竦作の方小米 

小城速«吋方式:よりも多少時:nを・なナムことが,作菜餌箜喻;E曲こ双決している。もcと 

も迎域手!斓つ差がなければこの作其哇宪呂痘江より刷少さmう。

(iJ写柵方式(スタンプカづメ.ロータリカ タ・トラクタ伝穴词敬)と舉淳方式(レーキ 

ドーザ・ ローダリカブク我用カルティオーガ)•・>作ズ•泓».卷定茂司十,、よび省力め黑,岩村 

田方式以,1台のトラクタで,代眼燃現にスタンブカッタ,理木え下刈h；-° ータリカアタ, 

溜折トラクタ植穴创成の各作業"交典使用し,聞手1名により伐探.明也つ烦绍林池に

いけ。,登休作茏・一環してあ、こなわせ今のに対し,混K方式は,伐极処种は戊碌衅<チェン 

ソーエ.!.リでさなだけ伐很高<t低く匕渤させ〇か(!〇 (tr^P：:とどめる)地瘠時Kかなじ 

くチェンソーで岛い伐根高を低く携淅処理せしめて由吳.地痔え下刈りにはロータり刀ブタ 

床用カルティオーガをロータリカッタとして使用し,山付に・同權をカルティオーガとして 

使用し,地摧え時の枝茶羡理を必快とするとさはレーキドーザを使用し,刖名・二网じく涇云 

手1名に.!Zリ年間 E じて造林作朶セー淺してわこなわせら作菜方式であろ。 (

いヨ,両方式!の年間檢動日放を冬季3. 5カ月を除いた«月〜12月甲旬にいたる8.5カ冃 

中の雨天休日をのぞいた17 5日とし,笑曲1Hの拘束時間8時間の!)ち正味丧處時問全 

4.8時間とし,両方式と勺,下刈オ1年は地将え•新Mあ、よび部年礎1回の下刈を;•こない, 

下刈オ2〜5年は,前年壬で地恭え・沂植された分の下刈りセひこなうと同時;こ当年•变の地 

拘え・新植•下刈りも上、こなうものとして,その作業呢カ,茂用,省力动采をとく :こ併行し 

て訳姦した1人用刈払機治よび1人用渺:麴浪使弔(こよる小业は様化方式と比絞潦討した祜 

果はつぎの表のとおりである。

昭和4 〇年度は,わが国造林作業上もっとも厄介祝されている笹生侦叙地にわける地捂えお 

よぴ下刈りにあ、いてトラクタロータリカッタの動力性能ふ、よび作表兜力を総合的に尤明し, 

その核海の砲立をはかるとともに,伐根処理股の試作を開始した。

(j)クローラトラクタ,圧生傾斜地Mあ、けるスリッブ率sは ー 20 〇〜+20 °日でめ勾 

安aにおいて,勾配を関数とする三次の実驳式次式から哉定でさることをたしかめも

s=-1.7 + 0.01 8 a + 0.0 〇7«2 + ao 〇 !5 a3

(kJクロ ーラトラクタのPTO粗(伝動効率企・測定し,エンジントルク5 mKタ以上にあ•いては技 

ぽ一定値〇. 95程旺であることえたし労・め,これにより式!换トラクタの総侯物効率グは,卜
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作案瓏カ

(hr/hn

ha ^9

経映 
(财】:i)

ha §たり河 h a当用効果 
たり合(1人用浪 
計費用械方式に

ha当た 
•)含;计人 
エ敎

省力如癸 
1人用檢 
2方式に 
対する比 
率)

1時間当 
たり裝用 
円/hr)

内 砍 (比率) 側

儈却時間

考 ha於り 

人工数

(ノH曲

Ind/dJ 
労•玖 

(円/ha)
(R/ha) ・ら比

債却爽 咨理費 修疫費 題・ 油脂費.
そ•つ他 

潛歸費
皆廻跳率

堆人価格 
<万円)

・ンブカノク 1479.5 0.472 0.015 0.398 0.085 0.050 —
4.5 0 0

(トラクタ
'7.500 )

1

0.7-.
(トラクタ

：• Q9)

1 50
(トラクタ

298)
5 5.5 495^0 7.0 '7.。 0 0

ロータリカック 1090.2 0.445 0.022 0.584 〇.115 0.056 —
3r〇!315 

(トラクタ
7,5 0 0 )

'0.7
| (トラクタ 

0.9)

26 
(トラクク 

293)
地旅.7 5 
TXIJ5.2 5

14,。 90
5.5 20

(18
07

8 00
700 8 5.。 00 1.94 11.5 0.57

岩村田式

楚穴讷械
1电8 0.438 U029 a 530 a 114 0.058 —

3.。 0 0 
(トラクタ

7.5 00 )

0.7
(トラクタ

0.9)

25 
(トラクタ 

298)
9.92 1 4.5 50 2.8 2.8 0 0

チェンソー 163.2 0.256 — 0.153 〇. 535 0.119 0.157 2.。 0 0 0.6 8.6 20.8 0 5.5 0 0 4.5 4,3 〇〇 尖細险

4 4.50 0 1.0 4 0.51
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ランスミケションの効率 Tlx =0.95 (ただし牙1速),ディファレンシャルの効率

ぞ2 =0.93(ただし直線走行),ファイナルト・ライプの効率 グ3=0.95,スブ・・ケッ

卜とトラックリンクの効率 グ4 =0.83 5の推定値より グ=をり,グ3久=117 となり, 

般K孫用与れているクローラトラックタの総伝動効率と大差ないことをたしかめた.

(1)n —タリカブダ刃の切削抵抗力は,対払い峙のカッタ周速に一次的に逆比例して戚少し,

X崔xい対象物(てX 〇てその値はちがラてきて,淹木A皆既大なる 4 苗度中なる灌A

草の,傾に小さくなる。その刃削抵抗力F回に,カノタめ固速Vr m/s ecとすれば,温木

(直译2 〜6.5 爾)のとき,F=58.9- 0.2 92 Vr ,

卸正大なる笹(直径2. 7〜7.0",本敌12 6〜18 2双>とさ)

F=4 1.2 3-0.3 2 7 Vr , •
’酸度小左る遮(直遂2. 7〜7.0成,本救7 4〜14 4本/n?)のとき

F = 2 1.4 8-0.2 4 5 Vr ,
•・华のと 3 F = 7.1 一 0JJ3 2 Vr ノ ・

の炬をとも〇ただしカッタ刃用速は2〇〜110 in/secの範囲Kある。

M クローラトラクタによりロータリカ"を駆動し,林地浦祀面紀刈払った<易合の刈払い所 

要動力I理:L ,つぎの理論式より推定することができる。

P tQt(ハ COS a + sin a) +Qr(/r ft>s awihR)4 I ・n・Ne 

75・60・£】•£ 2・£ 3叨1・グ2•り3叨4

2 7T F -r • No . .
75 • 60 * M S•グ5•グg

{ Q, (/t 8$ a + sin a )十 Qr ( fr cos(1+ sin a )1_Vn

75・"i•グ2・グ3・グ"(1一s )

十 2 -F • r ・Ne________
75・6〇 ・"・為•を・りg
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ここでQt:トラクク企が,Qr :コータリカノタ页よ,ft :トラクタ走行抵况係,吹, 

/r : ロータリカブタけん引抵抗係我,I :トラブクリンクのビブチ長,n :スブaケノト 

ほ效の％, Ne :エンジン羽伝は,Va :トラクメつ込方を行速竺,U :林电勾紀,呂:ス 

リ‘ブ率,い:トランスミソンヨン荻速比,グ】:何圾族紡率,¢2 :ディファレンシャ 

ル減速比,グ2 :间波毋効率,Z 3 : 7 7イナルドライブ茨速比,グ3 :冋洩成湖•苔,グ4 

:スブロケブトとトラ,クリンクつ堂成効辛,？ 5 : PTO仲.或速比,グ5 :同任混効率, 

Z5 : ロータリオソク讃速比,グ!, ：|可:波诚効辛,r : ロータリカッタ刃有功半坯(小西我 

0.765m ,ブブシュホク"0.735m ) , F :同刈払近抗力・前出,漸木・鹿・以など乂 I拋対 

吸物あ、よび刀ブタ刃価速によりちがった値となる。

(叫ク=ーラトラクタ(てよりロークリカ’タをけん弓|驱動して刈払い作火した均企の秋科归仲 

率は正咲黙科篇費率,走行速淺,出力,燃耳のは並の関孜とかんがえることができる。すな 

わち,リブトル当たり刈払い走行距炫a £、よびりソトル当たけ等価刑払い而i^Aは次式KJ. 

リ計算できる。

.n, P 75•Z・n(1-s) ノず七・久・從・グ3•加％ •を
a —1 〇 — •----------------------------------------------------------------------

/b I- n- w 爲・加7!。(Qt(// cos CB-sina)+Qr (/rcoaQ!+-sinCt)｝

十2兀F・r • “•捲.い・グi •况•ろ3•久

〇2 P' b_______75〃 .!1(1_3)£5・ん・を・從・カ・た•な.％____________

fb L ・n ・も ％ •為・晶［Q£ (/£ cosa+sina)+Qr(/rcosa+sina)}

•卜 2 ?rF・ r • £ j 3 ；：•£ 3・"i•り2叨3叨<*

ただし,ここで,〃:燃科の比垂(襁油0.825grんが),b:刈払海,左:正味瞄 

消登率,出力の阅故で,この畝験トラクタ4よつぎの億をとる:

/b = 5.44P- 2.4 0 + ——.1 〇3
P

公刊せろ餅究银吿 ・

)山略三平項か:トラクタ选林破械の実奈住兜(I )•日本林学会大会諧演集氣7 5

)冋 :トラクタ造林潑械の実藤性能(||),ロータリカノタ强用カルティオ_ガと

トラクタ脳穴抽滾の構.造む・よび性能,日本林字会大会跖演集;fe7 6

• 一 44 一

5 )同 :トラクタ造林液はゆ脸性能(皿),岩村田方式と疝浄方式の作英性谴,日本林 

学会大会第演集亦ア 6

4 ) |«] :大戒扱械にXる成;株作瘻の概械化,昭点! 3 9年度林業:獭理年裁

5 ) 同 :トラクタ・ロータりカックの侦斜地刈払い性晃(英文),日本依学会誌Vol.

4 8 ,成 7 '

6 ) |uj :大掣扱波によふ造林作業の W化,昭利U 〇年区林笑”懺場年秋

4 41年度の試験計圖

前年度忒験せら伐根処理做がアメリカ衆!スタンブカッタつ伐恨饱紐.まカと比絞してセの作斐 

志カがやや労る点に検时を加え,とくにし[刷刃の形状に改良ぞくわえてその戊根悠型性携の測 

定企なこなうとともに,その作栄性宪に検向なくわえん。さらにトラクタ薬剤放布機のM作をお 

こない,トラクタ造林作業のワンマンコントロ -ルにょを一環作菜の確立に資する。

5 41年度の武験経週と膽果

改貝.試作せる伐根処或!成お、よび•來剤敞布微について,au愼林客がよび沼田驾林署両宙内にあ、 

いて,状験用トラクタにょり・隹架必防した揚合の助刀性能の祖旋でふ、こない.これら両作系徳め 

i调戎性旋の究明在するとともに,その実甲性に検討をくわえた〇

(〇)弑作せる伐根処理浪は,アメリカ肥(伐,根処理浪-スタンプカブター)がタイヤ2輸マ装佣 

したセミトレーラ式で,林地での移勘に熟対!を必要とし,とくに伐機付近での位敬づ!ナ運伝は 

废進運滋をおこなう必耍があリ,わ力廷!山林伐採跡地での使用;こ適しないのに対し,その影状 

はトラクタ後部に打負式亿装架でさるようコンパクト(こでさている点に大さな特以があり,形 

状の点からは十分林!也傾斜面での使用(岡えふものでめる。建え,その作動なロータリカブタ 

兼用カルテイオーガ同樣油圧ポンブKよるハイドロドライブ方式を採用している点もアメリカ 

裂スタンプカッタとことなる。前年度如削効率の低くかった代极切削刃の刃角に改良全くわえ 

た結県,切削刃の切削効率は増大し,わが国人工林伐m味の伐根すなわち比岐的中小従木の伐 

根処理には本機もアメリカ與スタンプカックと依ぽ同程度:)伐眼処理矩力をうらうろものと推 

定される;ていえラた〇

なお、伐根処理機による伐颇理益能についてはその基本性状に関した測定資料よりとリまと 

め究明しつつ吻る。 f

珍)トラクタ薬削敌布懺は,除草剤右、よぴ功除用薬剤の掛布を可花ならしめるため試作したもの 

で,物剤:切よぴ粒剤の放布が可能でめる。修伏はトラクタ後部三点支持炭谜Kより菅盖式K装 

架でさる点がまったくあたらしい潸・惧で,休地商斜面での薬创散布を容易ならしめるものであ
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る。実・•奈,没粉•號粒,:誓iの格梁から,ち’むつ磐造治、上ぴ感礎で十分実用K供しうることが推定 

されJ財:,純は・放泣時の菇本的生・呂こついてば捌定資样にもとづきとク％とめ検祠をくわ 

えつつある。

6 こんごの問題点

41年度試作が二び実用性能に土針をくわえてきな伐伪匹理穩ろ•よぴトラクク戏剤故布农に 

ついては,な公両機とも灭用板として謨造【こ検时をくわえる余地がう6とともに,その歩或的 

基本性能につき各技条件下での計洵をお就し,その改善に任する必姿力:ある。

左公,こんごは,林業吊トラクタとして,4检迅動式ホイールトラクタの提帛が,海外に志、 

いてはひろくすすめられつつあるので,わか国山林・こふいても,従来つクロ ーラトラクタと対 

比してホイールトラクタの使用可能限界を明確ならしめる必斐がむる。十左わらホイールトラ 

ククによる集オのみならず澄林作疝つ機檢ヨよび作岩生能を咒明し,その彳’J矢を明砥ならしめ, 

トラクタを原劫斑とし谷極作某欧を作子することによる大迎破被による林芙生湧の労•皿生建性

の向上を目途した技術体系の確立をはかる必耍があ6〇
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3 亜高山地帯の造林

1試験担当者

ぶ料造林科長:爪下正天

ク洗林オニ研•咒室:城欣二,只木良也,枷秋一延

ク植生研兜室:刈住昇,

ク土壊才三妍兄室:前田顷三,宮川落

”［北支•塌育林才二餅充案:加籀充助

〇 存林牙ヨ研究室:山谷孝一

ク 経営オ四硏究室:小用忠三郎

木舀分我适林航究室:飯原三男

2 滅験目的

底大造林の進妥にともない亜髙山地带:こも,父面伎皆は人工‘孔我の施楽がすすうられている 

が,その成Mlは必ずしも満足すべきものではない。しかも昨今の労椅力の不足の間四・からん 

で,これら地帝に話、ける造林滲;存の再浪“’寸とー时つ研おが必旧となっくさた〇この研衆ぱち、いて 

は,人工造休めるいは天然更沂にかぎっことなく,それぞれ ‘カ覺员にEじた燃渣更新彼術の昴 

立在目的とする。

3 前年度までの経過とえられた結果

本研究の発足以前から経常硏宛として亜高山地帯の更新に関連した湖近か行なわれていた在,

正式(てとりめげたのは昭和4 〇年度からでめる。

4 〇年度は次の事項について譚査研兇あ、 よび沛换她°投定な行なつ •企。

(I)木場担当の分

41年度は中部山苗の斜嗅圈林带に烝点をしばった〇

a試滾地設定疾荊地として,名古諮営林局久な番"内千間尊’胡燃％地区,長野営林局日 

田碧陪迎,八ヶ岳北邮岖,川上地区あ、よび映削れヤ內八ケt訓郷地区について煽H餾£

を彳亍なった〇

〇臼田誼営区5 2沐母(川上地区)心町谄8.5 haの带状更祝共験地を:i殳定(伐採前の調 

査をした。

c八ヶ岳北聊岖:の既往帝釈戊溶也の保残带が立木処分となり,41年氏中に伐出される 

ので,その奈保浅苔の更新稽•尚かどのxうな経過をとるかを知るため,ブロントを改定し



て伐课側の阀充位した〇

d長好営林局狗ケ眼y宮区る、よび宿書仃林局今市•お今市,圣欧区(用怒川上?五地区 、こっい 

て,姒別更而状況緬呈を行なった〇

(2)木吿分場担当の分

a長野営林局伊別浴地区;て耽注兀殖枚された高基注蹲稀の造林地,こついて,或存率,生長 

状況,枯損頃因等の嫌託&、こなった〇

⑶柬北支J朔9当の分

a早池峯山地域の涓五 肖森営林局川井名宵内門.以择営区2 2 8 .林班い小堆に段定され

てちる阱观改弑埃地ふ、よび付近の直高山 宕械齒林につき土攘,生な伏漁等につさ・碑 

査した。

b浮宏缶休局三本木％な内惣辺!U昌有林5 5林班潦〜ぬ小加Cめるブナ碓合試物妃 

極更改試蜘ズの腮査を行なった〇

c岩手山地域の気象関を 髙向抜地の気家状件を・堺明するため従前からのもののほか,

41年废にな八监平地区亿も碳測点を設けて雅続“駐をはじめた。

4 〇年変の调旺に従前の各頰牌逐括果を加えて考’宗すると,

本州中部山岳・の針葉崗林(コメッガを:サ占祕とし,アオモリトト・マッ,シラペ,夕・ケカンバカ; 

これに亜ぎ,時だトウヒ,ヒメコマツを見るもの)(て:对しIは,

1)大’再沼皆伐を行なって天然吏沂を期待する蜴合は,…とんどタ•ケカンパの彿林;て近いも 

っとなりMt葉切の混交は甚だ遂少のものとなる。

2 )雷2 0 m内外の帯状皆伐を行なった瑁合,立地条件にもXるが,かなり商い針葉樹の混 

交がみられ,過当な峙期;こダケカンパを除伐することによって龍鳳皆の純林を仕立てるこ 

とか可能とむもわn6o

3) 带状皆伐の保残帯内の询生推幼樹の受光或長はめざましいものがるけ,條浅帯の伐採峙 

期およびそれの更沂螞(て対する衫懸が今後の間通とまる。

4) 更新明は針葉湖は成とんどすべて间生粹幼廚が成長したもので,«嬷後亿発生したもの 

は甚だ稀れでちる。また,ダケカンバは谕生囲ばなく,ことごとく伐床後の発生である〇

5) 壇床植生は大別して,コケ电(イワダレゴク・・タチハヒゴケなどを護占械とナる)(シ 

ダ型(シラネ・7ラピを咬占怖とする)"ニコウモリ型,ササ匝に区分できろ力:,コケ型が 

技もM葉囲の推命の発生成立に•遡し,シダ勉,"ニコワモリ型の収y劣り,ササ眼が奴も 

不利でめる。
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妇顷L方、リ2カ所の寸抽更改維拠・つ,;韓詰なから,今ただちに造林適甜^を判定すろこ 

二,:•,何 瞞?’也が未だ1〇年を径爆した段隋て:女尚早といえよ”;•短机・’故から.ちい状 

少していない附冲くめげ=と,早池城山(は高7870Um )では,J -〇ブパアカマツ, 

ヨー aブパrウヒ,トト・マッ,エゾマッ,モンタナマツが,また三水木(5 2 0m )では, 

屈ぐ宓で,エゾマッ,ヨーコ,パアカマツ,d-n aパトウヒ,スギ)しiた畑ド’式ではエ 

ゾマッが髙い戎存率を示した。

また,岩手山の標寵2 0 41.50 0 mの間に,長期偵并:丸諷計セ配旌して,各李価別の平 

均気沮と遗高との!知孫をあ上らかにしな〇

4昭和41年度の試・計画

前年亿引£Wき41年废は下一記 gについて過喪セすすめる。

(1) 稗担当の分

A亜高山浊纣葉樹林Q带状史衍地、対すろ・ 眼

aハヶ岳北特:也ズ既往帯状更折地;こ対す〇保我苗伐糸後・>,?ま〇

b川上游伏更沂忒蝕地の做揺滑伐理浅の調抱

B 亜高山性針葉附林の生産力閃査

Cブナ休の更新に関する«

(2) 木曹分明迫当の分

A八ヶ岳尚辺の既往高塞性利健也〇对・汗

(3) 東北支場担当の分

A八橘平地域の土壤玲よぴ植生溯糞

B黒沢尻ブナ総合試験池内崙極更改貿硬区の:冏査

C 岩手山あ、よびハJ播平地区の気象瘢

5 昭和41年度の試験経過と結果

(1)冰竭担当の分

A ハケイ寻北伽斜地区の此往帶状更新地の"綬带伐硃にともなう稚樹の7肖長

前年一,保残芾伐採前に設定し伐採前の推期 、閭査を行ない,响体ごとにマーキングして 

おる調衣区に対し,伐採伎の調査を行な g

伐採浚の秋•崗の戊採•前の本故田対ナる.残存率X,平均6 D «〇9外で,予母X Dも残存率 

は髙へ 嚥斜の大5さ洌に見ると,幡 3 〇 袂下の小形のものと1m以上の大切•:>も〇 

とが处存率低く,その中間5 〇〜100吊のものが般も福い浅存率を示した〇



伐条位の稚樹の浅存率

整譚の大きさ
cn

10以下 1〇〜3G 5 〇〜5 0 5 〇〜 1 〇 〇 10Z如 300 以± _平_曳

A 区 46 55 7 9 90 52 56 6 3___

B 区 54 56 71 72 5 4 — 57

佃考:A区一姒烏15m ,咤鴻將5 Om (1/3’帯状普伐区) .

BK 一座眉15m,屎找治』2 25m( 4 〇 な帯状排伐区)

大形のものの消失は伐木連材のを菜にともなう,障咨,沂阳か主な喚因と考えられQが. 

小形のものの何失亿な上木の徐去にともなう地衣の急激な乾源に肥因するもの役富むと考 

えられるので,更に枯れすすむ危顷をはらんでいる。

®川上带状更新跡坦の佣査

林,直作没工拿のみ合で,伐嫁の実行が分くれたため,本年変は伐疎液の淌査を見曲わせ, 

鼬のブナ林の更新洞査に鹵を員あ、よぴ経谜をふりむけも

B亜高山性針葉有林の生産力通査

更沂した林分自体のもつ物質生涯力をしり,また得來検將さるべS促育問52Iの荃展ほ科 

とすろため,応士山鹿に若いて主としてシラべを対象として,幡した〇ブロット攻が少な 

いので今俊Kまつ点が多々あるが,

1)平的榭奇あるいは現存浪カ:增すとともに溶の比率が大きくなり葉の比率が成少する 

傾向が潴皆である。

2 )各プロットの集の現存!をは,きわめて幼齢のケースとして硼定した萌畑の;もPをの 

ぞき,比核的よく一致し,他のモミ類,トウヒ類などの既往の尖料ともよくー玫ナる。 

なわ,当年葉の砒は全萊拉の約1/5である〇

5 )报多密周曲線を作裂してみたか,浅田"赤^両氏てよるシラベ«対するものよりも, 

四大字合间縛査による北毎i2のトドマツ・エゾマツ林のものにむしろ近似してい％

Cブナ林の史而エ関する調说

前橋莒林局長岡名祈内五味沢地区および六日町野管内苗易山地区について更新•およぴ.植 

生に幽する調査を行たつ～

1)ブナ天然件内の2年先以上の稚奇徹は压だ少左く,0燦労林の或合とことなり,前 

生1隹囲に更新のお体をあ、くことは困難で吻る。

2 )前年度のブナの結央理作によって当牢生推明が防所によラては多成発生し・ているが, 
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その捎失は予也外にいちじるしく,主として樹爾•期の茵害(林内の場合),および史 

期の雄凍害(粉!地あ七いは•rnic近い羽合)tが!京因と考えられるカ:溶㈣むの害虫 

(,みとめうれた。また,発在前の称子、:)显占も斤過で2ない。天域外&での2年生以 

按に至る成立本牧:よ说在の前生時汶がそ以て示してい公.では左いかと恩われ・る。

5 )大面杭皆伐によってブナの更斩を期仔す会こと上,ブナ伦子・の飛散矣囲の推定から 

も,全:く MU扩Iないので地床:・つ処理生とtiう風更作染的伏硃法に［らたけ八ば 

たるまいが,これについては今後の荆を研究にまっしかない。

(2) 木可分調担当の分

本年避は長野育林同浙訪岩汗内ハヶ岳兩解^の標高15 0卜2 0 0 0 n2地域の耽制て横 

戏された胡必生财福のを木地について.花し佑

現に澎敬?!:とどけている粘欠!U木だけでも2 5苗をこすものが13’列中8 .列に逹L’純絞 

殺华々消失して行なったもC>の累計を考えると•現在成立しているものは枝だ低滞のも、‘>と 

考えられ,前年の伊那谷地区の・琏を合せて考えると,瀚51.500 m以上については％,£如 

何にかかわらず,人工造林に炯待することはMだ曲5と見られる。

(3) 朿北支ら迅当の分

A八耕平他区«ついt標砌虹劉査点11诚听父とって,土嚥,枫生!・、よぴ’沐木の生艮状 

況の调査をした7が,林木の生長てついては生長鍛を用いて外’訓から1°Eの間の年输敖に 

よって比く反した綃果, 

ブナでは博高820m地点で2—7。年»1,000m地点で50—100 と生長がおちてい&, 

■7オモリトドマツでは漂fi：i1,。 〇 〇～1.5 〇 〇 !«!!点ではほとんど差かなく 50—90年•1.500 

m地点では1207 80と者しく生長がわ〇 くなラている。封徊間でなウダイカンパ2 〇〜 

80 ,=Pハダ4 u〜7 〇 ,ダケカンパ7 07 0,诗に14 0乍となり,ダケカンバの生長がお、そ 

いことケわかろ。

B黑沢尻〇ブナ総合式験地内にある酬冲更改式談区球髙4 7〇〜550)では,祯放以梭12 

年目,て至る累弑脚率をみると,低率(つまり残存率のよい)のものから順にあげると, 

ウラジロモミ,エゾマッ,ヨーロッパトウ匕,ダグラスファー,スギ,ヒバ,ヨーロッパ 

アカマツ,ストコーブマッとなる。この原位KtH本木試験地とも大体T女している(ただ 

し,ウラジロモミは三本木にはない)〇

C前年から.密次の岩木山の弗か八格平地区にも觀湖点を股けて両者の比酸研究全治こなっ 

十七符に月別に平均必温,日れ3気泓,技低気温の各々のてい演率をしらべた梏耍,平均気



沮でな7,8月カ:やや小さいが大依0.6レ1Q Omと兒て上く,燈福贝温は6〜8月;：Xやや 

水さいが他の月は昭きな值を示し再,こ5月ではア. 5 e(y10 D mという杏しい走:•・示した。こ 

れはこの曇府Kはまだ高所にコA V.；：.-£> 〇ためでろら。

6 こんごの問題点

本研究;:!列始してから,未だ2カ年を哇:里したのみで,大部分の問題は今俊の研みこ三つも 

のといえるが,師に亟妥と恩われる点'上列记すれ・H ,次のごとくでめる。

A亜髙山性針葉:枷:の更新に関して

a ハケ位北湖地区では15~20m新の帯状皆仅更折にかなりの瑚奇がもてることカ:わ:」・ 

ったが,これを如何なる条件の針葉动林に・・で適;冃できるか。

川上帝状試甄の调査啮果は间地がハヶ岳と異り花囲岩風化土,艇の上に成なしている 

ので,上紀の間題にひとつの指針を与えると恩!)。

b 現時行なわれる伐木連材•方式に適合させて,どのような程変,こ.•；)y状吿仅全変棟させ 

ても更折の目的を連し為るカ・〇

c 咪我帝除去の時切および保我帯味去にょ・て金竝力:皆伐状.®てな〇、俊の環境交化の 

更所南にあ、上ほす彩潛。

d人工造林法匕天然更折法の適用眼界の累定〇

Bブナ林の更所に闻して

a ブナの更折に適した伐弗法の索定〇この目旳でブナ更衍ス快地・晚胸・営林局存内に設

定する見込で同局と折衝中でめろ。

bブナ当年生金封の,肖失県因の究明と,その防除手蟆

cブナ地带における人工莅林謀界を多右地带»非多甘地帯別に索定す,3こと。
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4造味木の材宵試験

1試験担当者

け忏料長:加成孟:

材質研究室:阳藤彩れ,中川伸知 斉一久・,小田正一,重松頓生,石硏取寿

物理研究室:蕉木自祠’中好逹犬

讶旺何究•室:山井良三郎,涌見 为•近嗔孝一,中井 孝

2 試養目的

戦後,木材・の需要汩てたいして供給がともなわず,森林の生産就四瞥大のために短伐期早生 

尚花KよQ位大,折の;什画がすすめられ,商くその成寒が上げられようとしている。

しかるに,こOX2«期早生剛业として生産ざれているものっうちにな,いわゆる,未吠知オ 

としてかなり低品質なものがおむく ,利用上の・底耍な支飾を写えてあ、り,その付賀向上がのぞ 

まれている。

この研究な,このような意味で短伐期早生呀超としてとり上げられている造林木の材質の夷 

GSB霧きらかにするとともにパオ爻低下〇票因とその改善法を软紂するとともに,さらに听し 

い加工技術によって,そのけ質改良一‘>"腰服ついて研、切・る。

3 前年度までの経過とえられた結果

対象樹極として,ス・,ヒノキ,アカマツ,カラマツ・トドマツ心宅林木］:予定しているが, 

まず,昭和4 〇年にはアカマツ避林木について,一定の皮华による式目の抿取と実用寸法・ 

角材(てついて品質,蔵査をおこない,角|・オの品貿に必善している欠点模索の種:灯i,出斑頻既をわ 

ぎらかにし,さらドス物降までに生ずる二次的な損僞(材而割れ,ねじれ,そり誓)の程変を 

あさらかにすることがでざた。

昭若!4。年度にわいては,東京な林局笠間讨林岩百内8林班にむける林・齢6 3年のT I 

ツ萱林地において,合計5 3本の洪忒木従破定伐採した。僕曲Kの選定,宗伐の妾禎;エ次•うと 

あ、リで吻る。

供送木の遶定,架伐

U)供試木は林分の胸高直從の本数配分(・て比例して,その直径隔構べっに選ぴ1林分当りの合 

田毎〇個诲以上とすち。

(巾 簡高直荏2 5兩以上を対象として,通直で外通上無此のものから選定する(廿しい曲潞 

木,二又木,外粉木などを除外したものからrandom sarnplingによって直毎梅べっ
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に抽出する)〇

(iii)洪試木;:1危上髙〇• 2 mで伐倒し,次のとわり塚さ2 0 Eの円咬とけ£•< 4. 〇 m ・つ丸太を律・|

换武丸太亿倒する調査

供試丸太について次の事項を調査した<,

(I)皮つき,皮なし直径

3)心材直径

(iii) 偏心度

(IV) 丸太の曲り

(V) i•オ而の淖

供試円板亿圖する調査

供渓円板についてM次の材質招標を側定した。

(i) 年暢鱈 (乎均年紿附)

(ii) 晚オ率 (千均晩为率)

<iii)容稍苗既故,気乾比如

(iv) 蛾維河斜斐

(V)収琦率 (平均収麻!率,戒乾までの収谿率,全収稲率)

」供試丸太の猊丹

供浅丸太については,供試木の直苦殷ごとに次の区分におこない平角材を木取ラた。平角材 

の寸法は,厚さ12 cm,蓿21南,長さ4.0れである。
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、、、^木敏り 

胸谨区分、、、
心もち 心去り 心割り

2 5..7ft^-5 8,e 3 5 4 —

4 〇 •d 6 th 1 5 — 4 8

4 8じ45 4cni 5 1 3 〇 —

砌i材の品知•誡武

製引妾の洪ズ削れ. •,:赤ようけ氏下の夷麒をイ"

た〇双茂郭項は

(i) 时而轲れの愠阪

(ii) ねじれ壮

(iii) •そりの派

(iv) J as規格に史ら角Hの品冷總夜

なつ,供試角时から噩欠点強受試片を木取り,面者初オの旅ぜ當我として,嵌圧爺强さと比 

冏戏喚,蜀I眼ウ新さと比冽限収,曲げ渕史と比例決ぜ,刈断Hさ,硬延尋会$とめた〇

収リまとめ検討小項

门;林木の戒築用けとLての適母を判定するため,.岚の各席!定项日昂 とにし沼次の・項を 

取りまとの除的中で,疝・

造材歩止り,来村品籍に阂する"項

(i)幹の各寸部べつの材日比率

iii) 品等の実・'項,响上高べつ ル材品淳の丈化

uii)点け品等k支配的な要因6'K折,乾燥林。品冗心対e呻

<iv) . iifl/jijn , i!じれ,そりによろ内时の品質板下の曳四

1V,立木,気材,簡材の杀件と村質低下の関係

菇通附铤にINする刀項

(i)朱成熟材の材質特性 .

iii)林木の成熟岡确にあたえる成長条件の影评

えられた結果の撒要

昭和4 I〇年既に来伐した愛間］妙アカマツ时についての弱斐诂翌以,現在•恕十升可:を実行 

中でめリ,したがって,裕括的な制けだ東らカ・ていないが,笠湖地方アカマツ材Kついて 

えられている中圈的な书・県は次のとあ、りである。

(i)平均年輪臨

平•角材のJ Asによる品等役示にお七、て,卜坊;貝紙席な,特等付か6g以下とコ定され 

ていろが,笠Hh笙アカマツ心もち角材・についての必哭なF浦」にしうすごとく , 62 以 

下の出現顷归丄涂ほで約6 7あであるが胸您2 5-58 mよでのものでれ•Mの累加却度は 

10 00,胸隱48侦以上のものでな約7瞬で•あった〇
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Fig-1•底マニ’が尹角材の平均 Fig. 2. 7•カマッ心もら润材のねじれ拉(厚

年假Iの累理頻度 の面)の梁加韻度

(笠間産アカマツ) (笠間産アカマツ)

3)心もち平角のねじれ横

心もち平角の埋の面のねじれ会は,Fig.2Xし均したが,ねじれ蛍10.0海理度を実 

用的な許容限界とすれば,この限界以下のものは忿括で約8 0 %であリ,この場合も,臨 

径2 5—5 8 cniでのものの累加,須度は約90岱であろか,询徳48血以上のものは約68 % 

でるり,•胸径の小さいもの任ど品質のよいことは垮きらかである。

平角の爲の而にあ、けるねじれ.性をFig. 5 ;てしめしたが,この:場合もねじれ域10.0心 

セ実用的な浒容限界とすれば,この限界以下のものは,総括で的65がであり,恂径2 5～ 

38血のものの期加归度は約85务であるが,翊圣4 8 5以上のものは約4 5 %である。

Oil)そりの飲

心もら平角のそりの蟻をFig. 4代:しめしたが,そりの駐はかなり小さく ,いずれも実
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Fig. 3.アカマツ心もち平角甘のいじれ量

(臨の而)の累加頻度

(笠間産アカマツ)

Fig.4.アカマツ心もち平角材のそり 

のMの累加頻度

(笠間産アカマツ)

用上の支跪になる程度とは考えられな。しかし供就木の径級Kよる差異姓吻さらかで,$ 

級の小さいものほど品質のよいことは,ねじれ站:の坞合と冋様で防った。

(IV) 平角材にあ、ける節

平角材にあらわれる節(てたいしては,出現する席の合計而積全角"・の表面積にたいする

比率としてしめすとFig5.のとふ、りでわり,節の面浦率1.〇务以下のものは,映径2 5〜

5 8同のもので出・現率10 〇笏であるのにたいして,拘径48糸以上のものの累加領度せ

6 〇 %以下であ〇 ,節についての総合品質に幽しても,f!携の小さいものの品質がよいこ 

とはあきらかでろった〇

(V) 娥維煩斜度

平角材の皺維烦斜度はFig 6.にしめすごとく,構造用蚊として,為オ規格にぢいては,
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Fig. 5.アカマツ心もち平角材の節の面 

お序の累加埴度(笠間産アカマツ)

Fig. 6.アカマツ心もら平角材の縷維傾 

斜底の累加頻度(笠間産アカマツ)

きわめて後微なもの(待等)と規定されている敵維倾度7所以下の出現率は,演径2シ58 

eの供試木では約4 7 %,刷侬4们知以上のものでは2 〇务以下となり,これらを総括し 

てもその出現率な約5 〇%で,この场合も胸径の小さいもの蘇ど品質の艮いことはあきら 

かである。

また,許容限界をこえる頻度について,他の <!質指螺と比鼓す6と,この(酬頰糾度の 

搦合に蟻もたかく,この材・纹指侦が幼齢造林木のけ質向上のために重要な因子でりること 

があきらかである。 ^ .

4昭和41年度の計画

な森営林局一関営林皆苗内4林班 のアケマッ 造林地について,立木密窪の異なる林分史 

対象として,照林を孫伐し,基離(才質を薄すろとともに,供試木から平角製讨品を製材し,
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用材としての実用品?5(製品の桝而剳れ,れじれ,そり咨、理品品安)を調齊し,構造用・とし

ての性能をら4ら力にし品質向上K gる透冰质術上の問灣点を検討する〇

5昭和41年度の試験経過と赠呆

当初計画にもとづaイ蒜育林局一関•営林'?:•営内4林短ほ.ぱふ、いて并炳5 9年の丁カマッ

0林地から,合計5 9本の供試:木を!®定伐採した〇

この供・艾木から材長4.0贞つ供忒丸太を】〜"番玉堂で採村し,次の径級区分によって平角材

を採材・した。

これらの供湖けKついて,J ASによる品警 、、、、^木取り

地と蜘による材質以員闵を訓皆,測定中でめ 灼役区分、、、
心もち・角

る 〇 2&.-3r^36ai! 5 4本

e 今後の問題点 38Z8ai 6 2本

短伏崩早生萌權の冴質を把押する密咔で漁討中

のカラマツおよびアカマツ!オの阻m性のうら,用讨品稅の低波因子として館要なものは,未 

成知ノ部にびげ如1fしいi:財韭傾科とこれ・にともなう呢常収殂Q現象である。これらの府性は個 

体冏,址た一個体内でも成长過程によラて復雑に変動Lている。したかって,今後の問題とし 

ては,幼齢爆材でとく田才質劣化の窘しいカラマツについて,その惊因の究明,生塑技術によ 

ろ•品質向上の可威性・加工技術の開発にXるオ叮改良などについて研究す5必要がるる。
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5.林地除草剤試験

1試験担当者

本場造林節長:加藤善忠

・除草剤研究室:

赤沼忒・攻地・ 
樹芸研究室・

三宅勇,荒木武夫

千菜春美‘石井邦作

北海道支場造林研究室:中野実,映罔洪,旗村好子

東北支場背林第二研究室:加藤光助

関西支场造林研究室:早稲田収,市川孝茂,辻ーリJ

四国支瘢林研究室:真部辰夫

九州支粉造林研究室:尼方信夫,長友安男

2試験目的

:糅労働力の不足の瘦が加わる田つれ,わが国の林薬でさしせまった負要課題は,咨力造林» 

つまり人手のかからない造林を実行する祀はどッしたらよいかということである。造林地1hn 

を育てあげるにはfc・よモ15 〇人ほどの人手を必要とするカ:,このうちの7 〇〜8 0%は地ご 

しらえと下刈つまり,雑茸木の刈り払いに費されている。これが省力化には,まず作業の機械 

化が考えられるが,全面的機械化が困難なわが国の林業にあっては,同時に族剤にJ:るイ匕学的 

処實を考慮にいれ,労働生産性の向上をはから左ければならない,.

3本年度までの経過とえられた結果

I •経過の溉晏

このよう左観点から,本研究は昭和2 8年国立林業試験場赤沼試險地に歩いて,まず苗畑 

除草剤から開始され,その後,府柴林業試験場をはじめ,2〜5の営林署所管の事業苗畑K 

おける現地弑験の実施とともに, CAT,可IPその他の薬剤の開発によって急激な普及進 

展をみ,現地では除草労力で1/3«経費T1/2ところまで節波可能と左った。

林地除草剤については,時代の流れとともにその実践をせまられるに至ったが,技術的に 

も,経歩的な観点からも,携業ならびに苗畑で開発された技術をそのまま林地に準用するこ 

とはできない。そこで,昭和5 7年から本敬ならびな北海道支場Kおいて,林業に遭した林 

炮除草剤のスクリーニングが始められ,今後の研究の方向を定めるうえに大きな役割を果た 

した。まず本場では,造ノ村也に大客を左すクズの枯殺剤パインキラー従削製して特許をえ, 

ー液:への配布に成功して一つの示唆を与えた。昭為！4 〇年に至り広く一殺の強い要請に答え

—6 0 一 

るため,金支規を挙げて本!用扣に抵り祖むことになったが,それに皿まず研究の対俊を,そ 

の地域性に応じた桃生にしぼることが橄の早道だとの结後にはした。こ〇が2 舞に, 

北海道支微！主としてササ・束北支場でく刑草,かん木,’舟西支均なシダ,四国支均はスス 

キ上利Siとし,本㈱では,その基礎的な研究K主眼を!・、さ,かたわらかん木,ススキ,クズ 

を対象に,続々現われる新・加テストを行なうこととした。

これら植生を分担して行な た試酸;つ結吸,今後は,国史林業汰琰用つ使命にかんがみ, 

zの司はもちろん各支場とも•里をるスクリーニングテストを佳リ返えすのみでなく,実用に 

直結する基礎的な問曲,たとえば,除草剤の土中に*•ける残酒•ならびに土始の微生物齢 

よび小動’协の沿長をも含めた土炉物理,化学性に対する影響,植相木への薬害と作用感作, 

,雑草木の生理生典と除草剤との関述,植生述読,ひいては除草剤の使用を中心とした作業体 

系の確立などの諜題;てついて研究を進均ることになった。なお,すべてQ除草剤に抵抗性歩 

る當禄広葉樹の問題は,主として九州支母で実旅の予定である。 •

H・研究項目と成采の梅要

1.±!發の我類と残効性との阿保(本松｝)(41年度)

除草剤を林地に専入するための作業体菜とくに,植えつけ,下程等,更新Kif［結する間 

題を解明する目的で,土與,むよび散布後の経過日故田Xる移動と残効性について,除 

基効果が高く,饷祝される薬剤から頒次検討を行ない,・業実行上の資に供することと 

した。

⑴スルファミン蘇アンモニウム除草剤

本剤の殺草成分は比懶土以中の移動が大きく,沖靴埴Q土では,与陵面処理後 

!〇日で2 0cm下層に逹し,2 〇日後では3 〇页,5 0日彼では大牛が5 0cm以下に 

流出する。土壇中亿あ、叶る移動i•よびその分療不活性化は土物Cよってかなり違い, 

移行性は火山灰土に比して沖ほ土權が大き <,一方分解不活性化は沖積土炭より火山 

灰土収の方が旱いことを知った。i棚城以土では,分湃不活性化がかなり遅く,持続 

性の長い除基剤と:号えられるが,土只中での移動がきわめて大きいことから,本剤の 

不活性化は,分解によるよりも流亡によるところ力:大きいと考えられる。なお,本痢 

は,接蝕型除草剤としてすべての文献に示されているが,本洪験の総果によると,根 

からの吸収亿よる・殳草力もかなり大さいので,幼齢下刈炮に対して単剤浅たば混合剤 

として利用する場合,1〇 〇^/h a以下(こすることが安全であるように:号えられる。



(2) 2.3.6-TBA 除衆剤

(i)武斐の方法

あ水性・つきわめてよい蛭い土点と,中程度の土と.毛ならぴにいとわるい木粘土 

aの3网について,貞用的は布•欲による粒剤(15 D切/h a )と粉剤C12 □ 49 

/ha)を用い,故知後1,5, 8カ月岐退後に,上から15CEごとにわけた5屈 

から採土し,これにス¥,ヒノキ,アカマツの籟子をまきつけて反応を調べた。

(II)試裁結果

E発芽套

透水性中程度の土1 如,:つデーターによると各樹稻とも土暦間,処理間に有意决 

はをかった。

［イ)系害反応

1)肉眼的観察によれば,透水性のよい土::甘び,、いてば,粒剤,粉剤ともに下層 

淀ど反心が大であり,反対に透水性のわるい土!Jでは,両剤型とも,上局依ど 

反応が大きく現われている。これらの常果から透水性の大小,つまり上橙の理 

学的性質によって,移動に大きく影爵するものと思われる。

2 )反応と苗髙抑制率の関係を反応〇の付近を除いたテーターで図示すると蒐1 

図のように左り,"ラッキもかなり大きいが,一定の関係がみられる° 5.に 

よるとスギ,匕ノキではほとんど冋じ场向を示し,と％に反応1付近が成長阻 

害と成長促進の限界!itと左ることがわかる。アカマッはスギ,ヒノキとは全く 

異った倾向を示し,反応がかなり大きくても,成矣!狙書はわずかしか現われな 

い。

⑩実用的推命

C7)散布後1カ月目では,かなりの薬害力波われたが,発芽そのものにはI艮縛は左 

かった。したがって,アカマッの天然更祈には支障ないものと思われる,

(イ)各樹质ともに架告が現われたが,これを実用的意味から薬害とみなすかどうか 

は,すく左くとも1〜2年間の生育状況をみた上でないと断定はできない。

枝)妝布地へ秋枕えした苗木の史育状况からみ・ると,•実用的散布量であるかぎりス 

ギ,ヒノキは敬爲後2カ月,アカマツではL 5カ月経過すれば薬害は起こらない 

ものと個断される。

⑶塩君燄ナトリウム除草剤

反 応

* 2図 肉眼的反だと苗离戒艮抑制宰の的项动 

⑴試験の方法

透水性のよい土嫂とわるい土・5 2瑾の林地全ガ象に,粉剤(12〇〜15 Ot9 

/ha)と粒剤(15 0～2 Q 〇 h a )について,放布半月橈,2カ月後,5 

カ月後(て,上から各•1OCEピアチの」旅から採土し・これにスギ,ブカマツ位子を 

まきつけて反応を码ベるととMて,各時齒另山刷別Q我宙是を洲査した

(H)試験結果 ^

(7)土纖中のNa Cl Oa残留量

!散布後15日目採取土坟

(a) AL價の分析結果は,ほぼ妝布猿に比例した。

(b) A LJ3 Xり下の唄では,透水性による影Wが強く現われるもQと⑥予想で 

あったが,現実にはほとんど関孫ない数字となった。したがって,有槌コn 

イド含如:その他の因子が影辑したものと思われる。

5 -



(c)いくつかの伊掛はみられるが,セ府が深くなるほど残宙质は減少した

ii散布後5〇日目採取土培

いくつかの例外をのぞいてば,ほとんどのものが,妝布优;さ二係なく浪跡.;tで 

あって,本弑!供で用いた比色法による化学分析では定不能であった:

ィ薬害反応

!弟1回援取土壊(故布後15日後)のんのについて肉眼的洩察(て.：1れば,汤水 

性の泉否に関係なく,薬害反応はあめられなかったーすなわち,技密会がり〜45 

cg>深さでは,技高浪皮3 8 2 ppmとか左リ少なくなっており,この程度では 

スギ,アカマツに被害を与えなかた本のと侶像される。

これらの関係を,NaC/O,浅沼壮を璜抽として図示すると,第2図のと如り 

で,スギ,アカマリてついて回利分析を行なった結果も有意差は認められなかっ 

た。

アカマツ x

• ス ギ〇

01 W 100 1 00D

牙2図NaC」Q,残留比と生重剛剛制率富费鼬!「m)

(アカマツ,スギ)

ill•実用的推諭

F この試!験の結果,故布後5 0 □を経沿すれば,NaCZ 〇3の戕御債ははとんど 

問旳(てならないぐらいに収少しているので,この程度の期間をおけ屹,天然更新 

その他に影疇はない。

80
旬

4Q
20
〇 

生

気

J:
成

長

抑

加

キ
(
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(イ)散布後15日でも.この試題の結果に関するかぎり支雑はないと忠われる风

AL必に非常に多くの残留量がみられるため,実泾の林地では,これによる技害 

力:当然子想されろ。しかし,现実には,故布後こんな就期間で下浦十ること;ス考 

えられないので,まず問題はないと思われる

2l造林地の下刈に関する研究(北海道支場)

従来,主迎的に判定されからであった下刈の効果,または下刈の必要度を客破的に判 

定するため,除草剤で処理した場合の堇条 •ちるいは造林木の受光氾の室(匕を,生産構 

造解析の手法と,群落内相対照度の測定手段によって解明しようとした。初年度の結果 

は次Qとむりであった<

つ トト•ニッ造林地の場合,その成長経過の待性と,相対魚度の阴保からみると,下刈 

適期は,6月中,ド旬である。

(イ)除草剤による手段は機械的な下刈にくらペ,造林木の受光Rの関係からみて,はる 

かにすぐれた効果をあげる。

m 一鮫ば除草剤の散布適期ば,雜草木成長の初期といわれていたが,草nの減少,回 

復の状態からみると,むしろ6月～7月の方が効果的である。

国 トドマツの下刈終了時点は,これまでいろいろの説がとなえられていたが,樹高が 

平均草袴従達したときカ:もっとも卻策である(■

これ(てより,下刈幼果についての解析手法として,相»照度が有力な手段であること 

がわかったが,一方,北海道で,造林爭業の支障となるのは,なんといっても,ササで 

あり,次年鹿はササ生地を地ごしらえの時点で除草剤を使って行なった用合,植栽後の 

F刈にどのような好結果をもたらすかを,この解析手段を用いて追求した。結果は次の 

とがりであった。

(T)シタガリン,クcレート,专・サナクサ,キルジンA,デゾレート,のうち,塩衆酸 

塚類系(1〇 〇〜2 〇 〇怀/h a )と,ササナクサ4 〇〜5。切/h a処理区がとく 

に有効で,枢えつけ当年の下刈はもちろん,各々15 〇切/h a , 5 Q悟/h a以上 

であれば,枚えつけ2年目の下刈を谷くことも可能である。

(イ)塩紊曜類系は,地上部の刈払後の散布田も,刈払岡〇敌布と作用効果は度ら東い. 

例 相対照度と,全話重口:とは直線関係亿あり,全京重弑による下刈効果の客被的表現

も可能である見通しがついた。 <

第5年目(昭和41年度)は,下刈効果の判定に,さらに客観性をあたえるため,こ
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れまでの結果を㈱し,育成点と相対照既から,「下刈,つ効果四」なる蜓念を表定し,火 

用的な意蔑を追求した。

すなわち,下刈効采!倒と:H,炎:とこ薛落高,横輔に相対照度を•と・'た図夫:3、いて,そ 

れそれの铀と宥成点を通って,横制こ平行な定線お、よぴ樹弥によって尋右な後遺相対照匡 

を通って,浚轴に平行な直線により囲まれる施囲で:5って,その浮落の相対照度囲繰が, 

この雑囲を通れば,下刈の必要がないと判定できる。したがって,こ〇図を用いれば,冬 

時点での下刈の要否,下刈の効呆とその経時的変化の判定,さら近は,植栽木Q樹髙每の 

放折景の決定書,広く下刈についての穂々左判断に宛用することができ,關実,これらを 

実際の林地で実还したものである。

3.ササ対象除草剤の研究(北海招支场)(昭加41年度)

(1)塩諸後塩類系除草剂の我型と枯殺効果

クマイザサに対して,粒型を捉・fてした硯含の枯殺効朵とその扱界を把あくするため, 

粉剤ならぴ(€1,3 , 5, 7K唯お、のお・のについて試以を行なったところ,絞草効果は, 

上記苑囲の粒径差では,ほとんど差业が認められなかった。しかし・枯死にいたるまで 

の過程では,粒型の大きいものほど反応が遅れる頭向雑あり,とく てクマイザサの堑部 

の含水率にその差が顕滔に現われた。

⑵ 塩紮隸壇須系除草剤の校徑と菜害との関係

粒径の違いT散布時のトト•マッ苗木に対する付海を異;てするものとの想定から,殺 

草効果の試;浅と併行して,薬害の出現率の関係を調査したところ,苗木の核,桀,根左 

どの器管亿対する杉辱は,处的にはほとんどその差を認められないが,伸長頂枝お上ぴ 

倜枝に対する按啓率(:部分的枯死)は,粒径が大きい於ど少ない頌向田あった。

(3) TC A系除草剤の散布適期に関する試履

ササビ対し効果の発現の遅いTC A系«ついて,その敢為時期に魚点をしぼり,4月 

から1〇月田いたる1カ月むきの敌布試!なを灾施した。その結果,4～6月までの畋布 

では,晩秋までに変化が認められ,7月以絳の散布では,その年の秋までには｝睇2左変 

花はみられないカ:,翌年の5月まで亿は一様に变色枯死することが認められた。この薬 

剤は,とくに地ごしらえ用としての用途開発が,地ごしらえの作業体系の碰立をも含め 

て,早・竹・になされなければならないとgえられる。

⑶卞刈地に対する燃逮放布量敍骏

トドマツ植栽地«わける,クマイザサ,草本,かん木混生地を対象とし,塩索改塩類

系(8 〇%)除OT15r2カ年にわたり條返えし哭｛した柘果によろと,4 〇 iv/h nで 

下刈としての効^:は聽められるが,全体にムラなく於布することが跡的に困尊.である 

たう,みかけは幼呆が少ないように判定される。こQ 2二狎の放布灯は,朮本型では純 

,で5 0-5 0^/h a 囲で壬］生型,艾顼に応じて決定ナべきと君える〇

4. •ンダ珀対块除草創の研究(【再西,叫国支弱)

ンダ切は,中国および四國に多く分布し,天然更託等に大きな支障とたっているが,現 

左・つところ効果的た黒照法は確立されていまい〇そこで,コシダお«よびウラジロを対象と 

し,生應的な研究と併行して,除車剤のスクリーニングテストを行なっているが,现在ま 

でにわかったことのあら唆しば次のとおりである。

(1)生麒的研究成果(E国支場)

(j)ウラジロの貯就減うはの時拠別交化

ウラジロの地上建(2•年生以上)のうら,地上から15〜2 0C血の部分,おXぴ, 

地下弟(2年’母以上)の節と節との間の都分からサンブルをとって調査した祜农,2 〇 

汨胞中の激粉粒数、つ平均效第ミ図のと坛りで,派粉粒の増波は,地上®においてとく 

にいちじるしく,6-9月には漫粉粒カ;ほとんどみられなかった。

この時期は成艮爆であり,裁紛は貯蔵のかたちでは存在しないものと号もられる。 

また,この時期(て若ける地下輩にも激羚粒は,きわめて少・ <,最商時の約5 0 %だ 

すぎなかった。

(II)刈払除去の時期另I坳果

刈払時期がその後のぼう芽教Kいかなる影密を与えるかを調べるため,コシダとウ 

ラジコについて4月,7月,11月の5時期に刈払った後,翌::§8月;て调査した結果 

は第1表のとお・りで,コシダ,ウラジコとも,7月の・肱亿お"いてぼう芽数がy&低で, 

対R区に対する平均割合は,コシダで19%,ウラジコで5 7«であった.

ただし,翌々年の調充では,刈り払い時期によるぼう芽数の是はみられなかった。 

一段に,刈払にXる影咎は,ウラジロに対するよりも,コシダに大きく•また,7 

月X蜘が効果の大きいことは,曲项の貯度漫汾の時歩］別変化の結果とも合致し,他 

下莖に好ける貯戒混粉景の波少朔田刈払うと,翌年発芽するのに必妾な逐分を十分 

補給することができないため,ぼう芽の発生を强く抑佃けるXのと恐われる。

(iii)日陰によるコシダの再生抑制効果

刈払除去Gつ時期別効果武关の浏産物として,探地に・十る刈払後の枝う芽は,立木
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才3図

矛1表 刈払い月別の萌芽発生本致

班月

----- コ シ グ ウ ラ ジ n
A B C 叶 対照区を

100とした故
A B 〇 計 対照区を 

100とした致

4 78 80 76 2 54 100 4 2 72 49 1 65 72
7 4 56 5 45 1 9 44 57 49 1 30 57

11 1 9 42 1 2 73 50 75 57 60 190 8 5
対 照区 88 72 80 24 0 1 00 72 82 84 238 100

地におけるものにくらべ在わめて少なく,次のと:t、り地下莖嘘でほとんど枯死してい 

ることがわかった。 ・

地下莖枯死率 裸 地 6 2 ～ 8 3 %

・ 立枷 3〜2 0 %

そこで,日陰の程既がほう芽に大きく影尋するものとの想定から,カンレイシャと 

ビニール布(な色)を用いて,彻々の相対照废下(てわけるほう芽状式を調査した結呆 

は第2表のとおりで,2 〇务以下の梱^照度でぼう芽が非常に多くなることがわか-, 

た .

-6 8-

职芝照度計5号型使用
刈払 1 9 62.8 アカマツ孤立木の根元の照度 6. 5 0 0 Lux
調査1 9 6 3. 7( 1ふ％ )

第2表 照鹰のちカ:いによるコシダつ旋う宇本我

日畑いO另广

がg
1 2 5 計 照度 

(Lux) 金

ビニール布 (肯) 4 2本 11 1 7 7 〇 4,6 3 〇 1 0
カンレイシT 4枚 5 9 * 5 t 18 8 8 3.。 0 0 20

8 2枚 1 5 > 8 4 2 7 1 4.0 〇 〇 55
9 1枚 ! 〇 4 2 7 25.。 0 0 62

対 照 1 5 < 4 5 1 2 4 0,。 0 0 1 00

(IV )コシグ地下莖の伸畏ほ

気温16む以上で伸長を開始し,1活動期に飴ける地下輩の伸長幾は,平均52cm 

であった”

(2)除す浏のスクリーニングテスト(関西,I蛔支掲)(油和41年度)

① 効果の大きいものは,T B A, AMS, ATP系技,および2.4-D, 2,4.5 — T 

のエステル型のもので,これより,やや効果の歩とる&のとして,MCA, DPA, 

ATA系のものが回り,NaCZO3 .トーヒ,Na CN,1'0梏のGのお上び,2.4 — 

D, 2,4, 5 —Tの水お剤は,ほとんど効果が期絆できない。

C2)効果の大きいも005ち,TB A, ATPは,植’投木に対する楽害が大きく,使用 

にあたっては,十分注卷する必要が歩る。これらはもつばら地ごしらえ時点散布塁用 

とし,なお,土孃中に親ける残田ならぴ田適正故紀3;について今後研究を疫する。

5.ススキ対象除尊削の研究(四国,九州支場・本場,赤沼試段地)

ススキは幼訟造林地では,ほとんど全国的にみられろ牠生であるが,ことに四國および 

九州地方で造林(て大きな支障をあ、よぽしている。したが・て,業剤による枯股が可能とな 

れば,その利筌は咬ことに大きいものがある。そこで,その生慫的;J:研究と併行して,効 

果的た除基剤のスクリーニングテスト,およぴ,I明明毋別の効果を検討してさた,これ 

までの研究成采は次のとお・りである。

⑴喚的研究(九州支埸)

U)ススキの口入増殖経^

-6 9-



5 ススキの年間h a当り険于生窪仕は5〜9毎:粒といわれ,U!糸されて殺切り1〜 

2年問ば主としてこのほT・よる找入が行なわれ& そこでこnらの球子の発芽辛 

を犯ベ七蹈条,d 2 4 ～ :・ 〇?^とすこw:る詆いことがわかった

M)侏亿よる増瓶は主としてう年巾:行なわれ,4年目からは現在宜絶待っための, 

分けつけを行たい,5年目では年間乾物生産氏は2 〇 ！ / h a以上になり,多いっ 

は6 〇〜7 0 t /h aという爻大な飲字になる。これに対応して,欢段t増大し, 

1年目1〇〜20 %が5年目でば,50～7 〇%となり,4年目以(降は10 0^と 

左るのが一般の輝過であろ。

⑵N&C4Qによる卻M頒(九州支塌)

⑴処理方法とススキゆ反

系剤成分のススキ体内へのとり入れ方の違いと,それによる芸剤効果:,およぴ再生状 

態Kついて,検討するため,此。2。:»水溶液に上る地而散為と,菊而習怖の白処理を 

蹤別に行女った結呆は第3表のとおりで,両処理と.?«、: :〕〇杓/ h n (通吏0. 2步相 

当)で枯死し,时生はみられないが,2 〇 〇钮/h a ( 〇•1%相当)以下・ごは,城片は 

枯れるが,悍全体を枯らす咤でには至らず,沂许が出て年内に完全に回復する。枯れる 

速度は,菜面散布区が早く,地面改晦はこれより1〇 F!位若くれら。

(〇｝スユキの湖殖特性と菸剤処理(昭和41ん散)

除弟剤の抑制効梁は,ススキの分けつ現段にXoて大巨 く左右されるが•その現象 

と骥剤の散布時掴,回致,放布牡の『日保を検討した結采,10 0切/haの散布では, 

増桦刿な対照区と差がみられず,2 0 0也/ h aでやっと,抑草幼果が現われ,は布回 

数では,2回(5月,6月敌血),5回(5.6, 7月敏布)では効朵が歹られるが,1回 

(5月放布)の故布のみでは,対照区との冇意差はみられなかづた。

哇た,年間を通じ,每月浪布を行なって,その談布時期と増採傾向を検討してみた結: 

呆,桦がいさだ成立していない早期の故相では枯れ下り現数カ:みられ,効初:大きいこ 

とがわかった。

⑶スクリーニングテスト .

⑴ 娯剤別,時岡別鐵混四国支場)(昭和41年度)

DPT, AT A左どススキに抑・効果のあるものは,いくつか知られているが,薬害, 

轻谪性などから必ずしも十分とはいえないので,より安価たものという意味で,ウェル 

セン(曲),クサトール(粒),グラスレス2号(粉),テゾレート;てついて,15 0

-? 〇- 

切/h nの一定收布ほで,敌布時削別(1〇月,5月,5月,8月)淄を行なった 

ところ次Q桔竖がえられた。

tr) ー茨;こ:• とも,ウェルゼンが煥・効果が大でるった。

5 u康变別X験(シタガリン)

放箔の

方法

'

H故

技 : 布 浪 度 (跡:比)

0.0 5 0.1 0.2 0-4 〇・8佑 対里

検吸損 ! 〇 — — + —
つ収台 820 一 + ヰ 册 刊 —

みさ 5D + 牛 册 X X —

かせ 60 + 卅 X X X
らた 90 4- 卄 X X X XS

主面さ 10 + +H 卅 卅 出

とかせ 20 4+ •卅 X X X —
しらた 30 -H 卅 X X g —
て吸朋 60 + 卄 X X X —
荣収合 90 + + X X X —

凡 例

ー旌金

+茉先顺(全体的に黄変)

T+葉先端部枯れ,彌浜赤紫色化

4H•乘枯れ,亜赤紫色化 

x枯死

蹤 0.1务は2 0 〇^/11a敢布に該当する。

W)籟芽が出かけた5月の踰では,ウェルゼン,クサトールは,その年Q下刈の必 

耍はなかった。

(7) 5月以辎の敝布は地上師の枯殺効米:がわとる。とくにウェルゼンはそつ頼向が強 

かカた〇

(x)!〇月汶新Qウェルゼン区は,泌半6月までに広焚雑草田棋生廠換かみられ,そ 

の後ススキの将生が誠められた。

(ii)有掇フブソ系除革剤試以(赤沼試洪地)(昭和41年底>
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ススキに対する祈槊として,有蟻フソソ系除草剤TOF — 2 7 4を,;力爲は(0.5 

～ 3.0切/ ha),攻・布時刼(4月,6月)别の試験をした桔果,4 flに2.「, S/ h 

の故布をすれば,DPA5的/h a程度の灿衆をあげることがわかった。

また,林木に対するま害は,DPAよりはろかに少ないことがわかり,下刈用の所 

韋剤として,有望であることを知った。

(iii)スボ,卜処理試験(な瑚)

ススキ;て対してJ)PA, ATA,サザナクサ水溶剤を適用した成蛾によると,4月 

下句敌布衆1株あたり5 0—4 0 cc, 5月下句,7月下句とも欲布址8 〇〜11Occ 

で効呆に大差が左い。した力:って,作業の雉崩の点でもっとも能率的な4月処理が望 

ましいが,•翱切做布の場合は小さい株がみのがされ,牧布もれセ生ずるおそれがある 

ので,生育中期にあたる5月上旬の散布が適当と判断され,双布液の濃度は5 %程度 

で,3共剤のうちでは,DPA【てよる処理が段良と考えられる°

たお、,ススキを根元から刈り払って,根株Kスポクト処理すれば,1昧あたり1〇 

〜2 Qccの少ない赦布液量ですみ,しかも完全に枯殺で急ることを如った。

•力・ん木対學除草剤の研究(東北支場,本甥,赤沼試験地)

⑴ 植栽木と雑革木との淚會関係の究明(赤沼試験地)(昭和«1年度)

除草剤を用いて下刈に代える場合,人工下刈のよう左潔發なやり方は困堡であり,ま 

たその必夢は左いと考えられる。そこでどの程度:雑草木を抑制すればよいのかというこ 

とが問題となってくるC

以上の上うたことから,全刈,6分刈(植栽木の高さに却し),放任の3区を設け, 

枳裁木に対する影碧などを検时した。その結果,マッ類のような樹種では,放任の悪的 

響が強く現われるが,ヒノキではそれほどで左かった。

したがって,今後樹積別(広雑草木との競争関係について,尤絕関係,養水分のうばい 

あいをど,うつ閉前公造林地にあ、ける生態を究明する必要があるものと考えられる。

⑵ 除草剤のスクリーニングテスト(東北支場,赤沼試験地)(昭和41年度)

当初約2 〇貝:にもおよんだ除草剤は,その後のスクリーニング試:験で次第に些理され, 

2. 4 , 5 — T国冬のホルマン系,A M S系左どが,比,汶的除草効果も髙く良好•とみら 

れ芯 しかし その家さらに実用化という点から,植技木に対する來出や,経済性を考 

慮にいれて検討した沾呆はつぎのと歩りである。

⑴淳ルモン系涂掌剤

2 , 4, 5 — Tと2, 4 — DXりなるウィードンゴラシキラーが最％抑制効果があ 

り,右利であることかわかっていろので,が楽的テストの意味で的2 haのアカマツ 

造林地に対し,劾旗によりh aあたり5«を水2 6 ° Zにうすめて実徳した演果・か 

なり良好な成』がえられた°ただ,問應点としてススキが残存すろ現象がみられろの 

で,今後これらのもQを抽正下刈りでゆくか,またはススキに卓効のある除朿剤を用 

いるか,究明を要する点で:らる。

なな,ブラジキラー散布区は,モミジイチゴ,タラノキ,クロモジ,クマイチゴ, 

ゼンマイは枯死次態となったが,シナノキ,スゲ類,ササ頌1%こはほとんど効果が認 

められなかった。

(ii)厶MS系除草剤

冬期間に広葉樹を伐採して,i任ちに除草剤を改布し,翌春植えつけを行なう場令, 

当年の下刈を省略する目的で検的した結果,AM S系除章剤は,切侏処理といったか 

たらで抑側効果がみられるが,イクリン・ワンタブナではヒノキ植栽木に％^がある 

点で間!3が找っていろ。T0 — 4;こついては,薬書の面では心仙れかったが,抑制効 

果の点で,20 Otg/h a以上の敌布を要するように見受けられた。

本剤はその特性から,一般草本ならびに広葉樹の抑制湫が認められるが,ニワト 

コ,ナナカー、・ド,ヤマウルシ,クロモジ,ササ類,スゲ急などにはなまり期待できな

かった。

7.クズ対象(華菜故布)除草剤のスクリーニングテスト(•赤沼試琢她)(昭和41年度) 

クズは本来,株敬が少な <.しかも上木tて卷きついて在ちるがっている地ごしらえ時点 

に,妙理(5って根絶すべきであるが,人手不足による手入不十分が原因して,—®〇 

クズ原になったケースがすこぶる多い。このような林地に対し・董葉敢布によって,简単 

(て抑制で在る除草司を見出そうと努力した。その結果薬剤も湖次整理され,ホルモン系の 

パンペルや2,4.5-Tfia係(ウ,ードンブラシキラー)にし爆られたが,辭的な面を考 

慮すると後者が布利であると判新された。そこで,スギ6年生の造林1也を選ぴ(樹荘2m 

前後),ウイードンブラシキラー13£/haを水5°°£にうすめ,6月上旬散布した 

ところ,クズは完全に抑仰］された。なわ,比較のためデゾレート15 0杞/ha区を設定 

したが,これは若干抑制されたのみで,予期したほどの効果は号・ られなかった。

以上のようなことから,ウイードンプラシキラーを,一殺造林地に用うるほよリ多<す 

ることにより,クズ均帯田もかなり効采があることが判明した。
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8.後剤による広茨樹の卷枯し試赦(•松$)

広矣樹林 とくに耕炭原木としての"用の斜陽化にともない,造林の縛告となる束利用 

高木を,従来の物理!的な拈しに代うるに亲剤をもってし,幼巣的にこれ全枯段したいとウ 

要望があるっで,2禅の’攻削を用い,.:く験を夾施した結巣ば次の上うである

(1) イクリンステフク

本剤は,スルフ・アミン液アンモニウムを主刑とする,長さ3cm, -E1.2 cm. :ifi:さ6 yの 

ローソク状の製剤で,その使用法は,估殺対我木の基箔因囲へ,ドリルまたはま孔記を 

用いて,なよそ105問隔に孔をあけ,樹の直徉1cmにつき2 .割合Q奈剤を詰め込む 

ものである。

試唉〇結果によると,ヤマザクラ,スルデ,ヤン,ブシ,ウワミズザクラなどば枯殺 

しやすいが,逆ビシデ類,クルミ,ミズキには効采がわとり,フサザクラ,ヤrハンノ 

キ,ケヤキ答はその中間と判定された。

一方,木の太さによる抵抗性の差は,径が大きくな硏’こともない若干増大する頌向カ: 

•あるカ:,4～2 2cmの範囲では頒著でなかった。

(2) マキガラシ ・

メチルアルソン酸に斑箴銅を加えた緣色ペースト狄のナユーブ入り荣剤で,樹の恭部 

全木質部に達するまで璋状に剝皮し,克径1cmあたり1.5 9程变を耗輝に,務口へ塗布 

して枯殺をはかるものである。

処理後約1カ月で枯死するものがみられるカ、樹積別では,サクラ須,ヌルデ,コナ 

九カエデ,クリ,アカメガシワ,など(て効染が大で,ミズキ,サワダルミ,ケヤキ, 

エゴノキは枯れにくく,ハンノキ,ヤシャブジ,シデ缅まその中問の成績であった。

以上2荣剤とも,樹超的に,また直徑的に若干の差はあるにせよ,むわむね枯殺目的 

を逹することができたが,ただ問四は省力をねらいとする以上,いかばして手軽;て偽を 

与えるかにかかっており,この意味合いから,今後傷つけ溯の考案改良,ならびに操 

作法の研究が課題だと思われる。

た若,このほか,TBAを主剤とするものの効呆が期待できる予想のもとに,これら 

のこと5含めて现在試;頰行中である。

4 こんごの問題点一研究の方向——

今後の問总点としては,底礎的な問也およぴ応用面での間慝を含め,非常亿多岐佗わたるが, 

ここでは,さしあたり林業試眺砌が滴手しようと考えている間恩点をとりあげることとする。

1I掘‘,沐ゆ生建生頒的砌!(例,北海道,更北,四国,九州支鴻)

液剤を効・以的に使用するためには,その対段となる推草木時上ぴ,保俄すべき造林木の 

それぞれの生招!£W刎特整を知 て歩くとともに,相互の競争関茶をく网生態的に辦四して 

むくことが不可欠である。前者については,これまで,ススキお、よびシダを対象として,研 

住を覘けてきたが,今该,あらたに常縁広須樹を含めて研究を進めること〇:する。また,前 

构てついては従来联落相対照度と生産構造の立思から雄tしてきたカ:,今後これをさらに進 

うるとともに,•只体的«こどの样度まで抑草すればいいのかという目標を設定するための丽究 

をあわせて行なうこととする。

2.環境因子と除あ効果Q研究(北海道支揚)

従来は主としてスクリーニングテストが行なわれてきたため,ii攵布時朋とか敞布量零に主 

体セ治、いて険討が進められたが,すでに一応の「采発段陪斐バ了した現在では,吳用化されて 

いる蒸剤について,さらに,突込んで,環境因子によろ彻舟つらがいを解明しておく必啖が 

ある。

さしあたりは,土境の種類,Ao /S©厚さ,対象植生の密度と大きさ,上水によるうっべ 

い度等と,除草剤の効果(てついての研究;て莉手・デる。

5.環境に対する影誓(本埸,束北,関西支場)

除草剤は,今後ますます使用量が増大することが予想されるが,その使用度:あたって慈念 

されることが2つ:らる。す左わち,弟1は穿近な問題として造林木の成氏を助成するたり〇 

除草剤が,その散布地の土境の物理イ啓的住賞宏か・れまたれ,土妇中の鼓生物,小勒物等 

に影髒を•与え,長期的にみた楊合,造林木の成呆だとうてか・って逆効果をもたらすのV北いかと 

いう点であり,第2は,さらY大さ東即題として,校曲剤,殺虫剤その他をも含めて影大た 

氏の股漿の散布が自然界のパランスをくずし,人間をも含めた自然界至体心再造的变化を与 

えてし・まいははせぬかという問題である。

これらの点の解明をするために,まず手はじめとして土摸中の小動物の現存量がもっとも 

多く,カゝつ土題の団粒形成に寄与するといわれるミミズに対する影做(てついて研究アる。

4. 土旧中にお、ける除革削の残効性(木塢 関西支拐)

除草剤を朴地K故布する照合,土燧その他の環境への彩尊は別としても,戏効性が長いと 

いうことはその後の更所に葵罟の問題の問;游:生ずる。この問題を解明するた弟従来AM 

S, T B A, NaC 〇3等について検討してきたが,今後写らK引続いて跡する。

5. 除草剤の作用機作的硏究(本粉)
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除草削は,之れぞれ個有の作用梅作をもっているが,対象となる確草木,あ林木も,•をれぞ 

ぞれ(3有の反!8生理をもっている。したがって,あらゆる推京木(こ幼果的な薬剤というもの 

はまず君えられない。しかし,除草剤の作用機作そのものが,ほとんどわかっていない現段 

用では,効果がないと考えている雜基木に対しても,使用方法;’こよっては本来効果かある 

のかも知れない。

ュた,真亿効果的な使用方法を意図するならば,除草剤の作用機作の研究は,混京木むよ 

ぴ造林木の生理生西の斑究とあいまって必耍不可欠のものでるろ爲

こういった意味で,現在,ほとんどの除草剤に抵坑性が大きいといわれる常緑広英樹を对 

象とし,瓶々の除草剤の作用段作を解明したい。

6. 除草剤使用体系の確立(本場,北海道,朿北,四国,拙I支竭)

これまでのスクリーニングテストその他によって,各植生に効果的な茶剤はかなりしほら 

れてきたカ:,それだけでは個別技術としての意味しかもたない。除茂剤を真に効果的に使う 

ためには,林菜経営あるいは造林技術という,上り総括的体系にこれを粗込む必妥がある。

この間也は最終的;ては,縫’#君の決定惟に事することであるカ:,その向段としての科学的 

意味での使用体系の確立は,研灸或の問的だと考える。そこで,その体系づくりのための基 

礎的な研究として,造林地の植生分類および,沂技剤使用の砌合のサクセj,シ ンの問題を 

解明するととも亿,体系自体についても現在の知戯をもととして饮討を加える。
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6 高寒地の更新に関する試験

!試験担当者

北点［お嘴造林部長:即沢抵:!.

〃造林研究室:中野灾,藤村好子

〃 土眼研究室:内田丈夫,山本 笙,法崎正您

2 試験目的

北海道の亜寒帯性•針葉樹林帯における更所法を必人工の別なく,そのところの環境に立阀 

したもっとも合理的な方法を確立する。

3 前年度まて‘の経過とえられた結果

昭和4 〇年度から開始されたての研究は,道内の亜寒帯性針葉樹林帯のなかで,当初次の項 

目に分けられて就験炉進められた。

1. 針爻樹曲生稚樹の保育

2. カンバ類〇™je新

3. 人工造林法

4. ±?跡袂

しかし,これらの研咒はこれ以前から小規模ながら個なに進められ若干の成・我を得ていたが, 

この年度A、らそれらの發理統合をして支場として1つにまとめ,共(司試験として進めることと 

なったのである。

したがって,昭和4 〇年度は上記項目についてそれぞれ调査研究炉進められたのでその遂要 

を次に記す,

1.針樂樹前生稚樹の保育

I前生稚拗の現存量,生長と相対照度,前生醐の咨器官の現存む:,ならびに生奇と林内の 

相対照炭との関係を求めるために,いろいろな構成状慝をもつ天然林内で,その林内の相対 

照度を測定し,かつそのところに生育している外葉携曲生稚樹の相対生長,生涯構造を,林 

型»林床型別に解析して,Ktm保育のための上木調整,稚栓刈出しの必要程任,時期および 

方法などの作奈の基準な定める資料を得ろため次の地区でs驟を実施した。

北見営林局既戸営林署骨内の£瞧爆天然林 綱査点 12.湛査木4 4本 

旭川営林局大雪営林署旨内の針葉捌天然林 調査点 12.調直木4 6不 

これらについては,そのところの上記須目について明査を進め,資料を整理中であるが,
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第2図 林内うつ閉下に生育したトドマツ稚樹が上昭林冠の除去
• により正常な生展を間始した竭合の生産構造 

その一部は第1図,第2図にしめした。

すなわち,戒る一定の阴るさを持つ天然林内の雅樹は,発生当初は円錐形の樹冠を形成 

するが,初高か!〜2 mに達する頃には,上席の明るさが変わらないがぎり,樹冠は次切 

度枯れ上り,上部の枝は水平方向伸び,ついには樹愁形4主傘形となる。さらにこの状禳 

-80-

が・長く化くと遂には枯死するに至るか,宓2図にみられろように,治死前のある時点て•上 

舀林冠歩何らかの原因によって玲去されろならは,その:心出は再び正常な惻興をもって 

生艮を開始する。しかし,この生長 C 聞はうる個体はW放役5カ年目で始めるもの,ま 

た:らる個体は5 ～ 6年ではじ・めて生長を開始十るう 〇など,まち、Fもてキる。しかし,そ 

の凉因は,傘命になりかたの程削,葉の宗と枝の 比め比率等によって书i定することが可 

能であると考えており,このことがわかれば,ある林についてX F | !ii作裳:今年臣的 

計両の樹立も容易になり,さらにはそのところの稚!:‘せ跖部!として納待することができ 

ろう、 どうかの削定にt役立つものと営える。この⑵にしめしたものは,いくつかC諏奁さ 

れた要因の一部であり,以上の結果を待るた•めにはさらに資料の分析を進めなければなら 

ない。

この帕找験にはより多くの測定と,多狡の個体の分析セ必实とするためこれらC総合結 

果による結謂はさらに先へ伸ばしたいX

ii )除裳剤による稚樹の保育

前生和别の刈出し作業の省力化を•はかり,かつ変た,ならたな有用樹穂の縫入を期待す 

るために,除草剤によろ林床処理法を検时し,使用する,初:,,使用の時期,方法などを明 

らかにするとともに,処理後の夷结の有無,その再度,出未植生の回復状況,前生雜榭の 

生長,有用如樹の発生消長などを朋花するため,試険地・下紀へ設定し,里素系除草削の 

胶布を行なった。

旭川営林局大泻皆林碧营内

海抜髙!8 5 0m •

植生クマイザサ純詳落

薬剤デゾレート5 〇150/lia

試俄区 50x30m , 7月3 〇日散:缶

林 相 亜寒脚針業樹林で ダケカンパ•エゾマツ・トドマツ•アカエゾマツの敢 

生林

備考昭和2 9年の15号台風による風谷地

本年は袤剤放那とササの枯損の確認のみで,その他の詞査は行なっていない。しかし,

1〇月末で,クマイザサが1〇0%枯死したことを疏かめた。

2.カンパ・也の下衿更衍

i )更新可能地の判定

-3 1-



既往の吏新地を中心として,地形,方位,傾斜,原植生,&樹の配脸などと,カンパ須 

の稚樹の発生,生育状況を調我して,ド程更苛可能な立地環境区分のための善礎我料を染 

め,史斯可能地の判定基伞を作るため下記箇所状衡査区により秘樹の宛生消長を 

调狂した。

函館営林局岩内営林ああ£試離地

擬況:グケカンパが優占し,個かにエゾマッの混生する天然林を福2 0 0 mに带状皆伐 

を行ない,跡地を全刈火入れを行なった。林床は壮大なチシマザサて・おわれていたが, 

この火入れによりほとんど泊減している。この网に帯にi什角に,すなわち而2 m ,長さ 

208のベルトを2在ひき,稚樹の犯存な敌と土撰(水分,容水］:,容気員,孔陳靖,土 

性,C , Cg , N , P , Kの含最)を調査した。

•ワイス試験地

昭和5 4年に全刈火入れを行ない,昭利3 6年度に第1回目の稚樹羯査を行った疏所に 

ついて帽1I□,長さ100mのベルトを殺渣し,その後の梱醇の消長を訳立ナるとともに, 

チシマザザと觉合している珥合のカンバC生涔伊造,相対生矣などを知るための刈取り約 

在な行なった。

li )更新方法

下種吏新を那待すろための地表処珏法,下刈保若法を検討すろとともに,火入れの强さ, 

可燃物の;3:の多少による土収の酸/ ,水分,イ蜉成分などの差異を明らかにするため,iS 

通営林局計画課,岩内,俱知炎営林必などと共冋で次の試臆を行なった。

(a)全刈火入地捨方法の検討,とくに大型殷械導入の可否

⑹ 除眾剤散布によるササの枯殺と火入れ地招法の検討

(c)下刈の時期と方法 ^

但)地招あ時増とガ法

何)人工下和の時期と方法

住)天然林伐採の際の帶の漏と母樹の関係

々)稚樹を発生させるための地表処理法

(h)母樹の位魇と秋子の飛散距離

⑴ 得子の落下時期と発芽カとの関係

などであった

3•人工^腿
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i >食枝高别料我比較試成

刷":年に,旭"!肯NJ大V営林罟,而饰号林局岩内営味方に.トドマツ,アカエゾ 

マソ,グイマッの海抜パ別の出我;ヾ.湧を昱定し,試羨を枢说してきたが,この試佥疾啊 

始されろとと％に,これを至理統合して,このなかで武・貝を進めることとした。沼和J 〇 

年•ほでは,このうな比汶的生艮の速いグイマッについて寸く点的に垠D上げ汕立を行ない. 

別柢轿泞”のとおり取りまとめた。

II)造な法の喚肘

窩您^の造林法を離すろため虻,苗木の形賃.烂痔の仕瓶,杭穴の形と穴据の時期, 

楹付の時期,描栽駐式,下刈の時期,回敖と方法などが小我木の活譌,生長に«.tぽす彩 

智などについて,旭川皆怀局大づ営林肾针内で"立お行ない,その成績を折りまとめ中で 

あQ 9

4. 土塩の特性

髙寒地に分布する土项ならびにこれらの牲質を検岸fするために,北見’歩休崎置戸営朴渋

(8ぢ所)ならびに旭川毯・林后大'％f林费( 7カ所)の両户内について,針穿"片地帯C 土 

痘を狷控,忒料を探取した。

両地域とも火山性土・コからなり,從戸地区は大％、订内のものとともに表倍約1D8は新し 

い火山噴出物に核われている。しかしてこいらの下に位阡「る土 件沔らかにポドゾル化作 

用をうけ,さらに上用の影響を被っているように見受けらハた。铤須やソッジ:沥;林聞に俊 

占し,針葉函の天然更新の旺盛な地域は蠣地;5ぜg緇河孕:く技叫するわ、•モル取堆積腐 

植が存在し,かつその下の土:は強くポドゾル化なCて・、ることが見られた。

な松,これまでの関連研究報告は次のとおりである。

1)髙海抜］ぬの更新 第1iQ,エゾイザーゴ‘クマイ"サの生活形態とその造林的,酸芝,林試 

北支年御19 6 1.1* 9 6 2

2 "板海抜地の吏宿 第2報,高寒址にかけるグイヾツの生長と陌・附意貝,林拭北戈牛部

5 )カンパ頊の下莅吏新について,北方休槃 昭如3 9. 8

4 )高寒地造林法 第1法,主としてトトyツ,エゾマッについて,北方林淺 沼知5 8.2

5)髙悠池造林法 饵2’驟,间 上 北方日櫟 昭和3 8.4

6 )制寒地造:林法 港3初,遂整地に:Wける埋は造林の試み,北方林篥 昭和4 〇, 8

7 )北海道における針无樹林の堆税腐槌に関する硏究,廂«研究希吿第114母19 5 9
-8 5-



8)眉雲鉄地区におけろ林冠破挑によろ惘生土只の変化(I) 旭川苗林わ 1961

9 )我濬,地の土小の理化学的宏化(D )林試北诲道支埸年報 19 6 2

1〇)伐採逃地の土:さの珏化学的亥化(□) 仍及び蚀換性石氏の变化について 冋上

19 6 5

11)伐採跡地の土a渤积绍の奕化 第7 6回日占楠|19 6 5

4 昭珂4丄年度の試婺計画

1. 針景樹前生樹の保育

i )泊生粧比の現存孫ならびに生育と相対照Uとの関係

帝辺将潼の上営林署において上木以疎密我,林床屈I生別に'洵年宾と同じ手法によリ湖 

布を進める。

ii )除草•剤による稚樹の保育

前年ほ実施節所の林床粒生の回復扶设,•脾:の発生必艮,生目を泡在するとともに,あ' 

らたに試欧也を設定して除草剤の効果,薬害などを•歪査する。

2. カンパ席の更新

i )•更新可能地の判定

岩内営林署所見武;瓮也に:Hいて前年に引始・稚樹の苟氏を蹭査する。さらに更新のn否 

と地形,土安の理化学性およぴ居(生との負保を説登する,

ii )更新方法

南年度に弓艇き瑟を行なうとともに,火入れおよびブルトーザー地将による土のの理 

化学性の変化と更新の関係を明らかにする。

5.人工造林法

i)海扌友窩別植我比較武•快

大’云,岩内近稣’皆肯内のA験地に;,、けるトト・マッ,ナうエ/マツの生及禮在を行左う。

II )造味法の検?付

造林法の成績について補充?祠査を.行なうとともに,低海抜地より高海抜地に移植したと

きの苗木の遭応性についても試履を行なう。

4• 土成の愀

昭利4 〇年/に大徳林野倚内で譌査したものけ1.。 00 m (海抜)付近のもので,是村は 

火山噴出物に由来するものであろためと,さらに海抜离の高いところの蹄をすすめるため, 

撰〇〇 m・寸近の村木唄界に近い地点の土・ ,また多險樹の天然更辨の旺盪な滝の上密林野 

管内の土”jてついて說:狂する〇
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5 昭利41年度の試骏経過

1•針・湖沛生既樹の保订

前焰こ引経:き天然は内;二おけ・砧顷爲祖mの生主基おと林内照史との肉係,さらにその生 

長と解祈と上臼怀冠を除去した釦合のこれらの:要君の玄化とそれに对する林木の反応などに 

ついて下記箇所において;/泊した。

北見営缽局網走営牀翌•汀内 !2点

旭川営休同大’［滔林窘a内 12点

帯広営林局新得脅•爲料管内 5点

採取した資料は目下整氐中であるが,トドマッ,エゾマツなどの推皆は幼(咨から年月を経 

るにしたがって次第:【より陽性へと変化していくが,それKともなって林内の照疣が高くな 

らなければ,妹木は外部形態的に’剛 しながら,そC明なさに適応しようとするが,しかし 

上倚林冠に何らかの彼蟻がないかぎり,その稚樹はある限羿以上は適応が不可能になり,言 

集をかえると光合成による生帝:と,呼吸就よる価費のバランスがくずれ,その雁剧は枯れて 

いくことになる。このー述のべ係が,的記したように,同化韻我と非同化担添の垂面的配分 

収係をいろいろの角宅から検討することに上り解明することができることになるヨ

2. カンバ頹の下猛更新

前年バまでの計画;くもとづき,函渤?林周計画興,岩内営林碧,机知安営［:邮と共に資料 

の荻集,御畫を完了し,目下整理中であり,在年宝内に取りまとめ场吿の予定であるので1詳 

細はこれ忆ゆずることとIて嵌明を省辭する。部!的にはカンパ俑の下符更洲二ついて確実 

K成林を瑚待できる作業体系を確立し,かつせの理点的な屬付を行なっていろ。

3. 人工造・梏

爲寒地における地瘠,為付,下刈等の時期方法についてほぼ試会耘衣宣完了したので資料 

を整理中であり,これらは4 2年/に若干の捕足詢;斐を行なった上成まとめ片吿の予定であ 

る。

な木,本年の詭矣のうち,海抜高別植我試院地でトドマツ,アカエゾマツの生長を大客試 

呉地で実施したが,その結果,トドマツの横我上限は海坂1.0 0 0 m , 7カエゾマッは1,200 

mであることが判明した。

4• 土S特性

本争ぽの詞査は大至営林署2カ所,滝の上皆林窖4カ所であった。両均域について,±U 

の外紗的飼於結果を略述すれば,大羿地区のものはポドズル化作用をるきらかに受け,かつ
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腐植庆深く 3:で侵入していろことか見;受け玲nた。

淹のU岖の土U酒t•莖明仙:也・のは副戈にはちかいがあるが,前キと同技にポドゾル化寸 

うけてI、た。ただ拈枕の役入,或心はどではないようであった。

これらの土3の性賞を證附るために0下分析を繼続中であろ(

6 こんごの問跆点

1-間理地における::!桎的な天然更新産の研究

2.天下I・孫乍業にわける除草剤の孝入

5.あ寒炮土あ初性搖を化学的に追求し,母材と枚密て.tろ彤密,汶採纽の行福か土心にがよぼ 

す彩留などを通して,この柩土4为;分布すろ森林の取扱いの土づ学的辩明

4.的年度からの継続として針均折折生衡］;の後継浏としての以眾法の孫立

7 構造用材の品等区分に関する研究

1試験担当者

材料科授:加柄孟

强度研究室:山井良三％,高見 刃,近靖孝ー•中井 孝

製材研究室.:鈴木 寧•山口喜弭太,修山経推,田所厚一事

材質研究宝:須摊影司•中川伸策•斉洛久夫.小田正一,孜松賴生.石脈血春

2 腱験目的

近年,木材の需變構造にはきわめて若しい2£イ8:おこっており.木材価捂の敬9にともないそ 

の消費分野においては他の生注材との競合があらわれてい3木材便用能忍半をしめる建築材 

の分野においても・建築様式の変化,大工收の微波などを,背解として,この現象はとくに微し 

さを加えてなり,その結果は林業にち、ける木材の再生酮てたいして心:な危機惑を生じていろ。

木材訳妥面にあらわれているかかるを克蛆していくためには・各分野こおける木材の安定 

した需妥を確保し,用途に適した木材の合理的利用をはかることが必優で,らるが,そのためには 

木材の用途にたいする性能を明蹄にし・その品劉にたいする信頼度を高時るための措置力:とくに 

朮要であることは云う建でもない.

かかる浏財ら,この研究は建築用材にたいしてその実用的な品質(強度的性能およぴ外硯的 

な化姓価値)の度付けをお・こない,その標堆化をはかるための根拠を確立することをねらいとし 

てい瓦

3 前年度までの経百とえられた結果

昭和4 〇年•現行の用材の日本農林規格の改IEにあたって,需要者測からの構造用材にたいす 

る強哽的な品,等区分をとり人れることを要求され・族ず,そのために必耍な節の設示法»平均年 

榆矯,繊維傾斜度の測疫,表示法,構造用材としての眸容限界をきめるための市販材の抽出調 

形:おこなわれた〇

Uれらの結果にもとづいて•局部的ではあるカ:用材の日本理林财を訂正し,そのなかに1部 

強度的左品等区分法を取り入れたJ

4 41年度の試臉計画

41年度は従来の経過に引続き・アカマツ平角についての欠点要素と強度低波率との関係をあ 

さらか夜するため実大怖度試験と無欠点小試片による弥度試駁を權続し資科の果績を行ない•こ 

れと併行して市場仕分け品を抽出調査し,慣行的に行没われている仕分け法とJ ASによる仕分



け法および技度的晶等仕分け品の観の相互オ宿点おるいは调垫稣を曲时する。

5 41年度の弑験経過と結果

(AJ強度的品等区分に期する研究

笠間営林署骨内で採材したアカマツ平角1Q2本につい 夹大の曲げ試双をおこなった.

主なる浚討小項は果の副性わxぴ価度と生物学的欠点の,らわれ方との梢刃羽係であるが, 

材面｛ておけるあらわれ方をつぎの3つの場合に区分して険討・することにし&

(I)狭い面と広い面

HI)梁の巾および四に関して4等分した場合の両縁1/4区間と中央1/2区問

UH)梁の長さ方向に3等分した笏台・の中央1/3区間と両端1/3区間

このほか•実大試験終了该の非嫩戒部分より無欠点の小試魏片を木取り,その剛性や舔度を 

求め,両者の比較から欠点をもつ平角の低滅率を喚对中である。

実大曲げ試整方法は4点荷衝方式を跪用し,スパン(支点距離)を3 6 0C故定め.3等分 

点に負荷し・純みは中央1/3区冏に対するものと・スパン全休に対するものとを渊定した 

この方式では中央1/う区曲(12 Om)にあ、ける曲げモーメントが一定であるので•そのメ間 

内にあらわれる欠点妥彼と倫埋性能の関係が比較的明りょうに評価できる特長がある。准た, 

荷匝点から支点Kむかって曲げモーメントは比例的に低減するが,この区間にいちじるしい欠 

点がある耳疮はその部分で堰城することも予您される,これらの觀点から笑大曲げ試數勿後 

その婀a形悪を的べ.写真に記録した(写真参照)。•また,あ度性能忆関係する含水率や菇礎 

材質の影容を後討するため・破捐箇所の近傍から含水率分布測定用の木口板と年輪・成伽定用 

の木口板を採取した。

さらに,実大材の非戚煤部上・り2. 5 X 2. 5 X 4 〇颁の無欠点曲げ試雄片を木取り•J I Sに 

準じて試駿を行ない,ヤング保数.比例限怖ざ•曲げうすさなどを測定し佑

これらの一連の強度試験の結染はなあ、縫続険討中であるが,中間的な結果としてえられた事 

項は次のとかりであ冬»

H)市听材・■!»<£ぴ笠間産材の実大曲げ鼓さの頫既分布を図1,2 • 3に示す。市初材の場合は 

主として心剖りの平角であるが,迎間凍材は心持ち・心削り・心去りの平冈で曲る,曲げ強 

の範囲は市既材で7 6〜4 9 4 K”:帯,笠問座初"で15 1 — 6 5 6 Kダ編 である,アカマ5 

の短期除容応力既は普通構造材で18 〇阮/耕であるが.安全率を無視し,単に3/ 2倍し 

V値(2 7 〇耐/濕)と比救すれば,この値にみた左いものが市收材で約4 7 %,笠間産材 

で約2 2 %であ瓦

—3 8-

図ー1 実大梁の曲げ岐さの累加朔度(市取材•一心訓)

実大梁曲げ強さ焰

図ー2 実大梁の曲げ頒さの累加頻度(笠間眾 

材ー心持・心割・心去)

-89-

実大梁曲げ強さ

図ー 5 実太梁の曲げ殮さ梁加頻度 

(笠間産材)心持材と,&割・ 

心去材の比較
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(II )新に.Iる強咗低微は华,こ材而上の.みかけの節の.ららわれ方のみでなく,有効所而花?欠招 

に依をすると考えられるので,各材面ごとの負從比との相関のみで钊定"r・る〇とはなつかしい’ 

市姑材につき狭い面(A » C )»広い而(B , D )の中央1/ 5区牌’"’、ける果中炳亞比と损 

度比(実大曲げ強さ/無欠点小試靛体曲・尸強さ)が目书関係を図匕•5.6. 7に示す。狭い面 

では両者の間にやや負の相四がみとめられ・る力:•広い面ではほとんど间好がみとめられな. 

とくに館心側に当るD面では全く相宜がないようである。

⑴)織椎傾斜に Xる签变低滅の関係を市販材につき険討したが,强度低滅は緘摧侦斜のみでなく 

他の欠点愛景にも支配されるので,必すしも明確な相阕は仰られなかつナし 狭い面.炒面の 

中央1/3区問における1m当りの嫁推侦斜(％で衣示)と強瓯比の刃係を図8 . 9に示す。

狹八面の撤維侦斜灯:ほとんど影野をあたえていないが.広い面では織椎倾斜が増すにしたがっ 

て強度比が低激する預向がうかがわれる



(IV)心持ち材と,し割;)材(あ去り材もふくむ)の強变性能を笠問注材につ,.•て比我すらと表1 

のごとくななすなわち•心持ち林T.ヤング海敖にあ、いて約1〇紡,刘史密U ・いいて鈴2 〇 

务程度低い結果となっている。

表1 笠司産材の実大甜げ試缱沽樂

ヽ 容临混

只/感

ヤング係故 

1〇’板/温

比例限度 iHi.-r强さ 

綴

心持材 0.5 6 9 6. 6 2 3 1 3 3 〇,

心割材 0.5 6 ! 〇 8. 3 2 8 3 4 1 6

心持/心割 1.0 〇 0.8 9 0.8 2 0.7 9

IV)実大梁の曲げ強さと庶欠点小試片の曲げ地さの関係を市販材につき求め・図1〇に示すJ 

無欠点材の曲げ強さの大き左ものはその実大梁曲げ强さも強く,平均朝度比は約0.3 5であ

(B)市收仕分け品の品質実・頤綢査

スギのひ自わり頊のうち構造«化耕両Jf!途に使用さハている寸法のものについて節・丸身な 

どの欠点のあらわれ方を調査した〇

奈&. •静岡両県で行なった予倦調充の結果Kもとづいて,比較的生産血の多い製品は我2〜5 

のごとくであわた,ただし・潟9<涮纹上のひ巻わり類たとえば・ンキイ・カモイ•スジカイ,等は

-・9 2—
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この調査からはすし此

,二!Xらつうら没拘(主として内部竜作用)と並拘(主として構造用)の両方に仕分られる 

t>©«±. 5.5X4.5S. /：.2X 4.2^.匕•5X4 OS, 4.5X&6CS, 5.6X5. 6^.

5I 〇 X2. 4 cm左どの寸面のもので,史京向けの&品でil.4.5X4. 0のとくに多いこと 

が明らかにな,心

また,それらの地区の製材工岑に対し下記のような項目の聞さとりを実施し製品仕分けの 

煩向を知る一助とした〇

(I )表示導級の名豚とそれらの価格頂位:

(ih無節而の故による等級の有焦,その内訳

(iii)役物にむける丸身の扱い方

(IV) と小節の格付け基华・とくに箇のみかた

(V) 小節の格付け尾準,とくに節のみかた

(vi) 曲物の揺付け志準,とくに丸身のみかた

(vii) 沛•丸身•以外の欠点のうち仕分け等級を左右する類既の高いもの

予備詞充の結果｛くもとづさ,本関齊では・寸而4. 5X4. 0CC7»迅さ5. 6 5 X 4. 0 mのスギ: 

ひきわりを対卑として品知网定金行左うことにし •産地,エK 表示琴級別の冷亦を•市:柿将 

・たは付光問用から抽出購入しな,供湛磯本枝合計6 4 8本(7 2史)で•亡の內訳は表6 〇 

とち、りであ矣

a 6 抽出慄本

工場

•菽

産地

県・

人手法 表示 等級(整河希号と名林)

〇 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 ■
奈良 市充 4面 

無節
〔獭 
無節

1等 
無節

2等 
魚節 上刀飾

2等
切、節

1専

2 〇 付充
丨!
焦節

2等 
無節

1等
切荷

2等
比、節

小節 1尊 2等

3 静岡 市売
勢蠻 

無節

特1等 
艇節

1等 
無谕

待!寺 
k小節

!等

E小牌
即等

4 ク 付光
伽善 
無简

1特 
钢節

特1等 
M筒

1等
M節

待1尊 
小節

1等 
小!®

頤、等 f

5 岩手 市売
!等 丨等

小節
!等 ［就 2善

6 ク 付先 E ［艇

-9 7-



Uれら各ぽ本の各材・面(または各枝)ごとに・諸欠点つり攻状況を湖定し,炎フおよぴ8の

琴の資所をえれ〇

我7 湖およぴそれに说ずる欠点

標本あ口ロロロ 材長:

、z w i j nini xi j nrn kiT

1 2 5 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 〜5 6

1

2

3

4 I

衣8 丸身,その他の諸欠点

沸あロ口口口 材長:

ゝ y i j ® z j ra 割れ阪 腐れの 
長さ

皿

虫喰い
曲り
%

辺畏 備考
1 3 1 4 1 5 1 3 杼〜 木口 材面 鳩 個数

1

2

3

4

ただし同农にかいて

i =材面(または材縁)の番号

j =欠威の稲類の番号

wi j = 材而iにおける欠点jの吸大実洵径

xij = 紡面iにおける欠点jの雄:大実測長径

kij =材•面iにかける欠点jの個数

y i j -= 材獄i K ”ける火点jによる一代の欠(酸大値)

z j = 欠点j KJ:る辺の欠のill(泣友値)

J =1:威節2 :腐れ貫通湖5 :腐れ節4 :腮れ技節5 :艮倫

6:入皮:やにすじ7 :とぴきず 8 :材而かけ9 :木口かけ

-98-

10： &とび8ず 11:材面長かけ 12:木口&かけ 13 :丸身

14付絲かけ15：木口材林かけ

C.'USO尖湖竹浄上本年度末から來年昭こかけてとりまとめる予定であるがそのうち韻代区 

分には作は竜子,汁鼻:燃こよることとい それに必愛なブログラミングを完了した.

この芯?•計律では現行の日本罷林娜にrる等检区分だけでなく ,衣9 ©!うな6方式4等 

級(一段にはmn等級)の区分で筋・丸身等状(m n )•希??級(m n')およぴ罵比尋級 

(m n〃 )が求められるよう配慮し疋

また・その〕奈,傍径の映幻:係敢”jを表1〇の| , |[・m公、よびIVのように交えた榻合の等 

級四化・欠点7〜I2あるいほ欠点14〜15を考宝したときと無視したときの等級矗などを 

痢Hすることにより各欠点項目の括付け矛級昆及ほす影審が険討される,1

注) •印を付したものは現行J ASに規定された等級と内容が一致する。

.我9 等級の区分形式

X 1 2 3 4 5

1 4而無诸 4面上小節 4面小節 4而小帰並 4而曲

2 3而 : 3面"• う而 " 3而〃 _ 3 面々 _

3 「2而ク 「2面" 「2面〃 「2面う 「2而つ_

4 2面 〇 2而〃 2面Z 2面ク 2班 一

5 !面 ・ 1而〃 1而 〇 1面” !而"

6 一 1善甲, 2等甲・ —

7 1ノ等乙・ 2等乙・ 5等・ 尊外

表10 節径の換算係敬a j

1 2 3 4 5 6 7〜9 1D 〜12 備 考

I 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1-0 1.0 1.0

n 1.0 2.0 1.5 1.5 1.0 1.0 1.5 1.5

fl 1.0 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 1.0 0.5

IV 1.0 2.0 1.5 0.7 5 0.5 
_______ 1

0.5 1.5 0.7 5 現行JAS

注)欠点jの盘=欠点jの実測從X «j

欠点jの長径=欠氣jの実測艮曲<aj



来年既の叶画

上記の等段判定(現行J a s rc!ろ好級判定も含まれる)を実粉"3

それらの結果からつぎの・£1を涣討する。

I i)表示等級と上ほ恪付等扱との関遅

(li) A示善級と現行JASや級との関連

dii)各彿欠点が現行ja s等級に及泛す影智

(iv)節谀葬係教が現行jas尋級に及ぼす紿e

(V)現行jas亿よる等你の出現頻度分布

6 こんごの問題点

(I)アカマツ平角・スギ平劉材についての宛既試數を縮続し,節•九身等についての強度的品 

宾我示法を検討する。

(ii)心もち,,u去りスギ正角材について,柱材・としての湖變的品再衣示於と,流通市場に・、い 

て行なわれている悟行的な仕分け法,現行・J A Sによる仕分け法の相互四連を涣紂する。

このため兩産スギの代衣的なあ也材のものお!iぴGLと競合您底に•ある米ツガ材を対家とし 

て市販材’の抽出調査をむこなう。

-1 9 〇 —
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8 新消火剤の現地適応試験

1試験担当者

防災科長:井上桂

防災第二研究空:佐傳 正•木木 茂,高應危久吸,笹沼たつ

2號験目的 .

現なの;森林火災にtる国京的fU失は増加の狀向にある しかも森柱k災の治火は,漸滅してゆ 

く山火消防団に依存し・かつ消防団の施設’技術,資・濟F曲依然である そこで.この不何を 

神ハ・消火の劾率化・延焼の帝滅防止を目的として新消火剤を開発し,现地における遵応性につ 

いて検时^る。

3前年度までの経過とえられた結果

41年度から試執開始

4 41年度の試験計画

1, 実W室内でササとマッ葉を便ってあらかじめ用意した消火剤の消火効力・持効力の比校を

行度って,現也試织でのめやすを求める>

2, 北海道带広試林局管内で現地適応試験を行な爲

5 41年度の試験経週と結果

I•室内実験

各種苗火剤の使用別の比較試坎を行なった»このため直接消火•間接消火•殁火嬢理の3 

つい分けて,国内の京屋»その他の火災・活外I园の森林火災K使われているもののうちから 

,それぞれの目的にかなったものを次のように選び出した〇

⑴直接消火用

粉削,ib：W・M A P (第1做酸ア厶モニウム),D A P (帶2炳隸アンモニウム),

S T P(bリプロ燐酸アンモニウム),刷版,网破风

水瘩剤,MA P , DAP. STR,

12»間接消火用

粉剤,近凹,MAP, DAP, STPO

水儔剤,MAP・ DAP , STP,左の消火剤 KC M C ( Ch r b 〇 xymc t hy i Co I lu- 

lose)か,ぬれ水を加えたも咬

(3)残火包理用
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fa)直接消火

直袤清火とせ焙眦の火災日応;て鹿畏佰火剤・を双いて消す方法をいい,小火災ドり火 

や,強風時の火忧の阪上«風成间に映う。

衍火祕巽効與mの可冼物:Ckt . 7カマッの気乾築を使用し您

扮剤では般も莱破が少砒で»防炎できるものか項凹で.S T Pは成傳の4倍まいて<, 

全然^火できない», DA PとMAPとは間二者の中間である。•« V!の中でも汾海:tすべ 

て火炎を消すだけで,火種が残るので,消炎该明もなく再燃し•粉剤佰火削の兄あしカ:

水溶祕慰接也火ではM AP , DA P , S TPが水.t.り2倍近い効力を示したその 

涙痩は1〇%〜2 〇%位がよく ,淺應の高い方が効力が大きい。

lb)間接消火

間接消火とは強風Fの火災で技,風ド側の消火は危険で行なえ左いので,火災の前方, 

相当の距離に防火線を作って俏す方法をゆう。この防火線を作る位週虹,火災の姬焼塊 

度と地形と林t兄とを考えて決定し,その薮!:の可燃物を取り去ることで,uの取り去［り 

には時間がかかり•労力を安すろ。そこで,伐侈壮ずに昼をいてこの手間をはぷこ〇 

とするものである»このためのが火神射:防火％カの大キいことは勿論,持効力も大さい 

ことが望喳し今 このために,DAPのような消火剤'こCMCのような添滴剤を混入.卜 

る。 ・ !・・ ^ ■

薬の付舟威はCMCの1务溶液をまぜたものカ以水だけよりも2倍近く多くっき,M 

A Pだけの水溶液は水と大寇な’いCとがわかった。

水だけでは持効力が2時間(電内)位であるが•C MC溶液の持効力は3時間以上も 

ある〇凌た・付那破の多いUとが発火時間をお・くらせろことになる。

Q薬剤の浚度と防火効力

これ田は,アカマツの葉を使って,各称楽剤Z)磔度别水溶液の;よをかえたもので,可 

炫物を¢!理し,CHJC都市ガスで松 して,危火の冇無と防火効果をしらべた.

焦包理のものは漩火後的2 0秒後に発炎し,約1分間で燃えきって灰化ナる。央與叮 

燃物にあらかじめ水を1〜17 ccかけたものでは,水・はが多いほど発火しにく < ,長 

いときは1分後に発火しれ〇!〇 c c以下では3回に!回瘩火して犯全に愁えきったが, 

15 cc以上では全然燃えなかつ々 MA P0I〇〜2 〇%水溶液を5〜1〇 cci <と 

1分以内で発火し燃焼時問は1〜3分で参る。1OCC以上かけれ出まとんど発火しなレと

-102 一

2。あの岛倒史の水在液でも蒲於5 CCfel下と少ないときは防火効果はなり ST Pの

15 %以上の水符液K・C'MCの0. 5〜1.0痴の水溶液を加えたものを,1OCC/まく

と発火しない,・た,5CCZでは効果がないJ

この夹决ではMAPとS TPの2ゆについて比較したが,後者がややよかった»溶液 

饌些についての実鏡で,J 〇第以下では水と比較して効力に大差がなかった.

2•野外試験

昭和41年9月6〜13日•北海迫敏津郡際茶迎,国有林で試駁を行なった.

現地は根釧原野の西部で,標為1〇 〇〜13 Om, 岫角は鼠大で15延の縁斜の波状地 

丿欧cある。植生はミヤコザサの密生地で,クルミ,シラカンパがわずかに放生している所で 

ある。
(1)試験準備

試験地内のササは魚焼を+分亿するために,8川上旬全刈して風乾にし益 また,試駿 

区は5 0mX5 Omとし,それぞれ試女区間には1m矯の防火練をn-ターペーターで作 

次

試を区は2 7個,而頂合計は約7 %である»

12)灾験中の気象釜件

この年は春から8月上旬まで,いわゆる冷害型の天佞が続き,8月中句から回復しな.

したがって,可燃物も+分乾谏し,燃焼も十分となり,試缀は絶好の条件下で行なわれ 

拓

央艸［)の気钦榮件は,気温13.5〜2 6.6V,相対湿!斐3 7〜9 〇%,風速115〜7. 5 

m/sであった。

<3J実験方法

間接消火では腐火は1辺5 Omの試験区のJA上一"ら行なつも せた.敬側が地形 

の下側でしかも風上となるように試駿区を選んだ,したがって,火徳は風上凋の低所から 

一線に上方に燃え上つ為 各種消火斉蚌.風下"ー線上にあらかじめ啟布し消火効力を調べ 

、実験中のi@霧速度はそのとさどきの砌!浜件や斜面の傾耕角で区々であったが,屈い 

とさが大体2 m/min •甲いと区が8nXjinであつ七 炎の高さッ下り火で1.S m,上 

り火で5】nである,このときの可燃物の弑み麻战2 〇〜3 OCffl,堆如 3. 6阮/m虹ある。

直接消火では.問接必火と同嵌な試顷区で風上の傾斜下・側の一点5火して 电昇ら& 

れ〇そうして風上測から各種の恭剤を直接火災上に收布して,消火でさるかどうかを礪ペ 

た〇
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(4)結果

la|直接消火

直按渣火;:咬用した此の称頌と使用微威の効果を戈に示・%

、、^初裡類 粉 剤 水溶 剤
水

映用援棋へヘ、
®會 STP M A P2 〇% S T P 1 〇%

卜・ライケミカル消火器

(全更斂!7命

桨鱼 8阮

放射重誰8 m

”時間15-2 0秒

演火長28m 

(T :血5蝴あ 

炎は泊えるが, 

すぐ再附れ 

実用に不適,緊 

急用適

背負式响務器

(苗is遣7«用)

•K西過湿のため

放％不能

磷淅危少左く 

帯火せず

•

背負式ジェットシューター

(容 ut 18 3

宜射距離I〇 m

吸務〃 3 m

英:痔扯少なく 

酒火力は風下- 

延焼速既に及 

ばない

嚇幻杪な< 

術火力は・風ド 

延烧速渡に及

ぱ度い«

消火力は 

延焼速既 

K及ばな 

い .

四周力高圧ポンプ

(1.5吋^ース)

消火力は 

延焼速度 

性及ばな 

い

ス〜 くーモラキュレークー

容折7 0 0"(液体)

0.2m<粉)

胶布能力40〃分継

7 0明分釦

柴jfh 5 0阮

飲布時間2湃) 

炎は消えるが, 

すぐ再燃ナろ。

市火効率想く実 

用に・不遜

骁睑3 0 0¢

(妝布時間

7分)

〃・危10.4的 

消火［娴10m 

消火効率悪く 

実用に適さず
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树剤は&にもある通り,般大の亜力を示すスーパーモラキュレーターでー琦;こまいて 

卜・嵯煌用ぜに消火力が及ばなt、

背れ式此財&よ«ともと市応用で・噴爆敍が小さいので役に立たないb

市必のドライケミカル消火器も!K做か大％ く,山地では不適当であ战

水溶削は水も含めて消火効果は小さかつな,モレキ,レーターで多fitにまいても鮮間 

的に消化効力が終うられる程旺で.これでも風下•延焼建变に及ばなへ

(b»間接消火

X火災の風下延焼を消すことが消火作英の页点であるが,贓万の風ド側の直接消化 

は生命の危峨をともなうので,cm では火先の前方に防火線を逐って火を止めたり» 

ここから迎火して防火する方法がとられた〇ただこの防火線を戊り開くに,立木の伐倒・ 

地波物のかS起しに時(用カ:かかり,延焼速疲の早い火災では,火先から余程前方心乍ら 
〇 

ないと間;こ合わなレ、 そこで比段的時間のかからない炳火剤で火を防ごうとナる方法で

あるI

蕪騎•1Sftt.1$幅と防火の有無をしらべると次のようである。

水では, t 3抵0. 7 e/m',幅3羽以下は•不止

MA P2 0 %は〃0. 7 g/n?慵55以下・は 不止

MAP2 〇 !.5 g/床以上幅3把以下は 止

掩嵌禮〃。方/"1'幅山〃不止 

ク ,1,.3£/n?炯3つ 止

防火線上の草はそのままで,MAPrf-DzY FO2。伺瘩液を1.3g/m2以上•3 m临 

に凄くと延焼を完全に防げ為

次ぎに・菜の持効力が間題であるが,DAPまたはMAP2 〇修溶液(てCMC1侈溶液 

を加えた溶剤を1.5 g/n?,幅3mに放布すれば,2時間以上2 〇時iii］を経過した後で 

も効力があつな,!た,トドマツの枝2. 5 t在幅3m・艮さ3 °mにならべ•5 g/nf 

をま < と不燃であつな.

以上の洁•果から,可燃物の瑯類,破,配列,風速,乾燥状況•値彩などそれぞれの揚 

所で,その・まさ量:と悟を決める必耍があ為

実際/〇消防活動

以上の結果から実際の消火への利用方法け指抑官は火災蜘て着いたとさただらに•まず火災 

の全設を療Eることがもっとも大切であろ
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次(て各方向の延说以哽•とく:匕凰ド側のそれを知る。こ川こは,地況•林況と咒％羔件を怕2^ 

考えて消火計画をたてる必’殳が劣る

このとき住,我ドの佗火で火でtるのは濫上と側布だけで.^Tiuxdny接伯火を行なう。

消火活勒はまず盛下側の延提速度の題い间の消火が见ーであるため,街防はの主力をもって.

この前方の遭当な距渡(洒浇说四と共利次布應間を作る(て必要左時間で決・!る)に侑火利を赦布 

すa

故:缶澄は前掲のようK決めるが,下り火や也火をするとさはやや挟くてもよいJ

この例ド側の防火線を作った後・消防政のー:;3を残し• Uの防火級から冷出す舷火を警戒し, 

飛火力:<5れば背負式浴火器で消火するCれ;てけヘリも使える。

衣た,残余の消防力で岡面,ついで湿上側の頌将で消火を行なう。

佣面から沂しい火双がで?!ろuとがあるので,注意を要する、,

残火辿理は祚は通当な可燃物がなくて,灾玮でき左かったが,室内実泌で,ぬれ水がよいよ 

うにみえた〇

6こんこの問題点

aより効果のある消火剤の関発

b本年えられた粘性の大きい消火削〇地上做:布器(綴押嬉等を含む)の’開発

c 消火剤の備藉,運瓶方法

d 暗火剤を便った消火依術

e 空中消火方法

な.• この詳裕母火災(日本火災学会誌)第17巻•1号(昭和42年2月5日)に発表し

た〇
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9豪雪地帯の造林技術

1試穀担当者

本 協 土;負书1•防災あ2,敏林を2,•森林航沏硏究室,+日呀就験地

艇化支円 経當弟4 .皆林第2 •甘林第3研究室

山形分歩 多雪J也带林業第1•第2研究室

2 試験目的

ブナふの陶発にともない.蒙‘ひ也帯への造林が书如し1选林不成地が多くなった〇 Uの地戚 

は・気屬的;w时成林さえ•卜れば・相当の成長が期待できろので,不足している木材の生産力i:増 

沛するうえで大きな間魏となってい瓦

f.V'i-rOものの研究は古くから行なわれていろが,育林技術と直接むすびつくに至っていない 

ので,この研究にit、いては.成林を不能にし.!たけ,造林成徳を不良にしている位因を究明し・ 

豪‘す地棉てお、けろ造林限界を明らかにするとともに,造林技術を体系イ匕tることを目的としわ

そのためには.沽’Vの特性を明らかにするとともに,林木の性質.土的性質など各専・門分野 

の様合奶究によることにした〇性た,理祯のみでなく,現場に対応した組立て技術のメニューの 

作成を行なうため,、凋布挨讷地を選定して,実態詞査に页点をわいたt

3 前年度までの経過とえられた結果

束化支碉において仗•昭和3 9年废.関係探林局,県の関係者の修集を待て,問題点<0整理を 

行なった〇同じく 3 9年哽よ <)•寒河H:宮林碧讶内四ツ存地区にわいて喪態調査を閒始し,以後 

南丁している。Uの調査には,支分場合同で•防災,造林,土焼の尊門家で参加し・穂’扱•応 

質.胃圧,造林木の被害酒喪.林分構造,造林木の埋方状況の圈査.土哦綢査を行なつも この 

洲査は,因子の相互比絞ができるように,夏期と冬期について,現地に凋査ペルトを設定して, 

I川ーベルト上でUれらの總査を行なつ七

本端にあ、いては,昭和4 〇年度より,長岡芯林衆哲内五味沢地区;てついて実態調査を開始した 

ここでも,枯苦.'：!,・圧,了;質,林木の被害状況の例左とともに土敬诚査全行なつなJ

痛地区とも破深精當深か4 mを超えるといわれるところである

その結・果

11Iいずれの調査HISてあ、いても“害ははなはだしいが,同じ地区内においても,造’作木(スギ

)の成長.お上ぴ雪書の杼既には大cな差がある»

⑵ 掂雪话が増加すれば.一展的に片荐が増加すろが.话K淑:4 mを超えても成林し成長し
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ている例もあり,その反面,4 m以ドでも成林してい左い例もあ冬

估】卅・深も地形と吼:ポこ臾倍カ:ふかく•年武化も大きい,高盛(山杉分為)の君空によろ簡 

易液傑借’よ汁を,な催して殂及’したところ,39牢度の廚ツ谷では.2 6 〇〜4 8 05!め廷屮 

で差があり,4 0年度の五忱沢では5 8 0—5 5 〇財?の範囲で勒:あった〇

»4I豪‘4•地带においては,幼統木辻必ず理‘$倒伏し.紿折れ,伎めけ幹•まカ:り部の被&を受け 

るが,天だ,租働:柔かいので,回迎の可世性が多い.林本の成長｛こともない樹作に湫全增 

すにつれて酸邮東彼客を受ける.ビうになる。傷伏をまぬかれて直立するXう・になれば成K 

は旺盛となる。この,蠟却をまぬかれる木の大!?さを沌定した四ツ谷の例を示すと我、•20 
とおりである, •

表1 壊髙と立木の埋色・(四ツ谷) 表2血径と立木の埋:"(四ツ存)

ここの平均沛’雪援が4 3 〇睥であるから,スギ後林木は崗尚がそこの琅深梢当深の2〜

樹高(说) 本故 _埋写案(％ ) 直您皆(脚) 不敎 埋・綵％)

5 1 1 〇 〇 6 1 1 〇 〇

4 1 1 〇 〇 8 1 1 〇 〇

5 2 1 〇 〇 ! 〇 3 I 〇 〇

6 B 1 〇 〇 .1 2 4 .1 〇 〇

7 4 2 5 1 4 3 6 7'

8 5 〇 1 6 2 5 〇 ・

9 4 2 5 1 8 4 2 〇

! 〇 7 〇 2 〇 5 〇

11 6 〇 2 2 6 〇

1 2 1 6 〇 2 A 1 3 〇

1 5 1 5 〇 2 6 11 〇

1 4 9 〇 2 8 9 〇

1 5 5 〇 5 〇 6 〇

1 6 2 〇 5 2 3 〇

3 4 6 〇

5 6 4 〇

2. 5戚になるまで魂彳することが確かめられた〇

(5|爾査地の仲灼の例を示すと我3のと時Oである。
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我 3

地区 仙・採 fn n 水 ft ® 岐

5味沢 2 8 8 m 1 4 2 9 « 0.4 4 〜0.5 5

阳ッ谷 4 3 5 17 6 6 0.2 4 〜0. 4 8

〇 4 4 5 17 6 4 0.2 1〜〇, 4 8

多 3 7 〇 14 7 4 V 9 〜0.5 〇

4昭和41年度の航験計岡

筋年既に引疏在,塞河江な林署・幵内四ツ谷地区および長岡宥林费育内五味沢地区忙あ、いて,輝 

合調査を央施する。側査の頂目は,

イ・簡易最深陪密計Kよる,積当分布の調呢

ロ・閱号の沈降圧と移動圧の調査

へ 四ッ谷については•植W時あ、よび残ク泌の空中雪:阿K影を行・たい.風向わよぴ!おK分布 

の解折・を行なう。

二・四ツ夺地区においてU .史にペルトを用やして彼害解析を行ない.五味沢にあ、いては, 

周辺部の成林地の林分調査を行ない,成立K必要な宾件・を過求する。

5 昭和41年度の試験経過

憤’糸巧査の結果は消雪を待って行をわれるので総合的な利新はできないが,劉査概妾を述べる 

と次のようになる。

(i)四ツ存地区

新しく設定した4つのベルトの調査結:!iH式4・5のとなりである0

Uの綢査格果でT,海6 0 0 E前后を境にして造林成綃が非常にわるくなっている。賤深秋 

客探枝か!T,、むね4s前后と考えられ•この翁!が田ぼ造林眼外となりそうである。しかし,成績 

の悪いベルトあ［にあ、いても,B (型土?®のところは槌端々・磐く ・ブナ善の侵入も威しく ・ 

田｝•型のところは.造林木の成長らよく ・また殘存布數も多い,ざら紹近要をことは.ベルト 

•幻Vは,民有地であって.採育に;携を用いたとCろで•ちる,土地英件を知り•適切度保育を行 

なえば・ 聞"’糅4〜3 m樹变のところでも,収獲その2等地程度の成足は期待で5る可能 

性が見出されたといえよう。

(ii)五味沢地区
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& 4 四ッ谷地区•沮なベルトの概要

ベルト AS I II ID _ IV
奇抜枝m 600 50 〇 4 60 420
方 位 E E N E N VV
平:勻傾斜° 1 9 1 8 1 3 1 〇

植我年度 昭和1〇〜11 昭3〜3 大13〜15 咯1〇〜13
土遞 Bb~Bh ：w) Bi-n-B：-! 1収］ん加期) Bう〜Bd少

ス 本放/ha 90 4 1487 11 65 18 17
平・均径倾 1 4.0 1 9.5 2 5.9 2 2.2

ギ
平均前商m 7.5 11.5 1 5.1 1 4.2
蓄:«W/hu 9 1 295 458 563

ブ 本 «JZha 1473 5 63
平均径5 5.3 5.7

ナ 平裕间髙 5.1 4.8

杏 本数/ha 733 422
平均径CM 8.2 4.9

広 平均圈高川 6.3 5.0

役5_樹高階別平均被拝指数

樹高m
玆 害 指 故

曾I n ID IV
2 3.3 ここで平均被害就とは.里木的に次
3 3.3
4 3.0 3.0 3.0 の規進で:&示したものの平均値であ&

5 5.0 5.0 3.0 2.5 〇 波害なし
6 2.7 2.8 5.0 20
7 2.3 2.2 5.0 2.2 1.近く回〇!する見込のある彼害
8 2.3 3JJ 2.0
9 2.2 2.0 2.0 2.0 2.回復可能性不明のもの

! 〇 2.0 2.3 1.7 5.回復不能のもの
11 1.6 1.6 2.0 2.0
1 2 1.5 1.8 1.8 1.4 4.枯死したもの

1 3 1.6 1.7 0.8 1.5
1 4 1.0 1.5 2.0 1.4
1 5 1.7 1.4 1.5 0.9
1 6 0.7 2.0 1.4
1 7 1.6 2.0
1 8 1.2 *

1 9 1.2
20 1.6
2 1 〇
22
¥均 2.4 23 1.6 ___ 1.6
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昭和4 〇〜41年冬季の讪勺凋在の结果は次のとおりである

1 OCT? X5 0E)

いCとに

合,平均密既0.4 0ではやや大春す 

ぎると号えられ•一応05 5とした 

(十日,町の夷尚では0.2 7)

表6 娥琛鄭’,;と壜大恠若江毒カ 

五味沢造林地(平徂地)

表? I頃疥地における生育と被(!?状況

&笑頌囉:十日町試・55地の観側では•ヨ・、" 

建水maxはHS . max出現日より8日

面こ出現しており,五味沢のHS

rnaxiりHSVCma xを推定する您

最深AHi:高橋式技深与ド沔i示滸使用

稍1沈辟カ:商易去圧針2コす^使用

. (地上高100伽•受圧面

"湖"心異5

昭和4 〇〜414E冬三

個定 炕枭柚皆 燼大成’彳
般大樹击

位匹

(H.S 
rna x ) 
(m)

相当水狗 
niW.rna x) 
儀定値S)

沈歸カ 
糊心)

1
290 10 15 /
240 84O 2 70

2 420 1470 1 670
3 4 4 0 1 540 1785
4_ 480 1 680 ;3 5 4 5
5 480 1680 1_400
6_ 4 40 15 40 1755
7 560 1 2 60 Z
8 580 1 550 /
9 550 1 9 25 /

10 4 20 1 470 /

十日町

II 7
275

1|1 5 
(奕刃901 260

3 8年8月訓査(8年生)

顧 斜 根元直径 樹 高 残作率 被咨率

初 • 7. 4 伽 2 5 1 m 6 5% 4 2 %

10 °内外 7. 3 2 7 2 8 1 3 7

2〇°〃 7. 4 2 9 8 7 6 2 4

3 Q °ク 8.1 2 5 6 7 5 3 6

4 〇年8月调奇(1〇年生)

平担 9. 9 3 3 9 7 3 4 4

1〇°内外 ! 〇• 4 3 7 7 & 1 2 7

2 〇 °ク 1 2.1 3 6 9 5 2 7

3 0。〃 11.5 3 3 3 5 8 1 8
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丑味沢周辺幼戒:齢站〇 ’•匕・片状況& 8

林齢 地 修 顼 斜 虫在本状 •あ顺 彼書率・ 蛔爲え

官行8林班! 15年 平担ifif W 3 ° 欧
194),a 15.臨 6.5 m 旅 0.7 8

2 り 平行斜面 S AZ1 5—20 ° 1 2.1 5.4 15 0.79

17旺 ! 20 平行額斜 SSE20 ° 2500 1 2.2 5.8 〇 0.7 8
2 ク 平担面 々 2 ° 1400 1 0.0 4.3 25 0.28
3 ク 〇 S 2〜3 ° 2240 1 4.0 .5.9 18 0.7 9

タ沢娯行 1 3S 平担面 SSN 2 ° 1080 2 4.5 11.7 28 0.8 7
ク
ク

凸科W "25 °
SSW 5 0

1710
1970

1 6.9
1 5.1

8.7
6.6

25
22

0.8 5
0.8 9

ク
平担备 SW 5 ° 1550 1 9.6 イ0.3 18 0.9 5

官行1林班1 36
ク
ク
ク

平徂面 
中耕面

平現面

W 2〜3 ° 
NNW2zy ° 
S»V 25 ° 
り 2 °

1也〇 
1850 
2480 
1960

2 5.5
2 5.5
1 8.5
2 6.2

1心
1 2.0
1 0.1
1 5.9

0.9 5
0.9 0
0.9 5
0.9 7

14林彩 1 39 平行斜面 SW1Z0 ° 2140 ! 7.4 6.9 13
2 〇 凸斜面 SES 〜。 ° 930 5 0.6 1 2.8 〇
3 平担面 SWS 2 ° 1120 1 4.9 6.3 41

14林班 36 凸地哆 1658 1 5.8 .8.1 12
(営林㈱調査) ク 

ク 
り

凹地形 
平斑池 
領招地

750 
844 

1013

11.1
1 5.6
1 4.6

6.5
•66
6.7

23
25
17

• 被害^は現在本敛に对する割れ
«離折れをのぞいた〇 

D技。:桐高政径

,折れ,闰れの被・害木の割合,ただし,

Ds :血幹郃下限の直径

3 5年空以上では

五味沢地区夜弁いては.平迅地に比して,相斜地(2 0°内外)の方が被害も少な < 成艮もよいX 

また,平杰地内では,わずかでも小髙く凸出した部分か・てい。これは・打味沢地区で时,團学性 

の悪い土憂の分布が広く ・傾斜地や,凸出部の上うに,わずかでも理学性の良い部分において戍 

:沏:よくなっていると考えられる。

6 こんUの問題点

< i)间一地域内でも g深は,福所(地杉)により,年により大きな差がある 砒A調充は少 

なくとも5年間は継続して伯雪特性を明らかにする必要がある。一括して績專探政mといつ 

ても»その中で・良好な造林成,気を明待でさる部分と,天然更折を待たなければ左らない韻 

分とがでてくる,その仕分けを明らかKする必"安がある。

(II)造林限界の確定とこれ姓とも左う亲雪地帯｛てお、ける天然更新法の確立

uii)豪‘女地带になける保育規他のメニュー策定

uv)柏匚•にxり弱伏を跳&えす幼圈明の造林木は央定的な彼害を受けることは少なへ 囹伏在 

まぬがれ始めるuの喚に,削れ,格斤れ等の决定的仃痉を史ける。この衆,どのような杉の 

林木が破壊され.または破段をまぬかれるかを明らかにしないと,保母目陳を淀めることか 

でaをい,そのた司ては,幼綿ゆより社齢朗工至るまでの祓井&色蚀を追跡する必要があち

［〇国有林の土壤調査

!試験担当者

本楣土理‘閏麦却長 :竹欢秀燈

" 土姬必时長 :黑烏忠

〇 土盛易一研究室 :松斗尤端,久浜哲茂,小处俊館,毎沼试美

〇 土踊德二研究室 :沂名我之助

"士母!專三妍究室 :真F育久,前田苗三

〃地価砰究室 :木立正痢

化商指支榻土戴研究室 :蔵本正義,山本卷

柬北支哆背林炕三研究室 :山谷孝一

関西支榻玲?研究室 :河田弘

四可支場土幽研究室 :XKH3四雄,弁上輝一田

2 試験目的

国有林土以測武明業の推進およびその成果と技術の向上をはかること»また.土,洞俺成果の 

多角的何用をはかるため累顧した調査成果の地域的ならぴ絞全国的とりまと均方法を検討する

3 前年度までの経週とえられた結果

昭利2 3年度国有林土混酒査が陶始ざれるビ无立ら,昭和2 2年既ミに化海道5局を除く各営 

林司土敬曲？EH!当者を対象とし,現地講習会を2回:用催し,調旳法ならぴ利七體区分など土權 

調査に必要左技術の研修を・行なった,

以後連年,谷営•林局を対象としたお査の現!!!!指埠を行ない,・また,定期的に全国あるいは】蛔 

单位に吟;;S会をもち,調査技術の向上を計ってさ冬 昭利2 7年旺(匕海道5咼の土嶼湖蹄绵て 

,あたっては,前者と同様に技術研修を行ない以後は全国一様;C土率調控の推通て必要な技術指導 

を連年夹施した»

その間にあって,森林士础分酒ならびに国右林土壤調査方法棊準などの確定を行なうとともに, 

解明を耍する±i>J辟,土琅の特性に関して牡付帯研究として項目を起して検的を加え,以ドに記 

丸&する各報告出として成果を公我しく

〇 林野土型調近報吿1号;ブナ停土以の研究(森林士加分類)

〇 国有林林野土遡剑逐方広游(・M密坚準)

ノ林野土嬢调査方法解説書
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〇 林附土燉浙而図姻11 (痂休土・濒 須例示)

〇休野土率綺琵翎吿8サ;

n!赤色±^!の研夠1)

⑵・琮林士厚め阪水性｛てi毋する研究

⑸除林土愁〇水湿状懇(pF［面)

’们 チューリン法による土泌K或炭霑の定fitの険討ろ、よぴその改良忙ついて

⑸ 做土・：)土議型と化学的性質の関係について

(8 続の戒ク〇ム段塩滴定法について

卩)チロン亿よる鉄とチタンの比色定址您ついて

〇林野土应通说板告9号;

E 土 ふ尊片の作製法とそれの土密研究への足・用について

(2)スギ・ヒノキの成長と土壌条件

«3)北海定土複標準調花

(I )地形分オとその応用

(II)朝日"区

Uli)定馈歩巣区

(IV)知內中菜区

〇休野土崩洵査報告10号;

森林土咄の化学的性質お、よび腐植の形剧て渊する研究

〇 林野土機調査報吿11号；

泓林土域の啓学的性質とスギ・ヒノキの成&て圖する研究

〇 林野土灌渕査散告12ぢ;.

⑴ ヒバ林地術2わける土曲と森林生育との阕係

I2I 土舉の性質とトドマツの成長

〇 林野土削呼査帽告13号;

九州地方の赤色土とuれ田ともなう黒色土倒について

〇林野土勰詞査報告14号；

本邦赤色土の生成に閏する地致学ならびに纹物学的研究

一方・土驷岡査成果のとりまとめに関してせ,提出報告書を林業試験桃土灌調査部において審 

克を行左い‘終了したもの絞ついては当初林業試験場!て疹Sて,土線図,説明占ともK印刷刊行 

4-

していた力し扁没のあ靖により,途中から•土溪便日!届加みを試駅場で取扱い戈明書は皆該営林 

那:お、いて紺・刊彳?するXうに浸史された〇さらに昭和41年度からは,報吿の击奇を绶して, 

k,個,WJ.'Jと€に答用林燧てわいて印別刊行することになったI

この面における現在までの成果:dつぎのとあ、りである。

(I ) 土漉図停上ぴ成明那一括刊行のもの2 6経な区(J俄区)

ほか•津縫学陽務部ヒパ林也俄てついて・一洌があち(林野土型調盗浪吿2号〜7号舎照)

(II) 土碘図のみ卬刷

15 5皿榮区

4 41年度の就験附画

イ)現地指砰お、よび凶議

•!匕海:ifl・前僑紅ついては屯点的に現地指導を行なう。他磁こついては立地級景|査にから 

んだ指導”Xぴ既庄成果のとりまとめの指導を冇まう。

〇 )眼告爾の密楸勺5 〇散齢况施»

ハ)化学分析時 Xぴ土駐母材窯别

低山地域般色森林土約1〇 〇点の化学分析

緯酸吸収力測定分析法の検肘

黒色土期め母材・&別約I 0 〇点

一次他物組成検定にXる母材潘別法の検肘

二)森林土熒断面図集。)編纂

璟準断面標术一部補兒;听面のカラー写真応财15為 カラー写真の闭刷用製版的

2 5爲

6 41年度の微験経過と結果

イ)現地指導玲よぴ嘛蟻

化見,札幌・育森・秋田•前商•更京,名古屋,大阪.高知,能本のな林,風

〇 ) 泡告づめ審査お、•rぴ土城図印刷の指導

处古君の麻布ば5 8 ’扣業区を終了した。

土琅図印剧け祐殺のが悄により«41年度から各涔林局で実施することに左ったので,当眩各 

肖林局に対し・その業務指導を行なうとともに,図希その他及示法について提出が嶼単位に規 

惓を行なった〇

ハ)化学分祈わ.!Zび土融母材窺別
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紀伊半岛地域の羯色森M土の試科の喚を行ない,分析没討中。

上率の斌液吸収力詞定分析浅一一ダールグレイン氏の嘗滅定!iV去を応用し,従衆の慣 

行法あ、!び他の2 — 3 0沏定広と対比演讨し・大略つr 〇 Xうな侦向があることを碇湛 

しも

a)惧行法は新法よりも一役に俄が小さくでる。約1/2～1/冬

b ) 同一術面の各土柄の沏定値の大小による型は梢似型を示・丸(

c ) a)の原因は固定のさいのpHのちがいに命るものと判定される。

黑色土盛試料約10 〇点につさ.一次斂物毗の検定を行ない.［检て.X線制析,示錦分 

折卸定などの検时を加え,両者の竺を参照して,一次％:物,由成の結果のみで输易に母材•切定(と 

くに火山成混入度含)を行なう岑合の薦準矣の一部を作成した。

二)森林土翩面図染印)以算

断面のカラー写真慌必!5.以,住状"臓細尤3折而,印刷用製版2 5点をそれぞれ 

’終了しな.

6 こんごの問題点

イ)书1次调査;加日終了は林局の今後の调府内容

° )既住成果;てよるH単位(地破別)およぴ仝国球土型図の編腹方尖

ハ)とりまとめ土壊図の図示f触の決為

二)調査成果(土型)の生産力的評価

ホ)祸色森林土佯芥よぴ黒色土爭样の地域的特性を表示でさる亜群設定の検討

へ)土出図印剧の莒林局夾糜ともなう諸問題>
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1I材陪および成長量測定法の基礎調査

11-1 林分成程:3の換定および予測方法に関する研究

1武験担当者

涌定研究室:西沢正久,川燧幸蘇,推’林唆昭

2試験目的

固定標準地内の林木の成長』(直径・囹高,材がなど)のデータを用いて各成艮依の分布を 

妍究し,既住の各頻林分成也止の推定方法を検討し•成長飲抱定の飛遍プD,トサイズの決定, 

林木の配黄状眼による成駐靖河定本城シ4ミレーシ,ンで決定すること・凌た林分の成艮退 

程全時來列とみて取り扱う方法の研究.そし-Cあらゆる予測方法の点丑を検討して最終的に最 

遇な成長！itの予湖方法を・立tることを目的としている。このため少なくとも5朋問(1期間 

は3〜5年)にわたるH蹴した阳湖値を求めなければなら3飞

3 前年度までの経過とえられた結果

训年度むXび今年•延以降の固定標傘地の潮査年度なXび湖推回故は第1炎のとおりでわる。

今までに初られた結果の既耍e次のと丸、りであ3

(i)定期诳径成長那む徴明謔査の前谨階別本敏の移動をもとにして,照愁と书遠がある, 

DR /1)E (進級本牧の倍/拔時木敖の倍)法によって华木の溢号づけをし由へで求めるこ 

とができる。固定標準地の単木の潜号づけを行なった資料から求めた実也長けとUの方法で 

求めた成長扯とがどの位違うか,また固定標準地の歌時の应径の理曲分•布を検討し,それか 

ら次めた確滔分布を用いてDR/ DE法で有効な推定が莉われるかどうかを前擒袞林局,IW 

橋営林署皆内19 9林班ろ小班内に設定したQ 5 ha(10 0 mX 5 0 m )のスギの固定標 

筆地(設!定13年生)の19 5 9年と19 6 4年の宜径測定の資料上、よび長野営林局,王滝 

営林脱T内19林旺は小班内に設定した〇.。1haのヒノや固定球準地(没定時8 0年先) 

の1950年•1955年,1 960年,19 6 5年の4回にわたる豆徑渊定の資料を用い 

て分析を行なつ&

いずれの摞準地も単木の瘠号づけを行ない直径湖定は2 R括約で行左われている,各林木 

の带i母にあ、ける相対応した应｛£澜定値を差弓IくことKよって実際の定勃政径成長拍:を求め, 

期出年数で割って速年直径戒艮收になふ、し志 朗首の再伝浩ごとに性とめて叶算:した平均さ 

れた運年直径成長纣をもって灾成艮叭としふ

次にD11/ D E咲を適用するために各•林木全はず曜初の年既の直径を用いて底您階ごとに
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認

ー

糠

す
イ
史IZ
将
悝
電3

で
长
江
衡
'-.<
冬0

“
1(?
闱2.
な7

出(

)
s

{y
蚯
回Z

.
L
Q

柑
由 

刀 

,rf
定

必

-2
佃
串

-Kg

i-
図％
e

恣
-M
P

鶴
后 e
£
®

斌
わ
燈
象Q
s
( 

O

S

 
N

頑㈤

w
q

lly
Rip

督

路

冬

弥

ぎ

・
-

(

切

1 1

蚌 マ 
in

CM 
9 
S

P
s

°

8 ■

ins
卡、 z > 
z 
in 
S

1

・駐 
s 
in 
S

••
tnS

・し 
m b 

m

狀

F 
in 
S

洋 
宇 

6 

料
へマS

〇s
し 8ヽ
9 7 
s

•攵、

CM h
へ rS

•° 0 

tn >

8 
p S

ヽ
6
w

D
•卜公
9ヽ

a 
gS co 

r 
_土

藉

料
z
招

m 
s 
S

B 

い
瞞
CMヽ z 
済

犬、
to s 
s

訪

\
マ 
p 
s

卡ふ 
9 5 
S 
P 
s s

f

6
S
S

gS g&
・し 
coヽ 
9 
s

<M >
ZSS

•しgヽ
CDs

\
6 
en s

卡、
sヽ

〇
招

8 
*o 
s

¥ 

P CM 
rO S m 

z 
s

•°9ヽ 
z-*

KJ 
s

し
Eゝ 
翕

s

□ 
卜、 
芸
s 
s s —

\
/*■**
•cr

S

E 

ハ 
m 
s 
S 
*^z*

F

w

尊

S

S

整 s
S

in 
z

S

L 
Fs 2S

«=

回

Z-*%
9 z
S 9 
-CJ

zg9 L us a

e in
E〇
F L
〇 〇

x-* 9 〇 
狩

<-> ・■

9 〇
6 〇• • —L

應

窓
心亠

用

始

乂
9 
2

S

史 マ
Cxi

£
6

s

CD
s
L

8 學 w 燧

H4

斑
鼻
SI

脚
箕

滔

疼

E
T

壁

出 -H

線 
反

-11 8-

分!nし,次に5年后の血径・を用いて近街堵ごとに分5した〇成長明間中に枯扣した林木 

(スギでは14本)や伐諜された林木(ヒノキでI 9 5 5年に5 2本間伏)は諛克直漫 

に枯扣や伐採が行なわれたものとして謁此時の本組、ら圏Iい无 これは灾成長景が枯 

招水や伐氏木全腿た両側定時明,こ存在する林木をもとにして求めたので,Uれと対比 

するためで.ろる。分須;:tスギ灯本敌が多いので!(な括約・ヒノキ浅少左いので2兩括約 

で行•なバj UれをもとにしてDR/DE法で直怎苦ごとのK匯成長景•を求»たら実成 

住质とよく一政し,固定慌準地全体では次のとふ、りであっる

DR/DE法による推定 

荫蹤長吊:(財)
灾成心(師) 差(誤差率)％

スギ
1 9 5 9〜1 9 6 1 0. 4 9 1 0.4 9 0 + 0.。 0 1(C12 )

ヒノキ
1 95〇—1 955 0.1 9 8 0.2 1 4 -ao 1 6 ( 7. 5 )

ヒノキ
1 9 5 5～1 9 60 0.1 9 3 0.1 9 8 —a00 5(2.5)

ヒノキ
19"〜196 5 0.2 3 2 0-2 4 4 -0.0 1 2 ( 4.9 )

次に&を庖函清を〇 .1,2 .............とふ、さかえた数字とし,それに防十る本数(度

致)を/は)としたとき

し=〇+丨)エ喝-----

を計算し,aとユよの関係から点徑分布が二項型,ポアソン型,負の二頂朝いずれの 

型であるかを検时した結果,どの標準地でも以J:の三つの型ではなく .正規砲率価を用 

いて検討した屛i吳正周分布生するUとがわかつ々

正規分布をあてW均て求めた理,饷的左玳率分布を各調此時のII!御若別本敬«うきかえて. 

DR/DE法で点径成艮;止を求めたら,実成長虹•をよ < 推定し.前の应樹本故から 

DRZ D E法で百接む勺;こ求めた直彳破長はの問をめうスムースな曲糠が捋られれ〇既住 

のD 11/ DE漆はフりーハン卜•でスムースな出演を引いてI厅定苗ごとのKI径成比止を求 

めていたが,この方法によれば城初からスムースな慰径成烷傾向が推定でさることがわ 

かった〇理縞分布からこのようKして求めた標準地全休の如泡成長旗の値を央成バ倩と 

対比すると次のとあ、りである〇

9一



正規分佈からのD R / D IC 
法による推定!K後成K;止

(m)
甚戒艮品(5) 左(雑並ぶ)%

スギ
1 9 59〜1 961 0. 4 8 0 0.4 9 0 -0.0 1 0 ( 2.0 )

ヒノキ
-0. 0 2 0 ( 9. 5 )1950—1955 a 1 9 4 0.2 1 4

ヒノキ
1 955—196 0 ■ a 2 〇 〇 " 0.1 9 8 + 0.0 0 2 (1.〇 )

ヒノキ
1 96〇〜1 96 5 0.2 3 2 0.2 4 4 -0. 0 1 2 ( 4. 9 )

この報告は4I年4月に京都で行なわれたH本林学会大会で,西沢iE久,川端幸次,惟 

休俊昭〃位径成長址推定に4すろー.号察〃として苑•安し& 我,7 7回日本林孚価大全 

禁演集に印刷予定である。

(II)長野な林局・上松富粘岩汗内1〇1林班い小班内のヒノキ尺徧生林固定標準地の〇 2,

1 2,2 1,2 2 . 3 〇 •の 5 ブU”ク(1ブロンクは 5 0 z/r X 5 0 <n )の1 25 ブロ 

卜(1ブD クが1〇 otX!〇 mO2 5 プロソトに分?,Jして,ちろ)のヒパの稚由の発 

生本敖の理希分布・を餅究して負の二項分布少:よくあてはまることがわかつる

4M湖されたヒパの発生本敖とブ。 ;卜救は次のとむりで吻っれ〇

ヒバの生立率数 〇 1 2 5 4 5 6 7 8 9 io 11 12 13 鮮

プaット数 ④ 30 14 7 6 4 2 -—1 ———1 125

(n — 1)SZ
ポアソン分布の適合变の袂定 ]2 = ——------------(ntt観澜放,’;壮平均本敢,

S2は分陂)を行なったら・P«0.0 〇 5で適合しないuとがわかつな.

(k4-x-l)! Rx
Px= ------- ------------------- ----------y- ( x=0 ,1,2....... )

x! ( k—丨)！ qk

p m
ここに R =——=----------

q in 4- k

という負の二項分布をあてはめる:焰,kの推定には次の三通りがある〇

-120-

(I) C =汐(ぎーよ)

(II) い!。«〇+ネ)T(w (N/fo )

こC,こfoはX= 〇のときの却ブD V卜次・Nは全ブ自,卜故

(lii)枳:法

Z,=S(制?-土)

(f-3 .
これらを用いて理詮分布(中)を:Rめ適合吱の検定、 パ =x-------------- ｝を行をつ

ん 中

たら次のとおりであった〇

X {
方法1 方法2 方法3

俯 考
<1> (fT衍史守 (f-D 加 0

〇 6 〇 6 5.2 0.1 62 6 0.0 〇・ 6 1.1 0.0 2 0

1 3 〇 2 6.1 0.583 2 8.0 0.1 4 3 2 7. 3 0.2 4 8

2 1 4 1 4.1 0.0 7 1 1 5. 3 0.11 0 1 4.9 0.0 5 4 之へ(d f=5

3 7 8.2 0.1 7 6 8.8 0.5 6 8 8.6 0. 2 9 8 0.0 5 )=

4 6 5.0 0.2 0 0 5.1 0. 1 6 2 5.1 0.1 6 2 7.81

5以上 8 8.4 1.19 0 7.8 0.0 5 1 8.0 〇.

計 1 2 5 1 2 5.0 Z -1.382 1 2 5.0 ど?=11854 1 2 5.0 75782

いずれも適合力:よいが方法3が一番すぐれていることがわかる。

この詳細は.川端幸続,西沢正久〃ヒノキ天然生林のヒパ推樹発生本欲の分布てついて・ 

として41年1〇月に行なわれた日本林学会関東支部大会で発我し％

4 41年度の試験計圖

必’陌林局・上松営林將管内小川也菜区のヒノキ犬然主册固定摞傘用の8フFック〇^ 3回视 

パと,前侮筒林局,前惦仃林蓍$T内のスギ人工林固定標準地の中間調資を行なう予定である。

5 41年度の試験経過と結果

民野冒林局,上松討朴方皆内小川木業区1〇1林班ヒノキ天然生林固定顷淅地の8プロ >ク( 

1プロック壮5 0 mX5 0 “ )の第3回用炎およぴ前僑的林局,前确営林唇管内,前爲事菊ぎ 

2 0 5 6林死のスギ間定・采準地の中間调査全行なった〇後者は標傘地を3フ・コー,クにわけ,ブU

2 1—



ノクごとに2 0 m\2 G はのし"姓ぜそれぞ!"・牛、!んで用澆区とは師电区とL ■’用は・ 

区公而血»で豹2 5 % .冬车或5 ?本の邪幹券疚 .•土應分散分沂I曜

ようとするんので,3矣 間戊木(Cついては現任:年聞隔C席・混:t/fをJf施中でうる。

6 こんごの問題点

国定應準地内で时当放のー貧イントを世んで角骸,"ロ去匕上り也吸的な分析を行なうと•功黑があ 

ると思われるが,予麻の％系でなかなか実行できない,iた•固定標準地に上ろ侧高成心D糾J； 

についての渊定法や分折去・険紂しなければならない。

1 2 2 —

11材積冶よび成長量測定法の基礎調査

1I一2 航空寧冥材技茨作成に関する研究

1試験担当者

経済村長:大友栄松

痈間硏究室・:中岛 強,拦渡幸男,長谷川訓字

却定防咒宾:椅度ミョ子,•还尖次,g,沖戸喜久

2試験目的

ステレオグラム(比較判冽写な)拙烂のR科を用いてせ空写真材代、&を作成し写此こより付S1 

推・を・お«なう方法を確立すろ。

3 前年度までの経過とえられた結果

死空’’舟’I材以衣の网整に閏して,」.陷和31年山熱,'•ドカラマツ人工林写女・材:直表作成、昭和

3 4季天城スギ人工林写.克剧•植&作成•等の試袋研究に上って御説鄭爲と鶴帰度,樹冠庖径,立木 

氏・企:斐4攵とした二変敌沈;'i&作成の方法が考究され,その儀答方面に応用をみ忌 略和4 〇年 

全:国:侔朴について比鞍河例写•女が作或されるUとと左ったので,C0rl«；<もとづへ写真材積表 

を・作〇戈することとなり,その作成方怯の所究が組哈にいたった。

4 41年度の號駭計画

k記目的に対する基礎出皆として.ステレオグラム作成のための1hn慄準地の最適材•稲諛止 

方法をもとめ,また写貞彌定地と地上調査値との結ぴっきの関係をみろことが必要であるので, 

ま幸ス・林分を対家として束京営林局if内に試罷地を我定し,全・株終木,ボイントサンブリン イ 

以真・柚定の各法を,炊る。

5 41年度の跋験経過と結果

犬城営林努皆内国冇林5 〇年生スギ人工林分に1〇 0/^X1〇 0汎の標準地を設定しその内却 

を！ D川方形に切り,全林徳木お・!:び,立木位避図,樹冠投彫図を作唆した〇

・た• Po in t Samp1i ngによる推定値とPlot Samp I i n«の値との比較を行なうた 

うに・方覗の各交点にお、けるPo i n t Siimp J i ng,Li ne Samp i i ngb'J:る側定を•あ、乙な 

い,Gれらの値によるP1<> t Sizeお,!.びPo i n t ,牧の変化にXる材う’i測定値の変切につい 

て,Plotの任置・個我・逝用係故の面より检討を進めている。

成準地綢査法のー一為・去として?lot less Samp1i n陽尖については従米明席な次地基準のな 

いまま実行にうっされ紡砂排:定上多くの湖題を先じていたので• 4 I年呷5、いて灯これK対ナ

-12 5-



る検討が進めら4そのとりまとめが大友技官により行なわれ;％ 

その雨妾は次のとむりでるろ。

はじめに

1947年と19 48年;てオーストリャのBitterlic也・尚明的な独創的左幕林個任法七

殆及しな〇その方法は始め细は.ホーストリャ以外の国よは余り知られなかった力:.19 5 0 

年頃より次弟^オーストリヤ以外の封の咏制•究者の注口を浴ぴて5へ日本では,アメリカっ 

毒部林刼我のGroso nba ugh力:Jou r na I 〇 f Fo r e s t r yの1 9 5 2 年1月砂に U

の方法を紹介し・批珂した蹄え「P］ 〇 I 1 e 8 s timber eatixm tes. nt；w. fast.easy 
* /

を冋年,滩曲「林况経｛斉Jに兀,N伏学の木梨が,荆介したのが始めてである。GrosenbaURh 

の紹介はこの方法を全世界絞晋及する契侬となり,それ以父・急速にこの方法の硏究やそのたう 

の•器修が続々と発表され,今日では全く実用化されれ0しかしUの方法の理,渝的研究が極めて多 

いのiても拘らず•非常に少なく•特(て屍調査理企の面からの研究は.僅かにGr 〇 senbauRh 

Pai ley and Ho rw i t zらの研究があるにすぎないi

Bitter】般1】の方法は邛1日やEssedの方法や,Strandの線抽出法を生みだした。これらの 

方法はGro8«i nbaughの述べた通り,好钢査理徐では全く共油的なものであるが,彼Mその 

tE應な迎明を示さなかつな,策者M . Uれらの渚方汨笠共通するー咬的な,it明と母分故の式を与 

え• Uれらから,上記の,諸方去の実地面における神剧の解決をはかつ您Uれらの方法の粗合 

せは次のようになる。

、 角痩彌定法く

•睥理曲

林地而泊An? •城立本敛N卒の源林の魂森をするUととしょう。この林の大に治号をつけたと 

常えい苻目の木の啊住屿をxiとする,エは•木の符性なら何でもよへ のえば.胸高直径,

線抽出法
(Strand法を含む)

、垂直方向
(平(B-Esse屹)

,水平方向
(B i 11 e r 1 i c 1】法)

点抽出法

—1 2 4 —

棋高.蜥甫而勺•it私など何でもよいが.本敌を知りたいとえ!ix：=1とあ、けば•！:ヘ 従 

ってXは上;己の特性值を妥素とするペクトルと考えた方がよI、ここで»次のことを仮定する。 

その面拈•修状け何でもよいか.各水に対し,ある俄域を対応させる〇ただし,Uの領域の境 

界日,現地ではラちり定められるものでなければならないbつまり現地で,誤濾点に立ったと

",その点がある木の領政の内iこ・らるのか・外;て,ちるのか,わかるようになっていなければな

らなレ、この目的のれめ号蔡されれ器械としては点抽出法,翔抽出法にあ、けるレラスコープ・ 

コノメターなど•谷棚の器械がある。そして,点抽出法の别合?よ領缺の昭:h屮诊・絲抽出法の場 

合は艮方侈となる〇次に,領戚は林の境界外にとびださないものと十る。Uのときは林縁木の 

雄の形は夜雑となる。

頒域の而Mを;^とし,N期の演ははある個莎では瓜なり,.8るいは!®れたり,あるいは•1 

成此が全:く他の領或に含1れたりするであろう。こUで全林がこれらの領ゆの境界で,M+1 

個の部分に分れたとし.その面柚をpfZ(^=o   ............ ..とする。ただし,p0はどの

木の何或にも含まれない株地の部分とす端 この林地に,1ケの点・またはランダムに方向の 

定められた1ケの顧を定め,そこで,砌［!!出法や点椒!!法にXる調査を•行なったとし・カウン
• N 乂・

卜木のXf Za 。を求:め・境計派としてその和刃=» ］而 十 〇一水が点ん, tたは 

您自で W ントされると刀は泓I =1,そうでないとさは。をと’るものとする)。この期待 

値は

E顷牛腎。七型*=土刑

N N
あるいは取件,告瓷E(& )=そ・产 (1)

haあたりの各特性値の楮計を:Rめるにはこれを10,。 0 0倍すればよいことがわかる。これから,

1Q0D0/&を各觀湖した特性値に乘じ,その合計を標本の大ささの故でわれば,haあたりの

云 
議

各特性の辟敖の不偏推定値が求•交ることがわかる。y&の分故の期寺値は次のよ刀でなる

。ー驾受ふー耳 

r &レM易詹ー' 

y at£ij A , 
ヾ XjXjl

y 恐 &ノ・ f

电「Sf『(言飯务卜終

または•EgT (畠光产)’旧［?严也

121



2drf 2drノ

_ 怎

<31

A 141

2々

(T)

ただし,rz r； 一木,ノ ー木の眈大円半径,d.は,一木とノ ー水の距彪・$=以’"ノ以

(2)式で林地面せを一定とし,んで的敌分寸ればわかるように,知が大きいほど分妝が小 

にたる。また,相対分殺の式は

からV有3)=或")-(£(")了より⑵式を炬。

nリ;M 一木とノ一木の氏通な四以の而泊で,期由想法で片共通耕形の而"1で点抽出或でu 

2円の共せ溢分の面いとなる。前者のF合の面值の打口は葡地だが,供お・の"盘汨削•気が厄介 

だから・次にその詩算式を示して"く。

yJS!十2 §羽ノEん 

t へ 0 a£a;

山ノcos"»生±土び十ウ

だから.他の条件が同一の囲合け,林地而植がスきいほど,極が、くなる(実例蛙後出)〇 

上述の理鶴から,点抽出法や勒!抽出法で,レラスコーブやコノ メターを用いて調奁した’’忠の 

haあえりの时性値の給,汁の不偏推定値や,分液の推定値の決め方力;直ちに理爲されX 0〇なあ、・ 

ha当り本敢を推定したい場イ:,各点や各綴にか、けろ10.0。 〇/%の和を作り,それを平均すれ 

ばよいが,んは庖徑や樹爲の括約された値を用いてi什算ざれるので•括約の疝が大さいとさや, 

直径や助會の億が小さいとさは,区間内でー爆分布を仮定して求めた次の値の和を計算すろと丄 

い。階級福は直径以d伽,仪J高は/. mとする。

3i tterlich法でヤJ捨てのとさ一攀竺、
ぜ €l(d+O

4 0.0 0 0 
〇 酉捨五入のと志一

• 兀

蜘帷で"…使用w括』。点革)m。。。
\ひつノ

rt2 +c? 厂ノ +r:「ダ)一(栓 +r； i-ry 学

…T け立十「5 竺舞ぜ 一 2而由^

Z ノ

10000

5D0C

JODCO
X.—

湖!.

なお.われわれの噬?•は.x • yは各点,各 

碇って,上記の推定式在紀せば次のようにな

20 0 40 0 600、丄 800

四捨F入れ吸Jj___ X10. 0 0 0

\ D

丹・;a七法でレラ天コープ使用僚径切捨てi°K・ーオ X1aooo

N , N
.E竺_& 〇分收はぎ・ 
£=1歸 Z=1

対し一定のxうに兄える。しかし,その推定価は,推疽値・分散の両者を共に見るとさは優劣 

力:;£iめ爆いカ、用りについては«ア)法では1/hのオーダーだが,イ)法は固定パイアスが

岫 6G0 ,1r疝

となる〇!' 1Lしと2•竺色との倒係を見・ 

zFfu z=i a i

るたA址19 6 4年林梁試験知诚試版地のアカ

マツ3 5年生林分で9点をとり,Bi t ter I i c h 

法を行なって,平均倒高(五),平均産径(d)を 

擂定したが,上記を図示すると,第1図のように左り

(岳i；2m,沼髙1E舌的の炎を詩算してあるが紙数制限のため鶴iすろ)〇

两係や樹〇i:1ついては•平均!uS,平均向高を推定しなければならないが,これ,こは次の5方 

刼;め・られる。h aあたりの率枚や抢时い 捻直咨の推麹;可能だから,まず・傍通の比拆定法 

と比準の推定法力;考えられる。妬点を晅る回林を考えれば» y<O分故がX;こ比例するお合壮比推 

够・y・の分欲がK ’にI•濒すれば比率の推定法がよく Vの分散がXに対し・constan tO«J 

分は比i-2'xy Zi'x2の侈で措定するのが•！rい.

糅ごとに計算される2 —,£=&•であろ。

a i M

る(分放の次定式けよく点Uられているから細 )。
')」葛(信濫亂・ 

法仏あ就

I 3)(ど^\

U=i a£ A し=1 a, I.

/

に
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ある点»ウ)法ばiit•貫カ:項雑なことなどをむ恩すろとセ・,了)法力:上い!!う;こ思われるか, 

この問格こついて•昨年幽査した天财ギ5 8年:セ耕分;こっき嶼討中で,瓦

上述の基谜司あに基き.従米の各出つプロットレスサンプリング及びそれに伴なういろいろ〇 

問超,新しい凋査法などを次節以待に建べる。

3•点抽出法

点抽出去ばおいては,B i 11 e r I i c と平田法力:考えられ今 何れの方法でも前配の林分 

店成因子のすべてをついて情報因街上うとすれば,カウント木の直径児その花木につい把査し, 

用高はその毎木につき調査するかまたばカウント木中より抽出調査しなければならないb

3.1 Bi t te r I i c h法
この方法では鳶フデ となる。ただし唄は,一木の殉高新面植で県位はm七 〃i:t

レラスコーブなどによりはられる角である。いわのる断面植定収は乂/ = &としたとさの

なー g£ ・也2 a/2=雨己 ^

&3 Zi 2

K10.000をかけたものである。!0,00 〇 sin2 〇^2 =cとすれば

G/hn

V/ha

N/ha 

n

の推定値(&)：§ xカウント木の稔数

G,V, NはImあたりの胸高断面秋合計,同材措,间本数,hは平均制髙,dは平均直径, 

»は,瘀の大ささで以下uの北专を用いる。R , d,の推定には紡而積定玫が必要でないこ 

とに注,世された”,

5.2 平田法

平田は臾る角"力:6 8°15‘のコノ スターを用い,平均时高を推定する方法を考案した〇 >

-1 2-8-

点でのカウント液を:?,•于の平均を乏とからと.trt !〇〇Kああ水=hHjcxり椎定g

ると述べてい:、・
n

こ、つ式の分西。疳・史Mは•MQ3咨で,•：,5,00 02'(Z4-3/ /Nn(n-1)で近似さ 
lfc==1

れる。平位伝方我口・上記即:;"・ら孔•=房/TCOt；•’ムW/TCO代68ヽ5')=nドノ2故に

10.U 〇 Q/x £=2 0,00 〇/hi2 .2 0,0 0 050と時けば,微本から〇推定価:は次の上う其なる.,

へ C
N : 一 

n

ハ c
V: 一

n

これは(雨テ=,外广
/Nの1也定値であることがわか3 すなわち平田樹高は,林木の樹

离〇自柬の平均の平方快であるuとがわかろ。

一方,Bi t tRr i ich法の男合はカウント木の樹尚を平"ると断面狀を氛みとした平 

均樹髙(いわゆるLoreyの樹協)江とレ/ことがわかる。

4•線抽出法

この方法は林内にランダムに設!定されたー定長ノ桁の宜線上を崇きながら,各林木の盛径や期

做Cついて,線上の林木との般短距離の点から・一定角のコノ メター,レラ・スコープなどで•検 

視し角度よりはみだす木をカウントする方法である。この方法では直線の両间の木につき除視・尸 

る均合と片側の木のみ検視する瑞'の2方法があ矣 両啊険視の羽合は•使用・卜る倍数(定数) 

*1/2すればよいから,ここでは,片側険視の楊合のみを述べる。この方法の最初の考案者は 

ノルツ匚イのL. St randであるので,まず彼の方法を述べ,ついで苦者の考案した2方法を述

べる

-1 29 一



S t r a nd J:

Strand山て•:洛’釜Z;.: 5 x =15.7 xである。;听面值定改1でカウントさ・,した!う:」

となり•St rn ndの推定は不偏であること

St randは林木平均高は

-1 5〇-

従って• G/ha<------ 2
n A=1

g )=

LoreyO平均・商に左ることカ:わかる。れザの分敌の推定値,:i近似的に次の

N 
として計算しているが.分子の不偏推定植は ,咬h’/ha,分母のそれは・芝,8ノ1… と 

}=4 №1

したがって 2' g； ri,Zha—―
M 1 n

がわか&

一方,ha当りのgXhの合計 万幻队/!】^壮次のよう,こして推定される。Cの禺合汀コノ 
k1

メターでカウントされた木の应径をdo & "W高をれしとすると,&3=5疋ズ0.5电(n»2)Kz =
3紬(的

基缆理山から,休分の％あたり用高忻面依合叶mx c =gt= 汝;専T だから

X, 衣濫SXEQ0C

*

の木は&z = 5?rX0. 5「し:(寸),生安伯Z?=6 5 °5 〇’のコノメターでは, 

a* =5^X 0. 5 h A- ( rn7 ) *Cるる。

なるから•h拱土

Xうになることは当然理・解されよう。

左xmg潔就E・。。。d*

5砂<〇,5お

(n-1>

5^X0.5drz

Strand疽更に形我fをの壤定価にかけて,h”あ上り材狀つ推定を行な,ていろ

’牛,K讨械をV7 = ft hfとするとな,h a’ちたり片仙:12V,=1' f ,自れほから,f £ 

•ハナべてりしくたい四リ上・=ざ住g£m=f£*n〔とはならなへ しかし,大上セの材^ 

の!2I当をつけろエれ,彼の方法技おうであろう。

F?泪Sc rnnd皿糾由出な・ら,次の〇1.法,〇2法を考えて,2 • 3年前から実與して 

見たので,こ11らにつSて次に述べる。

4.2 0 1法

線hiとして»両側検拗っときは1〇 m ・片:PJ喚祝のと?(1 2 0 w{?とり.珞直角/？=6 3 °3〇, 

のコノ メターを用いると,以行も,什算も仲利で•らる。

0= 6 3 °3 Iのとき次施!,</=1Z2となろので,検琳つ瞄・一"為盧を使用しないで,樹 

ti$の半分の距瞇全目湖できめられるので.せいせ1ヽ2〜5本の木に対して,器はを使用するだ 

けで済み功程が高iる利点がある。カウント木:こついてな•求めろ林分間戈菸Eこよって,直 

役や樹高を鹿る。

もらろん,柑踞はカウント’木より抽出仰をして•ニ血抽出法を利用してもよレ、

とくに材個を算出するときf &が必岐だがスギなどけf区值旋とんどifi谨だけに関燃するの 

で,何商彌定を告路してもよかろう。
c ハ 也盼< 1a 〇 〇 〇

線長を/,画仃角をけとするとa£=/h;cotz?となる。------- ---------=〇としてこ

の定敬の値を次我亿示左

各因子の推定値

*
1 U m \ 2.5 m 1 3.4 瓜 6.7 m 2 0m

65 03 0ノ

6 8。1サ

2,。 0 0

2.50 〇 2.。 0 0

1.500

1.5 0 0

1.000

邸吭)A

い渣隽響"氣濤(孺・渣(如或

め ".よ(我關
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カウント木の熊卒故

カウント木の丄の衆由 

n

(スギ.ヒノキ・アカマツ,広做の皿 发は東京莒林,曷,面推は林局,•内の分•匕っいて,：,

怵英忒硕勤で作成して•ちる)。

.5 0 2 法

〇_直竺

" 冬m

i=1 k I

この方法は前の方成のコノメクーの代りにレラスコーブなどの听而小同定器を吊いろだけで 

既る,この嶋舍.&jH。;； cos：｝ m2と左る。aと折而旧定数(BAF )との関保は次衣 

のようになる»

BAF 1 2 4
a 

sin - 1_ [ 丄
2 1 00 ".7 50

Wgv Cとすれば・M次表のようになる

が 1 2 4
! 〇 2.。 0 0 2.0 〇 〇必 4.。 0 0

4.0 0 0 4.0 OOx/T 8,。 00
1 D 5 5 3

4.。 0 0 4,。 〇_Ov/グ 8,。 0 05刀=1 5.7
7Z n n

n線を抽出し,カウント木について,d,hを却定するときは•各因子のhaあたり推定値け次

：N=N/の仑計=三艾N •—

3面,4節に1<、いてはSampling errorの引算について,特別のものを除きふれなかっ

たか,Uれは基礎理涂から,商単に分岐の推定法がわかるので省略した。

-1 3 2-

4.4靱抽出法の実例

〇!怯については,19 6 4年に発也して.19 6 I年•19 6 5邪に松・実濾咨1所の実習の 

際!こ・天必iの保円休(面泌約5.S ha )にわいて•生徒;こ附Fせた2例•19 6 K下に行宏 

った収懂炎,‘開・坎數列・» 9 6 5年の天城16 2に小佬5づ虱材債麦叫亦の网などあるが・紙 

数の関魚卜割愛すん

5.林禄効果ばよる偏りの修正

4. 4の実例にもみられるように,’R , dのような平均値を除き,haあたりの敏はすべて過小 

诊定二なっている。この爆因は林緑木の確知・よ小さいにもかかわらず•この点を考慮しないで計 

尊したためで,一方平均値の羽合は分母•分子カ:间じ条件T・に・ちるため,大よそ消しあい割合よ 

い推定価を与えるのでめろう。従って,小面"や境界が液被な林地で,谷木の対応する領成が林 

外にとび出していることの多い林でa林探効果による偏りの蜂正が問魏となってくる。

この問:i0こついては增山氏が19 5 S年憑正を要しない抽坦法を・提案しているが•これは現地 

では実行不可•能に近い。19 5 8年のU・S・A.のGrosenbnughの提率や1? 6 4年の 

Barre tの提餐は不侗性の条件(こかなうが•ともに実行がやや爆椎である(日本の国有林では 

停・・姻扌近に点を落ちないようにしてソ&亍しているよりだが•これは御り全生ずる)。筆者’は・こ 

れGの方:喪以外｛C Bi t te r1i c h法につ!J次の2方法を考案して央製して見上»

7レ丢 孫本点と木との距灘か・,.木と鼓も近い境界との距誰より近いときのみカウントする。

この方法は木と最も近い境界との距雑かんmの時合は,m ーん’とする方法で•この 

&3を用いて.X, •10.。 0〇/？i£&？計算する方法である。

イ)法 林縁木でカウントされた木の領或の面用を・ド”トグリ”卜•やプラニメ ーターで求め,-c 

れを父£として,上のような計舞を進めるもので.らる。

両法とも.不佃で,ることは凝理榆よりわかる。

例1.天城国有林14 6にへ小班(ifiiW1ha ,xギ約6 〇年林分)で,10点をランダム 

に落して•rii t ter1i chtcKよる、折面積推定を行左っな〇ド衣に兄るように・真 

Ifijc最も近いものはア)法で誤差は•卜3. 5 %にすぎなし、イ)法は一 8. 8 % 7ど力:.m 

頼幅は最も.t い値を示している。林村奶果の修!Eを行なわゑいとさは・检盗;な.過小推 

定となっている。(ただしBAF=4 )

i 63-

真値-=5 9.5m3 推定狀 標'準岷差
佶頼幅 

(9 5站桝)
弘 浅

備考
•牡 点夯率

7 )法 
ィ)法

6 1.4m?
54.1

7.2 5m7
4.0 2

1 6.4 m2
9.1

2.1廿 
-5.2

3.5例 
-8.8

偏りを修正しな 
い場合

4 9.4 4.1 3 9.3 -9.9 -1 6.7 償頼個に貝・ 
値は入らない



冽2.19 5 9 〇芬用・〇么ス辛,ヒノキU•分.]8勺

お林分でB AF = 4を用い・全j]f；-.;( ! 2. 4 0 ha 

に対し,"<7.r抽出してBi t t.-r ! i chz3t 

行なった〇 U の府・-: ・イ)活により植りを仙正 

した〇その・果.左式のような排;回Aを傳:％ 過 

本故

共個1.2 1ノニ

推定侦1.1« 4

M屈

3 9W

3 9.6

惜

去に趴ブろ哭蝮の結果より考生すろと,イ)法は内XTCO血话前[;こ身力を性十るっ 

で,ア)法の方歩実用!:便利であろう。

林縁効果の河りは小林分で3かなり大魚いので.1ha内外の4：l；TBi t tor lie h 

法を行なうことは,初めて不枸で.この£うな焰は.全林毎水とか•他のプロ ・,卜 

あるいは単木单位のサンプリング在行な ')方が賢明であろラ〇

6. Bi t tor1i c h法ビおける剛題

Bi f. ter1ic h法;ニおける帯問廷は基礎理,•題こよって,はとんど解決さnることは既にふれて 

いるが,実冽により.その若干を次M示す。

6.1BA Pのザ化C佯なう推建値の分故の斐化

耽述のXうにH A Fが大$ くなる程,母分收は大と左る(ただし,他の因子は固定してむく) 

オーストりヤのPf lugbei1は約9 〇年史のストローブ松のI 8 haの林分で,9点で 

Bi f. f 〇 r 1 i ch去. Spu r r<Oa nu J e—s uhbipi t i onx氐•5 アールの卩]i纣ンプリングを 

行たい.その際B A Fの芨化と榇华依!差などの斐化の関係を兄ている。次心住者は(2武の母分’ 

故の竹飾式を利用して・天城司有林のスギ林の列によりしらべてみな〇貞科れん本の;代でらり, 

木の肪為そ方池は実際の値をとったが、面悟だけは実際より広く,BA F=1のと丹の拡大円 

がすべて林地内(に含性れるような地城2, 9 4 On/をとつ冬 データ位次の通りである。

B A Fの変化无よる£粉・敞の変化耻次のX,うになる。

水港号 席1 Jo 2 •K5 ASA 临 出}距圈 m

g敬 4 6.2 4 9.4 4 5.2 3 6.1 刷・ 席2 竺 _
・板 2 8.5 2

做倘m 2 4.0 22.0 2 0.0 2 0.0
,径 5 7.1 2 9.0 5
芯 4 9.1 6 4.7 3 6.6 3

ズ面n'tに近い4 〇 5『秋汁い・弥林効吳の倘りを格正すると次のようになる»

B AF 1 4 1 6 32

分 故 2.5 5 1 3.11 5 0.6 2 1 3 5.8 4

-1

B AF 1 4 1 6 52
分卜)法 1 6 1.6 1 > 6 1.6 J .1 8 83 9 ヽ・-8
故|イ)法

000 27.。 9 1 88.5 9 77 4.6 8

Pflu Rbe i1以さら;こ,両町自方眼紙のX岫にBAFをとり•庶・ば二浅ヤ燦故3:とると4- 0. 5

の預斟全なr疽源Hなると疝ベ,こQこと,1Bo e nも招?;;•朴のあおで问ぶなこと>■加て1泓 

即ち(og(CV)= R‘ +0.5 *0ff (BA F )力:或立し.またProdnmついうようわ , ( 〇 V)；- 

(BAF )ノ = (CV )ノ‘ - (BAF )zの関爆がなることを一応出めてい冬谀はさらK ,直谨階別 

本以,贵せについても比较しているが,その結架にXれば,B A F=1とttO 5 ha円形ブu 

卜とはよく切似しているカ:・2 • 4........ とRAFが大になろにつれ.次席に墨か大さくなり.

小裱木が少なく,大中邃木が大々くなっていろ。

BAF
分 敢 6,2群度に対する分妝の度化

もとの目!}<淮
1/3だけ近 
づけた拐合

2/5だけ近 
づけた糊合

6.!の実際の讶料を用い,林地面植,

1 2.5 5 20 7 2.91 は攵,その他の茶件が一定としたとさ,

4 1 8.11 2 0.5 4 2 3.8 2 木冊の距好を1/3,2/3だけ縮めた
1 6 5 0.6 2 72.1 7 9 2.5 6
3 2 1 3 5.8 4 > 59.2 7 2 64.6 9 と3.す左わち样废が大!«なるにつれ 

て分敌がどのように:変化するかをみる

'、、贮
BA>\ 2.9 4 Om2 4 0 0m5 ! 〇 0ma と次衣のxう忙,即既が大に左るにっ

--r 0.5 2 4 7 0.0 0 0 0 2 〇 れて分散が大になることがわかな

4 4.0 4 5 6 0.11 2 〇 0.0 0 5 3 6.3 林地海植の変化iご対する相対分
6 11.3047 0.7 7 98 0.1 2 3 1

32 2 9.8 9 〇 4 3.2 0 2 5 0.31 2 7 敌の変化

I 丄 C •• |^1—1,1..1
掘問距藏や林木の大きさ左どの条件

4— お«した焰合,林地面油やB A Fが斐るとn ,紺対分妝はどうなるかを前紀資料に站き, 

次表に示すと・及礎理植で述べたように面詩が大普くなるに従い・相対分妝は大に在る。(b 
A Fについては既述を参照されたい)〇

6.4 Bi t ter I ich法で立木断面内に抽出点がおちた野合,無祝するときの偏り

この問密については日林誌(19 6 6 ).«1に闭く:が昼明し・又一例ではあるが街田のシ

ミレーシ,ンによる解決によ<Sよ5に問超と・らない,林内に1点をおとすとさ,立木所面に 

£、ちる俪率以.三戸/Aで・2*g£力:ha•ちたり7 〇〜8 Qm喧る林は極めて祐だからao 〇 7 

〜0.0 〇 8が械大照率とたるから・常,濫的!ても削析できる。

今,このような椚査不能点を項くとすると比絞的均斉な林分では,平妁的35:皿たり断而
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拍の侷リけXlUOOOm5となろう。従ってたとえ,1h a1〇〇 n/、つ斬沖附」糊2 

林が劣ったとしても 一一一 nJ1mナ在わら1©扈」、な何り：!:今ることい': 

り・間毋こなら及いであろう。

7.点抽出虫とり由ブn yトサンアリング

Bit ter I i c h,去と円彩探本地调査法についての比較餅究行,前紀のPf luqbei1の洲をん' 

めとし・蕙めて多へ 応者らの行なった19 5 9年の愿羽国有林の例では(1Om )円杉ブロ, 

卜法もBitterli ch於(BAF=4 )も殆んど稍瓯の点では差はなかっな。

しかし,カナダのKi r by © 1 9 6 5 ( Dec.)の発衣では,奨令天然计広混交肥、での灾ス例 

では1/5エーカー標ボ地法に対し,BA F=1〇のBi t ter lie h虫は变亜j隔牧は1〇%はど 

多かっえし.亘径3.6吋以Eの木;てついてプ“ソト法は5割位号度がよかったと発表していろ〇

GrosenbaughとStoverも19 5 4年にこの比絞を行なっているが•plot曲拭秋 

1/4エーカーで•point samp I eよりも,plot samplぜの方が沛史は2 g %ほどよ 

かったが,推定価がほとんど麦りないこと,谈®時間・労力の而から点抽出法の方がよいと発表 

している〇

19 5 7年発我のKendn】】とWittgensteinのP<-1 r.uwaの天然林の痢充格吳 

でも1/5x—カーブロット法の烈衝噂ズ,po i nt. sample Iりを小さかったが•推定値 

はほとんど異ならない(,これはGros enba URhらの•麹査結果と傑とんどー致してい冬,

上記の备研究者の充.安から,一がいに何れの方法がよいか庆定することは困雉で,対須林分の 

地林況fこ相当関係するものと蚣れる,

一方また,莞者の蜒理关から•すペての3,£が冋じものとすれば.(阪は円彩でも•［力T修 

でも.ks)uの理論がPlot samplin舟にも使える〇冽えばヨ,£=た"とすれ•ぱFL修プロ ・ 

卜去にをり・しかもUの円形ブロットに互に重なる部分があってもよヘー幽て円形プロノトで 

は平面を隊問なくお・お"うことができないので,むしろ却iJてこの方がよいかも知れない。この・】 

合の分放の式(2)は N
滞み土如…厂浮］

Bし…詞霽孔ぎ・韻:咎ん甞.

と左る。

—1 5 6—

8.結 ぴ

遂釆,定角溜京法•1•样さんるI" ml i ch法•平田溢,St rand去.;二ついて"各人,•こ

Xり色々の血から・江明されていたが•その分阪Q計用こついてはPa1leyとHorwi tzか 

材・備亿っいて倫じている外には,ほとんど鈴じられず»谕じられても,無！!S母集団か有限母集団 

かの蹄Aが日本では室んでうつも 浪器』»上配のすべての方法について一頁した莖礎理冶より• 

各因子・の推定値の求の方,な分散の仆・公式やその分液の推定値の!it・煙方法を述べ火 平均阴商, 

平均立径の3稲の推定法!こついても検肘を加え氏

ざらに現在U・S. A.で川地になってI、る林縁効染;こついて偏りのない2方法を提案し,断面 

W
醇定故が大;‘こなるに従い«分胶が大にたること・烛つ釜件を一定こした屬含•3 »停度が大にな〇 

につれ分畋も大;てなり,林地面Wも大になるにつれ,毎対分放(r e1—vn r i a n c e )が大にな 

ることを示し.日本で問題!こなった木の断面內にg.点がおちた場合に魚祝することにより偽り 

技negligible sma1】てあるUと’を述べた〇また,円彩や長方形の!?冰地§啞法は,木の 

利宅十るdomai n力叶ベて一定の形状,而植を与えた詩別な期合の点刷出法,枢抽出出と考え 

られたことを示し•plot samplingとplot less samplingの若干の実例を弓I用 

したが,この後劣は林相仙査目的や項目,労力,費用などの問題が関連しているのでー既に何れ 

がまいかれきめられなへ やはり•その調査な応じてさめるべさものであろう(小林分の堤合 

は全林組木渕叡> よいことは当然であろう)〇

この,•命攵をまとめるにあたり,灾例の,计算については主として柄瘦なよ子氏にR1当して頂き.

•fだあ雄次!:3氏,狎戸喜久氏. &・郎氏らの援助を得もなお上智大学救授斉祚会一面博士に 

E•制文在通統され,とくに各秋の推定式の正しいことを给て頂さ有芽なご助目を賜わつセ 以 

上の諸氏に対しては・裏心Xリ感澜の意を衣する次第である。

写直渊砲«ついては旅腐洞定法ろ写为・の次淡構成と到貌疎密度との関的てついて写.氏珠 

が樹冠像.地我”’幻 閔絵馈によって米れぞれ占めら,Iる比綱が剥6既により受化/・る関係(日林 

誌£1年大会・倍演果)が求められ,琮械的・上’微妃により写哀を琬岳鹿区分する方法が,试みられ
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0

うこんこの問題点

各椒の應査方式;こよる仙ポ3か蛉礎•林分構适の速い:て.!:ってどのように変化すろかん•也ら:. 

にし,各極林分にわ応する」:际地北J在法を解明する必要が・うる。

上え号真判読防の臨・調定方宏の研究を各朴分阪こ・と心纽,判就故獻こよるお分时 

推追の,汁鼻方式を確立する必残が,勺る〇

-1 5 8-

12 ,経営計画の編成

•12-1 地位指以:に为する燙宛

1ぽ技担当者

径河科反:大友栄ほ

側定研究室:西沢正久,IIIU幸E ・如度ミヨ子•类装次照,神戸喜久,西川匡英

2 区験目的

我:上化州命を用いて土・喚用干や環境因子から地位指故を推定する翌合の迎位:指敌は固定標观拙 

つ隔可責科を思こしなければならないカ:,隨単には汗定プロノトまたは個幹fj晰による池位指故 

曲感を用いて外的茹堆として与えられる。適台っよい地泣:指敘曲褪の適択,土垂型によるガイド 

カープの用幻用違,哲定ブロットによる地位指散!!;感と出幹棉析iてよる地位指技曲枷)招遂,C 

れらを川いて与えられた各ブnットまたけボイX卜の地位指紋と土聖因子や環境因子との城っ 

今の問題などを•充明して,妥当な地位指散の決定法を確立することを目的とする。

3 前年度までの経退と得られた豬果

K洋年脣M 〇年での桝商を2 m間隔で泛わした地位指数を土.泌釜件と,環埃!S子から浏止化の 

.哩点«よって准定する方法を解析した〇

”利け刷:『な林局•上田営林％・な内上田車據区15 5 |[～14 6木母の和蒼哗と"玲を含む 

2丨牢’わから50年生i?での6 0 0 h aのカラマツ人,匚林である〇このりから92点を選び 

Bi f ter I i ch 法を用いたボイントサンブリンダの方法で洵制を肖ない.その中心点付近で 

土妙试孔での土蝴折面阂交あ、よぴ度裔,方位•曄斜など 、つ環塢畑F企行なつちまた•や次つ詞 

存点で他位指汝曲線作成のための標本木の樹幹席,後肖なった»この]?料を用いて初田峠と街峠 

の2プロンクについて別個に均位指放的,すを作成し・岡査疝の林湘と决野木の平均间ばをUの地 

位｝&教皿皈上にプロットしてその点rこ梁も近い地位街孜でもつで,その点の雄位:指成Y)としも 

次に土,漱4面む上ぴタ说条件については表(1〜9 )の項目を凋在しふ

-15 9-

fl) 土糧型气盾讃度(X,)

3/ (dry) B/D

カテゴリー
〜5濒

①
6〜1〇

(2)
1I〜
0

～5 6〜1〇
〇 _

うえられる談抵 3.8 9 2 2 1 3.4 0 0 4 1 2.9 8 9 8 1 2.1 8 72 11.97 1 3

& 〇 BZ E
»テゴリー 11〜1 5 16〜

(7)
〜1〇

8
11〜1 5
6

宥

うえられろ以it 1 3.。 33 5 1 4.1 56 〇 1 4.5 4 8 8 1 5.8 0 0 5 1 6.7 5 2 4



<2J布効亲呸(％ )

カテゴリー
浅 中 

________ 0_______
澤 

_ «»__

与えられる故屹 0.0 0 0 0 2.4 I1 4 5.6 81 5

<5I 腐切営■'<■( X,)

カテゴリー

T-ー韻富

FF* 
e

上ー®m
ドー衍

您

上一富 

万ー富

—領宮 

ドー含

の

h-»
ドー含

<9

上一題ば

ドー乏

の

上ーM
下ー乏

0

与えられる汝死 0.0 0 00 — 0.1 648 0.6508 2.5 69 6 4.3 04 6 4.1 57 3 13504

土性石條(X,)

わテゴリー

乾性残瀆 土 適沏残福土

細 检

¢0

中 性

〇

13 检

③

細 粒

0

中 粒

与えられる细: 0.00 0 0 5.5 2 29 -0.30 4 6 5£» 38 3 6.。 24 6

E) A - B 前造(X。)

カテゴリー
_________ 潤期行 土 沮 潤崩 >»< ± 1
御 粒

每

中 粒
(7>

祖 检

(8>

細 粒
(9*

中 粒C 祖・K
©

与えられろ汝M 5.9 1 2 2 2.4 9 7 7 2.0 1 8 9 5.I 〇 56 5.0 9 3 6 2.6 9 46

-1 4〇 —

カテゴリー

上1〇顷Or !■ 上1 0 cm Cr

Cy 
G»

BK 
%

無

③
Ms Nu 

@
Cy 無

0

Ms 

®___

与えられる数员 0D0 00 -1S779 -22844 -66638 切504 -13767 -3 J391 TW59

(6J標 髙(ん)

*

カテゴリ- 〜1 4 0 0 
〇

1 4〇 1〜1 600
(2)

160〇'- 

<3

与えられるiAltt ao ooo -3.4 7 9 1 — 6.1 21 8

>71方 位 (X；
カテゴリ- N 

①

NE
②

E 
(5

SE S 
〇

sw
«み

w 
(7>

NW 
(9

与えられる数弟 U.Q 0 0 0 1.4736 0.9 9 2 S 0.42 0 0 5.1 454 0.7 64 0 1.9 43 9 1.3 59

⑻傾 斜(X,)

カテゴリー
平 拒

〜8 ° 
G

您 湍

9—2 2° 
0

怒 滸

2以〜3 5 °

与えられる玫欣 0.0 0 □〇 -0.1 67 3 Q29U5

⑶ほ 材(X。)

"ゴリー
斐山岩

(2)
(P

火山岩

(丨5) 
の

(15 )+(2)

〇

(2H-(15)

の

(1 5)+( 1 4 )

⑤

与えられる坟揪 0.。 00 0 1.555 5 1.40 〇6 2.2 9 8 6 1.546 5

’夹歐には容諛奔点では表の各項目ごとに些湖が行なわれるか•各頂日内のどれか1つcカテゴ 

リ一にチ/ vクされるだけである。
本研死の目的氏各M査点の地位指数Yを,各項目X, X,……X ノ……XoからV=X, + X：   

； X ; b Xpの1^で排定するUとで•ここにX ノはノ番目の顼目の中でどれ:か1つのカ 

テゴリ一に"与えられている啟M "をとるものである。これら数fitの和として推定された@と 

川臾のYとの痊の平方和が燃小(こなるように,これらの数段を敌波化の理諭を用Sて』t算した。參 

く ・>述立方桿式:5く必要が:らるためな子針算機を利用した。結果は前炎に"与えられる数成 

とIてのせて.ちり•チェフクされた各項日のカテゴリーの故從を項目ごとに加えあげれば地位指 

以が推定される。9 2点でのYと"Vの贫相関係敌夜CL9 6と非松C高く良好な梢既で土塁や園境

,査資科から地位指救が推定されることがわかった。唾た•推定(に大3 く寄与した項目は標高

C X, )土嶼 石磔(X, )A-B!^MC Xs )の嵐でもった。この詳細は•林試研究泠告布 

17 6 (19 6 5 )に西沢正久・真ド育久•川希幸域"攻流化による地位指数の推定法"に 

无表してあり•休梁講習所テキスト(19 66 3月)せ沢正久"地位指数による林地生注力

• )Qiリ方"金用いて国有林の做員の研修を行ない.わかりやすレ、怵榮硏究菲説シリーズ・住15 

つ・西沢正久,典ド商久"地位指数による林地生注:カの側り方"で休忒研河.M17 6を朋視 

してあろ〇

また,地位指数曲蹄つ弛碱U勺な比啓を行なうための瘗本的な姓え方について•我休立池・VOL 

Vill,G1(19 6 6 ) iC "地位指数曲練の数値的な作成法"として発氏してある。

4 4I年度の試験計画

的淹次林椅・荣津愈林碧管内のりラマッ人工林に対して昭和3 9年废から醐定研究室•梱!研
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究室 •止0儒究书カ:・即司で少7 4ポイントで归ち"7•コ,卜志む！:びブコ,トレス去で叫;卜/<沒 

金行なったが.芥年t!肪易拆這、去で5 0—6 0 Bイント,つコ任ラ行・たい»©脣!3 〇 :引•「上 

にして味分の資祥を号いて項位诺腭由頒を译リ,齐水イントつ也位當改をきら,lNfi.7.二•;〇.. 

1L以上•〇ボイントで子ズイント!浴うて的2 a代Q期泞か折を行ない.樹朴必沂仁をもととし 

た地位指敛関楼て.てる各乂イントの地悼:指改とつ比"対比を行たいた踞

5 41年度の跋験経過と結果

前修旨林局・袖也・暑母内のカラマツ人工・休に对して,4。年生以上の小庭を窗髙辭により 

成化して5 8ポイントを抽出し•角四加尊法によるJ4在を行ない,齐あ高階Kわたるxう.;.： 

イントで1奉計19不の剧飾解析を泞なった.

尚祚我折の貞科を巷子泊敬を用いて整理し,炳的槍折をもとにした地位指我曲磔の作処を行 

ないつつ吻る。冋瑞こ,全作で約1うJ期の明なプロソト;てついて枕高を高い方から,邙てha当 

り50不,1〇〇本•15 0本•250本,300本の6段帯にわたってとり乎均個高在べめ, 

仁れをもとにして律分資科からの地此店救曲終!の作叫と务提秃休分〇地位:充以の决定を行なう,計 

第を進行中であな,

6 こんごの問題点

地位:指敘曲:線は収陞敬や哎垃抽の推定や予測の•芯不となるもので,枯:地の尚在呢ノ任表わす城母 

妙松たは地位极単位を他形因子や気佚因子などに!!り厩化して,組滋的:てデータをとり,电帔 

JJの地位:舟牧的笏!の悅計学的な比耕疾对を行なう必要がある。
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12 経営計画の編成

12-2航空写真および土塩調査を応用した森林の測定(こ园する靜完

1 試験担当者

關定硏究室:西沢正久,.袭次谒,冲戸喜久,沔川匡英

的測硏究室:中命 破,7渡幸加 険谷川以序

上眼莉究室:反ド育久

2 敍験目的

.洋パの;削定を土せ輝寄むよぴ就:空写貞;»こよる涸定と結ぴつけて竜含禮布として瑾宮案iこ必要な 

用网が得られる方・去在検计上ろことを目的とする。只•休的iては土碗や環境因子から地位指散を予 

側する方去,地位指敢,材補,成長肝などを:也しJ>« Xぴ いg の靖浪から簡易にしかも有均K 

な定する破野の方法を摇立する。

3 前年度までの経過とえられた結果

もM腳は昭關4 〇年麼!:り5カ平,汁硕で次の予定で開始したものであろ。

平度 御 稲 個故 備 考

4 〇 カラマツ 5 〇 5 9年变に5 〇 ・!Mとったもので计100(®佛略桦陣内

4 1 x ¥ _ 5〇_
東京は林Aあ内4 2 X ギ 5 〇

4 3 ヒノキ _ 5 0
前辑な林疝澤内

4 4 ヒノキ 50

M惓宮林局,代洲％よ咨百内のカラマツ人工林(こ対して『空写黄Kより樹髙,娜壁の厨化を 

し,それに編級の必化をも如えて・陌ごとにドイントを抽出し,各抽出.ドイントで0. 〇1ha , 

0.0 4lia,0.。 81in,の同心田プロット治よびプロ •ノト内で5個のブロットレ・スナンプリ•ングにょ 

る材出曲Eと0.01ha3形ブc ,卜内の成長诳调任•ブ〇 r卜の疗F印僦硼査わよびプOワ卜 

内でそれぞれ2点の土瑯折而调许を行左ったが4 0年曜までつ成来は次のとふ、リである。

附級(牢) 5 9年度 4 〇 年 sr 計

| (1 0 —19 ) 5 1 2 1 5
H(2 0—2 9 ) 2 1 2 1 4
IB(3 0--59 ) 7 〇 7

[V(4 0—4 9 ) 3 3 4 3 7
計 4 5 2 8 7 3

土灌调査は4 〇年度から央厅し,3!侗う・イント;こついて土成新而,岡奇よし柘

-1 4



現在’川开資料をとり疫とE であるが,続空写「・こよる咔侣区分と・c .04111 <分ごと・:)!m 

当り棟積・,成政はをプn .,トレス塔で求めて小流斎位を推江する方をを3 8甲;一 3て"却斤:) 

テキストで,西沢正久’小堰苗ゆ推是法"(58年11q )として土］右仲、:>こ,輝しん» 

今までサンプリ・ノグで使用していたプコr卜去と廊便なプcットレス去J•、つ対比の［乳宣,こついて 

け38年度•までに胡蚱した前偽甘林局,日:司云林岩ff内の17 7 !!«〇 〇. 〇 4 ha円’修プロントに 

よる材績•稱面油•本敌推定とその中心点でのブロ"トレス去との対比を必ごとに使財しふ U 

の結果は第:1我您示してある。 •

これにXればブa •ットレス法にI:リ材稲.耕面侦についてに,.化とに!た金本で非常式よい抠定か 

行なわれることがわかったが 本物(Zついてばだ力:詔うられた〇しかし全体の扣定本加ゴブロ ・, 

卜医でha当り14 7 2率,デ。ソトレス斐では! 4 5 4本で以字だIJ•でばさほど差かないよ〇な 

密が得られな これと冋哮な方法で〇.1ha( 2 0 ctX5 0 w )わ痘,修ブロワトとプロットレス也 

う対比を日河の資料で,0.01 ha . 0.04ha , 0.08haの内烤プロソトと5ポイントのブn »トレ 

ス,去との对比を华淞〇資科で現在81•賞中である。これらすべてをとり•まとめてブ。ット法対ブd 

,トレス法として近々発衣の予進である。

またワイト•目哓のレラスコープを用いて一定の材・・定数,項化t•る材・仍定数を用いたカウント 

木のみによる材.Fの匝接沏定の方虫をは学会誌4 8(2)(1766 )に西沢正久"ワイド目 

盛のレラスコープによるha当り材績の直接浏定"として発沒し々

一定の視内でカウント木を求める定角湖定法と対照的な1本1本の衣の祝角を求める限界的仙 

だ法をあわせて,角度,用定法と0毎・俊者の紹介とレラスn ープの使い方を,のびゆく技由应1.) 

(•965.11)您西沢正久〃祈しい溯定技而"として印刷した〇 Uの側定法の砌婚はな 

のとふ、りである。

19 5 9年ド•F . St.8hrがProdanのいうWz Pの不均腐誤差を消去するためには一定 

锐角で左く,各林木の祝角セ個々に定めてh nあたりI玩而憐の分.布を求めるガ法を调案し, 

19 6 2年,S. H. Spurrが点怡愛の却定という爲欠でこれを造林学的・生恋芋的な研究に用 

いている。

このような君旌也ほ虫(A C M )と角度如如去(ASM)をあわt?て角度伽定法と呼ぼう。 

前者け・定角間定広•後者は誤界角渾定法ともいえる。これらはいずれも測定点在中,讨くつけられ 

た名前であるがな浦的にはAC Mは溜定される木七中心:て・ASMはな耕:京を中心に考えるべR 

で.前林tナンプリング的な餅究に,咬者ほ曷所的な照林学的•生嚥学的な册究に用いられろべ 

普でちろ為

AC故に印する価究は多いが•ASM:こ」しては少50 K. F. St ohr^S.H. Spur r：D

•号包:XるA S MにXる点•4の奇えには•折而E みを取り炭,ているが.次のXうな方広 

で所のhn当り木数•hn与り材M小J:ぴhaあたりザ面曲や初拈の成&此の分布の抵定が可徳

B n =

〇=1.2.......... n )と左る〇したがってn本側定した田合のhnあたり

となる。

1侦あたり•本数の分布は:•これと同じよ.、などえ万で«竝大のk,すなわちくに応ずる木の 

府高直従をD.(珮)とし,それに応ずる佛岛新面情をg, (nF)とすれば•この木のhaあたり术 

拔はk./2 ff> . 2俗目に大为い必 に応ずる木の間面帖を助(m2)とすれズ•ぜ虹 のR E 

でうウントしたとなのhaめたり本欲:tk-(------- 1--------- )•したがって一段に児Vk:のRE
R> 2 g2

で力ウ・ノ卜した容合のhaあたり本数は

唯

Tある» ヽ

中心末を が ない号言の】侦当り所而悟の招・定は."点から木までの距瞄 u (勿)•そ、つ木 

つ掏高直堡をDr (cm)と十れば•その木の限界听面祜定政kcは火式で求められる。

k?=(Dt/2LI f

これにワイド目盛のレラスコープまたはシルパスコープZ)レラスコープ単位(R E )を平方し 

たもので.これらの楹械を用いればiff淺と憑｛犠の却定は不要で.ちる。矇本点の両期で皎大、Dk/ 
宏枱とすれば•その木はこのkiに応ずるレラスコープ単位•すなわち<kiの齒でスレスレに 

検をした場合には丨/2本と最えられ・したがってhaちたりI»斤面オは1/2 k,=(1-1/2 )\ 

(m2 Zha )となら,2排せに大さい歸を顺とすれ川 というREで検視した円含には 

k.でカウソトされた木は当然カウントされるので.カウント本敷は(2—1Z2 )= 一本で, 

ha・らた9防而仙は(2-1/2 ) k?(麻/")となる。一芸にk £という唄界斯而依定数でカ 

ウントした编合のhaあたり!Vrifiift'SK t -1Z2 ) kt (m^lia )である〇このようKしてn本 

測定したとづれズ.hnあたり!VfifiiMの排•走俯は

吉。-*)し •

で与えられる。

中心水を合力・員合壮.すでに中央(こI本あるので

B達G+1z旦
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才Pint I .. s s 対

材 横

備 N X Y b n F, t

A 5 7 272.0891 2 6 5.8 8 6 4 0.7 2 6 0 68 5.4 9 7 1.5 S9 4 OZ 8 2 2

H 4 7 1 0 0.1 5? 5 1 0 1.66 5S 0-6389 i 7.6 7 2 1.1 62 1 0.2 6 1 5

K 8 2 68.9 57 5 264.8 875 Q.5 〇 7 7 1 2 8.5 48 2.1586 0.2 1 4 1

M 1 2 1 4 0.。 0 33 18 3.1 7 50 〇•7 69-1 号•2 9 7 1.4777 M 4 11
S 7 5 5 0 9.1 2 52 30 9.7 95 8 0.8 9 87 31.9 8 68 1.。 67 3 0.09 58

全体 1 7 7 2 3 5.1 548 254.7562 0.8 8 9 0 2 7.4 61 6 1.0 4 6 7 0.38 2 9

• 所 而

■
図

A 3 7 5 5.9 4 5 5 6.0 8 1 0.4 7 4 5 1 9.0 5 2.0 1 0 C • 0.1 0 0 0

H 4 7 2 0.0 6 3 1 9.9 1 4 0.4 6 50 1 Q59 1.6 9 5 0.1 5 45

K 8 5 IN 50 31.250 0.5 2 5 1 2 1.0 9 3.6 3 5 1 0.0 0 0 0

M 1 2 2 6.0 〇 〇 5 0.5 5 5 〇,67 9 ] 1 2.68 1.。 40 1 1.9 60 6

S 7 3 4 6.7 8 0 4 0.780 0.81 03 7.7 4 1.2 053 0.0 0 0 0

全洋
I______ .

1 7 7
f

5 2.83 6 3 3.11 9 0.7 7 9 4 7.5 3 1.0980 0.4 7 5 1

本 政

A 3 7 1 5 52.7 2 9 1 6 24.52 4 0.2 / 4 7 11 9 7.79 2.5 86 6 — 0.4 9 87

H 4 7 1 5 6 9.0 4 2 11 55.1 9 1 0.3 2 2 1 1 0 4 7.8 〇 2.9 9 4 0•- 0.119 5

K 3 11 48.5 0 0 1 2 00.。 0 0 0.098 7 1 0 8 6.6 4 4.1 2 5 7 • 0.5 6 5 8
M 1 2 1 894.583 1 7 68.7 5 〇 0.3 4 8 5 11 0 8.4 9 A.2 8 4 〇» 0.4 1 6 1
.S 7 3 1 2 9 0.7 6 7 1 3 2 5.9 7 2 0.4 7 49 7 1 0.9 9 1.8200•• 0.5 5 9 1

全洋 1 7 7 1 4 5 3.9 2 7 1 4 7 2.1 7 5 0-3 6 5 5 939.51 1 2.5 58 7 1 0.3 25 9

D A :カラマツ・ H :広Of. K "ラマッ, M: 隹交林・

S:スギヒノキ• X : P ! 〇 t 1 e s s_ . _ Y ： P ！ 〇 t; , Y=a l-b x.
・く

F=sy^sx2 or s^/s y . t = —■■_ -
Sxー丫

F?=i,l>の同}除唤定. r : XとYの!g関保敬•Syx :残差の標離誤差

-1 4 6—

P ! 〇 t ( p. n 4 l! a 円杉)日河

封 r Sy x SY p陶 Cr i h i c n I value of 
Find t

6.28 82*.

6.5 A 1 >•

55 90 0

2.11 65

1.4 079

6.6 。 9 5•-

0.8 4 0 2

0.68 9 8

0.7 4 60

0.6 3 5 〇

0.8 7 0 〇

0.9 G 9 5

4 8.4 1 82 8 2

55.1 469 51

59.1 58958

6 5.9 5 54 04

613.5209 65

53.1 55927

7.9 599 1 6

5.1 2 6 7 0 9

1 5.8 3 7 7 1 2

> 8.4 5 59 8 2

7.0 3 5 4 4 3

5.9 9 52 9 4

5.0

5.0

5.2

10.1

2.5

1.7-

M卷惱濕負

F. (F I ( 0.0 5 )=1.6 5
S(0.0! )=2.01

F,{ F (0.0 5)=5.7 9 
,普】ao 1 >=7.00

F, { - i ao5 )=2.8 2 
芫;；0.0 1)=4.4 6 

F,{ .J； 0.05 >=1.47 
財第 0.0 1 >=1.7 4

F, { r 0.。 5 )=1.2 8 
い冲(HM >=1.4 4

1 8.0 5 1 5" 0.6 7 2 8 5.896244 a9 69 537 2.7 ■ <：!"0.0 /=3 6 >=2.。 2 8
‘0.0 ；d・/=3 6 )=27 2 0

1 7.08 5 〇・- 0.6 0 5 5 5.7 46 11 0 0.8 3 8 1 5 6 4.2 t

<!!
:U.0 5</-/=4 6)=2.0 1 3
；0.0 1 • /=4 6 >=26 8 8

1 2.2 4 〇 〇•• 0.62 4 0 3.51 662 7 1.2 4i 315 4.0 t
n.0 5^«/=7 )=2.5 6 5

：0.G 1 d ・ Z=7 )=3.4 9 9

5.。 5 69 0.6 9 2 6 乙323251 2.114 040 7•〇 t
；dO5ぜ・/=11)=2201
.0.0 \ d»f=\ 1)=3.1 06

2.5 4 88 0.7 581 8.0 5 6 5 5 6 0.940605 23 t
；0.0Hrf./：=7 2 >=1.9 9 3
0.0 1 d ・ /=7 2 >=2.6 4 6

I 4.1 7 0 7" 0.81 67 7.3 922 2 5 Q5S 56 3 4 1.7 t <i：：Q.0 5d・y=1 7 6 )=1.97 4
：(J.Q I <■/•/=! 76 >=2.60 5

a0.5 >=3.2 7
0.0 I >=5.2 7
0.0 5 )=3.2 〇
0.0 1 )=5.11
0.0 5 )=5.1 4 
0.01)=1 0.9 2 
3.0 5 )5.1 〇 
0.01 )=7.5 6
0.0 5 >=3.1 5
0.01 )=4.9 2
0.0 5 )-5.0 5
0.0 I )=4.7 5

M糸:
や常

F”

2 9.9 2 1 0.4 4 1 8 539.87958 8 8.755649 5.5

A 4.9 2 7 5- 0.5 5 7 3 531.31 085 7 7.4 9 96 48 5.0

1 0.7 3 5 1- 0.2 0 0 5 2 0 2.9 5 7 8 4 71.756436 6.0

1 9.3 39 4•• 07 21 4 5 0 1.92 034 1 44.8942 1 5 8.2

D.4 2 9 6 0.6 4 0 6 S7 5.5 4 2 0 6 4 5.9 5 3 8 7 2 3.3

1 3 7.。 2 8 2” (15862 4 6 6.4 5 7 4 9 3 5.0 6 1 0 9 1 2.4

卩貌 Sy/y Xi CC
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Nn 直

中心木を含む府合は

Nn=直臭む」W‘

ただし.あは中心木の窗高断面却iである。

同缺に haあたり材泊の分布スカウント木の材昭一・い・形妖房会(/h hとすればA CMでは 
V；

hnあたり材椅はki =ki (/h)tで求められる-D-C .これを用いて!Zと冋碰な方法で用い

られる〇

これら:!次没に推定の公式»！ • b . Cにのせてある。

推走の公式(ha当り)

a 新面嵇 b 本 敖 C 材 積

Bn=Asrl2^

n n

•

つ歯E

ー齢膠g+密［

n イ ・i
葛Q+ 2- ) kt 
Bn=--------- - --------

n

n 11,1、Nn=^MlLR

n

づ岭ぼみ泪 

11

n fi-1 (?li> >
网4驾g+マ」

い=陽)2 =(RE )2
? *

d ,折面秋成長莅 c 材布成朝:

I Bp—外—b n
_£、(?_ わ一よ kpく 一!)

n

Iv n—vn— vn
一£此隽.+打舊鸵+彖

=毋偵:g,+岑牛為也［备ぬーテI

n
-1 4 9—

による推定が変動が大であるのに対して.本法による推定は斐定した分布で些ることがわかった〇 

ccrcai 中心木から,が目の木底での距離で;らる°

をふ、haあたり,所面植の分布については前傍奇亦局»勿来话妳若膏内E!妥・試㈱地のスギ6 6年 

生のB極同伐区・仏国式冏伐区お上び林契忒験場高株式.魏地内のアカマツ3 7年生の固定標準地 

の中でとった4ポイントでも前と冋域に1〇〜I 5本で安定した値が縛られた〇

决た•沼津のヒノキの1〇ボイントの中心でそれぞれ1本あて伐倒して曲幹院析した中心木の 

現在•折面M. 5年flf!断險•1〇牢前新而f.U ACM( k = 4 )攻•1ぴA S MvCよる斯面柚密度 

との相関を龄ヾたらA SMによれば1〇本棉咬で0. 7 5 • ACMは0. 7 0位で• AS Mによる推 

宓・ A CMの約1割はすぐれていることがわかった.

ら求められる直径紹皮係救k =2 DZ2,D； bをd iblL栗じて過去の皮付也荏d p,を求玲・過 

去の限界:听而せ定敌k|”=(d"/2Lz产を对算して前と问调て週去のhaあたり斷面穢の分布 

が求められ,現在の断面洛分布からの差として桥面植成長做の分布が求められる。

樹謝!粽を一定にするとS週去のvpiXRpiまたは(/ h ) p iが求められ・冋じような考え方 

で材頃成長求められる。これらは公式として前の・&のd .Qにのせてある。

このような公式で求めたBn・Nn,Vni•、よび成艮砒の各値nによってどのように兌命J・るか 

を束京営林局・沼津営林署管内の尖木国有林•富士国有林・愛爾国疗诛でとったスギ•ヒノキの 

冰分の16ポイントでA SMによる拥奁を行ない・ス¥6 •旨ノキ1Qの資科Iこついて博討して 

んた〇いずれも同定本敬が1〇〜15奉になると交定した値が聲られ•uと死haあたり本数は 

Stoef fe ］sの眸跡で求め？to
1 0000,.1、

Ni= -― O+二)
破2

また成長雛を用いて,過去の皮内改役dz bを知nば•現在の倔径Dと現在の浸内直喪Dz bか

d 断希典戒iiii _____ 旨柚成長伍_________________________________

1 Bn=Bn—b n

宀(！優)_吉SV+分
—• •・一 ・’・・・・・ ー ・ ・ ・

n

I vn=Vu—vu
=葛！14ふ只'+2 el舊知n金 健～碼丨

n

=仙島い好寧虹含断［岛g_尊

n

備
考

kp, =/^21i_| , dpt— kd t b • •=

49 —



ころよれ二.A SM:ゴ直径と矩糕の,あ定ま七3各怵木のR Eの侧定が必嗷で,一眾R Eによる 

間恥ACM tりも峙•;［とカ/Jが外.冬 内泌ともろくかかるが•その・":産.)EこAC M刊含英・ 

1： X -5 r n ,卜よとつ比玲ミ、同時二行;作えるというUとと,休分内子の•fftiUイを,k成 

的;こ把迥で£るとsう利点をちち.今復造硃学的,先博学的研究に大いに利用でtろというなで, 

これから多くの研究を進めていく価館があろう。なわr Eの:Uj.iifiii!たは帽径と第パの也定値が 

あればNEAC1210で沖定本技ごとの・本分月子の分布伏ゆ企計常でSるプログラムが”、え,式吸 

埸でできている。

この價疔角曲定法と定角却走虫をあわせた闻度間定法を昭用41年4月に日本冰学会大会で行 

’われた沐夹一計妍究会のシンポジウムで発衣し. 41片5月携毋庁研究汗及盛による民右休っ 

寐林朋!慌指灼・’こ"映認定漕としてテキストを印刷した,建た,前;己シン日ジウムの洋渕は荒 

計汝理研允所彙•沒あ1号(19 6 6 )に四沢正久"角废湖定伝のに用について"に殆なして 

ある。

4 41年度の試験叶画

4 0年11£までの,問査设科が7 S炯で.あとの分祈のためには不帯足な団或であろため,予定を 

1年延期して円形アロット法とア〇ワトレス法の叫万を盆・f眼鼻何'M;定,ぢで也よのカラマツのデ 

ータ全 «!加すると同時に.5 9年愛,4。年斐の劉査野眼の整理宜行な爲

5 41年度の試験経過と結果

前侮寸除濁,华津已林岩な内のカラマツ人工,作に対して4 〇^,I:以上の球分で,限界角翻定法 

によって5 8ポイントの•休分湘會および約3 〇ポイントの土翊由在を実行しな 昨年迎せでとあ 

わせて131岡の資料となるので調有野娘の整刑をおこない,多変浩解折による枷;:|•成長流な 

どの推定方式,写直利從資料との分析を行なう予定である。

6 こんこの問題点

レンプリンダによる平危材值の涯接閱定化は必・化yよるランダムナンズリングなど考えられる 

が• 土威調宜や航空写真を用いた府凝方法:て必要なミクコた詞査ICrX •關査疏え気蜓因子や他形 

因子などによる成心也城C地位級)区分を行なって.弱境因子による枷な炭師&化を必要とする 

ので,来年变のスぎについてはこのような柳点で計画立案する予定である。
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13放草婷入による共用林野の施業改善に関する研究

!試製担当者

は<』•斗耕?股弥忙野沔究室:井い3 — 3 め‘涪おUi'W 氏 岩元守男

削椎宫林局草津営林署

2 試験目的
休地〇人工爪地化が最近多くみられるXうになり,とく,こ幼齡•汰の造作地がこれの対境となり. 

昭木の况戕と女茂の福印市同結に行なうことが多い〇そして•この自的"ー我に良質の祖祠料を 

恢地からも堤!故し,ざらに苗木の生まを助代しようとすろものであるが・・亍的なが大技雨がそ 

のそ卒・とられていろた歩m項の主産は比較的短期にとどまざるを得ない.

この※5!は•まず良質の祖・!科としての牧酝(つ長期にわたる,お収を図るための苗木の植栈様 

式を考えだし•Cれらの孫式別に枚な顼の収此維持の状況を把吴し,また,林木の生長状況につ 

いて・故なしようとするものであり・さらに・このような牧华を專入しだ造林地に投ドした,造 

成あ、•1Zぴ计連YNこついても,明らかにし匸うとすろものであろ,

3 前年度までの経過とえら札た結果

1•試験場所

鶴馬県吾丞朋編恋时 的.莒林同やWバ津邪痢や1式林班

2.試験計!®

1)洪試:藁種カラマツ

2 )村し視本数11侦あたり5( 〇 0 0本

3 ) 試験区の極類

A 弥床について般・つぎの2皿理とする。

イ 耕起一施肥一牧章播耗(牧芯地)

ロ無処理 (野堂地)

B 前・焼以式ほつレ・ては・つぎの4処建とする。

a 正方彤慎栽 (1.8X1.8m) c 3列列状枇我(1.QX1.Q —1,8-3.")

b 1列列状疝俊(1.0 X 3. 2 Am} d 侔状抽卷 (1.0Xl.0-2.6-2.6»n )

C ,式験区の隣烦は以上のAお、J!ぴBを組み合わせて,つぎの8心Hぼとする。

(〇 4 - a のイーd CT> a — a の。一d
② イーb ②ローb
③ イーc 。ローc
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4) 8試细区の配列は乱塊・•2連制とする。

5 ) M祝地の面摭

a 1試燈区の而总 5 〇 On.\ 2 2.0X 2 2. 7 n:)

b 全而は〇, 8 ha

6 ) 試めの配億状況

匡
—三lf 牧如也

F亍Z二 野福地

LZZ]Vzi. 枚箪地

Zj a _d 野・地

7 )次氓地の佥成要領

A金成作蹈順序

a 前植生の刈り払い

b石次傲布む.tび簡易辨起(破版を主とし,人力M袖助)

C 施肥お、よび播柯((人力) ゝ

d 踏 圧

B供試某商と福種敏(Ky/icn)

十ーチ+ ードグラス1.7命・イタリアンラライグラス〇, 0 Ky. K 5Jフェスク〇• 3 

粉.ラジノクローバ［.〇洱,け3, 5祖 以上4/JRO必用儒

C蹈肥;止(Kレ10a )

消石灰1D 0阮・日地化成2号• 8 0 Xハ追肥,枚俱刈り皈りごとに半故(あ肥)

8 ) 舶学項

A 衆地関係

a 固定御包区亿よる 度•華丈•収険詞査

b 草祓別山・溝成將査

B林木関係

a鯉木ドよる(W髙,枝俄り•直徑渕査

b 障害状况翻行

3.海机過

-1 5 2—

1)試い-池の股定

昭却4 D年7冃わ“J.ぐ七司也の役定をあ、こなつ4 試找地3S定前の状阻は靖和3 9年な

、二"ノマッつ2代目仍咔土(た川地で•カラマツ,:•曲ズ6は約7 〇,京•あった〇

Cつ付近ー棉:！ .リ-サ型杖主にょーて占められ,シラカンパ・レンゲッツジもわずか;«混

%していたが•大片Iミヤコザサがんっていた〇ミヤコザサは:X公区内で灼半分の地域J：t

開花していた〇

耕生.?査の略耍は用1衣のとお・りで時るeすなわち.ササ勺花也では双子瑜苴航が若 

干後0｝で.ちるが•一段にはミヤコザサが純盛をつくっていた.

2)枚草播叫と領水植栽

紹和4 0年8月ド旬に・ササをブ,シ、クリーナで刈り払い,消石吹W故布しロータベ 

ターで約10E程度に耕起した〇途中機械の故源により全区柑起で,ず、1部云レーキで 

落葉を取り除色播種した。游子行12〜13切の士とよく馄ぜ合わし,むらなく微揺した» 

儒:血U工作集員全且で踏みつけをしん

生育现査の結果によって,4 |年4月上勺に迫い交1住夷施した〇益兢は前回と同性を,

前回の半,よを用い,狗肥はi.«Cなわなかった 

牙1女麻菜做の被隅率

普通地 曲花地

ミヤコザサ 4. 0 0 5.。 0
ヌ カボ 0.0 1
ヒメ厶カショ七ギ 0.0 1 0.5 0
コウゾリナ 〇•〇 1 +

ヒヨト・リバナ 0.0 2
ハンゴンソウ 0. 〇 2
ノアザミ +

ヒカゲスゲ +
オトギリソウ 0.0 1
キジムシロ 0.0 1 •trw
ッド・スミレ 〇.1 〇

シラカンパ 0.0 1
レンゲッツジ 0. 0 2

カラ亍ツハ械戏は•4 !年4月上句に 

おこなった。苗木は2 — 3年生で草濾當 

怵・治场で生花したものと.炭間苗烟で 

生産したものを用いた〇

4 41年度の試兼経過と結果

1)雄地酒生について

n !坂废と节丈

A.牧草地

帰埋当年!〇(!中句亿石こ左

った,牧苴の生育状態は全段的 

"二悪く,被度は1.4〜1.8程既 

で.？>り,イネ料位:®つ平均6Cm .

マメ料华;TiT1烦にも遅したい状,吸で•あまり良好とはいえなかった〇また•イネ・科依と 

マメ科日の比率け3 : 2程壤であった〇 Cれらの原因として利［子の不良•およぴ儲稲時ゆ
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城衆があげられ.帰根前の天炎::t址:天っづ、で•しかも曲以俊:ておいても出?天Eっづ@降 

雨もみられなかった〇

41年6月上句う讷1回・刈り垠り時う生な状祝は• 4月の迫いまをの効果もあらわれ・ 

戒被率は9內外で各区とも:まほ滯咬に遅し・役は质の破・野も4に近い数西を示した〇

春ま普ものは7〜8顷であ〇たが.秋暁合のものは5 8〜6 5 CmVC沖&したaマメ科冬 

烧□生育は秋•導ともちまりR好でなく .帔圧故・熊にる、かれていた〇

’准wとしては主として.ヒメムカ・ンヨモギ・ハンゴンソ"•ヒメジオン.飾ザサなど 

が混生したが.その大部分は被度0.0 2であっな»

8月中旬:っお2回,刈り垠り時の生育状態は•すこぷる良好と左り机(被率れ1〇になり, 

牧枝類の被度も尚,敏4胞なり«饵丈は8 8〜9 9 cmとれった〇マメ科京はほとんどみられ 

ず•完全なイネ料慢占饵地となった.

また.雑常類もミヤコザサ・ヒメムカショモギなどが若干みられる程度(被度。•〇 6 ) 

であった»

B野依炮

4 0年10月中句の調在晴にあ、,八てけ,7月と同じく •ミヤコザサ;てミって冏度雑披わ 

れ•草丈は6 0CWとたっていた,しかし.卵花地では喧理は0.1〜1.Qであって.莅丈も 

平均2 6颁前後で小期となっているが,雄お的Ctuれと反対(て功如し.やはり前回のよう 

にギク科值穎が優占し・草丈はヒメ厶カ・ンコモギ・ハンゴンソウ•ヒヨト•リバナたどは 

!〇 〇<次を嬢えていた。

41年8月中句の刈り收り姑における况稀こXれば・ミヤコザサの坡度は平均2. 8であ 

ったが«植裁标式別にみると,1列列状招1戏区が3. 5でもっとも區く •方形,3列列状・ 

球状の3制戒Kは2. 3〜2. 8であった〇また.その池のは称ではヒメムカショモギが被度 

1.5で優勢で:ちったが,ハソゴンソウ・ヨモギ.ウド.ヤマホ•ケコ・レンゲッツジ・モミ 

ジイヂゴなどが4—0. 〇 9で分布していた。

⑵収 故

A 牧培地

牧はけ年2回刈りを’突知したが,uの桔果を第2我に示した.全収宣を枇哉様式别にみ 

れば•方形［.I栽:イがI 0 aあたり2, 9 Q 0粉,ついで1列列状区の2, 8 0 0心•3列 

列次枳寂区の杓2, 3 0 0 K?.鲜状槌我区の約?.2 0 0 K花)傾であった。

—1 54 —

繭2炎枚艾如収迁(将/10 )

、曜ヾ別 
刈りと涮、ゝ 方物区 5列区 1列区 佯状区 平均

1回刈り 375 909 808 849 860

2回刈り 2.0 a 6 *.57 4 1.9 9 3 1.5 4 8 1.69 1

計 2.9 2 1 2.2 8 5 2.8 0 1 2.1 97 2.5 5 1

刈り取時ごとにみれば,见1回目(6月)の収・；tc：t S 〇 〇〜9 〇 0 2でるったカ:•第2 

回目(8月)にお、いては・各执応ぎともと昇して,1.3 5 〇〜2. 0 5 〇 Qと左った。東か 

でも方形枳枕区と1列列状梃戏区では.側回刈りの2. 3倍をしめし,3列列!犬机裁区と坯 

状做校区でも1.5倍と東つも このような第2回の多収は,さ食;こも述べたように,秋ま 

さの我波が思.しくなく . 4月に追いま巧した牧草が,必1回では十分左伸長ができず, 

刈り取り為に遅しなかったものが,弟2回目には収试の中に入ったためと考えられる。雑 

お煩の進2刮合牡芻に・みたない状慈であった。ただ•协起でSだかった地域の輩生は• 

莅色もうすくお丈も他の地城に < らべて低く,曜草類もいく分多くみられも 度た•ク〇 

ーバK泊減した。各試験区の収(i?•の差は植it爆式疋よるものとは考えられなへ>

B野日地

野草地の刈り取りは,8 Uに1回歩こなった結果は濬3表のとあ、りであ& まず•植栽 

眠别Kみた収壮では,!列列状!ふの1.0 0 0bがもっとも多いが•他う5戀御天松7? 〇 

Kg内外であった。また,れ械別な世構成をみると•ミヤコ寸サのもっとも多い区は.I列 

列状区の814 Kg•ついで脚状区の4 7 8町,3列列状と方形の植盐区は4 2 〇〜448阮 

であった.

雑草艇"サと反対に3列列状と方形梢栽区に多く.2 8 6〜3 2 4Kgを示し&

弟3災野侬預の収北t( K?/1〇 a )

ヽA城W別 
岡阮

方形区 3列区 1列区 昨状区 平均 備考

ササ須 42 1 4 4 8 81 4 4 7 8 540 1回刈り

維な類 286 324 1 7 〇 278 265

シダ類 70 1 9 〇 〇 22

かん木類 1 9 〇 39 31 22

計 796 791 1.02 3 787 84 9
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2) 林木について

⑴曲笛生長

41年4月上句に墳哉し％当時のカラマツの生育状況3第4々,っとあ•りで,植オ:.;.つ 

係木高さ•；t 3う〜,：tKmでちったカ:,1〇月の混定時にれ4 6〜5 4 C衍となつ・久»c 

れ一一就地と野株地爽分けてみれ疽,饮寧地,の年生!欲注約い〜I 5I时初3.2 

era,野狀他では15〜195平均16.85となり,野侣地がわずかに高くたっている 

か,これは枚茫地:こ生統障,!;ポが多発したためとも老えられる。

<21 L:長ぶ’,'；

度4我樹高生R波(S)

牧 爪 地

平均

野 « 地

平均方彩区 3列其 1酒 样状区 方彩区 5列区 !列ズ 4楸区

41年4月 3 9.8 35.3 3 5.8 5 5.8 3 6.7 5 65 35.3 5 4.3 32.5 34.2

41年10月 5 2.8 4 6.0 4 9.3 51.0 4 9.9 5 2.5 <18.0 5 3.5 50.0 51.0

A 極哉様弍別

疝杳木としてとりあげたものは•(D牧車や野单の刈り収時に跡によって胴され 

たもの・の消彊が先估病にaかされ,回傳の見込のないもの・@0然枯死たどで・ 

もっとも発生率の扁い爾’字は・先柄木で約9 %•ついで估死木と.切祈木の6爆で. 

合计約21%の発生率を示した〇つぎに・各從戒区ごとにみれば.3列列庆区と方 

修区が約2 2% .1列列状区2 〇^ •侔^区18 %であつと,さらに御害の種類I別 

にみれば・枯死术では方形区と:列列i犬区と5列列状区が6〜7四.许状区は約4 

%であっな»切的冰ではI列列吠乂と5列列^区と僻状区が6〜7 % .方物攻•t S 

%であった〇先宿木:では方形区と3列列状区と佯状区のワ〜1〇、攻•1列列状区W 

7 %でもつ十y

B 草地の種頻別

枚草地と野淄ゆて分けてみれば.,甫5或の!:う1<枚草地の発生率は約2 4 %・野 

・地灯17必となり前者より?係低くなった»また•両地の中でもっとも髙くなら 

れたのは.先估木で妆枝地の約1〇用,野代区の約8 %となっていり.牧枝区では 

E;忻木の8务がこれ｛てつく・が・野值地ではもっとも低く約4%ナぎない。估死木 

は牧ほ地力"易,宵爪地でも約6あであつfroつぎに.毋听木・とりろげて・秘(R 

メごとに分けてみると• 7灯占区では祥状区の約11埸.1列圳狀区の約10% • 3

-156—

箱5 &うラマツの生畏时書〇発生空(S )
i 7M別

切所木 桔死木 尤終木 計
^ 一ー ------ -  •\ヽ

! w竺希、 故饵地 野状地 枚枝地 野0地 FEtft 営苴饱 g地 野状地

方聆区 5.2 5.8 8.3 5.9 1 4.6 5.2 2 8.1 1 4.9

5列« 6.5 6.5 6.9 5.6 1 0.1 9.0 2 5.5 2 0.9
!死ぎ 9.7 3.6 5.8 8.4 7.1 5.9 2Z6 1 7.9
雅状区 1 〇•8 '•4 4.2 3.1 6.3 1 Q8 21.3 1 5.5

タ例^区の6 %.方彩区の5 %の頌となり.もっとも爲い詳状区と低い方彩区との理が 

6诺であった,野枝地で;ば3列列伏区の6曲・方移式と1列列伏区の,灼•1•另.样状区の 

1明であった〇

以Eのように•刈り取り回故の多い枚站地に刀圻.代の発尘が争くみられた,奉年はカ 

ラマッの的成当年で・苗木の耕髙も$ 0C阪以Fであり・牧尊頊は植.埃木史波い.苗木の 

位后が哧邊で住ない状.賴であった〇 琳匝では・・世にも述べたよりに,ミヤコザサの 

充生け多いが.密痩もか左り兑なり•喧丈も4 〇〜5 〇(初であって.淄木の位渣が碼跄 

でqるた «、切断されることが少なかったものとVIわれた〇

iた.植;戈区別にみた切所木の発生欢は.方影区が低かったが,これは刈り取り作菊 

者・が,同有休野の卜刈り作菜に慣れているものが大部分で•このような方杉柄栽 3 な 

じんでいるが,そのHUハ横戏球式には・不惯れをことが多いたあとみられな»

5 こんごの問題点

uの,式帰は昨年度から開始し・本年は牧如也の利用,年日であることからみて,とくに現段階 

ではだ炒はないが.材谯状式と茸地傩先との関保％ • -* -タのうえにあらわれるには,政年間を 

职ナるものと号えられるが,本試救の継続期間がuんごの問也•啓の主とをろう。
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丄4林木生産工程の合埋化に関する研究

1試段担当者

作英勇1研究室:止#通•渡部庄三邯・石井為彦

2針験目的

は英にお、ける侗別技府の亮,至過程;て店じた生笙E七宗列を作り,これらを現池;",、いて模計す 

るuと;::より・拈逐的に沂技術間角こよる各力を拊甦することを目的とする。

3前年皮までの経過とえられた結果

休木の生産を企】朝堂・ 立って•必戎時,玳で•最跡的に行なうために,その生産の全過 

族をどのよう花瘴成して実格していくかという問爐は.硃炭もエ,劾アブ。ーチと変わらないけ 

ずで3る。しかし•林業は生産期間が何十年もかかるという代明でうるCと・必耍時期または愁 

梃時期というものが,社会情勢や蠣市情によって不定のことカ:多いこと,あるいnヒマのでさ 

たとき撩育に手をかけるという祖放哥頑の場合も•らって・生帽を目的とした計爾と就制の体制は・ 

工泓>ようにいっていない.tうである。

こうしたことのため,例えば!hユの山を生cove,いつ・だれが•どのよう在工我の虎 

れで,どれだけの労倒就を投下・して作られていくかということは•氏体例がほんとに僅かにしか 

なへ

とUろで・林野庁灯昭和3 7年伽芝・制架務計両の方針として「各h柔にあ、ける&械化の進襄・ 

作寸法の変化こ対応して.作業方法と工程偏成の改善を進治るととも心 各作菜址の立地悉作 

に合致した墓主工程(璟準的な作菜仕組)の硬攵をはかり,•的確な工程百咫を突施する..... 」

ことを決定し总

そして冋年から生用プ〇セスの実賴冽査が兩点的にとりあげられるよりになったのであるC 

れは各局にむける作を匚程・作桑方庄の况況を分須してゆくととtrc • 一方従来の人奋カ中,S 

作楽に代わって檢况カの群入.あるい姓除华剤や沂しい技術の閒発が各個に行なわれているのを 

産埋して.球準的な作業仕間みと,作業匚程を癣定していくというものである。

さら,'"源3 8年彦には経就刷新・の方我枷示され,陶和3 9年建になると生産事剥てぶける収 

番性を一段と上げるための•汰行方!?f・が打出ざれなようである〇その中で,コストダクン:にもたっ 

て生産プロセスを改善していく uとはもら涂必斐であろうカ、それだけでは解决カ;帯られないi 

すたわち,生産引業と造林w栄という各’也助接点のところに喚a点があって,Uの両方をー循 

にしたコストダウンを酢るということになり•これが阳微4。年安の予覚執行方針の中で,連代
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作遂として取Eげトれていった〇

蛛夜試験羽に整いても靖和4 〇丰E.rリ「造林作茉の体条化で関する妍究Jとして開加 n • 

昭和41牢ザ丄り改題されてとは項目となったS

休衆試塩引では.工程のなかに個別に折らしい技術を収人れか料合の工程全体の波れ,その評 

定の方法を険孙すろとともに.答技南に応じた生龍工暮の系列をつく & 一方でれ.民伽木業に 

いける古くから定無している林業技南,ないし林踏生噬:体系を债旌し,CZ!金国有林作舟な 

かに專人できるも小1 ちれば取入れることを考える,そして妹木生哽(木を植えてから主戊-卜る4 

で)の体系化を;;rり,uのとさの峪投F労爾弛,网用曲禄を术»bくとともビ•最渤:人員規模 

わ上ぴ工推奇理のダイヤグラムを作ろうとしてい瓦

a裂品宅産’"果の工程系列(作終仕粗)の顼型・

現在国有林で行市わハている必材主産の作％仕組を館型fけると席1囲のようにな冬

A樂が㈣・礙を中心とした作菜工程系列で.あり,B型がトラクタをP兀、とした作宾工程系列を 

示し・c屈が人力・斎力を中心とした作類:世系列を示す。
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さら,こナすめて,造怵保育のノ母«匸堤无列も作成し»宕材生還とのコンピネーシ,ソKおける

ムネ:宣産としての工程系列を作成しなければなら左I、

もら心•CD系に対する谷作英3泌功§加人員と税置・や杜世涅と工程薛理お、よび各系に

ふ、けろ牌用曲線が殺けられろCとになる。

b •国右然細!*"修共に歩ける労酬生産性の現状把握

代表な林局のお材生産になける直営生涯の紹和3 8年度実磕から・労期挫6性としての

人臼/いを豹!8し・グラフに・我わすと第3図になる。図P ・工程系列大分類A・B . Cとは,黑

！図に示した西琳によ瓦 本資料はすべて皆後齐業で•トラー,ク建材K:说込む点前までの徳稼働 

人工故火泌で,ら矣

Y,由匕のパラッキ〇佩,t ,むのふ、の林构や作条地の茶件•生度方式の違いによって起こるも〇 

と恩われ・したがって各点の位圈!意味を持ち.これらが反樓された工律系列の適化が折られる。

人 fl/nf

2.0

素
1.5 

材

・ー陳準付
x ー全骨材
〇印一人工林

® 〇印のたいのにt 
天然林

ABC ABC ABC ABC ABC ABC 
柑L函 秋長/ 高
幌 館 田野本 知

况:3図 各會林同の素材・生産に:!・、ける

労砌史演性

/昭初5 8年,圧実波・百営,卜\ 
(ラ’ク偕込・トラワク連材エ) 

、桿は含ま英 ノ

注)A :集材機户心の作斐！!程兼列

B :トラクタ中心のク

c:人力•苗力中心のク

第d他:T造・株保育皐樂f地府作某と・ 

ド刈作菜の祐別Ha当たり人工數と単 

側であ矣

湘唆刈と人力x"とに区別してあるが. 

これから全&として,機柯メJを柚極的 

に取入れて行くべs有利な地域と,余 

り効果を期待でさない地破とある。合 

理的な工程系の股!定Ktt•それら巷商 

され・除代償活用などの祈技術の推進 

•をもくろむことにするi

C ・民!i；j林業!こわける労锄生哩性の倾 

•何

本f!科は昭和4 °年9冃林野庁森 

林沮合课にわいて•林黑興愛体労務 

粗様英熙調査を行なったものから, 

資科を偕用し,昭和3 9年度俗業実

行域のものにつ・签理しなふ、したものである。Uの調査は各拠道府県から推せんを・更けた林業.'“ 

笑体について,1密当たり1〜3の勰衣対象K來体を林野庁で指定し・期垠り,四藏によって行 

なったものである。調査対象叩業休の数は,森钵甜合が4 I华荣体・会社組織2 7川菜体,個人
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が7 H業体・市;叮付カ:3 “哭依 

中小企夹曲同組合の2那忌4 

財団法人,社顼去人,为幼超合 

の各1少奖体・&計8 3 liJJoFJ 

料玫Tるるが•このなかでとり 

わけはげしい斯大:直となった3 

事吴体を除いた〇

まず・保布面植(贝瘀が骨 

理している保有森林,または冒 

轄対幾としている森械)の階必 

区分と・労勃生笙性との関係を 

みたのが増5〜9図であうJ:?. 

5図が我材生産,第6図が地疳 

第7皿が植付.牙8図が保育 

(地疳,植付以外で当年1年間 

に稼働した)•そして渉9図が 

地论・作澈、ら保育’終了までの1ha当たりに要する全人工数の推定である。

才S図の索材生建は林相(人・天別寺)•生産彩態•仗リ冃战瀨煩などすべて込みにしたものであ 

り•!た間伐の生産もこれに含んでい反,そして,伐痢ゝらトラック 眼・トラック運刊の過程ま 

で含んでいる。

#6〜8図はでは.機楸刈りも人力刈りも込みにざれたものである。

泳5 14の素材生産におけ労锄生淫性は,小面梢棵有の事業体も,大面償保有の事柴体も.同じよ 

うな生産琵力である。莎9図の造林保育の全人工数(てふ、いては•大面積保育の郭業体になるにした 

ヵ;って.少及い労働力になっている。これは機械化をどの合到H即進んでいるのが.大而枝深亦の 

ため集約な手数を掛けられたいためなのか.その理由は分析で3なへ

次に冋ー資料を宸林統計上の地域区分にしたがって整理してみると均1〇〜14図に友ろ, 

为1〇 時と,さ也のオ3図ーまた牡号11図とオ4図を怒考として対比してみること<,T 5X %そ 

の制F図Iて勿ってほ,トラック灼込.トラック巡材が含まれていないから.その幼租の労倒・阻の 

咀数として0.15〜0.2 5(人日/濟)ほど加算してオ1〇図と参見する必疫があろう。

'i •

岫つノ、カ刈り

3C
ヽ

2C

1C

业將の揪械刈り・-

""力"5

円!60〇- 
洞0(/

,..1202 
华

100C 
価80C

展二牌 FTOTwW^TOr' 

荊4以各局の地瘠作关•松U作•滾のHa当たり

平均人工玫

(迥和5 9年度実績)

、厂

Z1W)

春
た
り
人
工
敌

一I 62-

沙5図 

人日/1-

50

保冇両M

反間林某の保有而債(直接 
百理・また叩ff櫃としている 
森林)陪储瑯でみた素材生 
産の涝锄生達性 保有面

AH/ha沸6図

40r

民間休:S保有面沛が酒別て 

みた植付人工数

50

20

tl10 10

〇,-

步8図

AH/^>a

g海盤蕎需爵胃

保有而價

才?図 民^林粟の保有面積階酒別 
にみた植付人工救 
400f

保有面植.

民間林業の保有而稹階層别に 
みた保育(地暗,楸付以外の 
!年間に安した)人工数

保

育

年 
間 
に 
要
し 
き

50 
付

20

民^林業の保有面積階函別R 
みた造林保荷K要する全人工 
数の推定

海商野翠靈・!
-1 45-

ヽ
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人日/f】a

30

植

付20

° 水依側化黄東近侑四九 

糸北束陸山海邊国国州 

才12図 民冏林業の地或区分別にみ 
た植付人工数

Ati/la
40〇•

力1

化東W it 3(束近中敖九 
海山東陸山海俄国固州 
ifl ；

3図 珀司朴:粟のj蜒区分別にみた保育 
地形,強付以外の1年間に要し 
片工数

100

伽200 
終定 
了 
ま 
で 
の

地全

300

日

才!

>t束閏化束東近中四九 
海比束陸山海鼠画国州 
画 -1 6<1-

4図 均川林乘の地或区分別にみた造林 
保脊に妾する全人工故の推定

40 40

地

30

2〇
紡

10

北束関北束束近中四九

道北東陸山海襄国国州

牙10図 民間林亲•の地板区分別にあた 才
席材•生産のか惭生或性

人唸
人"

産
in

%

材

生20

"」尤東朿近中ツ儿 

比宙疎山海セ国国州 

民临H楽の地成ぎ分別にスた地 

粉人工故

4

50

、‘炉

保

育
(

一
年
仰:C

麥
し
た)

d・昭和イ〇年度に作成したプロセス•チャート

戊琛してf";し・再ぴそつ木が主伐#Iるまでの林木一代にわたる手入•作对•労働i血 

姿をン・自セス・戶・・ート・こよって古わすこととしたI40年変には次の生漆モデルについて調 

TC,•’他仪りし,プロ七ス・チャートを作成した〇

1) 製品•造林の連携工程(全M負)......札祝局

2) 同 上 (全A5*f)............秋田曲

3 ) 大毋機皑こXる伐硃前雙剤地疳-生座徳育(ド刈・羹剤使用)......長野曷

4 )ヘリコプターによる伐採前荣刺妙存一生注f孫奇(ド刈架剤使用)......長好局

5 )先行其刑故・布(人カ故分)-生濯(全臨)-鳩肥撩存.....長野同

6 )生産一大型旌•林哄こよる漿剤灿招ー擔育(ド刈萊剤使用)..... 札祝局

7 )石曜林材(昧)生産工程(とくに大苗•直挿造林)......炫單皿

8 )ウシネマッ短伐期沐業(2 5年伐期)生座工程.....教呢烏県

9 )イワオスギ短伐［W蛛某(15年伐期)生座工程.....佐貢从

1〇 )福E氏山林密植嚇林(12.。 00本『)生渔エ為.....栃木路

扣Kプロセス・チT ート〇—師を揩載すれば牙15図の通りで•ちる,図は上記2 )の休木生 

産工相を示したものである。

4 41年度の試験計画

過去にわける网査研究された個別技術について生産工和〇揚より,噎た.话理技陰の過扇的な 

匝初、ら再検紂を加え.現行の工趕系列を各種条！牛と対応させ,模邦的な工程系列を組みたて,生 

産工程の全般にわたる省力化を行なう。

5 41年度の試駿経過と結果

4 〇年度に作製したプロ七ス・チャートのチ=vク金行な5つつ,41年^には.さらに次の 

ようなプロセス・チャートを作製し氏

1)生陞筆業と未木引浴し地帝倂用Kよる連燃作業工捏..... '5•知村

2 ) 低質材の光行伐衆-生凍(金薛)ー撫存..... 很i知同

5)眯山寮林,組含出乘実行形徳と生建工程..... 静岡県

4 ) 吉野林涎(株).4匕时林菜(侏)林木生漁工程 .....奈良财

5 ) 諸戸休産(昧)林木生淫工程.....三!fi必

6 ) 定聞林粉匕おける,地店地方林木空典检.....大阪局

7 )久万・造林(ffe )林木生阳:程・•:……愛饅県

—1 6 5—



才15列のブnセス・チ‘ートがで纟ていると,各工程:っすべ-こ:つha当たり投F •労働;止カ:卯 

人される。こ”よりネ・,トワークを作成し,祈しい工程百環の槌;であらP E R Tの手広を她入 

れ,主建目的に対する:有効たもの,蔽］、でさるものを料学的に博き出せ・・へ

われわれは•ここでとりあえず喘男峪合PERTを用いることにした。涌易応合PERTは1 

見して撲でも亘ちにネヮトワークが作れるし.手叶算でもってソnパン—・っあればできるという 

Uとかありがたい,現想向•Iの素材;こ対してな,これでも指朴を与え-C くれる〇

牙16図は•牙1〇Z*1tス・チ.•"卜全蘭易稀合PEHT工・「,たネ"トワークを作版

I ・なんので f 的の中で.X作电•く件•.•・へ〇4>ザつ・ー。・ _ (啊”)H l.n当たり人工.邮 

とっている。

本手法を用いた羽合に2 . 3の間鬼点がでてくる。为1在目にオーダーをha当たり人匚故に 

捕えて Eから・谷作菜の日給制と出来高制とか厕佚序に入っている負佥形康をどのように齢 

してゆくかということ.本図では孝、 クスのなか;て,とりちえず「仕・の形密Jとして実紡を区 

別したます雑とどめてある。

牙2の問題点は.立木密題(蓄话M),迎朝乍業郞系の妙源・苗木の植付本数?}•いわば・迷股 

と材君の部門は,同一生産形感tたは同一造林衔世の工厘ネア トワークの中で.aの部門のパ 

ラエティをどのようにうまく蜘!!していくかとい・うことがあ禹

それらは次年匿の研究間廷とする。環状の工程某列を簡易愿合PE RTiCtoて表わしたオ

16図く•てより,一代目の造林木を伐况し・再び5 s年主仪直前までに投下されるhn・当たり港所 

要人工知ネットワークで機踰)に求めると,堆大5 3 3人/験であろ〇それた各ユニ”卜( 

工程系列)ごとに算出し表にまともたのがオ1表であん -な崙の m 2 6h a •スギ人工休の林 

木を生產保育するに,本小業地にるってはせに21逸りの題合わなを行なっているわけで,この 

よっな計算をしてみて,現時の人でさえ3・4通りの作关仕mだと思っていたのに,実は多くの 

組合れせのあるのK篤くのであるJ

为1我の結果.城も工数の短縮できる工程系列はユニ ハ WcOha 418人(貯木猊班分), 

これを山元地分としたと3 hfl5 8 4Aとなり,雄大工玫のユニワトIに对し現状のま吃の状您 

でhal15人の短確が町能)5のである。

注)上記完了エ籾ては笛蹈育茁,iH-lEIXり現地までの巣材燧ならびトラクタの迎応’ 

山元より貯木賜までの迥材.それに作荣道開さくの各工数は含んでい女い。

また・完了工数は1T 2 5 〇 〇?(裂品材稍)の出材を生雄する賜合であって,こ 

れより出对咆が変わってもユニットの愤位は動かないJ
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5. 寒害防止試験

!試験担当者

本場造林部長 :加 藤善忠

• 防災部長 :川 口武雄

" 防災科長 :井 上 桂

• 気家研究室 :岡 上正夫ほか

・ 防災第二研究室 :佐 藤 正ほか

" 造林第一研究室 :土 弁恭次ほか

北海道支构造林研究室 :中 野 実ほか

東北支場育林部長 :森 下義郎

東北支揚育林第一研究室 :古 川 忠榇か

" 梯村第四研究室 村 井 宏ほか

0西支場造林研究室 早稲田 収ほか

九州支場長 甲斐原一朗

九州支将造林研究室 尾 方信夫ほか

九州支場保按第一研室室: 徳 正附山检か

"土嫉研究室: 若 筋正二ほか

’ 防災研究室: 白 井純郎ほか

2 試験目的

と木の気後害ゆうち寒害の占める割合は比絞的大きい。昭和5 8年愛における森林国莒保険金 

の支払の高では気歎害の8 2务か昼害であり,面旅も84傍あつも 国有林においては統計上「そ 

の他」の部類に入るので明確でないが,造林地の拡大に伴nて寒害は大をな問題と左っている。 

本試験は,谷地の您害の央您を明らかにして,冇効な防】1洪を案出することを目的とし,昭和 

5 8年より,本場&び北海道,東北,関西,九州の4支嶋の共同硏究として実施してきたもので 

ある。

3 前年度までの経過と得られた結果

n)塞害の分類 凄告発生の実態は地域によって特徵があるが,全国を通じて.統一した分類・

類型が立てられるようであろ。わが国では寒罟の分演について11の文做かあるが,分類の什 

方,用語はまちまちである。実懇が明らかになれば,当然統一ーした用・抬・分類を用いるべきで

-1 7 3-



あろう。武実として下記の分類用箱を検,H中である。

寒害
寒風害

成??[
箝害］

冬季發害

早咐 

晩那害

⑵各地の被害発生の実?® ^

仔)北海道他方 トドマツ,アカエゾマッゆ晩狷害カ:古くから問西にされているカ:,近年造

林の典:大にともなってカラマツも加わり,晚霜害のほか,ぎ李凍害や,應風苫が目立って也 

ている。これらは道東,すなわち,十勝,釧路,根室地方や,道北わ天塩地方,支笏湖間辺 

の坦坂地方に多い。凍害の発生する地形は,本用と冋じく,凹地淋,台地状坦形,斜而下部 

などで,晚罚害は大部分は芽の凍死であるが,冬季陳害は,枝・泠も凍死することがある。 

塞風害は,土壕凍結がはじまってから1カ月後の1月から2月にかけて発生し,本州以西と 

違って,南斜面に多い。これは兩斜面の方が根蛍かお、モく,積当深力:浅いからとも,また, 

北斜而に比べて造林木の水分消失量が大きいとも"3•われている。この他力ラマッ秋枪圖の冬 

季中の裁害も大きい。トドマツ,アカエゾマッの晚村犯については,4t±Z>詳細左研究があ 

るが、その他については,性だ実想の明礁でない点があり,国有林と協力して明らかにする 

必要がある。

(°)束北地方 •済雪が少なく瀝似の唆しい表日本側に多く,また冬の季節風を直接うける日

本海沿岸部むよび下北半场沿岸部にもみられる。!m内外の・昭地でもかなりの被害の出る 

ところもある。表日本側は,凍書も少なくないが,寒風害も広範囲であり,両者が併発して 

いる所も多い。北上川沿いや北上山系,岡武般山系の平坦あるいは援,斜地に旅害がみられ, 

北上・阿武饌山系の西〜北斜面,吳羽山系の蔵王山,八幅乎,ハ甲由山その他高海抜地の東 

側山麓部移の吹き下ろしや裏日本からの吹き通し地に寒殴":多い。被害の主なものは5年 

生ぐらい・までのスギが大部分でー嚇アカマツが寒風害にかかるところもある。東北地方の実 

態調査は他地方に比べて間始年痩が遅かったので:Jだ不明確な点があり早急に調査する必穀 

がある。

の 関束地方 北および西部山岳地帯は,スギ,ヒノキの寒風告が主体であり,関東平野部

はスギの现告が主体である〇 一部アカマツ,カラマツの被害もあるが响である。怒風罟は北 

に偏した斜面の被害が大きいが,明らかに冬季の降水と冽係がおり,雨や勺が多いと彼•書は 

少ない。凍害は,他地域と同じく,凹地,平蛆台地,山腹斜面下部などであるが,九州で侍 

gな南斜面の凍害があらわれる。

-1 7 4-

目 中部地方 長野"カラマツを主体とする晚尚害,山梨,静E両供つスギ,ヒノキの寒風

客,愛•知姑西北部のスギ・ヒノキつ凍石が多いことが特泉とい角ふ 発生地滋は他つ地域と 

同じである。

(・が 近幾•中国•四国地方 マだ+分実態がつかまれていないが,断片的な報告はある。近 

幾・中国他方は41年度から調充をはじめた〇

3 九州地ガ 北九州や中部山岳地帯にはスギの寒阪害が多く,南九州はスギの凍害が多い,

すなわち,寒風害は,竝紫山系や九m：,间蘇山地などの標高7 〇 〇嚣以上の北西而に多く発 

生し,凍新’&は,九近,阿戒,霧岛山尙辺,大分県南部から宮崎限の九州山地よりの地帯, 

人吉»小国・都城の盆地地区,鹿児岛県の帰境山岳地带で,凹地形,谷筋,山確下部,平坦 

台地,南面に多い。昭和31年より調査に入り,ほぼ趣调査は完了した〇

⑶症伏,発生時期,発生環境

(イ)寒風害 基風害による造林木の被害経過を冬季故回にfgって実測剧察したものとしては,

北闵朿のスギと,苫小牧のトドマツ,7•カエゾマッの2例がある、いずれも・典色の変化,憐 

体の含水率などと同時に,牧温,士壕凍結,阕速なども沖定し,被告の進行伏況刀沃分明ら 

かになった〇発生時期はいずれい〜2月が报團期であった.スギで児北伺斟面｛て多いこと 

は中之条営林署宥内の調査で明らかとなり,方位と被害ふとの間に髙い相関かあーった〇地区 

こ・とに,地形因子と披罟変の定甘的な関係をこんごも明らかにする必要がある。

(ロ)凍害 北海道では.トドマツ,アカエゾマッの晩新告,カラマツの冬季城害,本州以西で

は,スギ,ヒノキの冬季涕害,カラマツの晚狷髭が多く,、まれにアカマツの晚布害がある。 

早:^歩は林木ではあまり問題にならない。トドマツ,アカエゾマッは,捕高に達した頃,毎 

年被害をうけ,街型が崎型になり成林しない〇ス芋•ヒノキは3〜6年生のものに多く , 

12月から冬季凍害がはじする。嗣枯型症伏は特故的左も、つであるが,全枯•部分的枯死も 

ある。樹体の上半部が祜死したばあい.生残部より折らしい枝が発生するが,多く蛙從長枝 

で再ぴ凍害をつけ,輦生刖になり,成林しにく くなるものもある。被害が够いばあい,冬季 

は焚色の変化が明嚥でないが,生長旺盛期になって,彼害部が樹液流動のネグクとなり,夏 

から秋にかけて枯死するものが出てくる。カラマツは5 ～6年生笑でのものに多く晚霜にょ 

る芽枯れが主体であるが,側枝が主枝Rなりやすいので為形になることは少い。とく 0用死 

部を玛除すれば回復成iけやい。発生琪境は,前述のよ?K .凹地伏地形,平坦白雄,斜而万 

部など低温になりやすいところである。また,低温気流の流れやすいいわゆる福道と称する 

地澄にも披舍が出矣 この低温気流が地形・地物にXり停滞すると被害が大きくなる。八ケ

-17 5-



阿の野辺山力原におけるカラマツ,長身•愛知理北みになけるカラマツ,スギ左どの夹佻U 

告がある。

(4)立地区分 ^

寒害は須象告であるから,矢农現環の年变伽"って左右される。例はば前淺にかける12 

月〜2月の5カ月降水:htと隽吿矣生とには相当高い相网力;あるようだ。異’滸"’、そい血甫は被 

害を大き < する。このxうに具常从象に伴う突発的な核若も多いが,常胃的な被害もかなりあ 

る。そこで密害発生上から株地の立地区分をして公けば,極めて危険な地域は十分砲笑な防止 

法を溝ずるであろうし,比絞的輕い液苫しか起らない地域は安直な防止法でも役に立つことが 

わかるであろう。このように実用上からみても,立地区分は页彼左ものでるる〇現在試みてい 

る:りは,寒風書と凍害に分け,それぞれ大区分•中区分•小区分の5段階极のものである。こ 

あっち,鹿風害の大区分については,すでに発波ずみであるが,その他をついては検討中であ 

る。

大区分 中区分 小区分

多’雪燐彼害地帯 常宥帯 敝害区

風
城風害危険址带 怖習帯 中害区

害 溜跋滨被害地帯 非常潔帯 軽害区

裁
凍害危険地域 常爬地 激害区

-, 多発地 中害区

害
游彼害地城 小発地

霜害地

軽害区

(5)発生斷卅

有効適切企防止法を案出するには,発里機構がある程既解明されていなければならない。こ 

のため,この研究では,生理的な而よりむしろ世豚史韻的な面にjl■［点を設いて行なっていた〇 

(イ)凍害 相磴の凍結過程での凍花と融解過程での饭死の2つが考えられている。細胞や組

畏の陳結梯式すなわち,冲也外凍結,細胞内束結(フラシュ型と非フラッシュ型｛東結)など 

については北大低股硏での一連の研究業績が役立つ。そこで,われわれ灯外界条件との関係 

に取点を玲いてきた〇すなわち,咪祜過程での凍死では,外な温の低下征よって曲木が谏站 

するさい,その樹木の耐凍性が低いために東死するという考:し方をとっている。そこで,

(a) 樹木刀耐凍性の季節建化

(b) 気酬をど瓊心釜件の変奶に対する・对谏性の変化

-1 76-

つ2面から研究中で:、〇〇 S);こつSて由外珀別とスギ品梃系夜別に渕套中であり,とくにス 

ギについて以不Z•支べ|可时K同一:!I点:を用い•こ地はにXる吊夾性混•いつズレ、Dイ)蕉を訓ベて 

い3 rb)(ついて;ー捉1年度丄リ払格的を訪究に入った<1つぎ‘に雑解退程での紐感の衆死は, 

H出前の彼此気思;こよる:M体紐、うi出氐成から,H出に伸って急激i闍既上昇かあることに起 

因しているのではないかと推定している〇このため,樹体^Q日変イ匕をしらべたところ,地 

塚•囱沌•天候によって異るが,綃天のばあい,スギが4.3〜ん 0 tplir ,札混でのセンノ 

キ南側!皮觸部-D9. OCdir,シラカンパ8tXhrなどZ)救應がえられ,意外に温既上昇の您敵 

なことがわかった〇これが触解過程にわ片る毋概の嫌死につながるかどうかは,さらに検討 

しなければたらない。 •

(ロ)を風” 造林木の水分収支•07Xバランスによるものと费明ざれているが,土培凍結,

低温,風,樹木招はの痛結など,水分収支につなが•る各耍因の彫奔变については,室内瘾 

の面からも,フィールドの而からも資料が極めて乏しいという伏愈て(ちる。遭切な突袋手法 

がないことKもよ石ので目下径々研究中である。

(6)防止法

この研究の彼終目的は访止法の確立にぢる。しかしそれには

M)有効な防止法と考2られるS くつかの手段x比校検討し,実用上Z)見通しが立つものにし 

ぼる。

(°) (4)に上って見通しの立った防止法につ引己用忒藏をする。ただし気累災害であるから小規 

模なものでは効果判定がむずかしい。したがって,ffi当俄模の実地厄用試験と左る。

以上の2つの段階が:％:しられるが,この硏究の終了予定力:4 3年であるので,まづ(ゆについ 

ての研究を実施し,(可について壮.您林局署の実用化试段に委ねた方がよいと考えている。

現在有効と考2られる防止法を楚理するとつぎのとれりで:らる。

同 防風怵 常者的な塞風害地帯で.1〜3年間で透林木がほとんど枯死するところでは,

防風林にたよるほか方法がない。防風怵の面ハ,林带巾,方向,林分磚造などと,冬季の 

欠’傷§和効果の閉係については資料カ:乏しい。山位地帯にみけるこれらの関係の基维的な 

資料を得ることがいそがれる。

(b) 土伏せ" ,害伏せ。可能な描令は•造林後2〜3年までであるので,その後も披列!をうけ 

やすい処H役に立たないcしたがって補助的手段と考えた方がよい。

(c) 下木植栽または帯伏度採による洌方保護。凍害防止法として確実であることは,北海迫 

にお・けるトドマツ,アカエゾマツ左どで実証されている。したがって本州以西のスギ,ヒ
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ノキのばあいの,上木の脅複,密旺,冷!状伐採の前などと頌央破和効果の関係をしらべる 

必婆カ:ある。

ld)臬湛,地被物利用〇スギ來害地なわいて,遮光沒にXる造林木茎茄うしゃへいか,効果 

るったことが诬められも したがって,実用上からは,これに代わる怛い,地枝物利用 

による保雀効果をしらべる必要がある。

(e)祥切り丘栖£前配M)と同援である。どの上うな立地のところまでイ」;初かの判定を必 

婆とする。

公刊文献

1)佐々木長儀(19 63):寒さの害调査報吿第1敏,前橈食林局管内ぼ君ける寒さの害网査 

娘吿,林業技術(2 5 6 )

⑵佐々木必痿(196 5):冋第2tg,マッの座さQ寄をみて,同(261)

G)山洛木白游,佐々木・長!復(19 6 3>:テータ・マッの疼さの害従ついての一考察,みどり

(1 5)

S)岡上正夫 <19 6 4) :関東付近におけるスギ,ヒノキの寒さの害について,新林保旋会報

5佐々木長儀,哥上正夫(19 6 5):スギ您風害発生危険地域画定の一つの試み,林剰支術 

(2 8 5)

(6)高渔厉,渡辺富夫,鏡田丑之助い 9 6 5 )：林木の痛害に関する研究W)够にお、けるカン 

バ類,ハンノキ類の游凍性,茎の含水率,措汁液の屈折率,並びに皮借柔細胞の滲透濃既につ 

いて,林試北淘道支場年報

'7,高地勇,度辺富夭,汲田丑之助(19 6 3):秋季にち、けるカンパ類,ハンノキ類の針凍性, 

茎の含托牡,措汁液の屈折率»ならひ・位細胞液の滲年淚炒っいて,日本^学会北海道支部衍 

演集(12)

f8>髙槌勇•波辺富天•标丑之助 <19 6 3 ):林木の洩害に関する研究M»カラマツの移植む

⑶痼井昭’高槌勇,渡辺富天(19 6 3):林木の密翩害の研究⑴日本林学会依(12) 

の>高拖为’渡辺就夫,鎌田丑之助(19 6 4)蘇山正彥:林木の凍害に関する研究M!帝広地方

に君けるトドマッ,アカエゾマツ秋植苗木の塞害について,怵就北洵沮支場年報

M渡辺富夫’高楹秀 • 繊田せ之助(19 6 6):林木の拓害に瞄する研究巍!トドマツ苗木の二 

次生長にわ上ぽ寸遮光操作の験督,第7 7回日本林学会大会測傑

—1 7 8—

A3爲槌勇,渡辺咨夫,味田丑之助(19 6 5):林木の凍害K閔する研究Nトドマツ,カナダ 

トウヒのi牝東性の経辿’こついて,林试北海道支場年報

(13髙櫥而,度辺富夫,纖田丑之助(19 6 7 ):林木の災害に阕する研究凶トドマッ,アカエ 

ゾマッの冬録炭にふ、X浅す袤敬抑.？?剛,届水をどの杉客について,北方球菜 19 (2)

04德近陽山,日高義実,清原茂也(19 6 2):九!K恍方にふ、ける林木、う凍新告4じび寒氣杏 

に岡する鸠査報告,九州支模研究資ポI (5 )

4 41年座試験計画

5 41年度試験経過と結果

6 こんごの問遇点

寒害に関する試後は冬季に巫点がむかれる関係上,4I年旺!てお、ける试験経過と結果について 

はまだとりナとめの段階になっていなV%また,この研究は4 5年既をもって一京冬了する予定 

になっているので,上肥6 .7,8の項目については,41〜4 3年底3カ年研究計画を記載す 

ることによって,これに代宏ることとする。
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4 1 年 變

(1)•便害の分類 本・支竭それぞれ試案を作成とし相互に垸对するこ::にした そ 

の結果分類の基本については意見の一致企みたカ:(ナで:こ記述し 

だとお・い さらに定義等の検衬をナる。

⑵地域別被会浜双QJ2 -
援

一分坦をつぎのまうはした_______________________________

本・支場 担当地域 主&対象樹利1 主晚対虫被害

北海道 北 海 道 卜 探風害 來肯

東 北 東 北 スギIアカマツ 寒倒罟 倣害

本 場
関 束

中 部

スギ,ヒノキ 您風害 侏咎

アカマツ,カラマッ 園害(晩滞・)

関 西 輿西・北陸・中園 スギ,ヒノキ 痩/書 仙害

九 州 九 川 スギ,ヒノキ 凍害

担当区域内の国有林・県林試と掐カして既往の玄 

つとめる。

害資科の菟集に

(5)主要脚2別症状発生 

時明•発宝爭境

上記分黑にXリ各幽種の披害症状と複害型を夫々とりまとめるこ 

とにしたが有料D相(し交换に筷り十分検討ざれてい左い

(4)立地使分 大・中・小次分つ独木的な考え方の調整を行ない。それぞれの担 

当地域で試案を作"€〇

⑶発生機作 勃以性の季節変化:スギ间一品補を用いての地城差,圈称問の避 

い,年変動はついて検討中。また,スギ品種,系统別のが陳性の 

差を追究している,故斉よび土埃陳玷苗木の水分収支について予 

備的試袖套行なってい瓦,

(6)防 止 法 九州では疎害防除法につき前述のとおり一応見通しの立ったもの 

が2 , 3あるのでこれ»对け試曲を実施中

— I 8〇-

4 2 年度 4 3 年既
・楽試:;(想としての杭案を完成し,外部意見との押 

整をはかり完了さ也る”

なし

前年变つ日料に山とずき現地調査を行ない担当地做 

内の彼舀の特叔だ阳につとめる。

待充街砂のら9月中に各担当地域の宵 

権理を終了させ・石。

全國的調整全はかり完了する。

捉当主要樹碰の被害型分類の試案を作り相互に検討 

ナ知 本年値はスギに页点をおき完成させるcただ 

し・北海泌はトドマツとする。

前年に貫つづき,ヒノキ,カラマツ等他 

樹秘の被害型分類を完成ざせる。

だ恩苫については中区分の画定法と小区分のR；:的標 

示に,It点をれく。凍害は大区分の画定法の検衬に!fi 

点をおく。

:・風害•谏害とも大•中・小各立地区分 

の両定を終了ざせる。

耐凍性については,樹種間の差はスギ,ヒノキ,ア 

カマッに肃点を丸、き,束北,本場,闵西,九州て•実 

施するc年変動,地!.或差は同時に愤讨する。スギ系 

統別は東北,九州が実施するc風,土’諏粘,樹休 

凍結と水分収支に束北がスギ.アカマツ,北海道は 

トドマツ,カラマツにつを実施する。

前年度のA迷就実施と既往の成果のとりま 

とめを行なう。発生機作については完了 

ざ之ることは困難であるのでその後の問 

題点について健経.常研究で継挽して行な 

5こととする。

防風林つ気象緩和効果,上木保後がよび仰伏植我に

!る領象後和効果の判定を本場,朿北を中心に実施

する。

前年KO« 実施と同時に防止法実用化 

試験が央施できるよう度往の成果を検討 

とりまとめる。
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16. マッ類穿孔性害虫防除

!敍験担当者

昆虫第二•研究室 :小 田 久 五, 加 藤 幸 惟 ,野淵 却t
遠 田 賜 男, 山 根 明 臣

樹病研究室 :千 莢 修

茵券i研究室 :肯 岛 清 雄

束北支映後第二研究室 :木 村 市 義 ♦

関西支場保波研究室 :中 原 二 郎, 小 林 富士雄 •吳田 素W
四国支場保彊研究室 :越 智 鬼志夫

九州支場保護第一研究室 :徳 •R 陽 山

九州支場保•第二研究室 :小 杉 孝 蔵, 岩 綺 厚

2試駿目的

客虫の.妍博成と被害発通の関係,害虫の産卵加害の対象木とその季節的な出方,地城( 

樹鈴,被客発生の推移等との関係,害虫の産卵加害を可能にする樹木の条件とその該当木の予知 

の方法,拈損に関係する害虫以外の因子の辨明,害虫密度と枯阳発生盆との関係等の課題を究明 

して寒虫防除(および枯ft!防止の合理化(例えば,広後の旋剤の合理的在使用)とマッ林の雄持 

管理と育成【てついての根本的な技術の確立を目的としている。

3 前年度までの経過とえられた法果

この試験項目は,5 9年既より本場お上び束北,関西,四国,九州务支場で担当し,上記課題 

の確明の目的で,本場(4カ所),坂北(2),関西(1)’四国(2),九州(2)の計11 

カ所に回定懿地を設定(この中,公右林1カ所,民有林1カ所を含む)し試後調査を行なって 

いる。今までの試験調査から斜られた事項は次のとかりである。

① 微害地域(東北地方)から激害地域(九州盜)に至る被害発生伏況と窖虫の種構成との側係 

がほぼ明らかになった<»

② 钳l虫類による被害の:基本的左型である風害跡地の発生型,激害地域の発生型,老齢過m 

分に恒常的に発生する型を害虫の每構成から検討した結果,枯損発生に関係する害虫の役割に 

ついての［股i点が明らかになった。

⑤ 各季節傷の初嚇害木(害虫の寄生加害が極めて初期の伏態のもの)についての渕査資料を 

検討した結果,害虫の産卵加害が行われる以前にその対象木には樹木自休に大きな生理的援弱

—1 82-

力;お、さている可能性がつX くなめられた。

④ ⑤のな果から,戸崎試女地でその一・部を時期別に皆伐した結果.咨虫の加害以前に季節的耳 

つgつぎに発生する理常木Q存在が更に漆濾され,書虫の座卵加害はこれら季節的につぎつぎ 

に発生する異常木,て対し行次われ,、したがって格招木もこれらの脳常木の中から出ることが明 

らかに会った〇 この現象に.少くとも破•書地成に弁4る出虫による被害木と考えられている枯 

fflscti比週的ににられるもっと考えられる。

⑤ 4④のことから4 〇年麾は,本場,九州支場は,樹婉,薄類の研究者により害虫以外の枯 

損に関係する因子45に生物的因子について調査がお、こなわれた〇

⑥ ・菜剤Kついては,今までの予防薬剤(BHCr体1务を含むものの財幹全面改爲)に代わる 

ものとして,滲透移行性:羨剤の試:蔬を行なっているが,現在作られているこの琦斐剤では,予 

防効果を木にもたせることは不可能であることが明らかになつd

なわ・関連した主な眼吿泣次の日林謂に発表されている。

〇日塔ほか:マツ顼の寧乱虫に関する硏究,ー穿孔虫の注卵加害の対集木について一考 

察ー(1 9 6 6 , 7 7 回)

〇 日塔ほか :マツ類の等孔虫に関する硏究 L東北i也方におけるマツクイムシZ>種構成 

—(1 9 6 6,7 7 回)

4 41年度の試験計画

① 幼辭被都K(2 0年生以下)の皆株盹

② 害虫の産卵加害の対象と左る異•常木について立木伏典での調査法と尚flとの結ぴっきについ 

ての调蔽

⑤ 異常木について,樹病,領類の・面からの调蔽

5 41年度の試験経過と結果

① 三塩試験地(1〇敞年生クロマツ民有林 )において,試賊地の一部を8月中旬に皆伐し,昆 

虫,樹病,值類による擄冋調査を行なった〇その結果,この林でも,害虫の注卵加害以前に圏 

木自体に兴飾がお・代ることが確認された〇

⑦ 異當の判8リは,伐根の切り口からの捌脂の出方の有無.多少により行なっているが,立木状 

娯で判定するために,戸崎試坡地で7月より谷月毎に立木の樹的の下部は軽2dの円孔をあけ 

て,その穴からの回脂の出方の推移と枯損発生,舀虫のつき方について試験を機続している。 

この方法は,実用としては間題があるが,遊時間に多扮:の木を調査できる点,g实行上有効 

な手段である。

⑤4 0年底に引きつづき,戸崎,三原試編地で褂病,由顎の面からの調査を行なった〇
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6こんごの問癌点

① 害虫盛除の合处’普犯て予訪手段つ含理化のためには,単木的,林分ごと•つ枯桶の危険奩,r 

なわち枯損危険木Q予加ができることが必妾で研究の中心もこの面に爪点をおいている現在は, 

研究推進の必岌上瘦宜な方法として噌恂の出方金昌をつけることにより利定しているが,今後 

け,これに代わる倚澳な万法について研究土ナナめろ。

の害虫の谨那加害は酬木の生即灸件に支配されることカ:•貝・体的に明らかになった(茨菜として) 

ため,生理異常をあ、こさせる原因についての究明が必要で,樹侷,国類i•よび,造林,土・各 

陽係者の協同絲合研究が必姿であろ。

③ 害虫の面から残されている兩殁探題である害:U«と枯担発生紙の関係あ,樹木自体の条件 

がだんだん明らかになるにしたがって,従来不可疏と恩われていたこの誤題も解明の糸口がっ 

かめるものと考角られる。

-1 8A —

I 7.カラマツ結実促進と害虫防除に関する研究

1試繰担当者

it虫给ー斩究室 :山

西

田

野

房男

トシ子

,小 林一三 •山崎 三郎

视子研究室 :小 沢 半二郎 •没 川泄彦 •艮尾 精文

横 山 敏孝

木肖分場保捜研究室 :小 沢 孝弘 ,海老沢文子

2試職目的

近年,カラマツ枷子の不足にともない,カラマツの祜実について関心が高ま,ていろが,冋時 

にその啄•果の虫害が重要であることが明らかにされてきた〇

この試をは,カラマツ採称|木にふ、ける本政密咲と,環伏剝皮による結実促進効果との関係を明 

耐にすると冋時に,極子舔集上に大きな曝害を与えている告虫•就中カラマツタネバエの経過评 

性を明らかKし,防除対術を碓立して,應良秋子の増蔭に寄与することを目的としてい為

3 前年皮までの経過とえられた結果

県伏側皮Kよる結実促進の効果は,本散密ffilC X 〇て茬全示し,まえもって間伐された林にむ 

いては,倍生量が多くなることが明らかになった〇吏た,標果のつさ方は,その7 〇〜8 0 %が, 

クローネの上半に着生する題向も認められている。しかし,お庁の品質,良質種子の収もt等につ 

いては,現在准でのところ,贝罟のために治料が禅られてい左い。

害虫に関しては,結史を阻吿し,或いは怵子を食由・する害虫が数秋存在することがわかったが, 

その中で,最も诋变なものは:,カラマツクネバ工であることが明らかになった.因み;て,カラマ 

ツタネバエは,本邦にお•けるはじめての紀録である。4 〇年をまでの凋査によって,カラマツタ 

ネパエ刀長野限下における分布,加害のしかた,長野则、諸地方に公ける経過の歧玛を知ること 

ができた。すなわち,カラマツタネパ工は潮映下一円に分布し,成虫は春出現する、幼虫は, 

カラマツ球果内に穿入し,若い:ほ子を次々に住害しながら生育す矣6月〜7月の頃,老熟した 

幼虫は堰上に落下し・落葉層の下部付近で师になる。Mのまま越冬する。1部の個体は球果内で 

甬になり,そのまま越冬する。被害をうけた状梁からは,初子がほとんどをられな踞等なの聿 

項が判明した»

なた,室内において烝剤による殺虫試騎を行なった結果,BHCやDDT,t成虫に対して壮非 

常に効果があるが,幼虫や诵に対しては効炽が味だ劣ることが「Uった。



なわ,関連した報告として次の文,就が公刊されていろ„

〇浅川澄彦ほか(19 6 6 ):採か作透成に関する試象(1)7カマッ・カラマツ就蛟地口& 

定と3年間の調死結垠,林試研椎(18 4)

〇 冋上 ほか(19 6 6):カラマツ採建怵の本数當産と環汰剽度の結実促進劾果,H体誌 

4 8(6)

〇山田房男ほか(19 6 5):カラマツ咔果わ害虫;て関ナる研究(I)刀ラマツタネパエ 

Hylemyalar icicola Kar！について,7 6回日林必

〇小沢孝弘ほか(19 6 5 ):冋上(■)長野求下の被害分布とその解析,［可上

〇山田,坪男母か(19 6 6):同上(U)カラマッタネパエの経過・目性,77回日林渭(廂 

制中)

〇4沢孝弘ほか(19 6 6 ):网上(邸)被害分布とその解析,7 7回日林籍

°小林一三(19 6 4 ):カラマツ峨果の新害虫,保林防疫ニュース15(11) 

〇冋上 <1? 6 7):カラマツ咪果の虫苫,蛛木と弯独(41)

〇小沢孝弘(19 6 5):カラマツ球果の害虫について(1),長野林反(3>.

。同上(19 6 5):冋上(2),同上(4)

〇同上(19 65):同上(5),同上(5)

。同上(1965):冋上(4),同上(6)

4 41年度の試験計画

< i)採號林にあ、ける結実状況調査

(ii) " 結実促進処理

(川) •" 施肥処理

(田) " 害虫の務類およぴ被罟調査

<v)カラマツタネパエの経過習性蜒

(vi)防除試弟

5 41年度の試験経過と桔果

長野営林局白田営林岩管内わ上ぴ上田営林署管内に夫ノ,,1カ所宛試験用採穂林を設定して,

(5)—(i) , (ii),(帀)の処理を行ない,4 2年底の試板のための準備を完了しれ〇

害虫については採種林にち、ける調査のほか長野県小諸市の林木育他場長野支場画期あ、よび林試 

木唇分場也場をも野外就験地として,脚査研究を行なつ疫 その結果,カラマツタネバエの経過 

習性について,更に知見を冰めることが出来たほか,成虫の出現期i・、よぴ産卵期を知るためHは,

—1 8 6—

カラマツ化阳の飛敌期が目安とをることがわかった〇

野外にふける时除試淀としては,上田あ林岩??内の成知林にお、いて予備的な灾?食を試みたが, 

予期したよつな効果は仰らんなかった。カラマツタネバエ成虫の出現期を抵定する方法が,当時 

未だ知られていなかったために,防除時期カ嗯きに央したことが,防除効果をあけられなかった 

主疫な原因と:号えられる。

6 こんごの問圏点

(i ) 松に竦開した伏態此あろ母街に対して,環伏剝皮処厚を行なえば,花芽の分化を促進 

し,携年の結実力啷侍できるか,この場合の椭勢刀回復のための,寇匿その他の方法を検討 

する必疫がある。

(ii) 期冠区分別に,球果の消生我パ紆の品質,虫害状,密などを検討する必要がある。

(iii) カラマッタネパエ成虫の行動習性会xび渐化条件と羽化時期との関保の調盖

(IV) 幼虫の経過令数、つ確認,

< V) 野外に時ける防除法の確立〇

<vi)カラマッタネパエ以外の’佯虫に関する誠も

—18 7—
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/ 8.食虫性烏類の誘致増殖に函十る研究

1試製担当者

烏猷科長:池田真次彰

岛猷弟二研究室:松山我郎•由井正:做,高野 蔵

2 就験目的

探林有害虫做の生物的防除の一環として俄虫％為紀の淺致增殖えはかるため,道林池;こ歩ける 

齊林施業と湖和した環境小成の試雑研究を行なうことを目的としている“

3 前年建までの経過と得られた褚果

(1) 近年弦大造林の進展にともなって,同一酬棚 问一樹やの大而積川林が行なわれるXう代な 

った。それに並行して,森林冇害虫猷の龛生がいちじるL く枷旺ている。

これら害虫吸の防除対筑としては,一時は薬剤による防除(てよって,辭決できるかのよう 

に考えられたこともある。しかL,森在冇害虫猷に对しては,これはあくまで旧急•対戦であ 

て,抜本的叵久策とはならないことが•漏次央旺されている。

ここにおいて,毒林有害虫猷の防除対策として,生物的防兹の研究の必要が,各方面からさ 

けばれるようになって在た。

食虫性鳥類による務林・有害虫猷の防涂もこの生物的除除のー璨として,再瞬されはじめた。 

しかろ!て,探林に生恩する佳虫性烏類は林野の伐採,囲発に上,て,逐年滅少しているので, 

・的な後護增智をはからなくては,咨虫獣防除の効采をあげられない状噬となっている。

とくに・今後造林が行たわれるのは.主として山地带と考えられるカ:・この地带にむける住 

虫性鳥類の要求する生活環蟻については,末だ不明の点が多い。

したがって,積極的左保獲価策を行たうための,族境を改普する基礎資料が必要である。

(2) この基議資御を得る目的で,林野庁は「農林吹匯業特別洪験研究費補助金」を昭布3 7〜 

ろ9年既の•うカ年問交付して,財団法人山階鳥類研究所に試験研究を行なってもらった。

この試験研也て»いては.束京酒林局符内の領高4 0 0m祯後の地带に5カ所,1.2 0 0m 

前後の地帝級6カ所,計11カ所に調布区を設け,そこに楚i!する鳥次の種類拊成氐よび各種 

毎の佃依数の調査を.それぞれ1n回前後行なわれた。

このろカ年局の試験研究によると,「標高•土帔 地形,樹顼が同じ林であっても施業方法 

にょ,て,そこに淒恩する鳥類の秋類故と個依数はかなり変えることができるし,異る朔珅⑥ 

林を小而積で混在させることによって(特に広葉榻を含めることはよって)地域全依の肝類つ 

—1 ? 〇 ー

<•!小と岫淑をかなり変;Iることができる」ということがわかった］山号芳瞻:昭和5 9年壤:, 

母林火度点落別よ騙研用诙沛助金によ•る研究設吉書「野生"以の生活聶境に倒ナる研究,>(

リド烏解報告というハ

⑶こ:つ試翎f究•つ次果にもとづいて,氏京常林間径営部造怵理お•よび;計両線•沼津営林雲経常 

課と共冋で,沼和4 〇年9月来試験区を選定するための通充を行なった。

(4J成次の合冋调査と网凌の桔果,この尽驶目的に適した試皺他として,沼津郛業区仁杉^有林 

ぐの根坂第一国イ」林が選らばれ,ここに「爲林冇连為類話致試・験区」(.4 5- 5 6 ha )を設 

けることカ:決定した。

⑸ 当仞,この試験区はT・木粉よびブアシへが尊茂して,皿炎には次はだL く不便であったが, 

東京営林Wは所要経計の全額を負払されて,革場の状麴没計にもとづいた区石整理< ー区荷 

50mX50m,叶17 5区両)と調充歩泌(.節1m,全長16.6肱)の開没宏昭和40年 

变中に完成された。

(6) なお•柬京な林局およぴ沼凍灣林署は,调充明間中・試験か当者の宿菅のために「仁杉造林 

小屋」C使用,飲用火の補給,開設囲谣歩道の下刈り,ッル切などに耍する桂費の負如も,す 

ペて次第された。

(7) 12月14〜15日,巣箱3 〇個を試・喉開始にさきだ・て1C区画に架設した。

⑶ この試験区は,昭和4I年度以降1〇ケ年間(”史用を認められたので,前幽の試・期間とし 

て3カ年間を予定した。

試琰研究に耍する注費は,昭加4I年度以降5カ年湖は•「曷拇項打試喘研究費」によろこと 

か決定し.昭和41年5月から試験沛究を開始した。

4 41年度の試取計画

(1)試験区内に棲県する烏類の種類牌成および各種福の個昧敖の調香。

この調査によって,各鳥種疳にどのような環境の場所を,主たる棲恩地として求めるかを知 

るために行左うものである。

；2!試験区内の各趣烏頑に標雜を付け.その移動,採食活動葩囲の姬査3
試験区内に捕懸施殴を役けて,飛来する各酸烏類を浦X-C,その瑞離部に標・做を利けて,直 

ちに放鳥・する。後刻,この標憑をけけた鳥を再捕獲することに上って.それらの砖WD您斷・ 

もるいは採俊活撤の範囲を知るために行なッものであろ。

け)航:験区内で繁前する各穂鳥類の堪と営巣状況の祂代

之の調査は,ここで躲植する各極鳥類の巣と営栗状況について,譴致値設问と摇設後との斐

-I 9 1-



珍を以死十るために行なうもつで:3る.

"・・こー ••'ミでは加記Lた・£うに・すでに区再泌:：

れ以御の夷号とはいちじるLく畏な tl f 〇たが,これにこ〇住犬と行な,々、’て,!.•坡:、

の步行が罡渋ケあわあて.心とんど甲やはべ订旋を狀況でf： f :,でム如

した:水って,41年変は,区商・理と胡存去道力:向いた再後の我"•,坂沅を知ろ广«> 

調布である。

亿)變箱による請致試騎

この阳資け この武际炫のXうに.天然の団洞がほとんど咨冬の5 n年生以ヤの如沐地に坛 

いて,巣箱婆設に Lって.どの程唾・O乌:吃諸坂できろかを・州Bi・るために行なうも.'っで・わる。

润爽:M 風冷袈設前と架技後の鳥類の嚥!状況を,全域で課充する代わ9に,次の方法て!

った。

試駿区内のほヾ同一斑撚と・められる.?つの地城を還び,一方ははじめから吳箱を•架设し 

て,その利用秋涅を部せTる。他方は切年!変は巣箱全架殳しないで,極恩鳥・切のWH;と调体敦 

•"けを调査ナることにした。

ほ)近样天然朔裂地と試験区との相互.関保の調爽

中士山成一挤.とくに柬而の山地帯【天然の沸氷地がとぼしく.炬也の大小すべてをあわよ 

ても,常畴湧なIているところは今〜くカ所亿す曹ない。

ため亿,須走口夸(心?!付近の 一也松火場 倒寇屬口普山宙ゆ太昭坊火場のような天然湧火他 

淮,付近に;卷恩するな價が依科かよび火谷のため•盛んに利用している。

そこで,この両湧水地を利用ナる烏均に瞬を付比 ここと試.洵X・との相互の囲係を•M香・十 

るため!て行なう$のである°

m:査峙期は,な埸かもっともよく利用される6〜R月の5カ月間行をう〇

,6)給杞峋没の利用状況调査

試験区内汶,峰电う際だ汁火而りができるほか駐,天然の湧火も欠昭リもない。そこで試験 

%内に,飲!；"I:び・浴用の給抱價設を新殺したならば,rう類がどのように利用するかQ・阳奇 

を行なうものである。

5 41年匿の試験経過と結果

(1)経 &

您)橋 設 ・

總査扣当者は,5月1。〜14 Bの5日間,須击扣当区戯員方の按助泥よって•T記の作

-! 92-

まを行なった。

(f)仁杉合・"; .つ天火を辛:削寸ら貯ヤ倍］•ラムゼ2 •笙)点迓拔“

(n!招火用御池(r・リタライ・S 5 4 0 n i::. 2讷ずつ連«)を2カ所設は(第1図河唄)〇

义希の3貴を示

す

鬲池のm涅を示

す

U 15 12 11
■

10
叫湖路

/
___ __ • iv <M,i_

5 を

戊用
D 、〇づ

__ _ __ ___ベ d 6
Y 〇・
源虹 I

E 小荏

Q姿 竜林小度
p 物印

」自,撕道えテ<• do- —-
〇 〇 〇 C

〇・
G

〇
-G

cA
H

(T貯幻四の天火を,留池へ呻女卜るために径15mピ=ールパイブc致設。

沼・営林彩須市"当区交行なわれた作堡はTeCoと土、、リで•ち;^

(イ)試験区内の各区而に.縦番・冷と横アルハベットの組合わせ!；XZ,「地港名」を懐示した標 

柱の設战

(°)前年应開没された調布歩小・のド刈りと除我。

比)訥布月日と明査項目

F記の日時に表記の調充を行った,

•注:〇は臾疝Lたことをがす 〇の次の級字は夹话日付 ㈠:一里,松 由:な咄坊

才1表肉査月 日と用壹夷目

f^一訓査項目 
蜘日、、・

(［岡類構成 
い油依懲［野斐

⑵標識列査
は保と渤! 
し联浮綃苗 4跟希就强 心天湖郷と 

課

し、給火施役

‘利用状况 稱考

5月1q〜I4日 「)1!〜J上 1) ～ Ov 1
5呻〜31日

1〜4(3 031.1 〇 031.
朋13〜16日 

23日
014.15. 014.15. 014

C 113.14 
两23

7月4〜8臼 04.〜6 05.6 04-6 04 c澎’

7月2 5〜2 9日 〇 26 025:2 7. 〇 02 6 Cノ 7かH
内 28.29

R月15〜18臼 015〜J 7. 015〜17. 〇1 5〜1 7. >.)1 6 脂％

9月5〜7日 〇 7 〇5〜7 07 ・〇 5

11月4〜6日 〇 04—6 04〜6 •：)4
11月30.1阴阳 030.1. 03 〇,1 03 Q



⑵店果

1.試験区的;て繁殖する的山の用類喝点かよび各切毎々N休扱と魂は璋境の鸠査

(イ)用宜方法

驚加乌類・テリトリー(左わばり;«旗恩療境の調招:t/雄紀図虫によった。耳しくに 

前述の・佑硏缎吿<!9 4 4 )に述べられているカ:痛単に脱明ナると,燕隹目の大部分の小 

烏では繁殖季心!1ha内外のテリトリーを形波する習牲を有し,その境界はけ间志Q争 

いやさえずりに.!:ってか衣リ明倦に示・咬されるということに浒目した のである。つまり 

樂Z!季< 4-fl月)に,ある林分でコース;決めて巡回し,财りや争いをHZ>-Iている佑 

を発兄したら携带している地図上;てその出現位れを正砒ビお2Lていくのである。これを 

何回か繰り返すと地図上にいくつかの出現点の屏団が琪われる。多くの場合1n回程度の 

巡回によって舉!っている進の昭依敬が利定できるということである.ただし,中乌以上口 

行動圏の大きいけでは別の方法をとらねはならず,今回は大你この调査方法の対炊から銭 

しておいた。この方法によって各棟の•功刀出琪林相う利明すろ:つで後述の営巣吳缆の解析 

と終合して後息林相の検討が皿诅になる。

2)离查结果

CD種類構成,個依歡

前述の方法によった爽料を各Wli毎:く集帝してみると,例えぜビノイイについてはあ 

2図のよう«たり,結拐本:さでは5〜6卷が确1していたことか分る。他の“兀ついて 

も第2表のような結果が钊明した。

しかし,同表の演6磚でも分るように1テリトリー当りの出現点数は酸髙のビンズイ 

でも5.5点であり,市グイス,7•オジなど潢"数が多く出現点力:混み入っているもので 

は,テリトリーの区分が行时"く、詰果を不正確なものにしている。これは調泥技 

が不慣れなせいもあったが,破大の原因は調査日故が削約されていたことにあったと恩 

え如
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41年度の調査で不備左点は4 2年圾に正施を期することにして,一応41年應の詞 

査結果からつかめた本技.検区の的桶,鸟数の傾向について.巣調査や標蟻放假試附の祜

第2衣 出現桔,テ"卜"-,•理出故あど

1
| 2

5 4一!ー ー ー ー ー・. 5 i 6_ _ 7 _
.佑 啓 名 出現点敦 ;艺以’也R > "FV-•う攻 

(器楚希故)
テーリ下リ二切め 

1出現点 ?全便体我
\---- -------—-

1 ウ グイス
匕7 6点T15菓 5 9コ鬲 3.0点 11B羽

2 アカハラ 2 6 い(邃 — a 〇 ?

5 ァ オ ジ 7d 5 1 4 〇 1.R 5 8 〇

4 :コ ル リ =52 ! 〇 1 5 ! 4.0 26

5 メ ジ ロ ；2 1 6 8 2.6 16
6 ビンズイ 5 3 〇 5〜6 5.5 1 2

7 ホオジロ 2 6 1〜2 4〜5> 4.0 1 〇 -

R i ・ンジュウカラ 2 5 ! 一 1
-

♦ • — 5 0?

9 Iマミジ ・ 4 。祢)1? • 2 ?

10 ヒ H ラ 6
た

1 2

11 センダイム•ンクイ 6 〇 1 ?

12 .I エ ナ ザ 4 〇 〇〜1 2 +

15 1 モ ズ 1 2 1 〇 2 +

U カ ケ ス 7 〇〜I り
<

2±
1

15 トケン科i ! 〇 ;D〜1 〇 2士、

1 6 ・ ボ ソ 5 〇 ! 〇 〇〜2

17 キ ジ! 4 〇 〇 i 丹〜2

18 t コ ガ ラ‘ 2 〇 ! I
〇

•
〇〜2

19 . ア吻ゲラ 2 〇 〇 D〜2
20 ；

1 カ ラ ス 1 〇 〇 〇

2 1 コムクト・リ 1 〇 1 〇 〇

22 コナメビタキ 1 1 〇 t 2 -

23 ヒヨドリ 1 〇 〇 1 〇

24 オオジシギ 1 り 〇 〇

25 ヨ タ カ 1 〇 〇 n

2 6 コジュケイ _し4 〇 〇 〇______

合計 4 9 4点 9 7巣 — 3 9 〇 士羽

-1 9 5-



果も含めて考察した。

環季K出現Lて地図农記ヨされたものは2 6独珀であって.そのうち果の発比,テリ, 

トリーの形成たどで瑤実に斃剛十ると思われる$のは15瑾瓶であり・I例競吿の結果 

に世べてかなり少なへこれは本試賊区の林相が鳥研段告の阔査区と興なて容令苗殊 

地を多く含み・烏拍が単純にたったことと,ぶ年の期套が不充分で見落しがちったため 

と思われる。

全蓉殖号数はアうハラ,マミづコ.•ンジュウカラなど不正砍なものもあるが,一史

19 5辯となった。したがって全箕殖招昧故はその倍の3 9 0羽ということになる<,C 

の教はE同f輟告の桔梁から兄て多い方だ指する。これは若金港林地や僅木帯にウグイス 

とア寸ジが多敌饕頓Lたためであって,雜疾林遊の煮任類ば比杨勺に少左い。

ウグイス,アオジ東ど,どの林也にも程度の差こそあれー軽::二出型している母炫こっ 

いては一段とめ仔検討してく!iい場合もあるカ,そのようた邱或を限られてあ、り,多く 

は森・縷,溜木草原球の2つに大別され,不区の!うに林相に大あな略差がある所でけ, 

本来別々:て稔するべ普ものであろ。詳I・ くは「发口・環邊の牌折のとこるで扱うので,ここ 

では大昧の烦向を述べてわく 〇 "の桔果や文敝等から堆L.て,富士山で不试些地(標

115 0m)のように定蛙斜で黄谷の組い饮形では味地は無殂して坯作に約4 5 ?：• 〇 

対兼％が出現,或いは注口河侬と思われるかこれを少L く分析してみえと第％加Xう 

になら。結局,凄•Q林梢に轴徴のない遮①.悴の強いものは以季田全楠刑現Lているが, 

我林褸と灌木草原接のものは秋冬年^で入れても衝方6割Iカ、出現LたかったというU 

とであり,更田棲皿放は適応性の戯い?、のに比べ,ともにかなり少左いということ(てな 

る。

才3表 本区で繁殖可诡なものの分析

、7、出現別 

槌恩相別、、f
本区で出顼關 

可能のもの のも‘の

夏季出現L 
た0^2)もの

秋季に

〃

1度も出 

現Lない齢

森林淒のもの 2 7稀 9 4 3 11

区別のないもの a 5 5 〇 〇

•液木草原淒のto 1 〇 3 2 1 4

4 5 1 5 11 4 15

な棲息環曹か解析

本区の調査結果を冉研帆告と比較して,森林棲鳥類の一般的棲息麻境を把强し,更心?宓
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の"g的左頭も明らかばする方件で今年度は調交を行なったが,不区の林衍解折が末だ充分 

なじれていないので.今回は?5路的な比較検?れつみを行なったが,一応ある程度の關向は把 

界できた。个区に俗い若令透林地のような林构について址鳥研の謂避が行なわれなかったが, 

卞はの分については一の今回の調於で解明された。 <

爆R・環境というのは烏の食餌填所・依果の場所,登りの垮.所など.巳の生頤的;i:行おG翊两 

命はを指すものであって.それを键りの場所(.つなり出現点)のみで決めてL Wうの t貌リ 

であるが,地域的に大まかに見れぱ大まな誤りは淼けられるし本年褒は‘甘染環境も罪!许Lた 

のではヾ心配はない“

出他訪ら｛從各烏の林构の茂択性については弟4斐のようた表を作戒Lて検冏した。

沙d衣各好の株用渓択

以T略

ぶ 烏名
101倾い 

ィ斑ヒノキ 
Wf生

1 0 1ーろ 
乡喩况交 
"榕

8 9ー い 8 5HC 高圧線】-

我木林

B5-(i 
-g、ソ・ソ 

50
カテづ蹄 
瞄狀

A9T4 
力g

R _ in
—～ うケイス '0.4 2/8 'a~f 立7如 3.1 1.0

2 アカハラ 〇• 5 2.0 〇 〇 7 0.8 1.1

3 ァオジ 1.2 5.3 〇 0.8 2.2 O.fi 5

4 ユル リ .0.2 5 〇 〇 〇 1.9 2.7

5 メジロ 1.0 1.0 〇 〇 5.5 1.7

6 ピンズイ 3.3 1.3 1.7 0.R 0.9 4 0.3

7 ホオジロ 2.5 1.0 〇 2.0 0.5 〇

8 ・ンジュウカラ 〇 〇 〇 〇 1.7 2.6

9 ヒガラ 〇 〇 〇 〇 1.8 5.1

10 セングイイシクイ 〇 〇 〇 〇 1.8 3.1

11 エナガ 〇 〇 〇 〇 2.7 | 2.8

1 2 モ ズ 2.0 〇 〇 と5」 3.5 〇

各数値の出し方

まずある烏について本試験区への全出現点く例,ウグイ武17 6点)を各小班へ而 

綾に比例して配分する。その紬と笑際にある小跖て出現した点の教との比を見た.もの 

である〇結局欲値が大きいほどその小班に遐択的雑出現I.たことになる。

例えばピンズイでは!〇1林班い小眼)生畏の耕い!〇年主ヒノキ人工林と8 9林府・い••
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小班あカラマツ飾煩此饮她に好んで出殂しており,希门,低木村があまり配んでいず工・久 

床に益の生えている所を好むことがわかる。これ:「在種の肯巣瀆璋と女価生從C帯異性から 

くるものである。その绝のかについても後述の常吳瓊片の辭析と購合して考察を加えた。

5 その他・テリトリーや譴在方法日住の挽討

合年は調爽か不十分なため,これらの憧討は大きな進塵がみられなかったカ:,テリトリー 

の大立さ位ついては大津粮2敎ゆ多いものは!ha前後,少ないものは1.5 ha前後といか 

達いカ:あることや•交た,点年変の訓走では作図し・たテリトり一と発見し・た巣の位肺4:あま 

リ合致しないことから調灸が不十分であることなど力:判明した。

2.訊:験区内の各種岛類に螺岑を付け.その試利,採食活動範囲の禹遂

似)放 烏

/1年岐亿標義!を付け放烏した回教は6回・延夹施日数は!6日,放期した裡類フ 3N,羽 

^5 5 0羽。これを鳥投別,放4月日別に放烏羽散を示すと,第5表のごとくである。

箱5表 昭却41年変にわける試験区4譏鳥放异状況

、、ぎ桁月,日・時 

f ～至 
麻料

月日時 

7.51500
7.6 753

月日時

7.2 5 700
2 7.測

月日時

8.1 5 1430
17 1090

月日時

9.5 1200
7 1400

月 日時

114 1309
6 1459

月 日時 

1130 1500 
12.11430

.H

う ソ

7 オ ジ 

ホコジ □ 

ホオフ・力 

ピンズイ 

メ ジ ロ

ンジ昇ウカラ 
:コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

エ ナ ガ

コサメビタキ 

キビタキ 

エゾムシクイ 

メボソムンクイ 

センダイムシクイ 

ウグイス 
マ ミ ジ□ 

アリノ、ラ 

ジづウビタキ 

ルリビタキ 

コマ ドり 

コ ル リ

アカゲ ラ

7 

1 
1

4

5
10

1
3
2

4
1
1

1

A
2

3

6

27

3
9

15

1

1
1
1

11
7
6

R 
1

52
1

3
9

11
1
1
2

う

2
9

59
1
7

1
1

1
1

6
3

6

1

1

1 2

2
2
5

1
1

~T* 
R9 

2 
1 
R

2 1 
34

4 
2

12 
1 
5 
3

12 
1

72 
11 
19

3 
6 
1

1 9 
J

・斟・
種娜’

羽数

5 
9

1 3
45

15
91

16
145

11
40

2
2

25
S50

—1 98 一

(b)回 収

牌有期間中に回収し・た灿ti12增 回収羽を 7 〇懺" 

団顼ごとの回収羽散は第6衣のとお、リで・もる。

①6我 標讖•為特類別回収羽数

岛 名 回収羽技

ウ ソ 2羽
ァ オ ジ 1 8
メ ジ ロ 2
シジュウカラ R
コ ガ ラ 1
エ ナ ガ 5

■ 中ビタキ 1
メボソムンクイ 1
ウグイ ス 1 5
マ ミ ジ・ 2
アカハラ R
コ ル リ 7

計 7 〇

!羽ごとの回収状況は弟7表のとかりである。

第7五二丄…塹坦41绯度ておける試験区標畿為(個昧別)回収状況

｛飘落号 久 老幼
枚 鳥 回 収 您 考kr

ーー碧顼 ー竺一員日ーL坦所 1年 月 日
vn 石

E 5002 シ・ジュウカう ad 話16 4 1.531. 而2 :41.7. 5 抱d時放
R 5057 コ ルリ 3 芯2 〃 7 5 知

! 〃 7.2 5

S 5072 メ ジ〇 〃 1 "夕25 1 Iタ〃〃 1 4.0 O〜183 〇

E 506 1 コ ノレリ .iiv 8 2 〃〃 6 2
X 5077 ア ォジ 〃 4 ”夕25 4 し 〃26

E 5厶 62 〃 2 "“ 6 5
；)R73 7 マ ミジ□ 〃 2 〃〃 5 4 々"”

S 5095 7 ォジ 〃 $ 3 〃〃26 2 "〃〃

E 500 1 シジュウカラ 箱紀2 〃 5.5 1 4 "〃 "

W 50R6 ウグイス 4 〃 7.2 6 5 の 〃 "

E 5 111 ウ ソ 1 "〃 〃 2 夕"〃

E 5102 〃 〃 1 〃〃" ? 〃〃ケ

E 5094 ウグイス juv 3 々 対〃 4 〃〃27
E 51 25 コ ルリ 〃 4 " 〃27 3 & 〃 "

E 5097 ア ォジ ad 1 ? i 1 ク・26 2 : "8.15
E 50 93 [ 〃 〃■'■ ^

g 1 5 "“" 4 1 タ"〃
>
1
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場所

豚7財 アカハラ 3d
D8 7 68 !〃

DA737 マミジ□ 〃

DR766 >'"、ラ

E5171 "厶久

E515R コルリ

DR766 アカハラ 〃
^5169 ンジュカラ iiv
S2012 コルリ

E5059
=15160 メジロ

E5191 コルリ

22025 ウグイス

E52 り 5 ァオジ Aiv
E5124 //

M5206 ウグイス

5207 ' アオジ
D876R 1 アカハラ

P5166 ・ンジ,ウカラ拙

(nl
司所

6.5 〇 ) '

4

足月 日
478715
〃饑

"8.15?

7

3
4
3

7：

年月臼瞬汚/名が偕—Tいす書-

"々〃 5

〃 9. 6
* 7.2 5 2
〃 9. 6
〃 8.15

〃〃〃(M20)"
〃"〃(4J0) 4

〃 "〃

"9.

放

6.4 0—11.50

爛 考

備 考

部ヒ

のど裂傷死

_E _ 
年月I3
4 1.9 6
G6.釦
〃"〃

国6)

Ci2.o8)

«14.26)
〃 〃〃

〃〃 7
〃 〃〃

"〃 7
"イ〃

//////

"""
〃〃〃

〃"〃

〃 〃〃

汗棋譜番m 烏 名 老幼

可 5170 シジ、ウカラJUN

E876R アカハラ

D8792
S5214 ァオジ

35260 ウグイス Ju V
E52R7 夕

35290 ァオジ 〃

E5178 〃

E5220 ウグイス 〃

S5085 アオジ ad
S52R6 ウグイス

E5287
E5297 ァオジ

已 5279 ウグイス ad

E5263 ァオジ Ju V
时520 1 ウグイス

S5 2C7 , ァオジ!’

才7表ー2

4
 2
5
0

率,

〃
〃 
7

〃 "
 

〃 5
6
 6

〃
〃
〃 

〃"

〃

〃

〃
"

"

〃"
 

々

〃
"

府
〃

 々

”

”"

け

〃
#

〃 
"
Q
"
"

か
"

〃
〃
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標邀希号 •玷名 考幼 性
氏 〔3 回 愚

備 君甬商 g所 ・月日

E50R3 ァホジ 5 4 1.9. 7

B7Q 13 加V 1 3七6)
5521 4 ad " 〃 6 1 "& "

E5 175 ・ンジュウカラ 4 〇 7.15 3 "少・

E52 1R コガラ ) 4 , 〃 9. 6 4 ”11.4.
DR766 アカハラ | :•次修 5
E5090 エナガ 4 "7.2 6 4 …5
R525R • 2 i “ 9. 6 4 夕".ヴ

託2614A ウグイス 1 / 11.5 4 曽 & < I
E260 5イ 〃 5 ""4 3 ー〃 Q

E2624 エナガ 4 むQ5 1 —5 I

E260 6 キビタキ 3 " "•4 A & e 鈔

">26 17 シブユかりう
〃 “ 5 S ! * * 6

E2625 エナガ 4 ； む”。 1 ”孝〃

E50 90 4 ! 幻的 1 "〃卓

E260HA ウグイス 5 j ”〃 4 5 ' 彳""

可26 15 〃 1 …5 1 ""〇

^5258 ンジュウ"ラ 2 ! *• 9. 6 2 夕"〃

5.ズ嬲五内〇各種鳥類の吳顺歩よび常说環境の渕査

①魇 要

本年破は秋期段でに9 7巣を発見したが内沢技第2表第4欄のとうりである。"季には棄 

力;繁っていて発見しにく く,多く竺秋の落拱奏こ终だけ発見さ‘れた。大施分は樹上営贝牲のも 

ので日立ち易く,地上性のコルリ,ビンズイなどの典は1つ も発兄されなかっれ。期,義の 

経過调吏は第8表のとうりである。

劣 8表発見巣の経過調査

_応_ 鳥名 耗 更

1 ァオジ 7/2 5 T^' 8/15 空
2 •アオジ 6/1 5 4明 7/ 5堂

3 アカハラ «/16 3雎 9/ 5空9/6聽眼雜れた所で1羽再捕
4 アカハラ 7/2 6 4卵 R/15 5羽那〇が大部此に放嗟されてる

5 アカハラ 6/15 5 7/5巣が破蟻されている

6 アカハラ 8/15 2邸 9/5 空

7 アカハラ 7/2 5 ろ再 破片のみ

8 アカハラ 9/5 嫌 有り(高木上,磚いている)

9 ウグイス 8X6 4縦 9/5空
1 〇 ! コサメビタキ 5月费喫間始 6月故發されてる



0誉樊木の独類

発見された速がどのようを<に#iら1Iていたか会大まカ・枝分•韻してみると必9 &のよう、f 

る。传换木で目えつ:うはアカハラが7•カマンに,アオジがウラジロモミ:二多く営以す石ことで

#9世菁染ポの風が

烏名 囲秘 ー以 圏漆 &

ア 

力

ハ

アカマツ 

カラマツ 

小液木 

不 明

ハンノキ 

イバラ

1 4

1

1 5

11

1

1

ス

小跚木

不 明

ミッパッツジ

スースーキ

9

4

1

1_

メ

ジ

n

小爾木

カエデ

ウリハダカ・

4

1

1
ア 

才 

ジ

小滿木

ウラジロモミ

不 明

倒伐核

1 5

4

9

3

コサメ 
ビタキ カラマッ 1

•

1

これらの木はいずれも造林木である。同じ企林木でもスギ,ヒノキ:Cは全く営吳するものが無 

く・カラマツには巣箱によるシジュウカラ,ヒガラ・を除けば,アカハラ,コサメピタキ名•1例 

のみである。一般には広棄圈灌木,ツル性植物に営巣するものが圧倒的に多い。

③巣の高さ

各樹種伝選られた各鳥の果が姓而からどのくらいの高さにあるかをみてみると第1〇表のよ

ク昆左るリ

为1Q及地而からの果の高さ

1mまで 2 mまで 3 m •まで 4 m まで 5 mまで 上蹤咻名・局さ

T 
力 
ハ 

ラ

アカマツ 

小成木 

不 明

1

3

6烧

10

1

1

2

•

2 3

小計I 4 17 5 2 5

-2 0 2-

式 広葉樹はカエデを除いて小流木にでとめてある。

昴落體 1mまで 2mlT 3mまで 4m-i で 5mまで ；6唁や

ア

才

ジ
t

卩二湖木 

フラジロモミ

切伐枝

不 明

5

4

3

一—

6

J、,汁 1 2 6

ろ

1!

M iff •■•• 

ス ス キ

不 明j
1

2

れ汁, 9

メ

ジ 
〇

h 沛木

カエデ

1

1

2

I_ :__ I 1

而 2 2 i 1
羿カラマッ 1 i

杼十 2 5 2 7 6 〇 1 3 3

アカハラは1〜2 mから7 m我度の間に分噸:Lている。メジロも2 mから5 れまでとかなり 

変化がある"ウグイス,アオジの全部と前述のアカハラの大耶分は2故以丁で,もった。

の観側路から巣?!での距灘

各烏の営巣位跖に関して.観側路を伐り開いた中にXる林・:効炭があっれかどうか調べてみ 

た。本来は観澜巒を造る前後の鳥教の变化を調べるべとであったがで村なかった。

結果は第1I表に示したが•観測路から雌れるに従い発見効率が落ちるのでこれだけの奁料 

でははっきりしたことKいえないが,アオジは林緑・を好むtのが多いようである。メジロ,ウ 

グイスは少し内部を好・むようである。しかし,f/fi々の場合力:あって判跖はむすかしい。

-2 0 3-



生広葉询はカエデを除いて小湖木に咬とめてある。

泳11料...4、ら・・でう用ず

・名

7 
力

ハ 

ラ

/湖 

剛<、る、、

7カマッ

小溜木

不 阴

「・

2

1

1mまで

R

1 r
ら

商:
: 5h 

ーー〜J■ A
?

2

6m
♦ •- •— ■. ■

2

7m B m "iで及

小計
5 9 4 3 2 4 2 2

7

才

ジ

小iih木 

ウラジコモミ 

倒伐校

不 明

4

木縁亿関若

3

1

ほし

2 2 ~r~ 1
- ■ f、

小叶

ウ

グ

イ

X

卜藏木

スス キ

不 明

- --
1

:

R

•1

木縁«関S

2
〜2 - ー言

るなし

2

F
2

2

>

1
1 f *-

小計 : 2 2 1 2 ) *k*・ ・ . * • ■
メ

ジ
〇

小点木

カエデ

1 1 1

2
•* _

小計 1 1 3

コサメ 
ピタキ

カラマッ 1

4 | 1R i 6 a 6 11 3 1
----一^^

4.樊箱による活致試駅

(汨吳航架設秋況

架設年月日 昭知4 0年12月14〜15仞

各区所i別架設巣箱倨敖(第1図参照)

麻I〇 •芯11 匝12 3I-____

3仰
3個 5個 〇T-

9
6
6 

___________
at 5個 1I两 1&面 :,!

卖設府俺

15偶マ

7 t. マ ッ 1 2

ラ ベ 1

ウラジロモミ 1

ウリ::,ダカエデ 1____

st う〇個

架設方向 (巣箱出入口の方冋)

南 向 ぎ 17個

火 向 き 15惻

地上から垠箱出入口建でのなさ

2.5 0 m !個

2.6 0 5

2. 7 0 7

2.7 5 1

2.8 〇 1 〇

2.9 〇 6

(b)調査 月 日

5月1 1日

5 1B 前回の調査崔 21日目

6月1 4日 " 150目

7月 4 Q " 21日目

2 6 S " 2 3日日

8月1 6 B " 2 2 口目

9月 5日 " 21B目

11月 4 a 〃 61日目

11月a O日 〃 2 7日目

(c)利用 状況

—2 〇 5—



牙12 &

頂 目 伽数 凝坎て对する％

缪設幾箱個故 3 m

営染 〃 ? 〇 6 6.6%

未利用〃 1 〇 5 5.5

産珈徳:®〃 1 5 5 0.0

魂鳥就巣" 5 6.7

(.•産卵か抱卵か不明) 2

定生做認” 9 3 0.0

〃推定 4 -1 5.3

族斃死(以害) 1

(原因不明) 5

巣立碓莖" 6 2 0.0

〃推定 K 7 4 3.5

”不明 2

冬季暗り〃
2

生:｛は確・楚と推定数の含計を示す"

吳箱を倜究した経過防第15友に示す。

坊13&集应関庄・過

-2 0 6一

巣箱

瑩号

諷 査 の 线 要

5月11日 5月31日 6月14日 7月4B 7月2 6日 R月16日 9 月 5E1 11月 4R 11月列日

1 狛 — — — ヒメ座 — —
・ヽ

2 牝
ジジュウカラ 
翊3ヒ5訓 4ヒ3 立 ーー — 村ネ —

ふん'

■
3 X キ —

、ノ‘ノ dウカフ
7理

1町 
兎毛多

掃 .---- —

4 X キ — —
爾ネ コケ 

ヤマネ 蟀ネ
"ネ?

5 営
シジュウカラ 

ffln 1卵7ヒ 立
t 嶼ネ ---- -

6 營 — —
〃ウカ•ノ
化9

!掃 — — ふん

7 ヒガラ6§卩 兩化直后 立 — —
1 ― 

it___—•
— ・・・・

• ------f

一・,・・’

R Xキ —— -■ — 一 雌ネ — —

9 営キ コケ、粘- — —— — 広携ネ 壁死せ ——-
-------- ,

10 Xキ ----- ! 一
i——
I--------------

— .------ — —

.•一

• 湖

宜 コケ
は

14 X

15 X *

16 i林 立

5ヒB 立 尚 •Lネ 掃

m »对 に’覧ネ 広業

十マネ

立 5ネ

キ im?,

22 ［成ラ何卵MヒB 立 ,広蔵玲 熾ネアリ2祁6ヒ死

Xキ 氐孑毋

-一",25 ； X •<rネ

収ネ

ヒメ 2.諜

四研

匕 ネ 広吨ネ

9吹 広座ネ

コケ 
ヤマネ?

コ歹 
ヤマネ?

,6ヒB 掃

コケ
!ヤマネ?

一—也め

ネ コケ

9. w/H7 
匕二：P死

24

コケ 
ヤマネ? 
コy 
ャエネ?

ヤマネ?

ヤマネ?

色

コケ少

9珂

X ノチ:

17顷 "辭

キ

19 ； X キ

2舟’・キ・
rrネ

コ羽;13 i肯キ

雇领 _____al_ 資 〇 5S ぷ_____

摯5月111J |5月3 1日 (6^140 卩月イ时7月2 6日 fi/iua 9月5H L1月4〇(11朋〇日

11 X
- I

ご… -----ナン・ンヨ楚
•■‘一・ » -a— ■

ヒメ収 播
二:丁

12 ； Xキ ________ I_______
；"z彩 R明7 53 .只即 

•K.

艾
コ’,-
ャ畠ネ_し4_________

26 :Xキ

2戸
一___

28 X *

29
一 一" <

X V-
ぐ"^*一

501
リ6ウ 
确キ

波害果箱の延べ個牧を第! 4去は示ーん

史 «••• ...,営果中 匕……雄 広哉……広葉樹の萊爆入

X- •••空 抱… •・相痈(代)中 ネ……m

キ… ••・出入口,壁,穿孔 成……成岛 耕....帰除

一…•••前回と同じ 女……吳立 逃……調伊逸走

B……慄潑付す

但)按占発生時期と彼耳の額別

止….•.中止 匕メ....ヒメネズミ

-2 0 7—



八日

、脳減 
ゴ•浇心、、

キッッキに 
よる穿孔

匕メネズミ” ヤマネ咎 計

5月11日 | 2商 12啊

5 1 7 7

6 1 4

7 A 2职 2

2 6 7 7

R 1 6 6 .3 1M 9

9 5 7 3 ! 〇

11 4 1 1 9 ? 11

11 5 〇 1 1? 2

計 21個: 2 3昭 16個 6 D個

仏)樂箱利用形の標澹調爽

吳箱で抱卵中の親.岭るよび央立間近い灘に標禮を付けた結思を第!5我に示す"

矛15或視 鳥

鳥 種 標歲费号 巣紿帯号 付けた月0

ンジ亠ウカラ 史 5 〇 n 1 •如 ? 5月3i1日

〃 5 5 0 0 2 ,伝1ん

" H 5 〇 0 3 廂3 〇 〃

E 5 〇 0 4 £2 3 〃

E 5 〇 0 5 佬2 〇

弟15表ー 2 璀く巣箱.伤2 2はヒガラその他はシジュウカラ)

羽教
隣荣游号
亘 至 蜘番号 竹けた月H

る羽 E 50り6〜麻〇］1 ～～^2～マ爲nr
4 H5050—E5035 而 2 • 6月14日

7 E 5 〇 5 4〜R 5 0 4 0 品2 〇 ク

5 E 5 0 5 2〜衫 5 0 5 6 AS 1 7 7月4 B
6 •C 5 1 0 4 〜印 5 10 9 At.1 5 "2 6 E1
9 E 5 1 12〜札5 1 ? 〇 •检6 〃 2 7日

7 ;C 2 0 0 3_〜E 2 0 0 9 扁!6 8月16日

計 ヒガラ 6羽 ・ンジ。ウカラ 3片羽

-2 08-

(。標麻付け不能の原因

巣箱調亢の際朋あ石いは’典凤だLた;こも<"わらず,"盖をゆ十られ上小った划由は次 

Q玮!由に上る。

J;布町毛がり化間もないため 3倒

訓轻時朋であったため 1例

型のがa:点中のため 2例

I:記C調祁時卵であrた、うは次回調從、X 2 口供には史立Lていた。当初調査の時痴匕遭: 

后のものは15日後に再誼玄Lたと普は,巣立Lていた。

叫岛が以異中のたf 付けなかったのは一 5月5I日聴中の・机科5詞に標»ところ. 

抱卯;レI1例,ぎ拖弗2例の小枚が発生Lた.いずれも填因が不明のため,塩因が明らかに 

ならやで 一就班中の即典には悖节を付け・方ことを中止Iたがためである。

いずれの則合も.詞査日時の間隔が靖紋15日,長普は2 2〜2 3日日の再調査で,槌が 

すでに樂立したがためである。 •

•••近接火沐湧火地と試験区と〇 H!互明係拥奁

411••変;こわいて.一里松,太郎坊の両水揚において標潑剥行を行ない,一甲松女塌にむいて 

放・板可敦9 2羽,冋収羽敢务5羽-太邮坊水坳てぜいては放鳥羽数7 5羽,回収羽散?1羽。

両切圻"、ける・而湧別•月日別,放％ 回収羽故を,'B16表,第［7表(て示す。

：<-16 f< ー里松水膚に若ける閱讖調杏

-2 0?-

0也埋5至 

龙_ 一名

6.15 11.50
14 8.00

7.6.12.。 0
7. 8,00

7.2 7 12.15
28. >100

8.17 ［湖
1230 計

放屬 冋収 邮 四収 魅 回収 放遂 回収 放岛 回収

方 ク・ス 1 1
ァ オ ジ 1 3 4 R
ピンズイ 5 1 1 2 ! 6 1
ノー、ウカラ 3 1 1 5 i

( 1 9 2
ヒ ガ ラ 1 1; 2

キビタキ 2 5 2 11
• 5 2

メホ・ソA ・ソクイ 1 1 ( 1
センダイム・ンクイ 1

1I 1 1
ウグイス ? ! 2
マミジ □ 7 3 9 3 3 I

1 6 1 9 . 1 2
7•カハラ 1 1 5 1 2 6 4 2 3 1 2 3 〇 1 5
つ ノン ーリ_ 6 1 1 4 1 1 _9___ 5

計 3 7 R 3 0： 16 ? 2 9 4 i 2 9 5 3 5



友•2坊,kg:こ公ける辰戚謨许
芥

ヾ、刀日時自 6.25 1130
195Q

77.iron
1930

酒

29
1340
1140

8.1R 930
17C0 計淀

心 放G . 回収 放鳥 回収 め・|! H1?

7 才 ジ 1 1
ホ ォジ 〇 1 1
ピ ンズ イ 2 5 う 1 R 5
シ・:ンユウカラ 5 1 4
コ ガ ラ 2 2
ヒ ガ ラ 4 2 1 5 2
キ ビタ キ 3 1 1 4 1
マ ミジ a 9 5 4 1 5 3 1 8 7

7 カ ハ ラ 9 2 3 1 〇 5 1 1 2 3 6
コ ル リ 6 1 6 1
ミ ソサザイ 1

• 計 2 9 7 1 7 ' 1 ；5〇 11 7 1 7 5 2 〇

1羽ごとの回収状況は第1R為 第!9我の.!:うである,

第 1R表 昭和41年度にお叶るー电松水翔標禮炀回収扶況

-2I 〇-

擦・犒号 鳥名 老幼 性
放 鳥 __ 回______収

備考
場所 年月日 場 所 年月日

D9997 5ジ4ウカラ 成 一［n松火場 59. 7. 50 ー里松水場 4 5. 6.15

D7002 マミジ□ 〃 $ 〃 〃 6.1R //

DR703 アカハラ // 〃 4 1.6.13 夕

D7007 マミジ□ 〃 6 〃・ 39. 6.1R 〃

E7003 アカノ、ラ 才 〃 〃

05026 コ ル リ 乡 〃 〃 4 1.6.1 5 〃1 4

脚70 6 アカハラ 〃 9 // 〃

E7007 マミジ□ S // //

E50 1 2 キビタキ ? 7. 6
DR703 アカハラ // 〃 〃 ・ // 〃

E50 1 9 ピンズイ 〃 〃 〃 〃 〃

E5025 コ ル り // 辛 // 〃 〃

D9R50 // 3 3 9. 6.19 〃 //

DR705 アカハラ 〃 ? 〃 4 1.6.1 5 〃 〃

E502 5 キビクキ 〃 3 // 〃

D8746 アカハラ 〃 辛 〃 〃 7. 6 〃 //

—2 11 —

1
1

洌

成

/y

々

ft

〇

1

〃

々
1 

ハ
1

1

性

5
々

•S 

早

辛

3

9

$

3
//

早

$

?

放 烏 回 収

備考僞魂辭号

D720 1 

E5029 

DR7 13 

DR 7 1 0 

■ 7227 

洲755 

E5025 

D720R 

350 14 

D8744 

DH7 17 

D«707 

072 18 

P8455 

DR752 

n7G53 

D8759 

DR753 

P«773

鳥 名

アカハラ 

涅ルリ

アカハラ 

,マミジ气

*
7カ八理 

コルりi 

マミジ宀 

•>ジ・'ウカラ’ 

マミ:ジai

フ・カハラ

マミジ□

才

〃

〃

アカハラ

//

場 所

ー里松火尺!

行

*

村

〇

々

〃

1年月日
I 59.ア.11

4 1.6.14 

…

时 7.17,

4 1. 7. 6

59. 7.い

4 1.6.15

4.1 7. 6
&1コ:

ク 15S

39. 7.16： 

4〇. 8.15' 

4 1.7. 6

39. 6. 2 6

4 1.7. 6

夕

* 27

綱所

一里松火楊

■

&

<*

■

■

*

鈔

夕

—

芬

年月日

4 !. 7. 6

■

"7

/

a
,27

〇

•

夕・ 1

8.17

牙19 沼和4I年度に君ける太邸坊水・礙設鳥回収状況

標獄淬号 岛 名 老幼 性

放 鳥 回 収

«.J 更・— •竺頌… 二红一感ー 空史__ 個考

P70R5 

£996 3 

22905 

P7262

n8426 

PR42A 

:)H4 1 2

：)R426

マミジ□ 

キビタキ 

コ ノレ り 

マミジ□

7•カハラ

マミジ

成

〃

〃

〃

〃

1 "

9

//

〃

〃｛

3
?

$

太館坊水場

〃

〃

〃

〃

〃

39. 7. 3

7.1 7

4 〇. 7. 2 3

5 9. 7. 2 4

4 〇. 8.11

〃 7. 2 51
夕

太邸坊永埸

//

々

〃

〃

4 1.6. 25

〃

｝〃

〃



烏名 老幼 件
放 n ・回 攻

«考
端所 年月 日 場所 _竺皿..

D3725 

S5042 

20526 

DR736 

07095 

DB456 

D8729 

K6495 

E9985 

S5043 

S.504 2 <
E6405

アカハラ 

ピンズイ 

ヒ ガラ 

マミジ□ 

〃

アカハラ 

マミジn 

アカハラ 

ヒ ガラ 

ビンズイ

〃

アカハラ

•

〃

り

〃

〃

$

9

〃

〃

"!

J

太佻あ火禹

力

〃

〃

〃

々

夕

"1
1

4 1.6. ?5

5 9. 7. 31

4 1.6. 2 5

39. 7. 5

4 〇• 8.11

4 1.6. 2 五

〃 7. 4

59. 7. 24

U 6. 2 う

〃

4 1.7. 4

〃〃 29

太郎坊水翔

〃

//

〃

わ

//

\
〃

・い.,

力

力

if

〃 29

々

〃

〃

〃

匕"

1
生I第"表第1?表)

1. 昭和3 9奸匪は財団沙人! 齿曲類击究所の依頓にXって松山技肯(.実痢時は林野庁 

指浦部讷究再及誤森林保義研座企両官勤尚)が冋研究)秀の経費によって実施した。

2. 昭和4 〇年変は林野厅の隐費其Xつて松山技官(向而)が実施し・た”

ん絵松施あ・の利用水況調査

.1年度においては,他の凋査のた.*ー、この・湖死に専念十る時間がなく,単;て見廻っただ班 

77ある3したがって,利用烏師・利用状況;iど全く不明であろ。

ただ9月う日以降,火辺:て脱我,脱羽を認めたKすぎない。

6 こんこの問題点

41年度児部膨手饥!年既伝もう•かわらず東京・営林局縫常部おXぴ沼律営林署な契みならぬ 

物［両澎、sど拨助によって,甚骥を任ヾ当初の子定のxうに行たうことができた。

しかしながら顧スて,今後改汝Iなくては試験目的の避成が团華な問題点もある。

第1.3 1年如にわいては,.诚咨日の問隔&大略5囲問としたが,繁殖期間にあ、いて,館後の 

関抵を應みらためには民すぎ&

今以は少なくとも词隔セ,!週間以内に初5して,う爭咳を涵める必妾がある。

才2.才1年既•«お、いては ふ佈JilVEとして.即回:比の:对・研究栗の.ゝ"Jを求めたことは

-2 1 2 -

じ. -.--1专や,三Jもせジ务る。

:い.41"技二"、ては火京作住つ烏学導攻家^.たま土ま必走:こて谓ヤ中産・この試験の 

財ー7〜5)周史を・項い,掛カを抑いだ女,これはさわめて?宙签寸ろことか多かったので.今 

え:,：‘い丫 Ego須走钏诧Qや企を牌茂的に利用して,準力在抑ぐようにしたい。

号 玄休にれ:十る!*！(なの生ナ的’浊防跛C竣・割についてつ,試駿研疋を行なうため(こば,前 

fQ.ex乍理学者の免刀を仰ぐとともに,さら二,昭的学,昆虫学・丽孔贝片学のそれぞれの分 

••F,こ加、十る, m学者の擄カた$仰く・ようにLたい。
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/ロ スミシアウィルスによるマツカレハの防除試験

1試験担当者

本提昆虫第一研花室:小 

更北支嚇顕第二硏究室:木

UJ艮之助,片抱一正 

时甫茂山密宗繊费

九州支均保遊勇二研炎室:介 永 泌太郎

秋田紀林屈踵林課 :若 林

2 試骐目的

森林書・虫の生物的防除の一環としてマ・ソカレハのウィルスによる防除を行なうために散弟舫ぶ 

たらびに残幼に関する訓招房究を行左うことを日的とする。

3前年度までの経過とえられた結果

スミンアウィルスは,マツカレハの中腸細施の細砲们よ多狗你を作り,その細胞は前琅してマ 

ッカレハを死鑑至らしめる種特異性のウィルスである。しみし,他の生物,俱血戦物,魚族・,こ 

は別に悪い影琴を右"ほさをい。マッカレハの生物労除に宅用の目的で,室内ねLぴけ外散布滨 

縞全行左った結黑,ha当りの故布讹は!X10 ’〜うX!〇 ’の多角体で,ほヾ防除の弓的を 

須することがでふることかわかっな。豊布照ウィルスは,現地にち、いて生イ5 殖によって隔Ml 
證竜力可能である。

公刑論文

1)小山,木村 マッ力レハ:て対するスミシ7•ウィルスの野外散布試験
〔1965): ,

山家 日本株学会御演集(寺7 6回)

2 )片恂,髙村11964)：2, 3筮翔賛仅持依がマッカレハスミシアウィルスの殺虫効果に 

及ぼす彩専・日米林・会誌係4 R, vol5

ろ)小山,木村 ・スミ••,アウィルス您よるマッカレハ防除試験［I )做布時期別比

山疾 ・.較試!芻S},日本林学会諸演柴(第7 7回)未公表

4 )小山,木村 スミシアウィルスにでるマッ力レハ防除試験(.11 )ウィルス使片}
(1966):

山京 形態別散布試麻技)岩手県 3率林学会;•荷演集I第7 7回)去公或

5 )小山,岩田 スミ"7・ウィルスによるマッカレハ防除試験«山)ウィルス便川
(.1946):

近坊 冲永 形源別敘布试現2)茨城％日不林学会・?演菜〔策7 7回)凝公夜

8)小山,片桐 スミ"アウィルスによるマッカレハ防除試験I ［V>ウィルス”おり
い 966):

弁觸•松枝 形滋および散布方法比較試瀏S)•日率林学会囲演第(.第7 7向)

未公表 、

-2 1 4-

テ)小n」•片樹 くミ・,アウィルス(ぐよるマ・ンカレハ紡涂試駛(v)ウィルス&奔

<1966):
小田,髙理 就盼S)•臼本林学会驾沛婴］必7 7回)去公表

4 41年度の試験計画

1)試験地

所住 秋田U•林局能代僧林器管内大浜町有林(秋F0提依代お大間浜)

懈本な林蜡佐負な林g泠烦1の挽威H冇林(佐黄"染决沛砚玉烏町)

而敌 2 2 hn( &目〇 3 0 hn (佐处)

休况 クロマツ2〜15年生海岸砂防林(形代)

クロマツ 1〜15 m海母砂防林(佐質)

2 )鼬妨法

放布面精 啟布区,15 hu 無散布度,7 ha(,能代)

散布区15 ha " 15 ha(雑賀)

做布杵 h& 当»J I.7X 1 0 6 〇 C !1 〇 r )

中性!培・剤使用(倦代.佐賀)

散府方法 ヘリコプター骸布(,ペル47G2〜A邢倒高!5 m部!釜より畋布。(,能代,佐賀)

玫布月日 !9 6 6 . 5.. I 9 午淀7.〇〜9.5 h(,能代)

19 6 6. 4. 2 2 午旭8.5 5〜9.1 7 h(,佐實)

3)捋爽方法 A•梃息数の変動遡爽(能代)

B 崎朋剔殺定虫洗病率によろ散布ウィルKの失効调査(龍代)

C 設定虫初別のウィレス散布効果遡齊(.應代)

A隧紆放の殁動調査(能代)

散布部と改布後の椎息数の後勤を調査する。

'〇前注区 故布区5 R区•5液散布区5 2区計110区

(II)调査対象 綢術XI 4 mX 5m)内2 0本のクロマツ植裁木のマッカレハの嗯,数を調査

伽 題度時期 收布前5月17〜】H日,故布後5月2 7〜2 R日,6月17日•7月6日計4

回に幼虫変動の綢充

8月2 4〜2 7日岡化,卵塊,次代幼虫,典査,

B 設定虫時期别罹病率にXる残布うイノレスの失効;;* £ (瓶代,佐容)•

試験地内のクロマツに澳冷沙從灸没!&,供忒史を放虫I•称病艰を関帝 吸布傍から能代:て

わいては1週岡目に5回,佐設!CX"いてH I遍おきに4回,5普甘1回の放虫,故虫後5週!J
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にそれぞンとり:"tづして弟部し,經戒率を:叫べた..

•殳定方北•蜂は布は,・芹「ん:亏…fれ芯べでと12 %,佐宵でだ15袋,1浅［り必ずつ放 

攻,1回の故虫敖虫牧統代2 41,F5 0 03Iとする。

(H!供試虫 乖代は岐虫はー岩印!江i®沛’藤里虫沢営爆刊 山居山司有林アカマツ壮尚礼!965

年泥棒目.牧大で1本当りう 。り〜4O9痂(嗟巻内にいるもの),19 6 6年度はドって1右 

当り1。 〇頓酸後の楼C?以で5月3り日に决度,5月7日まで。 cに促存诙,クロマツす詮木 

に塞冷沙炎を加十绝刘洩育(.1〜3回用,)4〜5回nの供よ虫セ剖我アカマツ幼,帝木に寒片 

沙焚をかけ梁气!飼脊しれものを供試した.

供試虫設定玮期と支齢

回教
能 代 佐 区

設定時明 虫齢 設定時期

1 5.1 9 5～ 6 4. 2 9 7〜月

2 5. 2 4 5〜6 5. 6 ノ〜8

5 6. 2 6—7 5.1 5 7〜月

4 6. 9 6〜7 5. 2 〇 7～只

5 6 1 4 8〜7 5 6. 3 月〜9

C殳定虫何別のウィルス散布効"能代)発生う涂上で低密一まで伉るもの,旋代試妹地の虫:t 

これに該当十る。19 6 4年かなり発生Lて.' 9 6 5գ Vリ坂にある虫すなわち江沖口虫はこ 

れを該当するもので,これを早くから嫁集し・て冷恭したり,遠方から榜州することのストレス駐, 

虫?!にか左り影響あるものと考えられるuこの2つの来喺の.兇った虫を設定して.ウィルス©幼 

果を知る目的である「本調査の岫場は以中から羽化まで綢宥を行な、たものである。

H)設定方法

B ・調葡て同じ '

(ii)供試虫

a 秋H㈱能代市大浜㈤冇林クコマツ林すちわち嫁林より採.以のもの。

b岩手備江i例市徳里,水沢憤林若山居山国有•クロマツ壮倦林より碌果のもの

5 41年度の試験経過と結杲

1)棱恩数の変動

骐代試:,灸地で行なった渚果,:t»矛1衣に示すとよ,、リである。

-2 1 6-

•由中・川・の死亡:”"照区に比Lて段布!・も篷Wは何らなかった。

L小Lめ7 &こ不十と・、、り? 〇日目の叩剖結果でわかるように对照区。かに比L改布区の罹 

块空t?氏6'sであー士"これf±ha合リ〇政"ゝ;;う:1X1-0 •で行な・たもつで,3X10 ' 

.つ做布;」で::幼虫用!司約5、〜R 3 *cOvg亡宥を地上浅布メ映也の例で効果をあげている。斗 

墟阳は対的M 6涸に的Lて他布区は全く排!理全孫しだすことカ:できなかった。成虫は対照区 

? ?幀に右L "布区は9頭で・ちった。tた,次代幼虫践は,話無伝2 6 7頭に彩 L,1敘布区

(
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奄2衣 no v野竹欣布による生存虫榊病窣钏・作結果く能代)

版血 ル理別
|健全虫技

DCVfflWiK 衅:七

5月19日
散布

COnt 8 〇 8 〇 〇 〇

南後
IX 10 * I 〇 〇 I 〇 〇 〇 〇

6月9日 敞布後

Co nt 4 1 I 4 1
〇 〇

2 00 1X10* 3 5 2 5 ! 〇 2 8.6

111頭で約半教である。散布区Kお・いて卵塊を出十ことができないにもかかわらず次代幼虫 

が存在することは,次の理由にわると考えられる。罹病成虫は,果団産珅をせず,パラバ丸こ 

2〜3粒宛麓§3するため那塊を見出すことが困旋と左る。しかし,H源には次代虫が11〇頭 

見いだされた。己の次代幼虫の其の後代おける発含するか否かは今後の調的Sたなければな 

らなレ、〇本結果は当代幼虫の做匝麴て変化なきも,成虫•涕坂次RAいてウィルス孜布の効果 

力;みと治られたものということがでまる。

2 )時期別設定虫罹病:物てよる枚布ウィルスの失効

散布されたウィルスが失効•卜るには,多角依の葉からの術失•紫外恿による不活化の問題が 

あるが,後者の点が大であると考えられる。

第3,第4表亿よると散布Lて2週間目に設定した巾の徳明案は急位低ドしている。う恩間 

後の設定虫に対するウィルスの幼堤は全く失なわれている。

3 )般定虫’質別の改布効果

マッカレハの発生ピーク,または由の痴冰集団の江剥虫と花生尚上にある1低個体琳、R(能代) 

のことなった毋说の虫は,ウィルスの以布効來て差界のあること虹 これヾでの試埃でしばしは 

みとめられている。

歩5我に示すようて,成布直俊に設定した昨代供伏由は幼虫期目にあ、いても対照.に比して多く
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調1切

能 代

武験地内

す 二
11 25 ! つ7久］ 陝

9 15 8

4d ； 70 49

57 二

乃 69
一 ー土

65 |
— :____

| 55

7 JLP

T
A
t

2 ! 9

L\l

10 i 45
I

H

羽

3

12

6

25 19

51 22

5R 25

4 3

生敖! A

頒や幼虫故・ 

当、______ J -X19C

9LA .：
• •

时

FE- I
g

一——.1
ズ」 65

6"
ーー T

70

451
____ 1

4R

1
106 I 朋

105 ! 明

15 15

24 24

22 55

22 55

X 110

10 90

ー ー A
90

120
•

10 120

10 100

10 100

ID 40

1〇 4〇

供武虫

産地来歴

! 涮
室姬育!

移動虫!

!

吭亡し,まだ羽化电も悪かった。?】日後に設定したものは死亡军,羽化宰:において対照とい

リ差勵;左かったことは前述のと右りであ如しかし江剩虫ほ改戸在阳こ技定Lた:ので％冲ホ 

r比し生在宰力:离い倾向を示し.2 9臼灰に設定したも.りはその物向をさらに强均七珀果とな..

た〇5弱采は:あるいは斂生坊間の干珍という点に起内するか,しれない。

この点は今後にわける虫の後・U.在既とウィルスM布M-M設布诉期について検討を疫十る卅吸な 

点でちる"

4)総 括

第6表で示すように 代代のよう左低湖建虫を対象にして自然状戒匕!«、いて生.0.玫の変動侦店 

するものと,袋撫をした場合とでは,老熟期までの生存率が対照仏にわいては差拠がないが,段

第6表DC Vff外放布試験紡釆の化括子バ捕代19"ソ,1966•汝布)

•
調
充
木
芥
故 

如

理

別
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布Kで泣袋"ナの Bが低空を示Iた。羽化宰は利照区が邑然のものXり供掛"うものカ:甚だしく 

"らx：z :&；；・>・定っいつも対暇区の芝熟期生存宰が,自燃のものより甚だしく高率を 

示した,こ•さとの§合:t・北:’間;;:亙:冲った荐の他.E虫因:こよ赤のである。また設:定虫貿别 

湖ウイルス,つ舫％c点であるか江! 側虫--Xうな条件の根二は!X10tでは快布の効果はみと 

わられず,汰布M•を有けることに1ってあ果があかるものと考えられる。ただしこの.rうな考え 

方はW代幼虫への効果をはかるのみにとどまって,真の生物隣Q意鎧燈くなる。この点が化 

学斐削によろ防除と生佑的防除との異る点である"真。生物的舫除の目標は寇生拘を・って自然 

制典錢,§ .〇!つの手段であることをわすれてばならない。

6 こんごの問超点

以1・の須mが•もげられるカ:,東件:てよって就・瀉か異るので,今後更に検mなければ・らない。

1)病攻你の放布景

これ・までの試焼結果から虫の 瀬、密壤が低く,当代幼虫の被害が少いとユとめた捣合:土!X 

!〇 , /hl で充分<その幼後を挙げろことができるS, ー技には3X10 ‘/hえと考えた方 

が安全である。

2 )做・液代

他上歩力说.霧器使用の爲合は5 0 0 /h%空發の埸合は,10。〜15D々小!!とふられ 

る。

5 ) ［牧;布時期

苔令幼虫期に・ちっては.&月中旬メでI — ) 6〜7舗を目標とする以介は5 旬〜6

月上旬でおる(,奔故布)u 一般には後者の場f{・が効果の点からまさ ている。

4) 畋布の方法 .

地上から酣カ唄露器による敬布と,空中胶なと歩石が.防除・規模の大なる旳注肖刀的な空散 

が紫せしい。要は十分菜に展辯することが干姜であるU

5) 使用迎態

豉削,・利削,皆劑,油剤等の使用形德があるが一長一旬がある。放棚典件を十分.恵した 

kで,各使用咄•雹を通択すみことが必要である。
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2 〇ホ 、ソト:・木付苗造林試験

1就裁担当者

造林城ー研究室:

2試執目的

ボノト斜:对1宰牛苗を喔成しこれを估柩地に曲 切.,’、ことに!:り,活若を碗尽!rし,诳 堪问 

の延長により％用の％カ配分を容易に».,拧^造林用澜或の埠灸をまって吿力造林技術の一源と 

して浏ノゝれられるよう技知面からの検討在する。

3 前年度までの経過とえられた結杲

〔沼和41年既より実徳の項目炒え缶略)

4 41年度の試黙計面

このオ樊は,•当研究宅のけてた計曲二ノよづき,’術林M菖・が実施 < ,か果っとりまとめ吐共冋I.

て行なうこととし•ている。

⑴臼苗試験

スギ 乓京局沼津磐三明寺:苗翊7 Qn。個

ヒノキI可 2 0 0 〇圖

アカマツ旌橋岛沼田霧糸立隔均 2 2 5 0個

カラマツ间 4 5 0 0 個

橘!Kitt生長址調充

⑵歎林試験

ス ギ沼迎署弗な山岡有林

ヒノキ同

カラマツ昭nr岩寺城山可肯林

2 b 0 0 .

2 0 0 0 >f-

11りD奉

沼津ではむ送決としてコンテナー:t、よび背負器貝のテスト,何付作業仕組衣•よび梢栽広の牛 

艮課逐。沼田では•強肥区纭威帜区,并通団跋(Xの生長を較

5 41年顏の試快経過と結果

ョ小・沼由両洋林若の他,硬会を得て現地部缶・試・指咨全したのは,帝!?而帯広•本別％

龍不ゆ小林•都城•菊地おなどであった。この外準禳屛むつあ 大源局福巾岩,旭川局などでも
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nnnit m
m
.
 •> Iも 

進

囲

【

蚌 

債 

若 

増

1

®

蚤
ー

、
灣
亠
、¥
J
 

ー
孫
斗•

«
 

懇

住
(

强

CC- 

淹

惹
 

皆
〇・V

g
.
L
 
一
 

S
.
0

-5
一
 

•

〇
^

-

傅

整

夢

丄

i
N

-z 

-
-
-

 
• 

—— 

■

sfs
'
W
 
没 ぶ
 W
 
経P

—>芝
善9

 
宙
 

巴

7

着

・
 

2
0

へZ

が

金

…
 

終
〇
〇§

?

-227-

七

慈

萍現 
箕
試iffl

即

非蜒计ろ

2藉电 
!K

料羅・ ri M d ¥_ M d
5512Z5E5Z
佃樓•照(枣)

Ins

§

p
s

§

9
2

Inm

§

§

§

§

£
0

邑

尺
〇

§

§

9
§

§

O
S

s
o

2
0

§

§

6
Z
L

板
•L

冬
・
一

S

6
2

6
初

&
0

S.
T-

§

tn
殴Q
Z

懲

屋
§

罗

ま

L  
§

&
 
R

一
 9

E

P

一Z

治

滔

9
5  a

話

冶
&

s

 

S

6
6

 
*

 
B

炎

あ

誓

9
5

 

9

ニ
ー
尿
二R
 

必
滂

で
&

S

6
:6

 

9
6

始

史

6
S

9
6

担

妥

以6
8

斜

ヘZ

苗
£

ヽ

6
9

 
一

CC9
9

•
二

§

 

を

_

§

肯
ー

*
 
K

-V
-K*

时

G
S

 

為

r

CC9 

p

tr 

-
-

-

.!

§

 

!

 

我z

 z

記c

ffi-
一
題

主

日6 

&
 
&
 

£

P

ほ

£
-
- 

§

 

赴

团

吆

6

罗

蚩

ぎ

§

 §
,

為

司 

辭
Z
:L

。

--
买

料

ー

写
3
 

S

 
§

斜

ッ 

繼

〇 

賣

Z

 

£

 

»
 

I
X

公
ぜ 

み
・X

d



6 こんごの問題点

⑴育苗法苗爲および布杪生長が普通まきつけ苗K比べやや劣る。三阻号含有率はそれ純の,坚 

はなく尚題はない,したがって,生長Hの劣るのは土威夫兮管理にあろと思われ如沼,'K •沼 

R • 4咻・於夜各苗畑ともゴムホースなどによろ手微水であり,自,吸水-ug 一方留広君で切 

フィF・ブトでEろかスプリンクラトよる』お.做心こ上って米’ホ价理をLて云、\)生長はそれ若・劣っ 

ていない(トドマツ)」したカ:って,こんごは自化撤火些置を,没况してな苗しなくてはならな 

いと但われる。砲肥は従来どお、リの辨•をえ,弟肥に分施十ることで•卜分・のようである。席種话 

は適正播種粒数萌荻を咬苟教学上箕出で4るのでI別図)こ•れ5づき決定すればXいと恩う。

(2)遣林法 進林地に氐けるブラスチ・,クづノトの破六戒は,冒ットの訪判,りさにより興な 

るようで•なるべくさ''!・やすい紡質にすべをである。この点各極形質のポットを比較する必要 

があろ,つぎ【て若林法であるが,1疋生の小苗を積何けるのであるから,木革による被覆と, 

盛史時の乾楚Hとの両方を老国する必要が冷,る。すたわち除荒削利用の地描えを行ない祥状 

(栗秋)造林法を懐用することが一法と回われ,こんごは允林方法のテスト冗诉点をあきたい。 

を坷 3功程は,現状ではI-分な帰木買で行な・ノていないので本恪的なテx卜が出来るとう

-2 2 9—

苗木の養诚を号えてわかえければならない”

(3)蛤送法

苗煩か・ら僭び地へつ輸送•危林地での小说我,:殳するコンテナー:・つテスト・［未だ:;】借的で 

左い。1I日:.号火の点か:',にブラスチ クキがよいが.な状?決定-テるふ姿刀;キ、る。戍ボール:: 

は降.抒とあ林地をひきづる沒損再Lやすい点で適当でない。小述ヨ作丈と祖合せたコンテナー 

の做討が必要でちる。

•4) 土擬作り

1hn当り3 5 0 〇〜4 0 ')リ塁用とすると,ボ,b(. ? 6 5 C C ?に笠する土戒は功1N 

となり,年間I 〇 〇万奉生複する苗畑では2 5 D淀分］中¥ 5 t>n式ンブ6 0台以上)の土 

,;4を必波とする。一方苗兩では 反・当たり3000kgの准史を使用しているから,5 haの苗床 

而積をもつ苗瀏では!5 0 conの土う作りをL・ているといえる。M記!〇 〇莒本分の七蛔 

2 5 0 wO±-Jht^2 〇〇 tonであるから,この点・多少の努力Kより土攻作りの問題以解 

決しそうであるU
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い 国有林苗畑における線虫被害の実態調査および防除

!試験担当者

二場阍确料長 :千 葉 侈

“ 圈同妍寛室 :真 宫 哨治

関商支場保護祝究室 :寺 Y 降再代, 峰 居- 彥

七州支需保履纳一研究室 :徳、 3? 今山, 小 原友 也

2 箕験目的

国有林苗痢になける砲虫谚Nの灾谊,加卩,’喩虫の様・"生・い 皴ぷと咪璞との関保を明らかに 

し・萊般汙よぴぐ苗手庄による防除方法を確立する。 <

3 前年度までの経過とえられた結果

従来,国有林苗畑にむける存生决虫の分布.:;・よび碩虫渋出©卖熙についてはほとんど不明であ 

った。そこで,やず昭和5 9年貰から各地Q苗烟で,寄生顾虫の愤・泊・ち、よぴその愧出履度•生息 

密壞伝ついて翌竞をあ、こなった。 •

昭和4 〇罗咬决で｛て调在した浒畑は3 1とに示ゴように,髙:和営林局«衲を除く!5尚林ほ管内 

の15 6苗畑である。このうち,史京・前橋•戏不ろ廿オ也;0ついては,’昔内全苗畑について钏 

奄した。なお.・卉方法は昭和う9年2月茂林茱試題瓣で作我した.林・なが职’こむけろ線虫波& 

醐夜罢館‘によった。 •

汐1表 沼和3 9・4 〇年した営林同別怕・畑敬

な林局名 気林壯& 苗畑敌

化 見 2 3
苗 K 2 2
旭 川 2 2
札 缺 7 8
函 館 3 5
宵 森 5 5
秋 田 4 4
前 僑 1 9 2 〇

束 京 1 6 1 8
旻 野 9 11
名占崖 I 1 1 5
大 阪 11 11
鼐 本 5 2 3 4
合 計 1 2 3 I 3 A

-2 3 〇-

こ6谓洼の裕您.次、ことが:月らう・となノた。

I>主要寄生硬虫

)多占ヴ怅俄,”•内以小.• M:也•的芸'•いて・もっとも検顿至が高いのはネグサレセ 

ンチ,ウである。すなわん ；”£曲;“2そとんどすべてC苗畑で生息が商珍られ•しかも, 

多くの苗畑でもつ生口•渕斜:t他C辭生嚓虫とくらべて目立って高い。大阪・鵜•両営林屈 

滓内苗畑く古、いても,ネグサレセンチュウは务< D萌岫で検出ざれ,その生口.监•建も后;い 

ものカ:多かつ氏

"こ,ネグサレセンチュウ5 探した噗苗囲い;2いつ十べてで寄生が認められ・主要 

1«冲では•スギおよびヒノキでとくに涝匯が烏く,カラマツかよぴトドマツでもほい密既 

で寄生する例が乡い。

これらの結果から,司有林苗畑とくに針集樹遂成苗畑で,もっとも問:箇となるのはネグ 

ナレセンチ、ウであり,今後苗木の域虫岐害の解明は不坦・虫を中心に世わるべ%ものと 

いえ如

な・お、•これ・でにわが’司では9秤のネグサレセンチ;、 ウが泌告されているが,今回の通 

荏忆歩いて検出された、つは,キタネグサレセンチュウ・クルミネグサレセンチュウ・ミナ 

ミネグサレセンチュウの3種である。また,名古牛'尚林用以束の9I苗炯::■»うち,RC 

苗73ではキタネグサレセンチへウのみが険出され,更日本地城にふ、いて本・虫がさわめて 

页要な他觥をしめていることが示された。

b )名古屋歯林局咒内以来〇苗畑で,ネグサレセンチ ウに次いで多く検出されたのはユミ 

ハリセンチュウであり,主耍針薨瓣间めすべてに年生力睥均られ石。衣切根虫は大阪営林 

局管内苗畑においても主婪澤虫と考えられ,能本用奇内苗畑>こえ、いてもしばし;ば辞密度で 

険出される。

なあ、,本ポ線虫としては,針葉圈苗で2根が確紹されていA,

c )この他の主耍探由としては,イシ、クセンチ»ウをはじめとして,オオガタハリセンチ 

”ウ・ラセンセンチュウがあげられる。これらのち:烦のものは 前二者ほど分布は広くん 

いが•時折・特定の苗畑で高密度で検出されるものである。

d )俄作物の主要線虫であるネコブセンチ.ウは,/4ヾ局含内苗畑では眼!住曲・如のうち約半数 

で喰出されたが,その他の地网ではほとんど検出されない。とくに東日本地京では91苗畑 

中わずか「苗词で敵められんにすぎない。この寸虫の検出は,針程钢以外の面作物との閩係 

力:架いと考えられる。

〇)以上述べた梢炒ほか(て.ワセンへウ•ピンセンナ・ウなどが検出されることがあるが.
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険出頻度はごく咬く. H忍,ぞ安も饪い〇

2)兹啓との期係

吊・木の生有不良な甬迥ニハいて.しはLは寄生或虫力:落密;二一峻,匕% n・た。例え•:,火H X 

:猊においてスギ・ヒノキ苟の'女宕百財:多碓寸る苗:ヨで,キク・グサレセ 八ー、ウを七・Z十 

る寄生隔虫の生EJ・苗窿が德い羽合が少なくたかった,しかし一方,苗本»生脊イ:Rな宙対«お 

いて寄生’;!虫の生U帝産が低い倒.,あるいK祁密,;％で寄生刃虫が淡出される、こ§かかわらず苗 

大の生會に目立った咀書が見られない例もLはしば略6ちれた,これらの点から,茵木口・苛 

症状つ原因に対してれ,寄生电虫についての解折を建めるとともに,池の要因,とく •こ咛虫と 

土垠奪原茵との’"連以沏«ついての究期をすろ必安があると考えられる。

5)キクネグサレセンチュウの加出性

束8不地戒でもっといド晚とりえられスキタえクナレセンチ.ウの并藻樹苗木に対する加!: 

性を明らかにするため,イ、婉内のコンクリート製マイクロブロ ’トを使用I.てスギ苗に対す 

る人工接種をおこなった“席咂询の接桶碑虫以は1ブロノト]/况’)あたり約I 0.。 0 〇で, 

初年延当年生前の11月掘取時に糸、けみ寸虫寄生汝は平均約5eり9/根1ダ,次年度岡ープn . 

コクトに床柘した苗の11月珂R理には平佑5.7 0 〇/恨1#であった」このような髙密隹っ 

寄生条件Tにかける苗木の生斉をみると,当年生苗では沛住4 tび生如には紺接種区とあまり 

大ビな差はないが,沒系の発迎程度心骸らかな差があり・償版の生長不良・細恨の演少・白 

根の福夏や萎削が '!立っていた〇床蓉荷に好いては,想虫寄生の好啄は尚若となり,苗后生・xと 

も:竺技蘇区にくらべて若しく小さく,枳系発茂の程麒 とくに地簡曲てお、ける差異.はより一附 

明らかであった。また,接建区だむいては一部芭木:う枯損するもらも発生した。

な埒,キクネグサレセンチュウはほとんどが紺根亿奇生し,径1叩以上の太い根に対する都・ 

< 一部:てすぎたいことも明らかとなった。

4)殺总虫削の皆木の生kてわよぼす影徼について知るた均,,マ應理により殺嗓虫Lた土破に 

各複聲剤を処理して,スギ苗(て対する資塀を胸べた。その括果,クn —リピクリンおよびD- 

D剤施用土也では,若しい徒技現映が谒められ,ラ方,D B C P剤施用土威では生育耕期にむ 

しろわずかたから牛長の阻害が認められた。

発表印刷物J

i)我•宮・靖治:苗木:て辭生するネグナレセソ・• nウ(こついて(予報)7 5回日林大会訥演せ

(19 6 4 '

ii H如司噸台:荀木に春生びるネグサレセンナ宀•>について(予沱)嫁虫・生か苗木の生斉に
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わよぽ・北補2)7 6回・一大諄・漁曝( 5 9 4 5)

(ii)は;u一彦・存1奇:'4代:、グ<レセン-尸」ウ)％0.她・コ、・ける吊り床奇つ生白について,

日林5西•艾佛〔!° 65 )

iV.E泓"：5" W 孙ヤ虫・つ分布く予報)7 7: …、・:商电【1966)

4 41年度の餘験経過と結果

I)5.ぜ芯”观として.大成,林砌南•田辺• 6•吉•津山の4供休・署传内5苗畑 

た。国辺許:’め®市除いて他の4商蜩では,ネグサレ七ンナ、ウ渉飛把占極で怒り,ユミハリセ 

ンチ、ウは全曲成から後出ざれた。この他,涣出の冬»つたもの;:hラセンセンチ、ウ・イシ 

ユクセンチ・ウであり,ほ米"、いY結堤と同牧のH向を示した。

!た,&吉・苗畑では※1y吉・りネグサレセンチ、ウ検出致は,スギ聞・兩ら 4 6 9に对し・ 

アカマッ搆坪hi2 〇で,両樹称間のいちじるIい寄生蝗既の遂兇が示された。

2 ) 土快中のな虫の季湖的消長を知るため,找本骨林咼佐賀営林彩苗畑のヒノキハまぴアカマツ 

仰""末で4月から1n月マで毎月調東した。その紡果,鯉Z虫は発芽^から.龟迎に増加して5 

月頃」爲密握に・迷するが,一方・ネグサレセンチ丄ウなどの寄生な虫は7 ～3月に室性顷髙 

となる。•tた苗木の"職中’•つネグサレセンチ.、ウは月月頃に姫高:官Fこ• £する°

5 )彼害解折の一環として.京郡甘林・苗畑他2カ所のネグサレセンチ、ウの主音十ろ茜蜩で臻

成されたスギ蜡年生苗を,网西支埸苗畑に床好して観察した■Jその贴垛,一見健全苗とみえる 

苗木を床替することによ て・ネゲサレセンチ.・ウが伝尚され床替燃で把珀することカ沛かめ 

られた。 •

4 )ネコブセンチ、ウは民間苗・畑では,時折喰出されおが,司冇^昔爆での拎七はごく少全い。

とくに束R不她找ではほとんど分布していないように忠われる。そこで,不域虫の針菜樹苗に 

対する寄生性を明らかKするために,スギ・アカマツ•カラマソの汽年生苗に対し本為ガラス 

室内で人工接棟をハこなった。その結果 いずれの樹も生行初剛こ移域获の"]1の形说 

が認均られた。

5 )ネグサレセンチ,ウが高滂既で険出される千菜営林曽愛宕山闵畑で,スギ將M床において各 

怦疼制を使用して,防除効果わよび・蔑削の苗木の生以槌、よぼす影"検討した。また,開西 

支場苗畑に好いて.靈剤の連年施J肋商木の生讣にあ、よほす缶ヨを跡:かめるために•クロール 

ピクリンむ.1zびD 13 C P剤を使用し-て試・瑛に:谷手したい

5 こんこの問題点

1)未調査地城,とくに四・冠地方およぴ束北•北海逍地方の米牌依苗畑にお、ける実奶•其査を進W
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我有林苗炯にむける主要缶虫の通航生以次況,綾者状沆をより时らスこナる。｝ ■:. 5：> 

つ点について民間苗炯と国有林萌归との相違を明らか工し,昉斜う基轮?(吶とす,"

2 )ネグザレセンチ ウをど主貶殴虫に・！:る主斐樹神苗木・つ检吿所听％迪玲,・,Fた生た牛 

発生経舟などを明らカイてする。

も)苗大の生洵不貝な苗拓!心”いて寄生双虫か爲密教で検出される場合も少なくない・が,一方, 

その胡度が氏い場合tしばしば以られる。したがって,喫燧症我による.苗・次の被’Eつ真:M欢 

を知歹ためには,ゆ虫と土滅あ原菌との関連統吉をけじめとして,いろいろな面から発生砂E 

の辭析を右、こ歩う必耍カ:ある。

4 )役魚虫頑剤の防除効果ととも亿麼木の生荷に診よぼナ移はの解明。

5 )施虎か・!:ぴ璀肥施用など奇苗手法による寄生嚥虫苗唆の泊忸の検汎

-2 3 4-

2 2. のこ:：j璀肥の肥効

1 試験担当者

土礙该生物研究％ :澳时破次 Hlべ定人

2 試哙目的

わカ:国では年耶3 0 。萬conを延える大近の廃貯(.のこ貝,スラワジ,チプブ旧,崩度)が 

生産されているカ:,その多く枝朱利用貢・三として放!性されてん、リ.むしろその処円に困っている 

所さえ少なくない。一方槌林,i果芸方面では.これ诚でQわら,遊焚の透紀は,原科の入手灘・ 

労力〇不足などから,次弟に入手し成くなり,これにかわる製造容以玄仔機質源が強く斐隼され 

ている。

4:研充は,これらの廃け,とくにのこ屑の懺化とその利用,凋発全目的とし一応以下-の項目 

を研究の対魚とするものであるu

1. 廃會の微生物的,化学的あるいは物理的処理方法による唯肥化の研究、

2. 璀肥化に関らナる微生拗粗を探究し,強方な分解茵の余穩,培® 陰観方法の祁究

3. 堆肥分解過程における相成の麦化ならぴに戒品堆肥の化学成分の衍明

4. 堆肥の合理的施与方法ならぴに肥効についての;式験

5. オガ冶堆肥あるいは歷寸の馈生物用培地とLて利用,開拓

3 前年度までの徭過と得られた結果

これまでに,一応廃時に有機質肥料を添加して堆肥化十ることにk均し,1た.製透堆煖用 

いて予備的左肥効試製を実施して,2. 3の知見を得た。その擬理は次のようでるる。

准肥の製造方法

壇材・料:これ唆での多敎の製造例から削沂して.笏1表記載Kよる原は料の組合せが好二しいも 

のと忍われた,

妻中,蠅材"はのこ％ チつブ屑(水分3 0%内外)を対阳としたもので,スラッジ(バルプ廃 

液からとれる細粉樹皮)は水分含彼が6 〇%以上なので,多少乾株させる机乾擞しためこ肩を 

混合・したものを用いる。

なお必要に応じ.添加寸料として,化学肥料,わら,皆血.:鐡・樹カスなども利用する。

械込み:積込みは春から技に行なうことが好性し.く,屋内でほ4 〇 〇 kgfeU-,野外では8 〇 Okg 

以上の原材•料を,内Mをコモで張った木粋の中に.あるいは途中3 QMの髙さごとは薄くわらを 

か・宴せて円錐形に批込む。洗み終ったら雨衣を防ぐため上部をビニール布泰どでお去、いをする。
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才1處廃材環匠の泓材群职合訶台
、•、「遍法

'' A B C D .'S 吸・
為 , l.nリ火 1.0 0 okg 技 CO kg 1.0 j 0 kg

“・ん 1 OOkg 1 〇 okg
1 0 9kg 風花物

米ぬか 55〜m 5 0kg

人糞展 6 5 C必 分舟したものを 用い冬
液 S 4 0 £ 4 W 住友液肥11566

希典て
甫石火 5 kg 5kg

分卵苗 若 干 着 干 若 干 若 干 市阪分賊芭
火(火分) 【55%) (5 5%) 1.0 〇 〇 1.0 0 0 ^

原针捋は卜分混含し,k分ヨ5 5% くらい〔噬く;"!って,水分・が手のひらに找らない程既)工 
れるようにr.・半し左カ:ら加えた後,法込み•を行なう。犬分の加成は,充・懐は左冶するMもm時な 
因子の一つなので.原料粒子の大小’ .唯角 添加剤の我御"ーt邇当に調潦することが必?;で 
ある。
発熱経追ならびに切返し:積込み秘5, 4日糕拔すろと.普湖中心部は6 5 «以上Iこがする 

ので,6()く旦下になったら］1〇〜15日日)•切惡し',すなわち積み(2ごして,犬分を追 
加し,必目出て応じて楽分も加えて(温度カ:十分上らない福合),卜分混舍した後再びM込みを肖 
なち。切返し後2.う日たっと,全优にわたって3 Q "〜7(3 との発知•が兒られる> Iり返I it斗 
:电1回で十分でるるが,1to n以上の場舍は2回行なうことカ;望憶しい、,切返しの前後を洒匚 
て,発熱が65t以上ならほ2週間,6。"°以Eならけ3週司供続すれば,廃甘中の游成分I夕 
ンニン酸など)も消失し,•应土整改良剤として使用虫来る。
保存・管理:婭の完了した隠豚推肥はその後晩カ月用雨のらたらない姒所で保管し,ときわ 

リ瀰な?泮して,乾煥を防ぐとともに後•的の促施をはかり,黒色になった・のを,冬のNにあふ 
いは早春に施用ナる。

なえ、,2. 3型泣堆®の成分分析磧を示すと浏2表のようである。
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花2表 2.3廃对!-Xび條!泄ぞの分折的く陀A )

现 顼
’一・ >

•友会分1 % )
潇考

N :改P Ka 〇
・ 一 !、. • 1'1 5 :0.。 7 0.1 3

问 上 堆 0? 7.2 fi 1.2 0 1.5 0 0. 6 5 裂癖A

丸んぱいが仍(生> 5.0 5 0.2 1 0.0 5 a 1 7
1同上堆紀 6.6 〇 1.2 4 1.3 0 0.7 5 翌莅法A

格用法ならぴに効果:
これまでに実趋した予備蹈の結果,廃例肥の柚用方法,格用垃黑につsては,一虹以・の 

ことがH!われた、,
1.隋用に3いして・は 十分;コ戦％,完熟したものを用い,如用節二組二•に紀・/•・甘る;と「紀 
巨成分の不足しているものは,化学史・(特に窒為肥料)で可化!.て用いろ。’い:'”や泌な 
もの,あるいは肥冲•«分的に不均衡なもOrt, •由々な栄蹄占や病ラの宪土a大「やすい。

2 土蜃V)性幻(,砂角 粘河など)ににじて,〇•1haザリLE〇〜5EQ03也表1〇 
〜3 〇ぐ衙位の肘に锄込む力％地衣i~dcwの叩さにマルチ(地上泌愛)する。
永械性のある卷肥なので,量•初の地用帯は少つユLて,目Mi加する方法かマレしい」多川 

を・招すと乾彊の‘,!沧生じゃすいので,漸«にI廉するか、 マルチとIて命用十る〇
5.糾澱培の母令は,鉢土刀・冲?1,作物の挣賴にItじて,土 c猝& :> 2〜5割§・如えて用いる〇
4.現在次の分野で川いて,住好た桔果か期待されてい如
» 林木苗,煖作物,花介類の堆肥
" 果樹園芸用(,爻,茶・みかん.りんご等)財i书殂甘あろい,tマルヂ用
c だぱこの肥土
d しばの目土用
5.な荆混オ堆肥此堆肥としての効果の抵か,珠水苗・な物の岛"立枯病,炭®糸・純羽纽 

など」c発生を抑副ナる颂向もなられている。咬た馬ふんをY佐とした廃寸推肥は,7カン7 

紿,值うせんか,こん整やくなどの府害禄虫c防止;こも効果の•ちる我典深い钻果も诺られて去. 
り,そG理由め一っとして,廃材堪肥屮に均别した一径の・熱丑大型編中( RhibMio顷) 
か,病・¥線中の幼虫を抽喰し,その活度を波少させるためではないかと推定された。
献
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1. 植村・英安枝術V01・1R ： 4 7 2 — 4 7 4,19 6 5

2. 植村・土と微生物・伝5 ： 9-16,196 5

3. 鳩村,おか屑斐把の裂造と•為用幼％わかりやすい林英研究”;云シリーズ,.：.5 ??«ヽ
19 6 4

4. 植村,山林 K 6 6 6 ： 2 4 - 5 Q 19 6 4

4 41年度の試験計画
一・ノコ州;充切に,有俄む(罚ふん,米ぬかなど)を忝加して:班化する裏注芯見:滋L ::ヴ 

得られたので,41车度涵は,易乞化学肥んと分髀萌を用いて,より安即こ,かつ圧効の大 
きい均ーな璀宏袅造法の研究を行なうこととし,一方これまでの裡造变陀を用いて,関西支桃林 
山針須地管内王野市にえ、ける忿拼地で,林木苗についての肥効試族を実浙十ることにした.。試绶 
計画の槌毙は次のようである。

1. のこ届堆日分綁苗の分緩,培養ならびに,その效生物時得性i’こついての研究
2. 晚獲隔C,體,鋼製法について
5. 岡m県玉車f試险烛匕おけるくろまつ,スラノシュマッ・ひのき,メラノキシロン•アカシア 

についての唯紀肥効試験
痢地:御山果玉野市郊外花崗岩売緒地 海唄〇• 5 ha<関西支編岡山試构也と共冋硏究)
中侦:くろぜつ,スラッシュマッ,ひ而
以上各2年孕苗4 D。不,メラノキシロン・アカ.•,アえ 〇う穴(臨港き)

試也区:1试・国区1尚稀として4べ駿ほ.(各0.125h”,植栽穴または播皿穴4 0 0穴股償・) 
を設け,繰返しなLとし,各試験区に:ついては,次の第3浅のようなA, B, C, Dの堆肥滴 
与区を設:けた。

左:1,、植戏ならぴ圖帽種は,昭和41纬3月下旬に臾您した。
4.の七屑堆度の犯効忒験は,林業分野のみならず,典地および圓芸分町にわでても,その灾枪 

が希望されるものてあって.41年废は,屛林水産技術会燧の援助により,下-記各県の黑华試 
剔弱でのこ屑卷肥の予備的兜効は験あ世施することになった。
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第3表 睦吧您用試後区
小・须Z 曜/E施用方法 備 考

A 推史無施用 植穴(播志穴)は律3 5&»,深 
さ4 Ocmとし・植裁後外周にち 
から粒状固形肥科15 Qクを挣 
与

B 底部+に堆肥6龙混合施与
C 舟理ん"を全部に混公1 施总
D 奴剤・田地耙4£混合施与2纟を上部マルチ る。

2. のこ屑,况M・の,微生物的分解を促進させるための物理的,化/的予処埋c方法を研究寸え 
<例えば熱湯,アルカリ液姗,微1沅素の添加,x線,ア禄の照射女ど)。

3. 堆肥の熟度利定の基也を碌立する〇
4. 土漉の性®！(砂土,粘土,火山段士など)および苗木iたは作物の;更類に足じた魂正・パ用仙

CIOs t ri i iun tho rrnvce 1lun>. Bnc£l】u9 StQc rpt horniopni ma .

Bacillus thermotranslucena

5

1.この旧推阳,スランジ堆吧から・弛ケ:c分松:ぐ明与十;:、と思われる微生物を分招し,その中 
から次の岐幸分解能力c益い茵を週出い純秒培接を火府した。なお,引岫いてこれらの分 
坑苗を用いた接種用培養囲C説覧方法を研究申〇
a好熱傑碾滴分解菌

〇約30独り放射t通株を分液L , Cmel tnnoky培ヾ嵌「で嫩畦适分Nあ力を司定して5芭 
作を選定した。

なお,分滩放針状菌版こついては,杓10冲類の植村削源苗と,その拮抗性を摘査Iた務平 
多く 0薦除れ,洲ん兩源我の生育を时丄止・する頤向が濕められた。

°なお、,こへほか分雞された3 0上知r糸状菌より,回上崎址中G判定によって,皺維気分析カ 
の大!)い5值殊を以出Lた。糸状俟の檢の中Kけ?r i codermn L i^norumか多く uヾ 

れた。
2.岡山以玉野市の堆史肥効・験ちよぴ各殷試で実稀中Q作摘についての肥鏑試験の結咬は,t 

だ開始後臼カ:洩いので時!將Jに垠灿5が完了していない。これらについては,4 2年4月中に 
中間政縄めを夹施する予定

付(id 今後の餅究計両
1.のこ屑堆肥の期退程中,すなわち高塩,中虱 推温に歩いて曲巴分辭に関与する分洒を 
调去し,冬過程中で呆も分济能力の大丙い分解闌を分焼,・迎出し,それぞれの過程にあ、けろ接 
秤用分解楠の調製方法を硏究する.なわ,各温株遡程に六、け,3堆肥の化学我分の治炭を调:査す

神奈 川 & 試 そさい煩
愛知 IU 吳 試 麦
石！II 験 就 水稲
栃木 眺 廣 試 我席

41年度の腱験経過と祜果
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斉よび形与万法を見世すこと。

のこ肩堆定の病吉•発生防止効果についての志沙よぴ洲表,

-2 4 0一

2 3 林建枫械の性捷試験に闱する研究

23-!小形可は式誨編

1. 試段担当者

俄披得灰:山雖三平

機械第二硏究室:三时和男・平松 好•貽内正质

2. 試公目的 ^

休栗作業・の倒柜匕が・些するにつれ•外国席の冬作らず闰渉林燃披;ニおいても.网一種類に 

顼する林装棣械が多效社の手で用作されるようになって&た。•これらの间ー狂類多数榴丙の林業 

横械が,はたして,林粟生産の労偷生産性の向上に役立つのみならず全林業目的に・適合するとい 

5 .林淺滋械としてガつべき基本性能をそなえているかどうか.その削定に役立つ性能基準を確 

立しておくことはきわめて也要なことといわねばならない。すなわち・これによりユーザは林業 

浪械の適正なる選択に役立たしめることができ.またメーカは怵关機械の改良の貝体的な技術資 

片を理待て•さるほか•林業・機械の規格統一に役立ち•林業機械の全林業目的に克合った嵌械性能 

の向上にR献でき,ひいては林斐の生産性向上に日献せしめようとするものである.

3•前年度までの経過とえられ結票

林業機械研究から林業根械普及にいたるまでの基本になるべぎものとして.この種の性能試験 

が一以せる思想のもとに国堇林業滅験場の手で実行されることが,きわめて必要であるとの灾際 

普繰^にもとづく ［飾のもとに.この試験研究に必要な侃気的凋定計;な価,、!:び性能試験装置の創案 

试作を.一般会計試験研究機械購入費の疣助を丸て.昭初5 5年来故年にわたり進備をす十めて 

きた。昭和5 7年:ていたり,海外からのチェンソーの輸入戒種が増加し,その選択の必要に・ま 

られた林野庁枭務課からの耍望および民有林機械閃係者,ユーザ等の要望もあって.林楽試験楊 

で独自に考建した動刀灘fe能試験装般による内外:貝チェンソー各機の性能忒験を圖始した。

•この動力绛性能試旅装脸は.内外諷各睡のチェンンーを,まったく同一条件で,エンジン回転 

は,ナエンソー送り速度あるいはソーナエンの種預等を任彦に選択して.冋一樹種同一材稲のほ 

,们可一喚糸ナ片邦潔木材を制断させ.その実際に木材を:^新する時のトルク,馬力»概料消 

費M： •回駁数.踞断速度の測定を可能ならしめるもので,田内のみならず海外ておいてもその例
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をみない林業試験爾m自の澀云装置であろ。

この動力鋸な能彩装両によろ内外漫わ2 〇ゆ足らずのチェxソーの録断性能纏析をおこな5 

とともに.これら内外製各初のチェンソーの構造踏折もあわせおこない.林踏械としてのチ・ 

ンソーに関するでぎるだけ塞本的にして偌合的な极..•小の" .ウ・この枪の林关;.

械の改良および使用;て役立たしめた。すなわち、これらの球よりえられた尚果の槌要はつぎの 

とおりである。

チェンソーの性能試験結果;

(矽 ダイレクトドライブ形チェンソーの媳节重りは.度示されている重債より多少帀いSのか多 

い。

(お 同一婀容蛍のものであってb .欺タ〔.拼^,附va孔の断面積を大きくとるように没"し 

てあるものは,そうでないものより单位排紫容适当り出力が大さく,細忻能力もすぐれている 

が,燃料消費地は多少多くなる。

(め チェンソーの単位実用最大馬カあたり装備币顶および単位排気容执あたり宝用做大為力を性 

能誅験した刻定値よりしらべてふると.由那は2〜3M/0 後七・は4 5〜7 0吟％の疝曲 

にあり,汎用の2サイクルガソリンエンジンを原動桜にもつ機械にくらべて.きわめて惟徴临 

出力化されているが,こんごますますこれらの値を低下めろいm可上させる必要べある。

(d)ソーチェンの張りは,木材・匆齿時のチェンソーのとりあっかい中きわめて大切なことで,浅 

りすぎてもゆるみすぎても余分な倨｛9!トルクを必菠とし・たえず海の張りすなわち無色荷な 

状態でもっともかるく手でまわすことのできる程度の張り具合に调節しておくことが,詰局チ 

ニンソーの瀉断能力をフルに発押できるものである。案内板の先端忙 ワーラノーズのないと 

のとあるものとでは,この張り此合をかえてやる必要があり•ローラノーズのないものでは案 

内板長さ2 4〜2 5 in・のちので案内板中央部でのソーチェンの自然垂るみが2〜3 gくらい【て 

なるゆるさ. 〇 ーラノーズのあろものではこの自然垂るみがほとんと’Omになるくらいのむし 

ろ張り気味に調整する程度(すなわら.これが普通いわれていろソーチェンを手でまわして、 

番かるくまわる程度の張り具合となる)のとき,チェンソーの您断能力をもっとも有利に発诫 

できることが灾験的に立証された。 ・

(°)ヂエンソーの木材鉛断時に必要とするトルクは.挽幅(場合によっては直径といいかえるd 

とが•できる)’細断速废(チェンソーの送り速度とか押しこみ力とかいいかえることができる) 

の恤に正比例して増大するが.ソーチェン速度の増加には逆比例して波少する。

すなわち,これ・をチェンソーの操縦法に応用すれば,恒徑が大なる木材を蛔するときほどチ

-2 42一

,ソソーの送り迷度を近く,送り速度を早くして,チェン連度び低下し,ナエンソーのエンジン 

トルクが増大し,チェンソーの出カー杯のい?つくような秋四となってくろなら.その送り速 

度をおそめ.チェン速度をはやくして•咨か:t食拾をもたせて诺断する方が.チェンソーの使 

い方としては有利であり•チェンソーエンジンの方企の向上に役立つものということができる。

(；•)チェンソー空毎炸の虫動トルクおよぴ出力は,0.1〜0. 2 m 匕前後•2-3.5 PS団後の 

ものがほとんどで.正咔河廚トルクおよび出Jlii a1—0.4 mkr .虫5〜2.5 Pnの範囲で仕 

・をしているものが多い”

(e)冋Tt蜩冋ー排気容縫のダイレクトドライプ形とギナドライプ畛とな比乾してみると•ソー 

チェンのビンチが前者は7/i 6i E役者ぽ改i nで.あきらかK後者の方がソーチェンの切削抵 

仇TKきBこもかかわらず,ギャドライブ形の方が同一木対をより速く :統忻でさ.より大きな站 

斷能力をもっていることがみとめられろ。

これは本邦のような外材にくらべてそ5直崖の大さくない木村を施断する蝎合には也量の癖 

るいダイレクトドライブ形の方舟作楽上は冇利とかんがえられるが,外村のような大径木を免 

阳する塌合は・多少币:仙が取くても,ギャドライブ形による方かより速く携断でき•また排気 

容鼠の洛姻クラスのダイレクトドライブ形では問に合わないことをしめしている。

(h)排気容幾7 〇〜10 6 CCの範网において.チェンソー各機理のスロブトル全開滴沂時にお 

ける燃料消做率は.大休において排気容損:の大きし、ものほど大きいが,M速ガバナーのついて 

いるものの方がついていないものより概して大さな燃料•消費率となっている。なおその大測値 

は毎秒1CCを上下する値である。

また一定の木材に対し,チェンソー各機のもつ最大舗断速度は,それぞれのチェンソーの性 

焼に応じことなり,これにより各HIのチェンソーの鎖I折能力を比杖することができる。すなわ 

ち一定の木材に対する最大鑑断速度の大ドいものほど林業概械としては有利なチェンソーとい 

ラことができる。しかしてこの跟:大海断速度の大きい•エンソーはその小さいチェンソーより

徳料消費率は多いのが普通である。

またいま,ほ,朋一の垠大魅折速度をもつダイレクトドライブ形のチェンソーとギヤドライ 

ブ沼のチェンソーを比較してろると・当然のことながら,ギャ卜'ライブ形の方が少ない盛科消 

堂率ですむことになる。

(>)ソーチェンの形式別成削性能のちがいを検対するため,動力源に冋一・電姗をえらび・同… 

案内板にピyチ41/^int7Zl6i nのラウンド彩,チャンファー形.スクレッナ形等のソーチェ 

ンの木材御圻トルクの副定をおこない•さらに超高速鹿字貢撇影による木材切削作用をあきら
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かにし,各切歯注かならずしもたえr木材切削をおこなっておらず•パランキのふろ二とさ•た 
しかめ,ソーチェン速度•切・ヒ・ブナ,をリ速.匿などからもとめるソーチェン宣"｝りこ丁电.•> 

计算弍はこの点で修正を•くわえる必龙があり,修］狀で前算すれば顷村の哭舟ッさと;' * 
い切りこみ虽が推定できる。

(j)チェンソーにより木材を忠原窘断する;。必妥な炬断トルク(T)の筑定式は

T=T/2/.r・u・％. —/―

ここで,恥:空飯驱動トルク

f :切圈1枚忙作用している单位切创抵杭カ

腿:切盛痢
白:挽临
r :切歯先の・/動回<£半侄
V/ :チェンソー送り速既
V© : ソーチェン速废

チェンソーのスロハル全関阔听時巍項也負呈C/•は.次式より莉位でJM

シ=’・り・七・t

ここで.遍:排題容飛
N「:エンジン回优敖
I :籍斷時問
レ:常数,描・吸。排気孔面瑣の大れ、ものは0.096 

普通のも0(10.0 8うをとる。
昭:和3 9年からは,上述のチェンソーの性能武駿を循洪魚について魅続実抱するとともにと 

く 1てソーチェンの切酗生能につき比散検討をおこなってきているが,さらに国産刈払機がひろ 
く普及し,その扱種数は新旧あわせれば敖十新を致え,チュンソー同欄性能試験の必要とされ 
るにいたった<,

すなわら,わか固独待の造祢用可扱式機械としてひろく啓及をみている刈払機については, 
勿房海外において性能.试轶かおこなわれた形跡はなく .彬&试!立場において理目に削’条せる刈 
払檢性觎矽装!なを試作し,これほよる国産刈払扱2 〇玫戏の刈払御祈性能沈険を実施した,

この刈払翅性能試暁と併行して•刈払檢各成の搆造解析も実施したが,この性能解析お!ぴ

—2 44—

溝造解析の姑果の睇要はつぎのとおりで.るる。
刈払供の性能試沒結果: ^

(a)事吳.容枇2 0-50' iChたる大小の2サイク«エンジンを?,した避刈払破は,住提 
吕の・をエンノン计「I〔でしめ.長讷茄』;.：2〜5 ;ひ,知。かさ"車れL.ヾ同ケース市 
量1～2町,ハンドルその他帝/1祖弱程度で,エンジン筋以外の午昱は快!¢別にさわだった 
大差があるとはいえず,エンジン部页量がいずれの頒朴でも全依矿上に对してもっとも大きな 
比柬をしめている。したがって刈払瞬用エンジンをチェンソーエソジンと株位胃力あたり車:ぶ 
な£・について比殺してみると.なお修比鸟出力化しうる釣也かのこされて・;り.捋栄刈払横用 
エンジンをあまり聞をあげることなくより粧r高出力化すれば•それにより刈义偎の全体市 
提もさらに相当我度軽減できろものと坳待される。

(b) 何払縫およぴチェンソーに探用されている玆心クラブチの湾造に涣討をくわえ,谷律の琳造 
のもの氏共通した伝注トルクTおtぴ保台回転敘跖 の計株式をとりまとヾ、•設;计詩尊上容埒 
に使用できる計算図表を作製した。

(c) 長軸部は•刈払い卷断にたえる煦度を保持する必要があるが・その代・的爲孫の扬讷都の曲 
げモー メントの舞性限虔;•こついて比較計歸した結梁・ L构容は5 〇 CCクラスのエンジンを装 
節した刈払横の長,圈部の曲げ壬ーメントの亦性限度は13. 6〜2 4 m財で平均15宀グ曲後で 
あった。したがって.芯襟刈払作芸時に.これ以上の力でふりまわして刈払うと,响辛荷重に 
より刈払扱幻:明員してし:！!うこととなり,ふりまわし速度は.政械別K •長軸および頸部の強 
度に応じる卜分な注意力;あ疫である。

0)刈払封取付軸径は1血ず2 5. 4皿に統一されつつあり,使用者がわに•翌裾メ・カーから市 
贩されている丸鑼を隨意に還択辟入して・任意の刈払棣にとりつけて使用て.きる自由をあたえ 
る必耍がある。

(〇)刈払爛玩に必要なトルクは,刈払械を左右にふりまわす刈払速應の増加に一次的にiE比例し 
て増大し・丸籍歯周速の増加には一次的に反比例して液少する。また刈払木の断面段の増加忙 
は一次的に反比例して増大する。しながって,刈払木の材’なおよび寸法,刈払速度が一定て•お 
れば,丸裾毒周溪がはやいほど刈払線欧に必要なトルクは少なくてすみ,同一の刈払機てーるれ 
ば.丸纏应径の大きいものはど.あるいは顕部閔車波速比が1以下のものより1の方び.大ぎ 
な刈払爆浙能力をもっていることになる。

(f)刈払機の丸密が刈払木を一挙に刈払紺斷するとき院艘出力(F )は次式より針算できる、:
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2^N<y 1 〇 7:
P =------------------(:.—り•9 〇Z - • ーー • • • Si n m •----- ゝ

75・60 时 2 ん

ここで•腿:エンジン回星•女,m :毎?j荷時依動トル久,:刈払丸り：!ii >k：C作闵する〃 

门'刈払极の伝動勃宰・ 〇 :頸部波達比・ d :丸.t :同あさり福.仞:刈払钢所中" 

の丸鯉也の実源に切创していろ如中心に位啊する歯先の丸卷中心をとおる刈払ド::忻方向に:订 

する巫德からの角坦炬(V.r :ん咨由肉菠・气:刈ぬ度・人:刈纨木!听面敬。

(£)この刈払圈生能彫茨壮でもとめられる各彼のエンジン回斯孜(心)別の狀面«U時大別;...

速度A . V/-mexと樂位時間あたり杰科用費员岩=!とつ比,すなわち

A-V/ ma.x . 1?～=1
コ " •>るいは-----------

しじ=1 k- vf max

は,刈払懐各ら秋の刈払沼断性催の比校を容易ならしめるということかできる。

ついで电和4 〇年度後半にはいって.チェンソーの防振対策の一環として.防振八ンドルの 

防捜効果につき比蛟検討するXう.林?fT?菜秀那より技％をうけ・チェンソー性能試験の結梁 

より一般会訐試験研究機成勝入費の援助をえて浄伽をすすめてきた抵般制定裂催を急誠活用す 

ることにより.とくに国有林で採用されている内外钮チェンソーの防眼ハント・ルの防农効果を・ 

林芸武坡塌独自の公正な測定方法を案出することにより比絞検討をくわえた“この結果•主段 

磯秘に一定基準以上に効果のある防揑ハンドルを援用させる'!とに成功し,この種防振八ンV 

ルつ言チェンソーの供用により振動障害発生を防止するに役立たしめることができた。

公刊せる研究辍告

1)山豚三平ほか:動力箫性能試験(I),日本林学会大会溝演集№7 5

2 )山脇三平ほか:動力鉛性能試教(JI ),日本林学会大会講演集血7 4

5)山感三平ほか:チェンソーの性能試雑.林荣試琰場研究報告版!6 〇

4)山聽三平ほか:刈払機の性能密,日本林学会大会用演果Nd7 5

5 )山,隊三平ほか:小形造心クラッチの構造な計算図表

6 )山協三平ほか:刈払機の性能試験,眞試験場研究・階№18 5

7 )山陸三平 :防坂ハンドルつきチェンソー.グリ・・ンエージ昭和41年8月号

ん4I年度の就旋計逾

その後さらに改!1されてさたチェンノ ーおよびソーナエンの性能試験を魅続するととも;て,さ 

さらに実際立木伐倒3?のチェンソー所災肋力の測定を飾始し.この種林榮後械の性能向上に役立

たしめる。柚穴棍は性能再空ついてはそ・以吟莒をの造備を寸す小,こんごのこの種林笑檢械、 

の改貝:E処できる熊勢をととのえろ,

5. 41年度の試以役迅と詰杲

0.4 0 4i>.tCX54inのソーヂエン:二ついて・刃角•デブス位かのちがいによる切削性能の比玫 

をおこなうとと7C•目立したV?史すなわち訴旧ソーチェンによる切飾扣在の水較善も夷您した。 

また•荘律および沼ER堂件家节内で,咯尊立木伐倒およぴ玉V時の庆於冲力の明定をおこない,い 

史まて・動力鋸性能滩・装密により獲得した央ぐの混炯生能試旅粘溟に对して.山壇窓林での実根 

の使用による動力性能測定爲果からの裏付けを開始した-これらの试検結果につい<11.現在と 

りまとめを続行中である。

&こんごの問以点

チェンソーおよびソーチェンについては,その基本駆断性健;てつき•哭験室内および现地にお 

いて,羽力.認性能试駒装片および前潭!障測定披嚴によって.圣統的に墓瞳資為の果料にっとめ, 

この穂機はのたえざる性能向上は役立たしめ.低探にして牲能秀れた国洗檢の聞発を促進するこ 

とがきわめて大切である。

また,植穴锅概については.さらにより軽牡にして植穴期り能力のある械植の出現を期诗され 

ている現状にかんがみ.植穴堀り衝烟トルクの緩尚を可能とした高能力輕な檢の出現;C役立つ技 

術資汗の授彳うにつとめる必要がある。
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2 5 休業機械の性能試矣に関する研究

2 3 — 2区索の彼方・試め

1.韻芸担当者 •

後械第一研究室:上tH 斤:.”上 强 此 ・血ー

2•弑怂目的

林菜用倒・の使用呂は?ザ年増加し,その年間演耗竟はかなりの金額になっているので,用・方の 
若命に影舊する要因を究明し,銀宪の攝成・迎您飾を遐定する場合’あるいは良質の攵貫を僧入 
するための検査要鄧.卒についての笏考資"を排るを目的とする。

3.前年庄までの後泡とえられた洁果

瓠材檢作業に供用されていわが;を用途により大別すると・主史と作％"とに分けられろか. 
須羅径»構成はもとより,綢ぶの受けるにカ席係もこの両者の間ではかなり異なるので,・は 

それぞれ;て分けて実施している。
①主宏の•虔労孩験
主搭め技労試験は,小角匯曲げ疲労试験機により行なっている。本顺櫻は6 X 7 Afl-I 6ぬ 
绥・を使って.張力(扱大)5へ顷荷重(战大)1tの条件て•撒爲を上下方向に往復也建さ 
せ,供試定が使用削限の状態になるまでの往復回四を求めるものである。1畴問の往復回哉は 
約千回•飴器走行区間は約1.5 m ,供試宛は約2 mて・ある。
本試験桜は,昭和3 8年末に設催され,5 9年度はあ從詰:談な行ない.この成果を基磴に

4 〇年・度は林野庁において請入した1〇社の6 X 7 A *P：16由綱叔てついて耐久比疾試験を行 
ない,その結果は•4 〇年度眼吿#を提出した。また.これまでの洪験成果は林学会およびワイ 
ャロ -プ硏究会(沼麻I 4 〇年度泣笑:刃係学炳会合同秋季大会)において発表した。その亞映を 
派べろとつぎのとおりであるっ
イ・闹ぷ(主・の堤含)〇 s - n曲線が很られた。第など一段の材料については,材料が受け 

る応力(s)とスR： ( n)の関係を些示した$ — h佃線を疲れ试験にょ9求め,設計など忙 
活用していろが.主んの拘合の:-;-1曲線は•ニれ土で発表されたものかなかった。そこで朮 
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リを5 . •!・5 r ;横・ごホ・をi , G•「5 , 0. 5 tの各XWザつを選び.この紐合せXなる 
•このテータを挨嘉した結果・つぎの乎法でS-N曲線が 

"仃":ることが分った,,すな・【こ-い［： £ 5の曲げ応力の式 びb=W'A\/Eb/“ t" 

て求めた0bを左旳に.お念を憐柏に,それぞれ対故目幽にとってブロットするとS-NI由 
條は塩らニニにV3裕荷預•A•よ用七の•右幼断而拼.Sbは诵崇の曲げ己カ弹性衆故で 
2 I . D 0 OKg/Eとした:atは'海・:・の引我匸”.贝、は刀初>脳げ応力で曲る。

このS - N曲决を利用すると,16 m以弭の％誓Mについてら加;を七感;:1入れた主芸の 
崙カ.红荷の決定が可能になる以か,・必の張り停え時期の勤琶がたてられるなど,作業の 
安全・片理C面でも右効である〇
«,企ぶの寿命K形務を与えていると考えられる以!りび2〜5挙げられた。菊密のノ・•命は同一 
企社の裂晶でも.殺璃上のある一部の条件を変えてもかなりも曲にあ彩を受けろことが・任 

•吃性能比較試験の粘果判明した。そして)0&I避の电命の間には2〇〜4 〇/ぐらいの吉の 
あることが分ったカ;•これは需要・石伽として大普な問翌!である。そこでこの差達をもたらし 
たと考えられる吳因を』赫するため•素顒の機械的性賞の個走をはじめ,より長さ,心綱の 
太さ,あるいは濫線の金切ft!楹とくに後炭の冇無件・一応考えられる因子について爬死.粗 
察し•これらあ結果を为命と对此して.梢関のありそうな因子を孫した紿果.つ・•の因子が 
かなり将命と関係がありそうである。
i )ストラント・における心終!と側・禄の直徒の比・これは定快としては6 %ぐらい心股を太目に 

するのが氏いとされてきたが•各社の關で6 %に近いものは1社だけて,心鮫と倒憑が同 
じ太さのものは例外なく狩佥が短かかった。

n)型付率は作業本の場合.方命に影・脅するという松告があるが(後述)•主場合も
9 〇 %ぐらいの型付率のものかス谕が長かった。

iii)非金風介在物が緩労に影醬することが学会に発表されるようになってからそう年月は経 
っていないが.钢荥に対しての.報告はない。メーカーにおいては鮭収的従非金風合在物が 
多いと伸明!工程において’ド故を起こすK(因になることは分っていたが.綾労に対してどの 
并度杉羿するかということは従:来あまり検討されなかった。米こで今叵Iの各th・線ぽつい 
て,横断•縦断面について検鏡を行なった結果(ただし|本のストランドのみについて行 
なった)•ノ子命の長いものは活浄度が良く,たまに| 〇ミクロンぐらいの糾長いものがあ 
る程度であるのに対し■寺命の短い(存命の長いものの4 〇 %・落ら)もの(12〇 — 3〇ミ 
クロンぐらいの巨大なものがかなり多く見られることを発兒した。こマことは将来铜ー・:め
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良否を使用前にわいて判定する5えに役立つものとろえられる:
上Hi実・方庞敏彥•英田项ー:林業用知その正六に明すろ西げ般河についてE.i*114 0：|-.

ワイキ u -•プ谤究僉
上田実:発•初小角度曲げ:度労について,饴7 6回林学会講彼
上田実・斎旌紡ほ•柴田;貝ー:冋上(2報)•第7 7回林学会溝演

②作業案の破労試後
作菸我の疫労就験はS曲げ度労武.钢£より行なっている.本試験拟は;〇皿泪、明として 

製作されたもので,張力(岐大)1.4 Eを与え•3個の滑車を通過させることKより供以目C 

s曲げ2回を与える往復式弓i浅曲げ技歇機である。1時!;aの往復回改は約2千回・二•の移;加・ミ 
H1.2m .供試;;は約2. 5 mである。
木試験敬は,昭和5 7年に我置され,1年間の基遂萩を行ない.この成梁を利用して林3 

厅が賭入したI 〇社の刽ぷ6 X19 A:校1Q细についての时久比杖找験を昭和5 8年度行ない. 
報告洒を提出した。その概妾を述べるとつぎのとおりである,,
イ,傍密(作笑志の場合)のS-U曲箇!が彳gられた。作芸定のように话車に幣必がを巻っく :} 
合の的げ応力は<7b=Eb d/Lなる式で求める炉(ただし.Zbは須索の的げ応力曹性係效 
で21,。 0 0阮/収にとって计第:した.dは紊線径,Dは滑車直径に绍宛径を加算したピッ 
チダイヤである),このbbと引張応力arを加“したものを糕軸に.寿命を横軸に,それ 
それ対数目盛にとってブuットするとS-M此線は褂られる。この手法を他の研究檢関)こお 
いて発表された鋼來の疲労試険データについて徳してもS — N曲總カ:待られることが確危さ 
れた。

° ・籍索の为命K彩務を与えていると考えられる便因か2〜う举げられた。
I )型付率は綱索に不反掇性を与えるために,钳索をよろ工程の直前においてストラント•ほ 

よりに近い塑生変形を与えるが(これを型付けという)•この際の変形の税既を示すもう 
で,9 〇%ぐらいの型付宰が•良いといわれてきた 留土の型付澀を測定した紡果8 〇〜 
1〇 〇 %の問に分布していたが.9 2 %付近のものか寿命の烷い倾向が得られたc

ii )心鋼は宛定め中心yあって,各ストランドが外力を均筈に負犯し,かつ紐索の型くずれ 
を防ぐための緩簡物としての役割りをするほか,ロープ油の柄給陳でもあるのセ•その太 
さ・せん維の原料,よりの便秋などが鋼索の寿命にかなり彩擀するといわれてきた。ft-： 

の心拗を“球奁した結釆•原飼もマチマチで,心綱の备手総敖にもかなりの沱違のあること 
が分った.そして心綱は極力太目のものが曲げ坡労に対して強いことが分った。
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iii)す啄の我而あらさは,一城坊の疾れ試齢の橢加ヾと寺命に影悖する要因であることが 
予想される。すなわ・・炎而,凹凸か:-、るとここに応力か集中して•表面が平滑な場合に 
比べて割芯の応力を受:・るたのである。各・?土の我巍の我面を顕徵謨(倍率イ〇倍)で敏察 
比汲して•“だところ•右食の反い、のは平而な真がはだを示しているのに対し•や叙の短 
いものは,ばだがかなり荒れてんり,伸斗加工エ制匚生じるダイスざずや,腐紙を受けた 
ような凹凸がかなり目立って多かった。このことから索讓の表面はだは平治なものが曲げ 
褒労に対して強いことが考えられる。

IV)软i!の蛻炭についても•前項i司様:万命に彫目イることが予恕されたので,各社の滴敏の 
僉断組械を検鏡したところ•脱炭のひどいものは火金も短いことが分ったe
上田火。?;f永貢:術案の疲労此閏する状號欢告(1),^7 4回林学会諸演
上田一。•対i:林薬用綱史の疲労に関する研一(新報)作楽;め嫌返し引强曲げ就 

験林意試绞均研究緩吿弟16 4号

4・4I年成の試怂計面

(イ)•主安の疲労試験
前年度の試験において方侖に影響を及ぼすと考えられた礎因について・混慰のためのば験を 

行なうこと此した。すなわち,驭付・宰•増径率(翅麒に対してん淞の増径された比率)および 
抗張力の相違がどの行盛寿命に影野するかを;调ベる制:験である。このため型付.猖は8 0 . 9 0 

！ 〇 〇のる通り増産宰!土 9.6,3%のろとおり•抗張刀については】6 5.1 9 0.2 1 5 

阮Z眾の3通りの供弑鼻；(それぞれ同一会社において他の条件は同じに製作した)を準錦した。 
試験条件{まS-N曲線の询端部と中央部における1点の都合5条件で行なうことにした。
(5t-0. 75t；4t-1 t ； 5 C-1 t )なお詫成は 6 X 7 C/L 1 &sa である。

(ロ)作栄素の疲勞試験
昭和3 8年度に行なったと同じような各社性能比較試吸を丨2皿耳京について行なう〇ただ 

し構成は6 X19と6 X F1(25)の2通りであ〇 〇

5. 41年度の試段経泡と结果

(イ)主宅の我労試験
認褒結果を表示すると弟1表のようになる。これよりつぎのことが考察される〇
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我ノ・

件 
な毎、

助次
5C .',〇,75t_ :•■It 5 tX| c

考六声
___ N ^ • •

"〇强 1 4.0X,®° 8.55 .;■ 增径案 3.7%

型 付宰 9 2 1 6.5 1 0.0 3.8

8 2 I 7. 5 ^ 豎___

9.0% i 1.0 4.5 4.0 里付宰 9 7 %

増 径宙 6.6 1 3.0 6.7 4.5 9 7

3. 5 9.7 5.0 4.5 9 7

ゝ6 5切 7.75 5. 2 5 6.5 増径宰 11.2 %

19 0 9. 2 5 3.3 6.7 5 グ 1 1.2

抗 張力I 2 1 5 8.7 5 7.0 6.0 11.2

2 1 5 9. 7 5 6.7 5 6.5 » 1.2

2 1 5 1 0.2 5 6.7 5 7.2 5 5.6

i)型付室
張力によって魂付名の効果がて-ていろようである。5 tの揚会型付率か:低くなると先仓は 

長くなる侦曲を示す舟•4 tの岡合に型付;車が9 2核の啲が一番長くなっている。そして 
段髙の汚命に対して約4 〇 %程縻の着のあることが分る〇林まの傾台芸力安全寿はうにとる 
ことが多いから,試淡条件からゆくと5 tという土とになるか,5 tの垮合の型付;幸による 
相達は17 %とかなり少なくなっており.これで,土データのノ:ラッキからいって型付辛をさ 
ほど問題にすることもないようであるが•4 ぐの場介の沿果も考慮に入れると,型付京は 
9 2 %ぐらいが適当ではないかと考えられる。

ii) 増很率
増窪率は型付率より为命に彩曲するような侦向かある.もっとも張力3 SCなると増遂.•；. 

の差はほとんど紹められないが•强力が5 • 4 cにおいてはる%の適径率K利して他のもの 
との雀違は就高4 Q %もあり•かなり効柴的な要因ということ舟いえろ。

iii) 抗張カ
景糾宏狀カは普湖I 6 5*/境のものが一般に用いられているが.燈近吊荷を増やすため

-252一

»c 215命/戒5のものも使わ以打, < い"って.’一・;:、‘げバ‘史ミニ,?；fro彫停はよく論議さ 
れて?だ>芯.•だの法果は一応;215 Kグ/点のも、つ:)；Rいよう・ごもるが.ボ径密がI1.2 %の 
ものは必ずしも2 I S M/はが上いともいえないMりで,1? 切,勺;::I <そうで•らる・ 
在試將では5 t<の城力を农島にとったが6 tの荥ジマも式性をしーこ比マしてスれば•役労が 
はっきりしたことと思う、

(°)作案ぷの疫労,注城
法・泣,Wは4 I年躲に牯蜉庁に編号したとおりでお〇が,これを哽构するとつぎのとおりで 

ある〇
I) 6X| 9と6 X r1(2 5 )。 ◎命は•前者が後若の約半分•である。
II) 会出罚のな命の差淖は.前回作冬災の戒;a史行なったときと冋じぐらいのものがあり・金 

こめ静を及ぼしているとみなせる性［寸として近らた:ー彳:企崛介在ゆ•莅なの成分としては涧, 
云黄がかなり終・しているような倾向が術られた。

6.こんこの問題点

(イ)林野厅において購入されている浏くの住会出印の性能の相從は.前述のごとく過去3回にわ 
たっては模した結果.約5 〇〜4 〇%虽・髙と娘低ではあること舟分ったが.同じ会社内におけ 
ろ性総の刘達は甲宅的なデー々しかもっていないので.こんごは会社内のパラッキの範照も澗 
也してみる必浅がある。

产)これまでの,式软で,金の牲能に影岑する娱!ヨはかなり分ってさたが.さらにこの究明を挽 
け,钢・港店人する•弟合の検•在要侦・あるいは品傍基準を藏だしたい”
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2 4 林業荒械の効率的作遠技術

1.試験担当者

作業科長:中村英石

2•試檢目的

梭後における林条機械作类の進罷には垂々しいものがあるか,その作業技術の中には币:哽であ 
りながら一役技街者から見落とされ,未瀏jのままに浅されている3皈も少なくない。本試拠は 
それらに再検討を加え,梅淞械の性能を幼釆的に灸抑させる技術を礁立するために•幾つかの 
サプテーマを投け・取妾かつ解決の見込のあるものから遊次取り祖んで行こうとするものて•ある, 

なおできるだけ早急に成果をあげるためには林典のみでは兵力不足であるので,われわれの涧 
査と平行して.国有林およぴ府県研究核関に利するブロジェクトリーディングを強力におニない 
共同して成果の拡大と実用化を推進する匸当面のサブテーマは砌材•樓・索泌用の展株アンカー 
の・節度試験。⑧.集材•機用ガイドブcックの院金損供防止忒旗。©,チェンソー使用技術の3つ 
である。

3•前年度までの経酒とえられた紿票
③ 集材檢索道用根株アンカーの强度拭験は前纲〇て・ー宅終rしたのであるか,さらに茨適 
試孰として設計し商して,弓陪続き•栃木,兵随,珞根,髙旬(密劫の名県聰研究後関の協刀 
のもとに縄充を進めている°最終的取りまとめは未だ終っていないが,スギ・ヒノキ,アカマ 
ツ,カラマツ・ナラ«プナ等について根株の太さと独度との関係,根楝に力を加えて行なった 
幼舍の饲伏角とその状態における残留強度との関係については,かなり多くのデータが帯られ 
たので,取りあえずの資料として瞥及面に流している。その觸便は,樹秘•径級,立地糸件あ 
にもかなり大きなパラッキがある舟,一足の傾向としては径・2 QSて•1.5 I 〇 n , 5 Dex?で 
3. 5 t 〇 n , 4 〇 cmr： 5. 5 t 〇 n , 〇 Qgで8 t 〇 n 程度の最低値;線を考えてよいこと«,様 
採が盘大の抵坑を示すのは倒伏角が5 °前後の状態忙なったときであることなど ・疫っかの 
注目すべき事実が明らかになった。
中間的級吿ば日本林栾技術協会発行,岐近の林業技術№1〇 ,中村英似陪,「集材機,索谊 

用根株アンカーの強さ」に究表してある。
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R嶼片Eイドブロックの貌索很縄防止試験は,近年市販されているガイドブコックのかな 
•)ろ くのtのが,より即!极に若しい損煜を受けており.そのことはワイヤ=ープにも专 
Vc好Wを・与えていることを意残していることを知ったので,詳細な灵北夠正と汚現試山にょ 
リさの発生原出を追呢し・燈索防止の手段を径見しようとするものである〇
丽年asでは現地辭奁に求点を縁h ・各地の妝｝にあるブレックの精強なは洱状況の点検・ 
泌站•脱素ガ故がありやすいと思われる条件の規・埠您诚につとめて,かなりくわしく実懸を 
っかなことができた。
© チェンソー使用技術に関しては過去の政作研究.功程顺等の過’程において,エンジンの回 
垢速依:と斓f面暗速既の!H!にかなり注目すべき相関預向のあること・また,現在各現坦での 
鯉撕技術は懐權の性能を卜分発押させているとは云い得ないことを発見したので,まず蚓折技 
術そのものの改営の研死から出発した。
試用機はマッカラー1-7 2.ラビットG—151D,ニコー-C S-8 〇 •同c S-I〇〇, 

ホームライト7 0 〇 D ,同Z1P .冋XL- | 2,たどでおったか•いずれん爲率的您備状通 
•CCi 6 0 0 0 r.p・以前後になるように圧君力を调節した際に燈も速く ［密沂できること,手持ち 
平行切りが架台(平行)切りよりも速いこと.刃土たり艮が大きくなるにつれて湘析速度がお 
そくなること,チェンの緊米度の決定は更要である舟•熟による伸長状和が条件により非常に 
麦化するので,一KI田どれだけと決めるわけにゆかないなど多くの注目すべき倾向を発見する 
ことができた。この結燃も逐次消湃や各種出牌:物を通じて普殳に流して来つっある。
中間報直にはイ I年2月,破械化部作業料の叢榜m%「チェンソー作栄改善のための干術的 

酒汗(耳•1鄙)(中村,WAH )デあ& z

ん4I年度の試陸計画

@ は当林試としては終了したことになっているので省域する“

每)脱索耶故等作業索の•小故は現夹にはかなり多数発生しているにもかかわらず,死傷歩故はっ 
なかる罪例が少なく,またわれわれら出故現規K行き当ることは非常にまれであるので,京因 
となる発生条件を故忍するのが困離である。それで哭態綢査を続行するとともに.多くの目で 
多くの熨埸を洗って見るたわに衝瀉.拐木,山梨,畏野,広烏・受峻•商知,宮綺,與児日 

の各県試:,験研究极関に対するプロジ、クトリーディングをおこない,述絡混験の形を取って広 
域調/を試みて,可及的すみやかに障省発生因子を見出し•適切な対策を立てられるよう扩し 
た。
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"ナエンソー.
•いー心 •- • . • ,
行切りより・渤あ战つ宛理由の風お・切れ蛛の去化と句冷性龍尚心::じの関迎•を以;" 
殳することにした。他方より多くの技術者かこの問明に取り宣むようにす,”こう二•a・一 

ついても述藉試験を併用し,秋叽 富山,砂,釦iL・兵虬I艸,每爆,诚,福尚,牡太 
の各県試我所究扱囹を括ぜしつつ共同して湖題点の惬見とポ決;こ、勺っている。

5. 41牢度の試後経過と結杲

@ 当研究室のガイドブコックの脱索鸠充は王として浴田的・薯首内忙おいて脱翌損塔痕のある 
ブUックの詳緬な剥在をおこない.澎状,負我顶心位澄と損傷敖巨の归保を阁オし1さら;(： 
取り付使用方法の以良によるび故発生率の軽減を図るために也リ付け方法g化させて若干の 
再現試験をおこなった

その紡果,関板の形状の改善によって,かなり大炯に爭故率を軽波させ從る見込みがっいた 
ので.各メーカー心殳計改善方の勒告をおこない‘すでに各社とも改良型ブコックの試作成い 
は坂売を開始している。

また・峙に脱索し期い条件の個所に使用するブコ・ンクにがしては,シャックルを長いむのに 
取り祷えて使用することにより近心と力点の関係位/を変化させて晚索・を減少さ志る可能性も 
見出された。

そのはか,台付上ーブの長さを会更すること・台付n ーブとプロックを一体になって:.:幷呂さ 
せるための添え木を刍てることなどによっても脱索琵生・を抑制する見込みが出てきたのでそれ 
らの悄報を各ガ面に流して检前をうながした。
各県のi野絡ヨ骐はさし刍り実態把捱に帀:点を・き・広範囲に多くの現碼について调査を進め. 

われ;bれと情段を文彖しつつ研究を続けて、・、る。

©チェンソー作楽については材の破飲と上刃目立角の国卷はほぼ一般指導却?Z示されていると 
治りであることを確図した疥.硬木に,J、角度が挽している理由として.プレード周辺の溝の中 
におけるドライブリンクの側圧摩擦抵抗がその主因であるらしいことを発見した。気化器はH1 

詞笼が意外にデリケートで必ずしもメーカー側の捐示通りで最高性能を示し得るとは限らない 
こと・またその微妙な関整の如何によっては性総須向に顕若な变化か生じることを知り•今史 
で余り注意されていなかった蝴整の旅要性をみとめることができた。刃当り長の変化について 
はそれが大きくなるほど,すなわら,材の直後が太いらの［士ど鍛断面拔速度が低下して行き, 

迎QJ、谨伽,と,速く切れ".［向がおることを窝見したが,ただ注意すべきはぎわめて小径のも 
の.すなわち侄5—裡度上时!:いもごにおいては.デブスゲージ前寒が材と蹒するよ5忙な 
って竹ぴ以に大Y く認所面粮泌岐が低下することである°したがって蒂戾材や,しいたけのは 
だ木などめ‘或のようにeとして小墜坊をづる』’・抢ぱはマイクロガート・チェン等・カッターの 
前のリンクに潛らかな突起を傍:したチェン・•を以用して.デブスゲージとi,j•との欧矣をさける必 
妥のあることを確:22した。なが.熙台聪りか手持あ平行PJりより速度が去る現象妹•上紀刃当 
り辰と网保があり.手^ちの・洽ほ志老後の内に自然と若干のゆさぶり動作をともなうため. 
それぞれの岡間における刃当り長が短かくなることに起因すると考えられたので,童鎌的にゆ 
さぶりを与えて高速笥斯の試みをおこなったが.われわれの技龍ではどうしても鉛断海の風れ 
舟生じるために挽・阳の増大などのマ fナス愛未が混入してしまうので今回は不成功に終った. 
これにはかなりの熟練を要するらのと忌われ万ので今釜更、域習してスたい。切れ味の变化と 
熊断性旋笑化の問題は,刃の钝化につれて縮瞄積速度の階ちることは勿わであるが•何時に 
強いりで機体を材・に圧治しなければ鑑断でさなくなるので褒労が増すばかりでなく,抵動も手 
に強く智くようKなる。史た.無理にブレードを村におしっけろために.チェン.スプロケッ 
卜,遠心クラッナ誓の動力系,號に;掘用の負扣をかけ,奇命誓;沁ろ粘采にもなろ。なおカッター 

の鈍化するにつれて崎站断面殖速度の汚られる回耘敎が6,。 〇 Q :•.p.n:から5.0 0 3 r.p.sn 

へと低下してくることもわかってきた。このことを逆に云えばハート・ク=ー厶メッキ通の無い 
チェンを使い,なめらかなヤスリを使うなどして"丿れ味を•更に向上させ" ること芥订能になれば 
現在よりも更に高い回虻速度で衆高癌断性能を発抓ーごきる河1 世性が兒えてさたことになり,そ 
れによって,より僅がの労力で,より速く,より檢械に縦也のかからない作楚がで¥る汙う. 
非常に合理的な作業技術に到迷できる見込みがでてきた。
各県林試においてもこの拈報を基にして・樹徳•径級,樓环,気集条件等の異った場合ぼっ 

き・ほば同様の研究を進め.チェンソ一作羔技術改啓に取り組んでいる。
4 I年度成果の中間報告は,とりあえずスリーエムマガジンI 9 6 6年I 0月号と12月号 

に「チェンソ一作聲の不思議」として.ー殷現場技術者の研究心を呼び起こすことをも企図し 
て発表しておいた。

6.こんごの間心点

每)集材機作業に関しては果材披用作業索は,ガイドブロックの脱索(皆吊り脱ポ)のみならず 
芸:石その他の地物によっても非常な損傷•を受けながら酬らいているび,その実您,特にどのよ
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うな秋憩なら.どの位損滝するかという茲宝の火伐^把托・;全くなされて■•・、左い”それけ皿" 
な仕歩であるけれど.安全の而がらも轻話の而からも決して無視できない悶过であるので,qi 

也蹈殊究者のみならず・すべての決均技術者の共问の魂題として戒り上げて行く必疫があろ

なお.集材极碌線の設計は・我在,衆范踵M算手法をそのi主流用しているが・これだけ 
では全く不十分である。もちろん・柴材帔作楽技術者は尚としてその程度の殳“修算技術は 
当然身につけていなくてはならないが.しかし,それだけでは.!(用技宛として完全ななのとは 
いえない。架初•极作業の各索において火源に発生する弦力を常に監祝で普るような卷便唯価な 
計器の開発と突用化.或は追度狼力斜"を主索3な5作斐索に［仪りつけるなどの方法に.!. 
り,灾倩に適した柴材扱理営技的を陀立しなければならない。

© チェンソ一作鄭に网しては.その使用技汚についての硏究が非常におくれており,前述のよ 
うな初歩的調五ですら园の内外において訓わばパイオニア的调査として注目される冇樣である,, 
それは従来相定技徳器の大印分が機:成の分所結合などけ械そのものをこね水わすことにのみ興 
味を持ち.本来の任務であるところの?・呢をどのように使って.仙何に、して煥商の成采をあげ 
るかということへのI爵心が苒かった結果であると想われる.今までは使用技術に関しては製睫 
阪売業者の指示する所に百従して來たというのが灾祐であり.その中にはすでに幾つかの踱間 
点や誤りも発見されている。この分野にはソーチニンの切。翔稔など,基礎的で非常に困難な 
問題も残されているが,それらの正しい解決に至瞼するためにも,如何にして現存の扱假を勃 
宰よく使弔するかと云う作斐技術の問題をできるだけ煮つめ,使用技術水準を高めておかなけ 
ればならない。以段階は単に若干の入口を兄っけ很た程度にすぎないので,今後は硏究標閔グ 
ルーブや哭場技術者との期力紀より,すみやかにそれらの解決を図るとともに,当然次々と充 
見されるであろう多くの問題点に取り組んで早・急の解決を導き出して行かなければならない。
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2 5.林業労働安全に関する研究

1.煎ユ担当者

作業弟一而究室:辻 临招,渡辺庄三ぎ,石井為ゑ

2•觀駭冃的

林業労働の災将防止に対すろ基礎す料を彳恥。

3.前年度までの径遍とえら!^た結杲

昭和3 8年度にふ、ける国有林评中某における公務災馬:こついて,昭和4 0年う月公拷災書分折 
讃告;!;ととも;こ,下記の上うな表にまとめてお新亍へ次告しれ。
昭和3 8糸度国有林外性漿公務災害の分析
1. W吿.'J 公務災害分析
2. 梳計表

様式1 劾続年细U •年S附眉別,刃女別災害件数(8 8 ro

様式2定R内外別,屈用区分别,・らぴ(二賞金支払形熊別災害件取(8 8枚)
様式3災客程度別,部位別,湯病名別災枠件を(8 8枚)
様式4作業行動別(耍治作業别)说害滝生获況(.5 9枚)
様式5災害発生経過の分類(15 6枚)
様式:6 受災時の使用機械。器R等の調农(110枚、
様式7 加宕物件詞表(11〇枚)
(注)各様式とも従郭作業(6 8種須)ごとに分類集計してある.

丄4I年度の試験経過と詰果

作楽洵1針究室において,その後昭和3 8年変における公務災害の発生状況を発生装因,時刻 
年齢,作業方:どの而から分析を引続いて行ない.また労働科学的東面からの検討«,併せ行まって 
その結果を別剧のように昭和41年1〇月あ2 5回全国注業安全大会で発表した(綿文巻末務考 
資料参照)。

この別刷の中に示した波の内容はその項目の主なものについて述べたものである。各従书作菜
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別に分析した祥纬な立科に相竺5葺’こ象するので,最終集計表を別我として点伯して8、い・.,

弟1表 生前陷別にみた侈糾名,受災都位の坎況

第2表 年的浩別:こみた発生時刻,休必・後の経谖時間別の発生状況

第3a 年齢陰別の災罟程度の状況

第4表 傷病名別の災告程度の:上況(省幻

第5扱 受災時の使用扱域。彫yよび加害物件(告略)

第6裝 発生経谒の衆因分析

第7表 身体動作の発生性遥の要因分析

以上であるが,卷考弟・り内容をより細く丈上うとする場合はこれらの我をな照していただを 

たい。

左君,これらの表のほかに「月別の•発生時刻綱」「月別。休阳後の経過時間別調」のなも参考 

に添付してある。

林桨労働災害の中で,後"い発生妥因け:必6張にみられるように,1次要因は「足」|て関係 

する要因で,その中でも「是がすべる」が最も多く全災害件放4「28件中8 7 〇件2 I知の多 

きを占めている。

このことについて細かく分析した我が第8表である。

不整形な急斜地の足場の港い所で長くて広い材木を取扱う作案,我物尚度が比較的商い作榮, 

昧中の步行の多い作案が主である林業であっても,「足がすべる」という!次の発生娶因が全 

体の21%も占めていることは注目を袤するところで.ちリ,捋来これらの釜件をどのようにして 

克・服し,災害を少なくしていくカ、が短菠左録題の1つでもある。

ここで各表Kついて若干の脱明を加えておく。

(1) 月別にみた場合

件数8 7 〇に対して5月〜1。月までの間が高く I 〇%〜14 .13%平均して12%とな 

っている。また,全災害件数の月別の比械(冒)でも,足がすペるの災咨が5月〜1〇月の間 

に多く平均の21%を超えている。學業開始とともに夏。秋の最盛期!て多くなっているが,こ 

れけこの娜。中汇んける仕形筮が多いということにも関係が・るだろう。

(2) 年蛉陀別Kみた場合

件数8 7 〇に対して18オ〜3 7オまでの間が多く,この間で5 5. 7 5 %を占めている。

このこと吐年度に.かけろ林火御者故の年.舗構成と対比してみなければならないが,この年代に 

多い理由はさだかでない。全災害件数に対する比(冒)では高齢者•の4 8〜6 2オの間で多く

—2 6 〇-

なっていることは注目される。

(5)蛭段年敎別にみた堤fr

件故8 7 0に対して曜・年敖3军耒満。咨が5 6%夜多くを占めていろことは林笑、つ特質を 

あらわしていると考允られる。i わら,一般エ揚と貝紐って作案方沒が视娯である点,忸未 

このクラス心作照］:«対する安全思邸｝普及は勿瑜のこと,他底した安全作薄の敎育と詡珠が 

必耍であるといえよう。

(4)発生時刻別にみた均合

件枚8 7 Dに对して,同つ治業時からだんだんと多くなり,挞休あ後は低くなる7>:褪業畴に 

近くなるにつれて高くたってきている。午前中以11時から11時50分の間が11.49%で 

ー冷高く,午後は15時3 0分〜16時'4での間が高く 8.0 J %となっている。災•苦発生時刻 

もこの時間帯の前慢に多いことを併せ考えると休R州間の与え方t考える必更があろうかと恩 

われろ、また一般K云われるよう伝作業終了前の〃気のりるみ"との囹係もあるかもしれない。

(5) 傷病名別にみた場含

件数8 7 〇に対して切創2 0. 2 3 % ,肾折21.15% »扌『拱21.4 9 %とこの3つが特に多 

へ 全件故に対する比"舍)でも多くなっていろ。

(6) 災并部位みた綱合

件故8 7 0に対して脾2 0.11% ・足19.6 6%が多い。全件敖に対する比率(合)でも・脚 

が3 7. 3 %と一帯多く ,足は2 0.8%とをっている。

(5)・(6竝共通して云えることは,!次安因が「足がすべる」2次耍因が「帽倒。転落」と云 

うケースで発生しているのが林業の災害の特謙であることを考える時,これらの傷病名,災害 

部位の多いのは理解できxう。

(7)従母作髪別にみた場合

件数8 7 〇に対して特に多い車業をみると,造林では人力下刈9.2 〇%,人力地ごしらえ

7. 2 4 % ,除伐つる切5. 2 8 % ,生ヰ:では造材7. 4 8笏,伐倒4. 71% ;卷立3. 5 6% ,木褂 

せ3.7 9%となっている。全災害発生剛こ対する比(咅)でみると生産事業に対L.てより,造 

林0榮の方が多いようにみられ呂。生産1$業の場合は出段的一定の揚所で作業するQに対し, 

造林事業の場合は大部分移動をともなう歩行作榮が多いだけにこの邱の災害が多いものと思わ 

れる。

(8)天俣別にみた埸合

従以した作業日の天煥の割合を全災害件敖についてみないとわからないが,雨。禁の日より
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暗れの日がA 5るのあくを占めていることは,天從の惡い日!:リ注意力が足りないのではM.

かと恩われる,

以上,「足がすべろ」’：.：Zて覚上した災EQ1次要因だけ］て限定して各須目ごとvCA-C ft- 

が,前述したよう二还い条件下で今作菓,かつ大胡分力:歩行作花である林暖,こあ-て,これら・っ 

条件を克服していかエ災害を少なくしていくかが拔要な課題であり,そのため: 1:は災害防止対・工 

としての安全敎育,安全診盼,作弟基中の作成择の実行はもとより•作隼方法からの作弋您第, 

作業時間,休憩詩間.つ与え方の研究,それに加えて選祥如怵業の«年業形裡を単浏化し作避・を粮壁 

化していく管理方法を切めるとともに,作芸員【二対して安全作英:こ対すろ指導と別秋をーそう炯 

化哭行することが最も必耍なことであろう。

&こんごの間題点

L災害頻発者に対する.適性顷査の項目と災・との函述を求め,頻充若のスクリーニングい术 

準の作成。そのた歩には過去に実施された適性検咼果の;淨点と災害願黑老との関係を分析し, 

他産艾K右、ける実例死査も併せ行ない怨考とする:

2•各作業の安全作業基準の作成と標找化に伴なう改訂と间時に,作車貝:C対ー)•る作顆由作の訓 

懿と教170ytめの方法の確立〇

辻 隆道外15林果労働の災月分析,培2 5回全国産桨安全大会研究発表集,昭41.10.1〇
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参考資料

林業労働の災害分析

檢械化部作英科作荚带1研究室:辻 隆道,石井邦彦

1•まえがき

われわれは眼和3 8年既国冇林野I顷にわける災害の発生状況を要因.時刻,年蛉,作業など 

の而からいろいろと分析金行たへたので,その分析結果について述べるとともに,労知科学的な 

而から若干の検討を加えたのでそれらについて宜衣する。

2.災害発生の分析結供

(イ)年を浩別の編风名。災评部位の状況

年爲階別に発生の多い5位までの願【・こみろと第1表のとふ、リである。

才1& 年姗削にAた鴨翌.•受編8位 >状況

年蹄階 別 陽病名 受災 部位

年齢僧 鴛鶴対 1位 2位 1位 2 位____

1 2 8 〜3 2 1 7.1 5% 骨折 打挨 足 腿

2 35—57 1 6. 0 8 骨折 打拱 足 睫

5 25—27 1 4.1 7 打摸 切側 足 題

4 18—22 1 0. 2 5 切創 打撲 足 S3

5 58—42 1 n. 〇 5 骨折 打挨 足 夏

1位 打撲1 9. 3 3% 1位足 1 9. 8 9 %
全件以(4,12 8件)に 2位 膏折1 8.6 0 災 2位腿 1 4.8 7^
対する比率 3位 切俐! 7. 5 4 % 5位响 11.5 6%

4位 挫創1 7. 〇 ! % 4位手 9. 7 4%

野外の足埸の思い場所での作業が大部分でちる林業の特徴がよくあらわれている。塚辑で 

はH・折〇打撲が全件故の5 7. 9 % ,受災部位では足-腿が全件敖の5 4.8%©多くな占いて 

いる。

(ロ)年齢陪別の発生時刻〇休憩後の経過時間の寿生状況

毎日の嬲務時問は我榮規則で定いられているが,単独作業か集即作業かにXって休憩時間 

のとり方;よ画一的でないのが現状である。このような状熊の中で発生時刻。休憩後の経忍時
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+ 2な年肖;結別の発生時刻・統役の呀過時間の発生伏況

発 生 時 刻 休敬後の経過時間
年整階別

1 位 2 位 ! 位 2 位

時 •時 分 分
1 28〜32 1 0. 5 O〜11.〇 0 9. 3 0 〜1 0. 0 0 8 6〜9 6 11 6 〜1 2 0

2 5 5 ～5 7 1 0. 3 0 -11.Q 0 1 0. 0 0 ～ 1 0. 5 0 8 6 〜9 6 5 6〜6 〇

3 2 3 〜2 7 1 a3 〇-11.〇 〇 9. 0 0 〜9. 5 0 5 6-6 0 8 6〜9 〇

4 1 8～2 2 1 0. a 〇〜11.0 0 1 0. 〇 〇 〜1 0. 5 0 5 6〜6 0 8 6〜9 〇

5 3 8 〜4 2 1 0.5 0 〜11.0 0 1 D. 0 0 〜1 0. 3 0 5 6 〜6 Q 8 6〜9 〇

1位1 0. 3 0 〜11.0 〇 9.6 9% 1位 5 6〜6 〇 11.2 6%
全件数(4128件 2 位1 0. 0 0 〜1 0.5 〇 7. 5 9 % 2位 3 6〜9 〇 1 0.5 2%
に・寸する比率 3位1 5.0 0〜1 5. 5 0 7.1 5% 5位 2 6〜3。 6.7 8%

4 位 ?. 3 0 〜10. 00 7. 0 7% 4位 〇〜 5 6.1 5%

間をみたのが第2 JVCある。

災害発生に» 〇時から11時までの時間帯に多く仝件数に对して17. 3 %を占め,休慙後 

の経過時間では5る〜60分,86〜9 0分の間に多い。

(ハ)災害程既別の状況

年齢隋別の災害程度の状況は笫3表のとわり。

力5女卒び靖別の災呂程博の状況

年部階別 死亡 1K悔 中等陽 蝇傷 微陸

1 2 8 〜3 2 8 3 6 9 2 1 2 1 〇 8 1 〇

2 ろ3〜3 7 5 3 5 9 1 8 9 9 8 1 3

3 2 3〜2 7 7 2 9 1 1 9 6 8 1 1 〇

4 1 8 〜2 2 2 2 0 8 1 5 5 6 8 ! 〇

5 3 8〜4 2 3 2 2 3 1 3 1 5 〇 7

鈔瞬(4」28)件数 3 7 2.1 6 4 1.2 6 8 5 9 5 6 4

に対する上イ 比率 0.8 9% 5 2.4 2 5 0. 7 2 1 4. 4 1 1.5 6

次に伽病名と災宕和度の関係を全件数についてみると第4 &のとわり。

死亡災答では骨折が多く,その中で瀕の骨折が15件を占め,主な作遂は伐木造材が5件

—2 64—

J&材機作芙が3件である。

> 4 n •紬名.叫つ災,匕柠俄つ状況

虜__解 名 死亡 市僞 中筹膳 経 K 濫命

打换19.3 5% 7 5 5 2 2 9 4 1 5 4 1 3

骨折18.6 0 2 5 6 2 8 1I 〇 11 2

切剤I7. 5 4 1 5 0 4 3 0 2 ! 〇 9 5

挫創I7.01 1 5 6 1 2 5 1 1 〇 〇 1
号扃27.72 5 5 1 '5 5 5 1 2 4 1 4 5

冋受災時の使用嘰惊器I陵よび加劃拼F

林業は作業内容が広範明にわたっているため•使用する初城器只も多く受免時における数 

は2 9 7点となっている。また加害物件i同様に5 n 0点の多くを敌えろ。受災時に使用し 

ていた機楝器貝む上ぴ加害物件は羊5表のとおり。

’加5衣 受災時の便相依樓お貝•も、よぴ怵了物件

(ホ)我上飛過の要因分折

1 位 2 位 5 位 4 位 5 位 6 位 7 位 以 T

使用 迎ー カ マ 灘手 チェゾノー ト ピ ナ タ 刈払機 タ キ 2 9 0点
觥。
器共 R係 9.6 4% 8.8 6 8.1 7 7.5 5 7.4 4 3.8 5 3.2 5 5 1.2 4

加害 丸太 カ マ ナ タ 豚姿勢 地世 灰条 石 4 9 3点

粒件 1 4.7 7% 6.0 8 5.7 0 5.4 7 4.5 1 4.1 〇 3.8 2 5 5.75

災害の発生がどのような緇困で起っていろかをみたのが第6表であろ。

発生経迅の一次嫂因では身体動作によろものが全体の5 7%を占め,次いで木材忙よるも 

のが20%となっている。2次以下の要因でも勿体動作が半分以上を占めている。

次に身体動作をさらに細かく分析したのが第7我である。自体動作の一次要因では足に関 

係する場合・が一希多く全件数に対して2 8. 5%を占め,2次要因では院い卷落が多く 2次 

要®の中で4 4.7%と約半分を占めている。足に関係するものとしてモの内容をみると「足 

がすべり」が7 81件で全件散に対して18. 91% ,「足が引かかり」が219件(5. 3 0 

% )と左っている。

炊上災害発生の分析結果を述べてきたが,林業の災害は大部分が次のような形で発生する

ことが考えられろ。
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充仁«国・)分听

発生経逕 1次 2次 3次 4次 5次 6 次_

身件動作

木 材

機械据R

能来翎

その

その㈱物

車 術

その他

1.5 2 6
5 6.9 %

8 3 2
2 〇,1 6 炎

3 5 2
8. 0 4 を

2 3 3
5. 6 4%

! 〇 5
2.5 5%

7 8
1.8 9%

3 5 1
8.0 2%

2 1 9
5. 3 0 幼

4 7 2
11.4 4%

1.6 5 6
6 5.1 7 %

3 4 4
1 3. 7 1 %

1 4 6
5. 8 2 ウ

1 3 5
5.3 0%

7
0. 2 7%

1 9
0. 7 6%

4 6
1.8 3 為

1 〇 6
4.2 3%

7 5
2.9 1 %

2 4 3
5 6.3 8%

7 4
1 7.1 6 %

5 〇
6.9 7%

2 1
4.8 7%

2
0.4 6%

5
5.1 6%

9
2.0 9%

39
9. 0 5 %

8
1.8 6%

5 3
5 8. 9 2 %

6
1 0. 7 2 5¢

4
7.1 4%

1
1.7 9%

1 2
2 1.4 3%

1
5 5. 5 *

1
5 5.5 5S>

1
3 3. 3 5

1
1 C 0. 0%

4.1 2 8
1 0 0. 0 %

2.5 1 0
1 0 0. 0%

4 3 1
1 0 0.0%

5 6
I 0 0. 0%

3
1 0 0. 0%

1
1 0 0. 0 %

才7衣 “•体動作の発生径過め要因分析

1次 2 次 5次 4次 5次

足

手

力が余り

転倒転裕

身 体

腰

身体動作の 
全件救に対 
する比率

1.1 7 7
2 8. 5 1 %

1 6 4
3.9 7%

1 4 1
3. 4 2 %.

2 2
0. 5 5%

1 7
0. 4 1场

5
0.0 2%

1.5 2 6
3 6.9 6 %

1 6 7
6.6 5%

5 11
1 2.3 9%

1?
0. 7 5%

1,1 2 1
4 4.6 6%

1 8
0. 7 2 %

1.6 5 6
6 5.1 7%

3 6
8.3 5%

7
1.6 2%

2 0 0
4 6.4 1 %

2 4 3 
| 5 6. 5 8 %

3 3
5 8.9 2 %

3 3
5 8. 9 2 %

1
3 3. 3 3 %

1
3 3. 3 3 %

-266-

受说郃位1次展因 2次暖因 陽褒

凡がすべり］ ▼既倒»&落

足が引力小り「、ぎ;』。?HI
にふれる

接 足

折一哩

制 手

不惟彬な笛,”也c足以・顷讥、所で,&くてkいん太を垠位い,労働於度が比•夜的蔼い作斐 

が主である林茎にあっては,これらの策件とどのように克邸して災害を少なくするかが課旳

であろう。

3.労働と休穗時間

快物の発生纹I 〇時から1!時史での問,休賴後の降過時問では5 6〜6 0分の間に多いこと 

全述ペたが,これと関連して妓労と休憩時間の関係についてふれてみる。

林•実に如いては单独か・堡印かにより,まセ作成の種坎によって労働の質的内容が異・リ疲労の 

堤合も度ってくろ。さらに足用の惡い場所の作斐は肉休的な我労と共に精也勺・緊版が常にはい 

たいその而の疲労も見逃せない。このよ’>なことから林染にお、いては,-ー较!場のような而一的 

な休み時間の与え方でな < ,作業の種侦に宅じて欽!正な休愁畤間の与え方が必雙であると莒えら 

れ,:妹業労倒の余裕率克定式が求められている。この样定式から"出した余裕時間をI日の勤捞 

時間に配分し,疲労との関係をみた実巽例があろので述べてみる。

林剥3,、いてれ中等労働に济すろ苗畑の除草作無で,余裕率’豊定式から求められた余冷诗間は 

約5 〇分であろ。この休憩時間と午的。午燒のへI 5分の定いられ・だ休愆鴨!!*.<A)15分問1：3 

2回・ほ)5分間!口 6回,(C)3 〇分間1日2回,(必1〇分間1U 6回とそれ電れ分け与え.だ塔C 

の各作％日に対するフリッカー値に丄る疲’方状況をみたのがあ!図である。(A)う規定のI5分閏 

1112 1<2］のときのフリッカー億の低下率は1〇時から1丨時の問で急故に低下し,せた休憩後 

6 0分退ぎると低下が大きいことがわか・ら。しかし〇))つ余裕卒耸定式から求わた余裕時間を毎時 

1〇分ずつ与えると低下率も少なく股も効黑的であろこと力めか・如 なお1週間【’こ却すろ值F!の 

疲労の変化についても同じことが云える。

次に刈払犠による地ごしらえ作業について灾態調査と余裕军算定式から求わられた時間をあ2 

段!のXうに配分して作業陆間をきめて0钿価即を実施した1カ月間の例では,•労條な:は観沏時間 

と4 8 0分に換算した値との差は実標調充により時間皆理の力がその差も少なく,毎日の作業が 

充灾され,支化が少なくなっている。さらに余咨率は時問汀理の方力:少なく,8時間換算で労例 

砧は8 8カロリーとわずかの差であった«作業終了時に好けるフリブカー依では砖間育理の方の 

低下率が若干嚮かったが,1ひの勤務時間終了後では反対:て低くなっていた。作業貝の意兄とし
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始 休

7 8
如护

34 開
始

11 14 15 16 17

整了
炳

2回・
回
2回
6回

*1図 休憩時柵の槌Wあ、よびBb分と逐時的疲命低ド度

5 A年度
1日4〜12回
平均7. 5回
!回当り
2.。 0—2 2.0 〇 分
平均7分

栄養喪理の面から「ピクミン御幻投与が疲労経波に効果がある」といわれているが,それを実 

際::て毎日の食生活にピクミン補給を考慮.した讀立を実行していた現場(チェンソーばよる伐木造 

材作業の例)での自覚症状緒査において,強化食組と非強化食組とではあ5らかに•差が認められ 

強化食組では糖神的あるいは神経够覚的な面で評点カ:雖となっていて,症状の固定化についても 

その废合が小さくなっていた。

て「時悶管理の方が一斉に全員が休めて,刈払液の嗫咅から解放されるので,今までの自由(こ・ 

む方法よりは休んだ気持になれる」ということが大勢を占めていた。

★ 2図刈払湘我作の休恕峙询促分

日6

日
卩 

1

日1
1

S

分
〇 
〇 

— 5
3
1
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战Wと休垣時問Kついて支気例を示してきた。災咨は疑鴻の環境は勿諭のこと,瑁神的。肉体 

的な竣労の蒂紳でよる而小らQ発十も考えられる点,各作薬の汚働の質的内穽を充分に把握し, 

通正次余初冬間を求い作恐時間のなえ方なども検討する必姿があろう。

4•あ と が®

災苫防止っな作期係者の間では防止対策:こついて安全救育,安全診断,各理作榮基準の作成等 

の万法力:企画され:耳行され•勺々公荷災撰の诚少効梁があらわれつつあるc勿論これらの施證も 

il(要であるが,労働科学的な見地からの作業姿勢,作業時間,休恐時間などの研究をより一そう 

強化し,複瓣な林業の険形廷を削純化し,作夫の標準化を蹄立してイ摆讨理をを力にむし進S 

ろことが災肯をなくする手段として必婆なことの一而である。
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2•試逹目的

1.試快担当者

作・薦・一所究攻’辻 箍道,渡部任三近•石井邦彦

2 6 振蝴。蠟音による障害防止のための 
作菜方法に関する祈究

機域作業の苑限とともに,機植の使用茹度がうくなってきている現在,槻常の•発する額音。揑 

動が労働生理学上,人休にわよほす影俘は朝?!で・ないものである。せた,その际痢こより修 

功程の低下,あるいは労働災害の能生などと関連した芈項について那決するには,成械〇騒音。

抵動の物理的な実態調査を行ない,波耙。振幅・振動散を明らかにし,作强方法。作某動作と関 

係づけて,少しでもせの影響を軽波することを計るとともに,発生源である快械に対してもその 

防去と坂衝装昭も併せて初究・する。

3.前年度までの経滔とえられた結果

チェンソー伐木次材作業と機械の操作-釜備の実慫洲査ならびに一部作で次冲Kおける振啲を 

澜定し,作斐方法との関連について取まとめた。 ・

これ・らについては「チェンソー伐木造材作業の機械の操作整備の実如ぞ:充左らぴに指潔确の 

作成についての報告再Jとして昭和41年5月林野庁へ提出した。また,取咬とめた細につい 

ては別冊做料を参照していたださたい。瀏查で後ら:れた结果を要約するとつぎのと治りとな如

(a) チェンソーの使用時間は作業方式との関連に好いて婆祟作業時問、つ構成がことなり,诗間配

分も異なっている.

(b) 振動の曝露肉間の総体が伐倒-玉切。技払の各要寤に同一配分されて歩らず,蓬％のあるこ 

cが明らかとあった。嗥爵。我啄捉時間の比率は単独か組作案かによって咒なってくる。

(〇)作衆方法についてみると,各要素作業の配列組立てが•一定して土、らず;各現場において人カ 

伐例当時の惯習がチ刀ンソーによる伐倒作業にわいても改、啓されていないといえよう4

(d) 対象林分平均胸麻克径【て対するチェンソ-のパー長あるいは,冏:。排気位が一定して片らず 

ムダな労力の使い方をしているところが多い。

(e) チェンソーの整備点検の状態すち・リ良いと吐いえないI,技i祀上下によって娜状態の差江 

認ゆられない。族た整側状態は年鹼の増加また降!価年数の増加にともない悪くなっている。

—28 [—



(f)對;用瓦こついてみると,エンジン:つ作動一関條すろ項田!・一耕てよいが,尸号ン・";：-...; 
断な対する顶目は冬いe

," - -.
目立ても含んでsる点,・び齒の良い者は目立技術も良い•浦ヒ如:'

(h) 刃の謬元,：・くいた;"デプス样。軍而伯,刃長の狀:ニ何齐柘闔々傍は未払られた:
(i) 刃の謂元の実周值そのe :こは員只女なかー",待い,不摧いをあらわす匕;"仙異巾::{、'い 

ては相関カ:髙く,すくい角-デブスい刃の長さ)3因子;；•何れかが拥っていれば他のt〇 W 
揃っている傾向にあろ.

(J)刃の諸元の実滤値そのままでは能充と関係はないようである。しかし揃い,不揃いの聃個 
差にむいては刃の長さ〇デフ・ス:よの刷っているものは能宰が艮い。

(x)能率は闫贰牧と上下方向の!鈕うと.戏係がある。
(1)スパイクの使用,燃使用の顆0世塁歩よぴ按W「二ついては门とんど認められ左いc
(二)刃の!Z•元の揃い,不初いも漿;に明係があり,上下振旳",•いてはすくい伯〇紺斜角,水平 
振動めおいては刃の・長さ〇デケブスはと関係がある。

(二)バーの旻さ,チュン、ソー 振動との関係で1±,上下撮郊については関係が認められな
いが,水平报動にお、いてびバー長と塚喋は?；,る <«とくに百・吊:が有懣に關くといえ・切

{・jチニンの伸ぴとパー率について,上日"ドニチェンの伸び辛が,水平投砌こついてはチ 
エンの伸び率あ、よぴパー志が状係している。いずれもチェンの我I)が阕係していること2-t明ら 
か三,伸ぴ率•〇. 0 2 8 5が农動を考遗した埸合の適iE左枝りと考えられ如

(P)チュンの切れ味が愁くなると振吊,とくに水平方向振動の増加は大きく,上下万向の振動は 
少たく次る顏向にちる。

以上のことがらが明らかとなったが,さらに集約すると次のとおりであ闻
3)チェンソーの整日,とくに目立の良否が振動に対して大きく影湛している。
⑶ 目立についての現状からみれは:,为の諸元を規定値にするよりは揃えるということがまず房
!行必耍な問題ぎある’

{,)対以林分:二会つ之ナエンソーの此は。携気;：;•およびパーを使用すること。とく田パー長にう 
いては作漿方法,作終効作たどから考えても必要なことでろる。

(再パーの燈さIこ店じた,:右正:3チェンの張りは,振動のみ左らず能率の面,機械の保守の面から 
も必耍なことである。

S)作業方代に対する作粟技五砸立ての福;準化,すなわち懵耶作業方法の確立とその指専休努が
—2 86-

必省でる;％
(f)刃の诸元と県励との⑶冬ひだ”:："は枝:污こ対寸る指會’‘・D碎さ
(.•)ナエンソー了>エン•ノン…• qtV)囲)作つキ.,・

& 41£皮の汶M計面

今年底はこの冋究をさら［こ未め•根本的に振動;?害を除去するために次,双・う振動が人体K 

云達される退和こむいてどの!うに減衰し.作定方法〇 fF箜姿胡こrってどの上うに芥•期の伝播 
がとわってくろかどうかを人間つ面か(■・韻水して合理的な作峯方法e作 g 性を求宀るとともに 
滯心:学的な惓械の改用C瓯する沖配が必普でうって,非常に困駆で山あるが,痕動を蜷土しな 
い槻揖の族械の完成を目指すべきであcて,41平度以!離これらの新究を引続き行なう。

♦

5. 41年ぜの試诙経遍と詰県

以上のような律究計间こ従って,咋年度に引続き,チェンソーの作藻状您にわ叶る振動を润定 
し,作定時にん、けるいろいろな因子と抵•初の関連を明らかにしよ > とした。昨年度の資料敖が少 
なかつたので,今年俺の追加•捐を分の資料をあわせ,塩为と諸因子の関係について分折検討した。 
現在,分忻途中であるが,い・ままで田一応の傾向があられれた点について述べろと次のとおりて 
ある。
(:)チェンの切刃の囲係

t くい伯,刃の長さ,デプス:！艮,傾斜角の4つの因子がそれぞれの機能を発抑して1つの切 
刃としての働通をする。一段に刃の杉さ以使用することに!;って繁涕,くなってくるが,他のす 
くい角,デブス・せ,頌斜角は刃の・長さに阴係なく 一定の棒堆値が示されている。

しかし,実障現場で使われているチェンの目立W兄は尚年度の調逐結果からみても決して良 
好とはいえない状&Mであった。資料の追加を科て.これらの関係のな向をふたたびみてきたが, 
実問・に Xる切因.1因子間の関係では刃の長さが短かく左るとデブス:・が大をくなるという相 
煥!があるだけで,その他の因子には相国がみられない。Iからそれぞれ.つ因子、つパラッキが非 
常に大さく左ーている。

さら【て切刃の描い,不揃いをみる標準偏差でみてみると,
(イ)すくい角の擦準偏差が大きければ,すト"ら,すくい角が捅っていな汁ハ:土‘刃の艮さもデ 

ブス拈も撇っていない。
(n)刃の長さの顔準僞差が大きはれは,すなわち刃の長さが揃っていなければデブス捋も撮っ
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ていない。
い 傾釘角の湖綱差と他の3因子の膵.準偵差の間の和饥はみなれない,し・いし•グラ f V 

入るところでは侦絕角の席い方は悪いといえる。
ゝ)切刃因子とgの弱繫

チェンソーの量步中における技動に関係する因子としては切刃のれかに.就ら•后力・回 
斯敢・重赤:,チェンの張りなどがあけられるが,ここでぼ切万因子とgの引保に限定してみ 
てみる。
切方因子とピの阴係を図示してみると,刃の長さ］てよって2つの傾向があることがわ“ •っ 

た。すなわち・刃の及さが9皿を境にして?:の傾向が逆にたるということである。ここで刃 
の長さ9心を境にしたときの切刃因子とらの間の相関係数を撮動方向別に求北てみるとつぎ 
のとおりである(泼i )：,
切刃か9盆,以上の場合は水平方向で0とすくい角•刃の殳さ,傾創角と相図が高い。9止

淑1 刀の炽X分rた蒔今切刀因子と〇・の怕a侦歌r

披動 
方向 刃のまさ すくい角 刃"長さ デブス 懶济角 陶 考

上下 9 “以下
以上

*
0. 4 6 7 0

-0. 2 5 7 7
—-・一 ・ - J—

—〇.1 9 4 2
一 0.4 9 9‘写、

0. 0 8 4 9
0 119 2

〇.1 5 2 9

-0. 2 11 9

N = 20
N = 2 9

水平 9 0以下
以上

*
0 4 5 9 5

0 5 14 5

-0. 5 8 8 ；
*

0 4 2 0 7

一 0.3 2 4 9

0. 〇 9 5 7

0 7 5 3 f 

林
0 6 114

N=14

N-2 4

以ドではgとすくい角と傾斜角の相闽が高い。上下方向では93以下ですくい角,9皿以上で 
刃の長さとgとの相関が离い。

このようなことを前提として,4つの切刃因子が1つの刃として作用した場合のgとの関 
係について策相関分折を行なった。結果はつぎのとおり(表2 )。

表 2

振動
方向 刃の長さ :： 诳相関係数 

____ R____
冋旖俟て5"のh 琢養検疋

すくい角 刃の長さ デブス•il

上下 9 m以ド
以上

2 〇
2 9

0 4 6 9 1
*

(3 § 7 6 〇
1.7 9 3 9

1.4 1 〇 4

0 15 6 8
,球

2.8 8 2 !

0.0 1 9 6

0. 2 7 8 7

0.0 1 5 9

0. 2 7 9 8

水平 /以下
feLh

1 6

2 4

0 7 4 4 0
g

0 7 7 2 0

0 17 8 0

2. 6 5 0 デ、'
0 15 0 2

2.1 9 5 歹
0 5 4 4 0

1.5 5 8 5

1.9 4 5 5

1.4 0 0 8

—2 8 8—

上ド方向では9k以上の場合・小招伺係弦は右意であるが•刃の長さの回綺係設のみび甘卷 
てしいない 水平方向では9 B以上て・重相閔係故は冇意で.すくい角・刃の長さの回帰係敦の 
ん,呉:でしかない このように切刃の4つの因子はgとの阕連で有既でないものらあってあま 
りかんばしくない。

ニニで刃の艮さ9皿以上についてすぐ角を3 5 ° •デブス-:0. 7nn,師斜角9 0°と一定に 
して切刃の長さを変化させた場合と刃の長さI1".デブk；：0.73 .傾斜角9 〇0にしてす 
くい角を変化させた場合に.これらがピに対しておよばす影??をみると次のよう:Cなり•垂直

ホ fril 刃の 長さ すくい傳ノ丿 冋 大—7小 大ー►小
垂直のS 小——大 小一・ 大
水平の包 大ー-・小 大一小

方向と水平方向のgの値は刃の長さ,すくい角の変化によって逆の頗向を示していることがわ 
かる。この理由については今後検討を加えて明らかにしたいと思う。

C)«と偷定因子間の舸係
チェンソーの返断中における振動は単純なものて・はなく •切刃因子•能率のほか田 ,切断 

時における村の条件・チェンソーの回伝救•排気:4 •冋;•およびバーの長さ,チェンの張リ 
などの因子が1つのエネルギーとなってあらわれるもので,これらの丨つ1つの因子だけの 
傾向から振動の侦向を刊！圻することは困難である。しかし•反面においてこれらの因子が振 
動とどのような閩係にあるかを知ることも群折する上に必要なことで•もる。この意味におい 
てこれら因子とBの岡の相閉係数を求めてみたの力;第5表である。

* 5 Af任と各因子間の相與係数
|根動 
遊

刃の長さ 切断藻 回忙散 パー幸 通fit 排気量 バー長
垂直］ 9皿以下

9 8以上
;; Q0489

〇 ! 686

-0.I 〇 ! 〇
Q2756

-0.0 075
* 

0.5 5 1 2

匚 0.1 8 87

-0.1 4 4 7

-0.1 084
*

06 156

7.。 969

-0.8 2841 9 M以下1

9辨以上！
16

24

0.1 0 6 1

0.1 26 1 |

0.1 2 1 5

-0.2 54 9

-0.。 59 7

0.0 1 58

0.5 I 1 5

-0.0 742

0.。 56 6

-0.2 D24

0.29 6 4

0.2 2 0 9

-2 8 9-

振動方向1 刃の長さ チェ灣り牢 チ于ン仲ぴ率 . - 切•9係敛
9“以下
__炸!

〇・°5恁
Q. 5 4 4 C

0. 0 3 2 5来 〇,紗0勺
〇"鼻一 0.5 0 6 6

112 10
ー〇, 1_6_ 4 4

水平 9叫以下 -0. 4 5 8 5 -0. 5 9 6 2 0.0 5 1 7 -0. 5 7 6 51__ 1 以上! 一 0.1 0 0 7 D. 0 8 2 5 —0. 〇 9 6 9 0. 3 5 〇 2



水平方向の振りのHポおいては,こnらの因子とo(uj;cはなんら悟"!がみ信,れない,., 
ちろんデータが少ないのでい,ノカ:いに云われない面,・らろうが。まれ方向では习の長さ?=1

cバー率•册欠•定•パー匚,チェン張り率•チェン伸ぴ丈・能寧の間に招［itjか2.ヽ
この垂庖方向で•刃のi<さ茅? “以±のお合におけること相.灯の喚、E子との河向は

パー パー長 チェン荥りポ チュン伸び宝 辨気覺 能率
大 大 大 大 大 大
大 小 X 大 大 大

すなわち,
。パー長カ:長くなるとには小さくなる。
•バー理が大・すなわらリ撕從とパー長が冋じくなるほどgは大きくなろ’
•・チェン•の狼リ率が大,すなわちチュンをゆろZ俄れば>Tは大きくなる,
’チェン伸び率が大すなわち切斯後のチェノの伸びが大きいほど亿は大ぎくなる。
•病気砌;大きくなればんも大きくなる。
“能率がよくなればgば大きくなる。

ー鮫:にエンジンの回帜はと浇的とは非常工麻い对係にあるといわれていろか,刃の長さを 
gで分けた砌合・データの不足4あって相词はみられないか.一語にした冬冷の垂直・水 
平方向のgと回転我の!［係をみると.建直方向で回朽:牧が多いとqは大.水平方向では回転 
致が多いとジは小という傾尙にあ,.；•前年肚の結果と一致し・回・数と振動との閔係につい 
て一般にいわれていることがうなずける。

d )樹豳リに分けた場合
いままでのデータは諛交垣を|個として労梗を込みにした均合で検はを進めたものである 

が(こ・ニでは榭f緞に捌定紋全部をもって進めていく。
各樹種ごと•振動方向別に第と归子(丨〇妄我)の囲宗をみてみ槌、•スギ,プナについ 

てだけ屯相园係放か有憑となり:あとの酣沌については炎科疥少なく関係はスられなかった。 
回帰係敖の有意性検定では次の因子があ,；yとなった“

以上が現在までとりまとめた結果であるか.これから拣勧と名因子倒々の期添をより制が

称?!スギ 鱼欲 チ:匸ン張り空
ブナ

こースギ
“林 拂

瑞
気
久 お 〃

ブナ 〃导

-2V 〇-

くう折し,蹴楠"おける也めの実懇を明らZ ;こしていく、

&こんごの罔;韻点
作袤状悠沔における花颇Uな渕果を切阳玷ニおける材の余件•チェンソーの性能・チェンの状 

妓左ピの国子關の渕係から細がく挨::tし.こ｝Iによって掇動波型・援粮・报龄・明らかにし・ 
作％方法・作芸励作とi目係づ卜て,少しでも人体へのその杉簿を勰诚することを計るとともに . 
好生源であるヾ愀に対してもその跖止の緩面装置も併せ所究を行なう。

［公刊文獻〕
L )辻 隆道:チェンソー伐木造材作地の洩Hの旨’:作笙性の実熊誠在ならびに指導」央囲わ作 
威についての点竹書.15 7 P . 8 8 F . l?a 41.0林野厅に梃出

2)米H!帝 農外3名:チェンソ一作％の振⑥淖害に対する作棊基部に网する研究•縷拔化部 
研究負料

5.)辻 隆 词:ナエンソーの機械整慌の突磨と振動防だ(175M d1.<5 ～ 3,秘械化林笑
4. )辻 隆 道外"I名:チェンソーのパーの長さについて.昭41.9.機押化钵定
5. )辻 隆 道:チェンソーの墜備状況と防掠対策・昭4 1年I I第;う冋全国労曲防生大会
研究発衣集

6. )Jt 隆沮:チェンソーの振動とその対策(前・後).昭d1.I 2. 4 2. I,機械化林斐



2 7 怀道械雄工の地理区分に瞬する,沂究

1.技よ担当普

作菜第二研究室:擒用光正

2或恣目的

阪核彪エを前提とした林道設計批よび的工においく,切な土工の地寶区分も«※兴のノ、カ件 
をもとにした,主として工一近矽からの岩石分京表は,抽象的な表現で定性的に区分されており, 
地方,地貧•判定老の個人差により見方が異なり,時に,るれが粉争の因となっているので十分 
でなく •ここに,近代:科学に基いた合理的,かつ,具体的な削定方法により,畫诡作デを考口し 
た定性的で定里的な岩質の径安と作装の進易によるお石分爛•を士本の"洲施瓯にnいて行ない, 
更;で,これを孟・もが商単に,間说いなく,一致した見方のHi・セる客洩往のあるものとするよう努 
める。

3.昭河41年度の試,注射画

林渔没!10よび施工の対領となる沿質の程産を犯据する目的で.洲燃波式地價将衣法(砌式 
とともに土ホ目的に適している)を铁用し,携帶用州生波山定器を使用して,妹道痢エ後,風化 
’歩比物勺進んでいない典區的な切取d面の小規岸で茹分的な照定を行な5 .

また’對定拈果をとりまとめる一方,阕係法通とそのけ近における土,宕石沽譜別写真を撮影 
し・他に典料があればそれも轮理して槌合解折の多労とする。

&昭和41年度の試:女経通と;•若桌
⑴试唉経退

3カ年肝両の初年変に当る昭和41年疚は•汶験計画のと.;,、り•岩質の程度による分侦を行:、 
なうため,腳电隽ナ呉:W出の小路:腳)K摄第］回(野::％ :下佐谷: 
北の戻:m鮮;福田;小専川;兵衝谷;權谷;七宗J栃伺;澄川),本諏技第2回

(¥： ［丨a2 i出の小络;黒并沢 を名古后倉林局街内に林道2 5カ所(肢玖,愛知蘇下)で 
突施した〇
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この退均凋松•1力負rり•・頂:"J7、ご•4•継跡惟器サイズモカウンタ(測賤舍?娜性 
典也度時間針)を用い,ノン-、•一ー••イクnスイッチ対受佰詩),P?法(受信計対受 
苔詩)によっなが•足從は•尺苗分•ハンマー ・ ー笛八ンマー値盛定のためヒルティ為打版DX 

-5 0 0 M(宅包とネジカ・を合辻)を刊用した
詞麦刼沂の選定に当っては.出来るかぎり全古昭林司邸建部踝殺自で行なっているシ 
qットハハ・一・.•主体とし咼貰区汎％個所により,測定結果の地代的解釈;牌泌もた 
せるよう努力した。

なお.こ皿碱には・符に,职土木课艮,土叫想洲住・芥,,
高段技宜,中冬决言のこ・區力を承った。

⑵保結果
① 奶块泅邪郡出の小路(付知営林’岩菖内)出の小路Wai(石英决岩)

出の小路松.2の电和4 〇年度祈は部分にあり,总盤の简理は住秋に5 0CE陶:琨度の角技我 
いはそれ以上の思塊となり,破砕形は塊状である。また,娜かい不規則な割目か苦しく進逹 
して岩實必ずしも馬ー•質でなく •坂化に弱い艮石部分が褐色に粘七::している。
石英溯は,細粒の石英!拓が粒状組皴をなした完顺(建犬样服)で所鮮な岩肌の弾 

性波速度は2. 4〜3.5 3/帆とみられ•供試f・による室内礎矣て•はいS'&い内外の値 
を示している。

し;いし•今回の野•外試’聲祜果によれば•削定対您とした匚リ取法表灯の.;冬宣は,岩盤を劣化 
さほている節E!に沿った風化悴のためか法画内部携底ん 6 fa/ £>(cに比して極めて低く,法 
に!fiiし!黄方向I5 p範残で0. I 8 ～ 0. 5 〇新/曲C・馈方向7吋祗囲で0. 4 7〜0. 7 7 

細/Sxの値をえた。
② 般阜県恵那郡出の小路(付知営林岩菅内>出の小削a 2 (行英斑岩)

昭和4 〇命渡新技部分Kあり.岩掛の節理は①と冋阶港る。しかし・①のようふ此、い 
•的目びはいっていない.觇定法而の内部速度は2. 6 8Kx/Sac 〇代面注底は,坡方向2 〇堺 
徳囲で0. 3 6〜0. 4 3 Km/%c ,采方向6抓議网ーごL 2 5〜1.2 9私/海であった〇

⑤ 岐早哭典邢郡出の小お(对如代林野刮5)出の小％版5 (石英斑岩)
昭和"年虫楠設郃分にあり,岩倒>節回は①と冋棵で.別目の.程愛は①と©)おおむね 

中間である,:则定法而の内部速度IX 2.0Km/Sec 〇去而速度は橫方向15境範囲で0. 5 7〜 
0.6 4 Km/ Sec •就方向,、皿散貝で0. 6 5〜0. 9 5知/Socであった。

④ 岐専県恵冽山(中漆川営林胃管内)患井沢 .(花崗岩)
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行英・父E ・盂益,つ切啲戰よりなる基岩が・化をうけ,長石は康土化して側响a•与白 
イするふ•生un’.K：•;して,不規剤な域水をなす多くの比較的;(爲いぎ分の問:こ玄砂土,• 
が入りこんて・いる 免!！,』巨も大目であるr

花饌岩組奴の所:… ヽ、:う.0～ 4.0尅/緋とニられ崇・,:に丄5切“.
妥では5. 5〜6.5た/弱ぐの精を示している。しかし・対象法面の蜒はWれよりはるかに 
低く,法面の内部速度は,5 5K=/Sy 我画沌腹は法方向4 〇・紀囲で〇. 4 S ～ Q. 5 5 

Km/Sec ,樂方向5亦困鶴で。•5 9 — 0.6 5Kn/&・であった‘
(5)笠皐録吉囑S長念(神同旨林碧管内)下佐谷治ユi (花倒閃・巾始)

笆理・刻目があり,風化して石英は变らぬがカ:)R右は•微粒法質に変っている。
花歯閏’味老は花嵐岩と既憶岩Q中間成分で,その折娣な岩叽の弾性波速度は5. 5〜4. 5

&n/Secとみられ,供試依による室内就験では6.0尅/:い史での侑を示している しがし 
対织法面の速度は.それよりはるかに低く・法面の表而说庄は事方向1〇刀蕊囹で•0. 4 5 

〜0. 71Ka/Sec ,挨方向4刀範:2で1.0〜1.:Kn/f. ■rであったー tに.蜜方向のシュミ 
ットハンマー値は4 8～6 うである、

© 段皐跟吉瀕長倉•(神岡営林寥省内)下佐錦〇2 (石英・诚沿)
①,②.⑤と咒り岩股の節理割目はあるが大目で風化は,あまり進んでいない。祈!非な岩 

眺の弾性波速度は2.4- 5. SKa/Sseとみられ•供試体による宝内妙［では5.0 Kn/Sec 

内外の偵を示している。対象法亜の表而速度は演万向I 0^1® で。.5 4-0.8 6Km/See 

度方向5爪範岡でろ.〇～ Ka/Secであった。法面内部速度は縦方I句の表而速度と同じ.
また•縦方向のシュミットハンマー竺は3 う〜e 5である。

⑦ 岐阜栗吉城郡金木卢(神岡営林署曾内)北の俣 (角閃石英通岩)
細かい節理や削目が多く発述し,それに沿っで風化作用が進ス,备塊全体が弱いものとな 

っている。
角関石英駐岩・の:苗鮮な岩院の弾性波連度は3.!〜5.2Kq/&,cとみられ,供な体による宝 

内試験で;ま6.5細/Seeまて•の勺を示している。対织法面の表面速底は横方向7加範囲で 
°- 9 8〜:.5 Kra/ Sec .凄方向4 ”範囲で。•6 9〜3.16 KirンSecであった〇法而内部速鹰 
は5.16Km/Sお程度と思われる。容:,絵体として示す往質は,區化作用の進行度,節理等 
のような分讎而の存在により大きな彩聲を受けるので.岩雎の土木地質的な待做を知るには 
基礎岩石の示すを散のヰでは十分でない。この倍硃で,搆成する•岩塊の映さを対象にシュミ 
ット’、ンマーを也用することは或る枷定有効であり,縦方向におけるその｛illit 5 4〜5 8で

ある。
⑧ 技W么古钗茄立平(冲同営林T:管内)臓め!(石英安山岩>

心・化しx色つ初のと炊s火山碎带gとが互詮している,石英安山岩は若英を比技的多 
く含•L.でいAよ山岩で,巳英閃は・-;のは出生:である。その哉鮮な必脱の弾性炒画丈2 〇 ～ 
5.0尅/馬cとたられ.除黄体による室内弑吟では•4.2～5.1K=/*cの0‘を示している。 
対S!法而の表面速,度は満方向7 m範囲で3.8阮くS'：,そリ向3 k至「ヨで1.4 0—2.5 5 

膈/ 0Kであった:法而内あ速度は表:市泓方向速皮とほとんど同じぐらいと恩われる。挨方 
陶のシュミットハンマー’；气;:！ 5 2〜6 0であるC
@岐爪県吉:况如立'F (神岡・當林罟评内)以釦M <石英安山若)

岩辭全面:!;収韻に•!Zって生じた節理の秽鱼が专七く ・規則正しいlEiX •柱状となっている。 
対象法商の表面速度は収方向5e範囲で1.6 2 ～ 4. 5 3尅/ Socであった.橫方向のシュミ 
ットハンマー 5:は4 p〜5 yである,,

⑩ 炫却・序・占拉郡浦田(神岡営林碧管内)沛田右供(石英可岩)
我齢つ畝・!比柱状に5 DC邮程既の如樂或は大きな岩・'iで.嵐化に弱い長石部分は褐色に 

怙土化している。沂汚な岩肌の弭性鮑•堰は2.4 ～ 3. 3血/血cとみられ•供べ体による以 
内試験では5. 〇 Km/Sな内外の值を示している、、対象法面の表面速度は掛方向5 as鞄囲で, 
2.5畑/ i'cc ,縦ガ向3 n航囲で1.8 2〜2.1〇加/ "で:らった・法而内部速度は表面横 
方向速度と雑とんど同じくらいと・ふわれる。率方向のシュミットハンで一就は41～ 5 3で 
ある。

曲 岐耳舟:吉城郡浦旧(神岡営林孚簡内)捕田左俣血, < 徳紋岩賞蒲阪岩)
流紋岩によく似た初密堅硬の凝吹岩で・節理や列目に沿'• 一部濕化が進み,け近に岩塊.建 

び散在する0法而嬢斜は緩である〇折鮮な岩肌の判性波是延は2.〇〜イ.5血/知とみられ 
供試体による室内試験では,3.5-6.0际/腿〇危セ示している。対僉法海の表面速度は 
橫方向5滞範!国で2M 7 Kn/血〇,席方向3部充四で1.15〜％ 5Xa/Socであった。法面 
内部速度は•表面质方向速鹰とほとんど变らぬ。獲方向のシュミ・ントハンマー您は,6 〇〜 
6うである。

⑫技鼎県吉駆蹄田(冲山営捋皆皆内)蒲田左舞小 <.秋朗"岩)
対条の岩は大転石就をなし•かたく的密で規知!Eしい節理がみられる。法面の表而速度は 

横方I句6 m.砌』で2. 3 ～ 2 5牌/血:：,康方向3再範沔で2 3 Ka/ 脆であった。法源内部 
速度は表而速咬と旋ぽ同じである。
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@ 技•単票益田视、黒川(小坂営抹明汗内)小・:めぬI (石英“冶)
住我節理は3 角程度の角糅或いはそれ以上の岩塊となってい乙海理供哭の应からえ

化节進み,法面上部に;％石英応岩中の長匸 ・"こした「
った。折施な岩畑の臀性艇度は2 4〜ろ.3畑/$,史と・られ・洪誌休による室内危二てエ 
BOKa/Soc内外のロを示している.法用の宾巫迎!変は偈方向5並期で1.*?血/::.. 
方向5 m •伍囲で1.0〜1.14 Ka/ Sgごあった、また,唆方向のシュミットハンマー狀は, 
3 7—5 5てーある。

⑭ 芨早県雄!郡小闿I! ( 45堂次署涔勺)小・№№2 (石英交岩)
住状,扳状の符摩がある～全体的归•より風化か進み.石英垃呂中の釜占の粘土化が目立 

つ。政碎形・活は垸状である:法苞ハ爲节速度は微方向7砒5囲で0.7 6h/ Sg,安方向 
5沈徳囲でt 5 3 Km/脆であった。％方砧のシュミットハンマー値は,49 — 62である( 

⑮ 刎嗥遂田湖皿川(小坂営林空冷)い叫は。(荒故岩)
不現削な割目が甘立う,節理に沿った風化はあまり進んでい・ない,流は岩は斑状縄轮で石 

基が大治分・ガラス:も:だ状搆造の石英祝面岩で,甬傅な岩朋.の弾性波・茂技は2 5〜4. 7血/ん. 
とみられ,供K体による宅内※験で;T. 4. 9 2〜5. 4 5血/ Sacのはを示している。法海の 
面速度は縦横而方向共全範图にわたり慌わ2.1-I Kra/ Sooて•あった、羨方向のシュミットハ 
ンマー値は6 4〜71であろっ

⑯彼京衆由脚剛谷(小坂・ほ;5 )宠铃出1(•,住)

外見,柱状,极よの節理や洌位が多く ,それらK沿って俱化作用がすすみ,長石成分か闹 
土化し,洗分に汚染された亦瞅i玷土がある。性もろられる。注面の・浅而速度は.崩方向&毎 
範囲で!). 3 6～2.°屈/SW,べ方向3用施囲で1.7 ： ～ 2.6 7烏/-沁であった。聞方向 
のシュミットハンマー強はる匕〜£ 7である〇

⑰技阜炊也!!郡步・衛谷(小坂営林署管内)兵带密皿2 (些厌岩)
搜査の対宜とした岩盤は,天然の気岩そのもの(向i‘。て右)と,風化を受けていない 切 

現・・,左)に折半される〇したかって恨方向の表あ.::城は6 m範席てr. 71Km/S-?c (右> 
と3.7 5血/的c (左)であった.左何の耗方向はう神範囲で3. 5 4〜う.8 0臨/Sg ・ンユ 
ミットハンマー成は5 3〜6 〇である。而整な岩啊の靜性波速皮は2.〇〜イ.5闻/&,と・も 
られ•供試作による宇内試陰では3. 5-6.0膈/socの値を示している。
.i':发视益「「即兵衛谷(加&営林％管内)•氏術谷址! 5 (安山岩)

匂隼法帝の尼心多くの規則正しい板泱,柏扶節理がみられ,砌•浪質な!审:縮であん,
-296- 

しかし•W近の状况より"件』こは下自;ニ軟資な火山砕屑岩類の存在があるように思われる。 
折样な岩肌の:祁牲波應度は2 〇〜ん£も1/g迫とみられ.供泯休による室内ズ険では•4. 〇 
～ 5. I血/ Se・:の!Aを駅している。&而迎座は櫛方向】〇再範西で5. 0 Kn/的、•芯丸的 
5u瑾邻で1.2 5〜2. 5 OK=j/&、cであった。性方向のシ二ミットハンマー顷は5 6〜6 5 

である。
⑲ 綾却・県碧田掷追分(1必甘林:?!昔内)氏術・泓a5 (安山岩)

力!の落舍付近に,切り残された岩塊で理.化作用を受けやすい位險:あり碎状に宜質して軟 
岩となっている部分がみられる。我面速度は幟方向1〇如蕊四1.0瞞/Sec •禄方向うK密 
叫で2.0 5-2.2 〇膈/がcであった’廉方向つシ二ミットハンマー!‘直は6!〜6 7である’ 
ハンマーのマイクロスイッチ故做,取秒える

颂 敍」i源益田那柢谷(小坂宜林碧肯内)樞谷(ご英・讶苛)
制カ・い節導•割目はあるが風化はあまう進んでいないe»对沒U的の表面速度は横方向6刀 

純囲で3. 〇 Km/S* .找方向5而範聞で1.8 8 — 4. 2 5 kni/soc A ■,も綬方向:り 
・ンユミワトハンマー値:十6 2〜6 3である。

魁)岐阜県加茂郡スケガ谷(下呂営林器管内)七宗ユI (チャート)
この吹色のチャートは,理欲が海中沈めしたもので,破禪形状は仙張った形をなし角岩と 

呼んでいるが1非常に細密で應く瓜化しにくい:»しかし,臆い欠点がある.•対蔑法面に向っ 
て左塩に.局部的ではあるが,融"S く・塔曲作用により細かい多致の亀裂を生じている視 
色の嵐化部分があり•破碎躁をともなっている。術鮮な岩肌の邻性波連旺は2.〇〜4.0 

膈/Secとみられ,供状体による室内試養ではん9〜6. 5 KaZSecの値を示している。法面 
の表而速度は.携方向7 E葩囲で4. 7 5 Ka/Soc ,燧方向3 &萄捋で2 2 5〜4. 〇 Ka/ Seo 

であった。牆方向のシュミットハンマー依は5 6〜6Iである。
• 岐早県加茂郡七宗(下呂営林彩濟内 > 七宗际2 (砂岩.)

大占な節理・關口状危呀のある阪無色砂岩で中に石英の斷片が多い。撕鮮な岩肌の弾性波 
速度は比較的軟質の第三紀腐を含めて1.5~5.6lvnZSoC,供試体による室内試焕で！t 4.0 

〜£.5血/知cの値を示している。法面の表而速度は惱方向5な範囲で3. 7 5畑/Sec •梭 
カ句3た施明で3. 8 3 Km/ であった。滅方向のシュミットハンマー奇は6 4〜& 7であ 
る。 I

倒 岐卑块加茂郡七宗(下呂盘林名•管内)七斌〇 3 (枯坂岩)
㉒とほ巡I可一男质で砂岩と活板岩は互にかみ会・っている。吠黒色で一部・風化して板故ぎ 
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石なの小片となり爲茗,纹を形世は国平であろr贴扱焰は頁岩(沱仅矿;)の熨に叫・;し、:. 
•・厂・"F絶3池:ii波迎综”・5～5. 〇畑ノ»とふられ,は,恐・しょ;…’ 
3.5～5.5日/宀、疽ンルこていろ:欢面のお:：;:・如, 
と思われるが岡定偵:ニハラソキかあり,行・.と出来なかった。

容 愛硼北設:頌啓栃危(所坡<林"言内)阳畑i

荒岗岩岩駐の扬倍熱茲Xをうけた亥成变の:夸いげ賞ホルンフェルスで井とんど贝化をづ・け 
ていない澈密な面には貝殺双浙ロがみられら,矛点な剳［の弾性没速族け3. 5〜,;.5血/ •,c 

’英長:体による宝内お験マは丸〇〜ろ・〇細/【小つ値を示していろ.••j敏法:击の天;克速度は>；. 
方向9部慝囲で3. 5 SKa/S-.c.关方向4刀裕英で3.0fc/Socてーちった は方向のシュミ 
7トハンマT虹6 5〜7 2であろ。

@ 愛知块北證峯郡澄川(所城甘林賢汙内)歴［：(花濫岩)
頁岩買の岩部と接しており.法(5全体,一味に曼化我照が進んでい如右英・以石.•具ほ 

の粒状紐ンで,そのうち長石は闭土化して紡品内の結合がゆるふ・’:母奔帖土技的は四水阳 
張して紹孩力めるみ貞罗土や钦弱带を生じているI«新鮮な:渤Iの弹件顔!度は洞〜4.0 

由/如:とみられ,供依阳による室内M农では,5. 5 ～ 6.5知/济いの位を示している。衣 
而蕊安はヴ方向との兗囲で1.4 く ～ 2.0 Km/ .缕方向4时您囲で2. C!〜3. 6 7瞞/化c 

であったc濱方向のシュミットハンマは4 8である。
予備耘
⑴ 浏;噢息那郡出の小珞(付如なめ;署皆内)出の小路(ろ英渉’咎)

柱ガ溯理;土 5 0C•时:「程の伯磔或はそれ以上の岩塊に板次節理は砂利程変の大普さになって 
'■、る。また,不規則な割目も著しいが.風化は進んでいないー,听鮮な削［の弾性波速度は 
2. 4 ～ 3. 3 Kn/$gとみられ•供試休による室内試険では5. 〇為/ Sec内外の値を示してい 
る。表面速度ほ•璜方向3 0 m范囲で〇. 5 8〜1.5 2 Kin/Sec,俟方向3帰範囲で0. 91〜 
2. 5血/荻,内部速座は3.4 8 Km/ Sueであった。

缶)咬知疎北設・笑枷岡(福城営林名管内)栃洞(ホルン:Xエルス)

な:近上争・•修湘［下・法尻沿い5が宛囲,双詰められた角院斐而の速度は0. 7 6畑/g, 
であった。

5・こんごの司•己点,

真空管よりトブンジスターは路へと•花子技紛の酒歩により,当而の不利を解決して肉発された
-29 8-

•自体・これのふ•ごは土木目曲に嘴して未だ完全二:.—•でづそぐ寸:;くなく ,起養装般, 
爻:信計その他沖協郤品を含・めて,更に砌すべさ歩くの余地務ミしてい負 博带用制定器として
b . . . : \ - ■' ^ • r -

に戸度の“夢:は,；7査め“もつ爲’庄;二当たり,湫にほ地實•〇・况・ざをまぬがわえなかったこと
■- ：：• ? ■' ' •-

を婆したこと作雄点があった。
円片の分折.拼ペ段陪ヾは.含後とも.招$矶二他の浏定手三を2えて究明すべき間題をかか 

えているー
よ從の程变に!:る分がは|年の•成果のふでは十分"川的を註しえーr.今夜も处会ある近に・的 

底洲究を雌続する。
作菜の泾v・による分領も行なわねばならgので(旱・さ、に・弾!生成測定為に大!由比抵上讪陀器を 

加えて,リノバー-,ブルドーザ等林迫臨工用機撇つ作条功kw%岩石とを関連させた試魏を行 
なう。
既設林道にお&る切取力而の非破壊汚剣«よろ辭明は,伴道・災’占早期発見の一助iともなるが, 

こ〇折究魂版ば関係して’?•後実施したい匕恩っている試Fは次の匕おりである。
®ず!':生波的用缺柱・q翘用簡均搭は・位気底在用棣を•初地我m花用機做を必要に応じて由 
合わせてえた晳村により,岩着分類表をー应敬的に亢夹さ甘ることC
® 诲使な地黄况:的折溶の改良,考察に修め,例えば•休道出福時に使用可龍な漪易 郵探知富 

その他林業用用途の開志•こ歩ること。
じ 把握しがたい地臾程ん•部分的:t人工で作戒し,各祕測定料を用いて挨験の训定を行ない.そ 

の測定値と眄僕状懸を正しく対比させ,'ぐ析船度をあげろこと.



2 8 新治山工法の現地適応試験

1-試酸担当者

治山第二研究室:岩川巻夫•塚同孝r・圾招月,珈Z保夫,
治山第一硏究安:逐波宣士(秋谷孝ー

2•試淺目的

股近•あらたに蜀発されつつある各隣化工ならびに简况工作物は,施工が容易なところある 
いは集約的に行なえるところで多く施工されているが,治山麴工地においては,どのていどの立・ 
;蛭件のところまで活用て・きるものであるかは,十分な検討カ・・行なわれていない。

このため,気茨,拖况などの涙境が立びしい荒廃地で招エし,その选応性を淡対する

3•前年度までの混過とえられた簿琪

•1•試朕計面
忒饌她は束京肯林同乾無治山辨集所管内(卅砕帯地域)および円沢治山歩業所管内(火山堆 

横帯地賊)に設定する。
(1)新襲化工の関係

轿無化工法の関係では.机生堡の開発に続いて出現をみたヒト•ゲン相生｛s ,批生災,ロン 

タイなどの帯扶,笹發工法の建か.按援翌・被接剤などによる而我工法などがある。現在, 
植生鎧:^よびその類似のものは,治山鷹工地にかなり広く冶工されているが,その他の緑化 
jy>多く•;迫路,斃防工事などの法面堤護工に使用されているのが斐決である。
治山施工地において,整化工の癒工および効果が制約されるところは,気候時条件では少 
關帯‘少‘;‘顷冷な她带の疝,錦姓など,地况,土質’淳'の条件からは技握堅地愛.啪 
冬"は矽废の貧養乾孫地などであるがこの•芷験•ごは,疝奶・・るしい烛鮫で,地况は破碎 
された菇岩が地盤となっている崩苫,急・斜地(法切地山,貧密•必細質地)および堆技培(環 
質乾煥地)なら"U此上のはげしい脚ローム聲法切里地淑子よび題我)也,緋幻 純哦 
験の対象地とし,主要な教エ穂を痢エして比较検討する。

なお’縁化工;•てついて適地並!工法を明らかにするには,荒・地吒おH・る自然燈境(気候. 
地質’地况等)別に各工卻ごとの烤玉内羟をかえて検游しなけれぱならないが・各エ西ごと
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の,:的な‘冋i(甲土・""] '•顷沁"：" "… .I ,

条件^別途に検討することとし・;にヾ・ではMず各工彿ごとの林話的大な;エ洗により•一応 
の適応性を把羿する二とが・ハらいである.

(2)俯目治山工作為の相係
山段および渓床における蒔め工作由の;、、]慌では,山H稱?•工としてンN C板などのブロッ 

ク卩匚・简じ渓氏固定法としてけセメントミルク注入エなどがあるが,これらについても現 
她;くおけるm条件についての検!ノは不十分であり,’ポ内典软とあわせて炭討を行なう、
S) PNC板の施工方法

P ：； !? ‘!工は石力的な工作物として一部普及の段階にあり.掩塗工として施工する:咲. 
成垂れの眼件高はクーコン土圧によって算定されているが,为エの高さをますことrより 
活用?酒が広められるので.そのあ寸が水められている。本:式我では5 ～8投に拖エし・
セ圧のUI恠を行なって検討す6 〇

(?))セメントミバク注入による簡易溪床固定方法
仲な必にセメントミルクを注入して億号な渓床固定工作物を作る試みは,K内実験の段: 

陶・ではその可能性がたしかめられているび,很用化にあたっては.現地の砂踪搆成び不均 
ーである点,あるいは职枠なしでビの極度成型するか等の問題点について検討する。

(5)試験の年次計両
昭賴? 9年度:釜無地区試珈也の選定•踰诵査・就験工仕様の決定,法切エその他必要

な宿工灾施
昭和4 〇年度:茶焦地区試茨工施工,施工年の枯果侧查〇
昭和4 I年度:丹沢地区試験地の,我定•體況瀉査•試験Hit様の決定.法切エその他必要 

な抱工央施,釜無地区状験地のう往就調査C
•昭和4 2年度:丹沢地区:知换エ炬エ"拖エ年の枯果:;’蛀3 (次年皮以降は必要な試験区の 

蘇統溯査)〇
2«経退と結果
(0新緣化工の旧係

昭和3 9年度に釜無池区に試渝也を並定し,4 〇年度に試験工を施工した.本地.％は,本 
州中部赤石山系駒ケ由北部の簽無"!上唬で,慄高は» 0 0 0^ 2 0 0 0 m付近に位設し,年 
平均気温11.5度,最”«踞い13. 5度•年降水?；I 1 5 0 0 eで降汚は少なく,吏上のけげし 
い地帯に叫している。也成は破砕された底砂岩を茹宕とし,及・ ひ話&aー厶・.",:い:*. 
ているが.由活・面で3网;,楠,や・地时



露出するところか乡い。
試蠻エ忡度6工;さとし,•成そ:！・り3ブロックにメ分し,丨エ徑の关きさは釣3.01〜

0.0 2 haの大きさに,殳定した(抑！ ?•-) 〇

れそ弍矣/工叫"衣
試琰区 怨 况 •ー工法_____ _施工燉______
A 泡山急斜蘇黄地

t

1.匕Vゲンn主舞エ
2住咬エ

.3.•ベヂタイエ
4. Hンタイエ
5. 邊後剤吹付エ
6. 覆産附

筋間隔は斜面長7 0C?

&
ク 4 Ocr?

全面施工
夕

B1

3 =

堆秋曝我姫

C1.

°2

堆積ロ ーム地

施工時期は7月下句～8月上句にわたって行なわれたため•あエ初年におけるす化成纣の 
検對には十分な期問はえられなかった’また.9月中句には最悪のコースを通った大型・台嵐 
必2 4号による袞雨二よって,M験地内にかなりの被害をうけた。
植物披段扶態の調査は1〇月中旬に行なったが,この時期までの緑化被菠状熊は施工当初 

の縁化母材の導入形態に比例した頌向を示し.街定治果は第2麦のようて・ある。
才2表權物燎瓊状憊 ,•ハ

(W )
----- 一 • 旳 珏 r > C .

>.ヒト・ゲン植生旋エ 4 2 5 5 4 7 7 5 6 5

2•植生笑エ ヽ 5 5 4 7 5 2 7 7 6 5

&ベ芹タイエ 3 2 4 G 2 5 7 〇 6 7

4•コンタイ:!： 2 〇 5 〇 2 2 5 7 2 5

5.被段剤撒布Z！： 5 2 7 〇 4 5 8 5 7 5

6.技资涡エ 5 5 7 5 '5 5 9 〇 9 5

な3、• 土陟彩動状態をみるため若工径ごとに糾而秋約2だの土砂測定用枠および受箱を段 
定したが•台敏第2 4号による衆雨のため,移動砂腰による弦壊や侵広滯が多く生じ測定が 
不能となった.

(2)あ易治山工作物の;目保
(对?nc板の成讀工は.条・席川支流塩沢小支林の左岸血琪地の用積土加m•ほぼ釦血 

5段績みに盛エし•土圧受圧器(牌針式)を設置した。しかし.台風による大士右流のた
-302- 

め試設工および受圧器も流出または?S損し.当耕の目的を検討することが不可能となった“ 
このた［、•次年度以降の試終工によって検対を加えることとする。

(I)セメントミルク注入忒混工ぼ,差焉川右岸のニツ薮崩琨地に拍エした。ベースコンクリ 
ートはE!弟 Wさ0. 3 « .長さ18企とし•注入孔はあらかじめ说没しておいた硬資ポ 
リエチレンバイブ(D. 5〜1.0 E問廂)を通して0.5花および1.〇仃とした、水セメント 
比0.5 〇をローター式注入ボンブ划机、て注入した。セメントの注焚を防ぐためポゾリス 
№5を使用した。納果禺をけ.コ丁ーホ・ーリングによる股充を予定していたが.台風第24 

号により下流側の砂硯か彷刼されてよくみえる部分が出たので•手現りによる硯察を行な 
った。各尚面を貌察した幫礎は次のよ5て・ある。
(|) 0. 2csjU上の径の砂題からなる盾はセメントミルクが通りうる。
Gi) 土壤":;加.1山以下の涉からなる陋は一段にセメントミとクが通らず•その上那の比 
皎的径の大きい砂跄梆の部分を固結している［列か多い。

伽 従断血の我察では,地中の砂野同に沿ってセメントミルク舟1〇刀以上ヤ状に拡がっ 
ているのがみられた。これは施工佃所が約5 〇0の急結他のため•包・しやすい陌を通 
って自然流下したものと思われる〇

(M ペンチコンクリート直下の4〇—5 の,摩さの密の部分は七メントミルク"小ゆ・わ
たらない。

(V) 5cr以上の大極の蛇を多く含むやは•セメントミルクが到;ゑしてもと史らず通過してし 
しまう。

注41年度の試挨計画

4I年度は新らたに束京営林同丹沢治山事業所管内に試験池を迷!定士るc新帰化工の阑係では, 
ー丹沢地区の試堡地の氓定および故況調査,試験区の決定•および必芟な基焚エの的工を行な5 〇

4 〇年度に施工した釜魚地区における沂誘化工に関してけ・2年目g経•巡涵Wを行なう。商号 
治山工作杨の関係では,PNC板エ施工畑所の双定.および一部価听については試瑣工話工(5 

段積工)ならびに結果,:瞬を行なう。セメントミルク注入工については,試験工施工砌の洗定 
ならびに添床地下断面剪査(テストビット試海はよび電気採査)を行なう〇

-5 0 6-



6. 41年度の風心俺遺と.•鎰

1•飾綿化工の印係
⑴丹沢壊区

試験地は史京営林局丹沢治山・•・听管内の大金RM、.嬰询«玄倉国冇垸宙I 5 2 す迎いけ小 
斑)に・gした。本地よはな尺山と尊ケ岳を浩W;废やの西册こ而し,稀杉沢支け:.:犬金沢の浪 
上波で.地‘質は帝杉沢期稱を基岩とし・その上:こ関束二ー厶’岳が堆憤している:”誌した崩 
京地はn ーム"の残琉泡で,方位はほば西诃・泌・は5 5-3 8° .;楠は1.2 0 〇-
1.5 〇 〇 あり•冬期は城必にともなう度会のほか季而留、による.影がもあり,W化工炬エ 
上は環境のきびしいところである。
試験エ段および瑜エオ辱は,麥地区と冋じ方法で行なうか. I瘀エ问の大きさはg 5 

-•斜而長約1〇なとし,う回反後して戒定する•各次照％内に【史土砂嘛定装m(麻1郊, 
長さ2初の木级枠と受错による)を設罰する。

(2)签秘区
釜無地区の緑化工就焕地については,(4 〇年鹿に揪エ)前述の台風披告とその後视上;て 

よろ影容も加わって,調充目的ほそわない試験地区も生じた。したがって2年目は残存地区 
について涎琰甬斐を行なった。

2年目までのほ化彼凌状況について.址況や台翫の影響などの倒述から観察された点は次 
のようである。
⑴ 也也条件が舞なっても初期の,緑化状態が比較的変化しない工種は,ヒト’ゲン柏生避エ, 
蚣袋エ,ベジタイ工辱,

(ii)立抱条件によってかなり影容をうける工種は.ロンタイエ,被极用な在e.披以網工的, 
師 各Zを通じて平均的に彼梭率の大きい工種;ま,被抵講工,被覆剤微布工.ヒドゲン粧生
皺エ,推生袋エ絳。

缸)各区を通じて被彼澎が低かった工攻としては.aンタイエ。なお,2年目の導入桃切波 
披状變の謂夜粮果は朝;S表のようである。

-50 a-

(%)
M- 5 k孫由冲間代・■'

1.ヒドゲン戶胜盪エ 3 7 8 7 9 5 I 〇 〇
2•輸生袋エ 8 2 6 〇 8 2 9 〇
3.ベヂタイエ 7 5 5 7 9 〇 ! 〇 〇
4. 0ンタイエ 5 5 2 〇 90 6 〇
5.枝邊剤撒布エ 6 11 8 〇 1 〇 〇 ! 〇 〇
6•彼旭勇X 8 8 8 3 1 〇 〇 ! 〇 〇

2.備易治山工作物の闲係
(1)PNC板試験工施工細听は,玄f•州吱流熊木沢に団定し5段後エを拖エした。土圧受圧雰 

はP H C叛の各段および底部に彼定したバ拍SW:完は均二定函:行なったは;>、•本年疚末
(い年う月)およびそれ以B幻C卷続副表して決討十る,

⑵ セメントミルク注入工の械工例所は,滂杉沢左用の2.沢田口お主び6 .沢出口に进定し 
たc ;日巨堰はセメント秦液併用による注人工の可能性をたしか北るために.各テストピット 
1カ所・電気:・径3点の検床j也下断而調在を行なった 調左方法は2 ノK・6 ノ沢の咨女に 

お、.、て•施工位破中心凍上に畛探缺 3点ずつ行なった。測点|田隔は2 ノ沢は3 E間隔6 

ノ沢は2な問隔とし・測定深废はI 5 mまでとした。テスト顷ットは‘芯・気探だ線より約5が 
下俺側に没置し,地下3.5 wiでの間の砂磔携成痢舍の・芝化・を下孫す〇と间時に〇1 5別ごと 
に資料を採取し,各種試験•を行なった。また.渓床巾積の珍動を疆なするため:て冬テストビ 
ット内に小削型の石を•埋設し,今後通略狽察することにIた。
溪床の砂政!の調査結弁:21ゆ通りの椚成狀態を示し•公たその透水佟Mは2 ノ沢(6 ノ 

沢とも1〇 cm/ Secと淡床の砂踪はぎわめて透水性が彌いことがわかった.このため,試験 
搶エは主としてセメ x卜を注入材料として用いることが逃刍と忠われろが,一方では/水性 
の高い肘が地下! 〇邢付近までつづき•不透水層がみあたらないので,地下5混付近までの 
セメント注入を考えた均合に:よ,それ以上の範囲にわたってセメ ントが多员に浸透するおそ 
れがある.したがって,固枯時岡を臼由に调節しうる•笑液を週択してFI£A村Rの泣出を防く 
必要かあ,ることなどが明らかになった。これらの調遂結果から就験旎エの基水勺均エ仕様を 
決定した。なお.湧床地F［祈而詩査結果は第丨図のようであろ。

_5 〇 5—



6.こんごの|印ら点

本試験豺濾のうち利沢地区の•施工および渦果調査は4 2年効:よぴそれ以級にわたるので.ま 
だ十分な検討を行なうことはできないが•現在考えられる点は次のようである。
1•新縁化工の【目係

祈悬化工のうち,とくに面状は化工田ついては,相生親寸似のんのによる客土簿状の工法に 
くらべて,導入する母材(用土,史汁等)炉面的に広がるため,地況条件にかなり影醬されや 
すくなる点が観察された“したびって殺蛍網,被痍剤工等の面状海化工については,施工面の 
ムラのない株化と,生育促進方法の検対が必要とおもわれる。

2.簡易治山工作物の蘭俣
U) ' ：; 〇板エの施工方法については,探疋わの髙さをさらに上げて検对する必斐がある

(4 2年度工は$段ていどに上げて换&ける予定)。
(2)セメントミルクd入工については・仁)粒径が細かく透氷係救が小さい””碇;C对する注入 

W・料の組会わせとその刷エ仕様.(b焼液のみによって固結される部分の强度の増加方法,な 
と’は今後さらに所究を妾する問題である。

TO 6—

2 9 空中写貞による治山計画法

1.泣牧担当者

治山湾1祈究室:秋谷半一・河野良治•鯉波宜士
統浏研究室:捅ロ幸男・中岛 鍛

2•試燦目的

治山計囱を立案するに当っては.炳琅池・渓流荒廃地等の実態をつかふ,それに対処する治山 
ダムあるいは山腹:！?并導の故駄の概濡を求める必要がある.従来,治山爭菜計画は三として現J也 

にょ9 •地/地.渓沱荒廃地の数Gtを把握し.同様に現地£陸にiりダムサイトやダムの規 
模の決定,山Rエの耍,不要,工事の建另等の判断がなされていた。しかし,今後,奥地林の開 
兒などにと七ない,治山密業の計画対環&奥地へ挞カ:ることが部想され,讖就臨な奥地での现 
地調資は従来より多くの尚間と労力を必要i:すると思われる。加えて,•拓決云奥地林では気候的 
な邮勺により翊(E可能な期四も短く,従来よりも短時日に潟住を終了ー「ることが姿茨される,こ 
のような点を游えると今後の治山計諭に楽しては空中写爽の利用が不可欠のものと思われる。空 
中写真を利用することの利点は詢阳«間の瞬だけでなく.距離や地形K旧従されずに棺度一螺 
な,結果が?!｝られる点にもある。逆に空中写凡を用いる拗混ては％勰偌に相当な経及の支出を覚 
悟しなければならないが,幸いに全国i羽子林の大部分は燃募诟の會中写・があり.これらを沔用 
することが可能である。したがって.すでに撮当済の空中写衣•を用いて荒哩地の現況ならびに推 
秒の状況など各徒の写立削読を行ない,その結果を別に汀なった現地S说のせ吳と对比させて治 
山計両における現在の空中写共の利用法のあ準お上ぴ利用しうる限变を明らかにしようとした。

3.前年度までの経過とえられた結果

4 J年度が初年度のため該当なし。

立41拜Zの試顷計画

一般的な荒廃地の代表的な例として•長野柴伊那谷の長野営林局殉ケ根営林署•管内に約1〇 〇 
泓 の润査地をとり,治山計卤に必要な話項目のうち・尊其判読可能なものとして下記各項目・を 
黑び・現地涌漏果と対比させて尚就結果の央用的価彼の検討を行なうこと忙した。
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(1)煥壊地邱<ろ:S
⑴強 杭 (V)傾 級
fii) >2 斷・-・杉 (vi)彦 我
(iii)楚生立潑 (vii)衙辺怵梱
(iV)方 位 (•iii) 腳地内の伊生

(2)溪流に関するもの
(!) 顚荒廃地而特 (iii)溪床構断
(ii)演床族斯 ")盛床への没入植生

なお«荒廃堆の推移についての検討が-:-ぎるよ5,机赤に用いる空中写兵は沼•和5 6年
(喚禁地段直後)および紹和4 〇年掇影のH电とした。

5. 41年度•の試険経君と繕臬

I. 41年度就匯経過
罰述の41年度試験計画のところでぐしたと:.•り〇各;を演月について,只体的に間俛方 

法を以・下に述べるように決定した。
港宜項目およぴ調査硬領

(1)脂壊地に関する調宪
2種の空中写说の冬々:こついて次の.册充を行なう

(i) 燭境地の平而図化
1級図化機を用いて1万分の1のが!趙地の平而闵を插く。ただし,Q• 〇1俱 未 

満の猊壊地は省略しても差し龙えない,,同時に絢宏および溪流を插く。插かれた別 
域地の全海について(igixめ卻&明全を行ない,その結呆を第丨表:験入する 図 
化の涼低山腹切壊と渓岸芯)由を区分しておくっ

(ii) 桝壊地而積の圖定
〇・〇 I瞄 単位まで読めるような方法で平而図に播かれた燃明地而毬を計廁する;： 

< Hi)煥壊地の網听面形
燭壊地の換断面形を千分のiの凶而に描く。溪流との位检関係を同時に疋入する。 

(W)明堵地の発坐位置

崩淡が発生した山腹斜面の衆から谷までを上中下K分けて該当する w\cつ印を 
つける(Iっに限らない),

-3 0 9-

(V ) 袖壊地の方悠
崩壊衡が肉いている方位を8方E與わす。

(VI)朔・歟!の倾为
佔愀角の陌斜わ:5l以内の誤達で;汁闸し,その政慎史口入する,

('/；!)涝咳地の;別:
T平長を叶痼し・明垠炮白柄/ (水平長)2 =形状保

攻として”己入する,
(列)周辺林相

周頌地の中央より上方尚;・の林相を針・広’混別に2 〇年未満および2 〇年以上
およぴその他に分けて記入する。 •

(IX ) 皿蟻地内の掴企
朋决地に侵入した栖生の粗密股をI 0%雄位に木单別に記入する。

(2)演流荒廃地に関する倒衣
2由の空中写其の各々について次の総査を行なう〇

(I)溪流の平海図化
例蛟瓶の:乎而図化と同時に痰流の平面図化を行なう〇涂流の林は渓床拓5很以 

下の部分を谷路する。
(ii) 荒脱溪流の紀赦

平而図に囚化された涣流のうち段!由または版頑Kより荒察している.あるいは荒 
廃したと思われる場所をめで明示する〇

(iii) 溪流荒廃地面琲の浏定
渓流箴の変化点ことに餾を測定し・湘定点から次の測定点までの磔を平面図上 

で瑚定し,第2表 により而積を・比する 临の制定は士1れ以!勺の叢差で潴定し 
德るような方法で.別淀点間の定離の茶定は土 5部以内め誤差で制定し再る方法で
行なう。 ^

< IV )錢床縦断血・の図化
(iR平面図化された※流の寸べて(荒廃の右無にかかわらず)についてその建断 

而図を描く。况尺は次平昵睡千分の1•垂直距隱百分の1とする。
(V ) 險爲我断面の図化

あらかじめ指定された箇所について百分の1の灘尺で横酣端を作成する。
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(vi)段入桃生
渓ソ帯・比内に卩人し国共を木VS'J：C!〇仁单位:で紀2表,コ己入くー。

(5)梅帔ビXる面晴および’す待の故!定
地廓地而专の湖定,沃哉范廃辭1の;即定および做だの利定を機械により行なった菸眼と 

手作fによるほ果を対比させるため次の作ムを行なう,(j)〜(iii)•つ作美は何れb 

3 6年搬彫の gい を用いて行なう,
(I)啊壊面積の測定

白样沢,大分次に分けてまた山腹•淺岸別になれそれの;尺の芯妒?にある团※地の 
而積如滤測定機によりな定する(!万分の1平而図使用)〇

(ii ) 純 沱饶址每仙の側注
白悻沢,大金沢のそれぞれの流域内にある溪流荒浸地の而税を洩度詞定檢により

師・する(1万分のI平面図)。 ・
(iii)"傾斜の測定

使斜濁図機を用いて漓査対照区域のうち1モデルにはいる叫壊地および朝の樹 
斜および勾配を觀定する。こZIら項目のうち山脱泌壊地・僵流弛あ地の面税測定に 
ついてはともに治山日I•画以のための特に而要な祯汽が項であるため."級図化機 
を用いて作図計測し,写爽を用いて而紙を$・側した投合の出来るぞ:ナ正味な値を求 
めてみた。
吏た.渓流璞横断測％土ダム設置計斯に不可欠であるので空中写貢kよる桟横忻 

の計制が出来るかどうか,また,治山計画を掛立する1ゝ注;として十分な回而炉作成 
し奇るかどうかをたしかめるため,專貞による計闾により千分・の!図面を作成して 
みた“次に機械による而積および侦斜の若成は,将来広葩网の区域の治山,汁距を主 
として空中字爽•によって樹立する場合を想定・可時間に正睡な結果が卻られる機械 
使用による科読を手作楽による到就と比’段できるよう;てしたものである。

2. 4 I年匯試験結果
(1)刎壊地に関する詞査

諸項目についての検的はまだ完了していないが•現在までの納果では,
(i) 面狀・傾斜,形找係・敬などの・は的な知定ば写江判読忙より汎地責企に相当する結果 

が绊られる。
(ii) 発生位ta«方位・罔辺林!!代ついて七正曜な結果が得られる。
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(l!l)朔唆池内の植生在怒:M援し嘗るカ:エ诉の妥否などと結びつけて钊読しXうとすらと 
能力•しいu

< >v)齒成地周辺部あろい;匚り‘尙地内の不な定土砂の址哝だなどは以在の科况技帯で::は 
とんど句定できない。

(2)添波荒廃地に題する词壹
(I)渓床袞断面図は実用に十分である.
(ii)浸未欄忻面図は蚯略の形の我現は出来るカ;・グム成計が出去る纹ど正球なものではな 

い。
(iiiJ吃生が軽入した溪衡荒陸地の司定はむずかしい,•
(iv )渓床砂毋の構成状,也あろいは同族などは号宣のみでは心とんど利定できない。

(5)械械による面恭およぴ缶斜の比定,
現・决对湛fcある。

5.こんごの同悠点

〇)団株地岡辺に成林木かある場合の明が而稽判訣和废はどうか。
の 网琪讦の京岩地,堆技地の判別方法tた施工の・斐»不安•難易などの刊削方法-
⑶ 浏壊地および沃流荒廃地で秋生が侵入している個所の胳エの要,不要の判定方法。
⑷ 汗湍こ價用すろ印皈その他槪械の旳氣と.国読埔度・そゆ抿択精純

"ど:T今佞:’>祈’•中次芯であ・
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